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围除 政經學 會譯篇 



化の 審は一 世界の ユダャ人」 と 「フリ I •メ — ソン 祕密 結杜」 の二篇 の 外に、 別に 
「フリ I •メ .1 ソンが 密 おかの 殿堂 解剖-の 一篇 を輯錄 した もので あろ。 

前の 一 一統は ナチ ス 親衛隊への 啓蒙 的 お 巧 書と も 云 ふべき もので、 正 巧では あろが、 
巧 逸の 立場を 考察の 中 ふとして ゐる まは 說 承して 掃かねば ならぬ。 併し 「化 巧の ユダ 
ャ 人」 が巧ソ 不可 浸條約 後の 巧 行で ある 爲 めに、 娇 太の 最大 巧 力 おの 一た るソ 输に觸 
れろ ことを 避けた 事に 對 して、 「フリ I •メ —ッ ンが密 結社」 は をれ な 前の ものである 
か、 前者の 不自然な 缺陷を 補つ て ゐる戲 は 化な すべきで あろ。 (ソ聯 と 祈 太ん り视系 
じ 就て はか 經著房 おけの 巧 逸 コン モス 憐± ホ 「スタ— リン 背後の 射 太 人」 が ある。) 

支那 事 麵が大 東が 戰巧 となり、 をれ が歐 洲大戰 とみに 妍太 及びを い 化 戚巧關 として 
のフリ I •メ — ソン リ I の ホを 通りの 「化 巧大戰 J じ發 おし、 射 太の 化が 制 巧 戦と を 
れ へのな# が 眼前 じ 展開され つ/' あるのを おて、 巧 逸が 今 ホの 大巧 ぉを 巧 おし、 i つ 


巧の 巧 因が 窒思 おじぶ ふを かを して、 「世を」 的に 寫じ 其の 牟 f して ゐた 

、 かを この 二篇 から 具 じかる 车が巧 ホる ので ある。 

又 別の】 なた る 「フ ブー •メー ッン祕 巧 お 化の 巧を が 剤」 は、 巧 おかの 最巧 かにせ 
つた n ン ラト ヒ まが、；， •メ — ッン？ なる & のが 爱 のを 番委が 
G 1 を Li 泣ぎ ない 巧を 白ら 度す る C 至つ て、 督 5 基」 T 黨に 塞す る爲 
めを はした 寞 文き Q でぁ ミ ニな 今 《さに を B 累 S 背す るが さ 

、一 《 が、 霎を じッが 巧び 巧を f 包含す るに まつた 其の 美 夏 色が が援 たる フ， 
If ッ X 的 結合を 現は して ゐる や、 巧が 日 さ 於 5，* •メ *ッ ン じ* 

一’-、 す i 象が 除を 蜜す tQ 重を 柔琶赛 0 i とし 5 巧の 必 請を 

V - 巧ん として 之を 世上に をる 巧な である。 

《まの 刊 斤は c>0 ミ 巧* じよる & ので、 化* じな ふ f おする ホ 巧で 来 ミ 
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ユダヤ 民族は 田 R 的 一文 灌力 


方 

ごグて K 勇 震 裹 妾を、 養 を W ち ユグャ 人 

^^^•^すらも堇 K 篡つて f &い《でを ぶもミ2を4つて某8赛をホ右し、 00 

玉‘ やな f Hi 管 f 至 mIg はない。」 

かょぅ 拿 葉を もつ て、 巧 舅 太 人れ 表 者を 貝會 ( W — を 口 量汪 もぎ f ") の 化 皮 
部 負、 1 ィ f モンは、 みを 户ャ V 」 ミム 化のを ミ 日 巧を 始めて ゐる •彼は 巧 化を 




して ホの 如く 寒いて ゐる • 「 A ダヤ巧 族に 期しを々 と 小うる さく 巧沙 ホされ たこと が、 もし 巧 貪 だと 
したら、 ヒット ラ I は 巧 じて か 巧を 巧り 巧な かつをのは おかで あらう し、 パレスチナ はずつ とな 前に 
ti ダて S 技 的 望と なつて ゐ たで ホら っし、 波 努 ,ー ダて は 彼等が 今日っ けて ゐる警 ひどい 
《おに 陷る こと もなかつ ホで あらう。」 と サロモン 心 貢ろ 「併し、 管 化 等の が 態が 生じた といん 

のは、 そんを ちへ 方に がの 煤が もを い 事を 示して ゐ る。」 

♦ 

巧 かる 胃 葉を もつ てま 困に がける ユダヤ人の 著名な 代表 ぞ は、 ユダ卞 巧 族 一が、 そして 义 所謂、 巧 
■、ユダての 自 稱巧团 、むを 特に お 巧して ゐ るので あるが、 C れと同 樣の裏 を もつ て、 凡て S の 
ユダ卞 巧 族は、 自己の* おせに おする 巧 巧 運 斬^ か 护い趴 紙い^,;, と旣に 結ぇず 巧め て來 をの ごを 
ち ユダての 田 お 巧 かに 腳 する ま おは、 その 主張の 不合理を 巧ら しめ 矣 なめに、 サロモンの やう 
& 誇 おした 物の 言 ひ ホを したので は 論破され をいで あらう。 そのために はもつ と 巧 おを 巧 巧が 必 おで 
あ 0 たと ぶは を •がし、 じれは 巧が として サ a モンの 寅 巧で あろ 理性 ある 人閒 なら、 ユダヤ 巧 お 
の 田 お 巧 巧の 勢力は お俩 眼で ホるな どと ま おする やうな ことは しを いで あらう。 幸な C とこ、 ュダ卞 

お^に 暑 《をち 農！ を ミ 髮篡努 K よ ミ、 累 S 農 S 義し 了は 蛇累引 
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が 諸 苗 お. に ホ 生しながら も、 そ 打ら を 巧 巧して、 同一 涅 庚と いふが はょり 化 巧い 中^む が 如 


が 諸 曲 お. に ホを しを がら も、 そ 打ら を® 巧して、 同 一理 庚と ぃふ 巧を ょりは 巧い^、^ むが^^ 邮少 
を 追求 — 自己のま生してゐるか巧£巧斯をル心的い复ぃ^^^^ぃ、 を|^、 44いい^^&がが^^か 
がと 巧抗 して — する ことが ザ 能で ある 眼り にがてである •ユダヤ 巧 族の 田 巧め |j {力を、 がが の ザ 寅 
とは 則な 連 削に がて、 巧 面目に 冒 及した ものは がつ てな かつ セので ある* 

すでに 數卞 年に 且つて 巧 けられて ゐる 巧め をき あおに 終始して ねる* グヤ 人の 巧を は、 ユダヤ お 族 

がをュダャ巧族を包ぉ十る 1!^を4^3£を^{祭磬いたい’ ：^一^^备がいいいことを巧かに 

して ゐる 。これに 巧て は、 なほ 後に 示す 巧 b であるが、 シオン 巧 巧 も 給 巧 この 專 巧に 何等の お 巧を 化 
へる ものでは を かつた •勿論 t の シオンな 巧は、 それにょ つて ユダ卞 巧 挨に司 化 能力が わると いん tt 
が 一 掠され、 一' 切の 力 A フラ ー ジユの おみが 拾て 去られた とい ふ® り にがてを ばし いものでは ある 
が。 を义巧世ホに散在してゐる化態は、 明むにュダャが族にとつては41、ー ツが|^如か^3いいいい^か 
わ 態な ので ある。 ハ レス ナナ 問 おが そのな 證 となりがない ことは なほ 巧に 說 明され るで わらぅ。 ホ 通 
的 人道主義なる ま乘 をを 世 ホに を ホす る 巧を を おせしめ、 人 巧の 巧 ホを 作 7 て宜 己の 巧 巧 生 巧を がが 
し、 巧て* グヤ巧 族の 作 州 力を を 高 巧に 巧が 廿ん としを， のが、 ユグヤ お 巧の あぇざる 巧 カ ダつ セので 
わる。 ユグヤ 人は、 お 局 あらゆる 困 巧 的 政治、 文化 及び お 巧に 反が して ゐ るので あ 0 て、- ダ ヤ人肖 
第一 部 世界 3 ュ V* 人 一己 


身に 王つ 5 めら たゥ と、 又を ss して fs 至 ゎ 理解され ょっ と？ 為ら 卡 、畜 はを 
の巧 りで ある。- ダ 卞巧 おは、 農 的 篡を なし T お 千年 £ つを f れ ホ ユダヤ 的 養の f 
に、 自己の 特性が を窝 にもが 神 的に も# ほす るのを 巧 街 せんとして ゐる あらゆる 巧复 公が のかを 

ので ある。 

ユダヤが 巧は いづれ ss とも 同化し、 受 n し、 蓋 美ん & どと いを とは ts いとい ふ 
巧を が增大 しつ、 あろ 養菱间 化と 茸 はれて ゐ るを 5 にょり、 明白に— し？ 寒 あるが、 

> ダヤ巧 族は、 まな 的、 せ ♦的、 閣 法的 S 等の 地 化を 巧擎る ことに 甘を をいで、 を 生して ミ 

寶族案 S 碧 ホを 消が サ しろ をし 5 装呈 S 是ぉ 入し、 ホら ゆる 分 巧 S 巧な 化 
a を 巧 占し、 貸 基 窒 左右し、 巧 用し 盡？ と sk 來る言 & 一つ S 度を 裘 せんと 企 田して 
ゐ るので わる J グヤ 人が をる 4 かか かを が 巧す る (は、 をく その 蓋に 巧が しい C とで ある J 
ダヤ人 白身. 明白 暮治 的を 達を がふ 餐 K みを 孚受 "は 化&了 巧で わる •彼等の 力は 常 こ 同じ 
で、、 通,， 舞^^で 働い ミミ 卽 ち， かか 寡 醇ぃ聲 、豪が か 裳ぃ歡 、の 墨い い^ 

巧 用し、 輿論を かり 心け るの かわ V 自 みと i 篆 がの もとに 自力で 巧 ものを が 巧し、 お 巧ず る じ 
とが 密 とを る— K は、', t ゾ卞 人は— として 蓋で わつ ホ •ユダヤ人の ホを は、 他を 押し 除けた 



り、 » 宙の化 巧を 巧 用して 巧 巧す る ことに わる • 
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6、 のがが をが 用して 利得す る ことに わる* 

バレス ♦ナが 今日 一個の 世が 閒 おとなつ たとい ふの も、 巧 苗た して A ダヤ H お 建設の 許畫に 脚む fc 
ホ かしめ、 义 そのために 英 田の 動員す る t とに ユダヤ 巧 族が 巧 巧した が 化で ある •かかる 巧 おが jgj 
いかなる 目的を 持つ ベを かを、 どぅしても 巧 かにせ ねばならた •とい ふのは、 巧 時 かは パレス ナナが 
世 ホの あらゆる ユグヤ 人を 巧へ 巧る とは】 人の ユダヤ人と 雖も 致て 主 巧は して 居らず、 ユダヤ おお 自 
♦では、 みお 化 態から 巧 おして パレス ナナに 菱口 するな どとは 化して 考 へて 居らね ことは、 巧に 暗示 
して おいた 通り だからで わる •とはい 去 ものの， ー ダヤ菌 おかもし 巧な すれば、 み 散 せる ユダヤ おおの 
位坦を 大いに 確固たる ものに をし 巧る であらぅ • r 芙田 巧乂代 おお 重 貝を」 の サロモン 巧が 、 「WW 
的な ±」 ( Na を Ba 尸 ho 目 e ) としての パレスチナの 巧 保が ホ だ 巧 巧して 居らぬ ことを もつ て、 ユダヤ 
巧 族が 夕 大の樣 力を 持つ てゐ ると 巧せられ るのは. 挡选 であると いん 事を 巧 巧す るた めの 例 巧と して 
引用して ゐ るが、 これは 一 化の が 劣な トリック なかの ものでは なく、 巧 巧の 核、 むに «れ てなら わ。* 
グヤ 人の お 響は •お 族め 巧な 及びが お 的 巧 合のを 巧、 解 巧、 崩 巧に がて 共の 故 ホをから & いので わ 
る •ユ グヤ 人は、 他 巧 巧に ま 生して、 その 民族を 自己の 利 まの ためにが 巧す る ことには、 お 化の お 力 
たちつて ゐる •パレスチナは 今日* かがに 巧みに ユダ卞 おおが 自己の が吿 族の そ 氏と たを が ク 


け义 冒の か 治 上の 目的の ために j 顯を用 ひるを 季 ょを 資 例で わろ 巧し ご スチナ は M 特 
ち 上が 甘る ユダヤ 推力 S 股ち 卽ち 、自力に 化る お 巧 S 力の ないじと 、勇の 巧 巧は ユダヤ たた 
本 米の せ 質から して- 義？ 2 C と、， 生かを 巧して f と 愛る 化 (髪を 巧り 车 るかに 道のを 
^;^ち を巧してミ。 ；；，；；. ががい、 4£35影を祭わかいか斯^妒いいシが震篇、ュいい心 
が 居 ミな お、 お.： 4 紙； いい かを いむ。 いか い武い かかい^が^ い か、 於か户 

ユダヤ 問菌 は、 i 族 ご グヤ援 S 力 及び そ S 雲を 巧を 知る K が ミ、 受其 (がかを 

迫られつ、 わろ 本蒂 がな 下 K がて 企 阁 すると C ろは、 ユダヤ 巧 族が 力 A 7 ラ 1 ご 《を &に けんて 

ゐる巧 養— が (墓 ご瞥を 投じて、 諸 找族雲 S 中 ご ダ ヤお族 だを る 地位 ミめ 如何 
をる 連 f 可能性と をを S 单中 忆讀 し、 農 誤を いた 管、 J 苗 農 組 投¥遠 旧を る 
化 超を 占め W を S 力を 左を し 5 る 棄三グ .1 が、 いを る f をな して & るかを 季 C とで わ 
ろ檢 がは、 ユダて 角のを 料から かられみ 有 ゎの 化の 事な に おられて ゐ ろな 巧の 仕 ホち— す 
墓|なな壽をも巧ひ5ミい。 おし率直なるが寞はをれ島が巧辯でぁつて、 少數巧巧ホ 
i ダヤ 人が ミ 世 巧 S じて ミ問寶 巧- 大せ とお 迫せ とを 《おり、 又 わら ゆる おおが ユダヤ ミ 
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巧 族の ために 當 面させられて ゐ るを 苗を も 物語って ゐる • 


巧 族の ためだ 巧 面させられで ゐ るる 苗を もみ 語って ゐ る- 


- 、ユダヤ人 のなか々 ホ 

ユグヤ 人の なに 抑す る 報吿は 多種 夕横 であり、 部分的には 相ネ 巧して ゐる •出來 る おり 明白に しで 
な 巧す るに おる 相 巧を 描く ためには、 比較 巧 照が 必お である。 かかる 報吿 がいかなる 調 杏に ぷづ いて 
生じ たかをみ ちし 得る 巧を は 極めて 巧で ある。】 巧には ユダヤ人に 削す るが 計は、 モ か (A ダヤ 
K ) をな じて ゐ るかを 人 A のみを ホんで ゐ る。 巧 逢の 場を も 亦、 巧 进团巧 法の 意 ホに がける ユダヤ人 

の 正 巧を る報吿 は、 ホるべき 困 勢 調を S 化， 初めて 化 朱 上る ので わろ 目下の が 我々 は、 島の お 
みのこと も、 大お 巧の 技 字に 近い おを たもつて 巧 足せねば をら め。 

非ュダャ人の化ょりする靈にょるち ；11^{.かい觀おかシ54;?--^を心、 卜かみ卽-^かいい 
その 中、 歎洲に T 度卞巧 人、 アメリカに 五 百 巧 人が 在住して ゐ る。 巧 りの 二百 巧 人は、 アジア、 アフ 
— 力、 オ ー スト ラリ 卞 にみ 巧して ゐ る。 ユダヤ人の 巧から 色々 を 巧吿を 知りぅる が、 をの 報吿 は、 丰 
乂 的には 大して 巧 違して 居を い •ルッ ビンは； 二 五 ザ 忆はモ 四百.； ^十 巧で わると 推ぶ」 てね を、 

一望 一 五 年の T 米酉奠 年 さは 總數卞 五 夏 十二 巧 あ 千と 望し、。 ン ドンで 化が されて わる I 九 


た I 


Ur f ま f f 了 ミ • i を ii — f 分た 


アフリカ 
アメリカ 
了 ジア 

才 I スト ラ リア 
■ I a ッ パ 


八 二 〇、 08 
五 00 〇、 80 

巧 I 八、 000 

三 一〇、 000 

を ハ 化 〇、 000 

が (ペル 支、 一 妻 セ 年、 フィ。 獲杜巧 巧) はな 數を壬 ハな 十二 巧と 巧して ゐ るが、 
d ;::: 信 P ては 奠全合 ご I ントを f も i をい とい ふ— をる。 

» 信て ゐる H ダャ 人の たらの？ におして、 巧に、 ユグ てに 巿累 を 巧へ 
ミに 白 己の な 仰を 養更ナ るか、 巧は 他 お し、^^^^^ 

5 人* がか へらる ミで わるは 巧皂 ホろ たる 髮 がには ユダャ お 族に 5 るな 再 

ぞ して ゐ るが— ける ュグャ 人 S 人 i ナ i は、 今な はめぶ 十 萬 

い Iss ;! !! ミ 





夕巧 宇に ミ • 9 ィ B がみ c お 字を まと L、 a ンド X ち 巧 s ごグャ ザを 一九. I 一 I 八 墓の お 宇 
た 巧 巧に、^ 亡 巧 ホし C be 一 


.. 1 : 一一 -、 V じーィ rr ?、 


写. •み、-. ぶ一，/ 


- s’ ■ - 

かを 擊 y をる • 9 ィ B # み S 數 字を まと L 、 a ン ドンち 行の 『ユ グヤ ザ！！』 一九. |一| 八達の 巧 ネ 
た 巧 巧に 入れて 附 加して わく) 

■ . 

アメリカ 合 ホ 田 / 巧、 四 九 〇、 00 〇 ( 四、 一一 二八、 00 〇) 三一 •セ 五％ 

巧 田 (化 アィ ル ブンド t そみ、 おかの 巧 ± 、自治 巧を かく) 

三 品 〇、 00 〇 ■ (三 二き r 〇 分 〇) 〇 •七 0% 


かが 西 

パレス ナナ 

か乂利 
巧 ホ 利 

チ* n •ス a ヴ 7 午 T 

ル ー マ* ア 


波 蘭 =1、 三 18 、 80 ( 互、 六 8 、 CXDO ) 九 •七 〇% 

此 巧の 數字 はかを 再 ホからの 夕數の 移住を を 計 巧に 入を ち 幾み 增委 るで あら ミ 巧ち 之 等 


ニニ 五、 08 
四 〇 四、 80 
五 〇、 80 
四の 五、 000 
吉セ 五、 000 
化 0 〇、 08 


(一ー セ 五、 00 〇】 
(四 一一 五、 00 0) 
(巧 セ、 八 二ぶ) 
(四 四 四、 五六 セ) 
ご 二 五六、 八 111 〇) 

(乂 〇〇、 009 


二、 四 五 〇、 00 〇 (一一、 八 セ 〇、 00 〇) 


七 0% 
五 五％ 
〇〇% 


一 0% 
セ 〇% 
8 % 
8 % 
七 〇% 


.‘：'を V ■を' 


•を よ-’ 


-la 




f^n 


巧 苗の 統計 s くちな 年な が s 合調を 力 至 おを をぶ？ して ゐる (でぁる。 か 太 巧の ユダ 
の f ii され いが—— i 八ち 80 妻* f る。—— 一 
tK チナ の ユダヤ人 かは f くは 過大に 馨 されて ゐる らしい • C れは 養き？ はを いので 
で、!^ レ ユグヤ 入に とつて は、 ハレ スチナ のを 人口に おする ユダヤ人 口 i " を 尚來る 眼り 大きく し 

ろ ゾスチ i 護？ ミ 人 ili 享 言が i — ぁるから ミ 

る 

世 巧の 霎奚 が巿莫 ける J 文 n を 一管す ると、 ホに 透 サる夕 、ユダて 英巧 k 進 4 

f — i 」 了—^’ is 凝 




p ン ドン 

パ I 


夢赛 ii ". .'，沈 


i 括 太 年ち 一 义云八 
一、 セス 五、 000 
二 一二 云、 九九 一 
一八 五、 08 
一一、 二八 〇 


ホ 巧 お 太 年を 一九 I 二八 
一、 七 六 五、 000 
二 S 呈 、九九 一 
ー セ 五、 000 
一一、 二八 〇 



护 さろ T た.. 一 ^ 


-t9, L-;> I. 




'' 冀 葉 . ：， 'T- 賓 ^^ 


プ久 ぺス. 
プラ I グ 
プ カレ ス- 
モ ス n I 
ヴルソ I 


110 四、 一ニ セ 五 
一二 五、 四 六 一二 
五 0、 80 
一三 一一、 セ 四 セ 
三 一ー ニ ーニ、 一二 五の 


共 だ ^. 心 ' 

一ニ セ •五 凹 あ ’ 

一二 五、 四 六 一二 
ぶ〇、 000 
一三 一一、 と 四 セ 

.一号 号、 一二 お 四 

これら のなぞ を 達 的に 観季れ ばが る 通り、 7 メリ ヵを ホ闻 は幸賴 にもを も 多 おの ユグ てのを 
住 ホを なして をり、 二 13, 含 人 n かが 示して ゐる 如く、 彼等は 旣 にが 倒 的に 巧芝议 ホの 中に 
篇乂 されて 居る S でぁろ J 9 力 人 口 にがけ S グャ人 S をが 更に 增大 する 巧が 地を なして ゐる 
S 依が として、 fi グャ 人が そのを 人口の 九 •と 父を 占めて ゐ .る 波 蘭で ぁろ 
巧 字 去 巧 巧に ぶ ミミ 必 巧な 巧 おを がるに 畫 つて、 更に、 か .い か ij かの が 合に も 占 
を 巧 じて 置か 怠なら 《•獨 浸 於て は 巧に 現在を 化して &る ユダての わ 芋 五 パ 1* ントが 四十 
を 巧は 上に 達して 居り、 巧 t 數は 出生 かょりを しくは ぇて ゐ るのに 巧して、 一ち 巧な ユダャ だ 巧の 

ま？ して Q 波 m 2 ダャ な、 一九二 八 年 S 雲を にょるち 一一 一八、； 四 入の 寡 寬をホ 

して ゐ る。 

第一が 世 巧 ご ダ* 入 I • 



prLrr...>^.-- if US-'. _____ 


誰 5 せ ホめ；* 人 一一 一 

ここから 囊し 得る e とで わるが、 塞ユグ ては々 のかを 理 まらして ち （ 一が には アメ， 
々を 衆 困を s 指し W— をから！！ れて 巧を ば をら S でみ る。 C れは 叢は そ 合を もは 
ゃ薑 Q? 內 S ミす？ とが 冀& いからで をろ？ な 蘭が 覆審 ま 巧 塞と i に、 自ら 

道んで 化 摩を 追せ ザん としてね る にがてを やで あろ 

ル， マ ニヤには (一を 一六) 年に 五六 八 |二乂の化 蓋 泣が わり、 冀 がには (一を 一六) 四 ニク 
アメリヵを ホ 田には、 S 太 社を 硏を局 sf ょれば (一九二 五)、 四 一二、 〇〇〇 人、 .§ にソ 
巧には 一二 五、 乂 一八 人の 化生 お 過が ある。 

前記の 諸擎 は、 たと へ 近似 化に すぎ & いとして ち 信 巧 ナベを 王り 新ら しい 羣 がな がをから 
ホし ない？、 そ S 差異は、 こ Q 諸 お 字から 引出さる ベを お！！ がそ g 正を 性を 至ほ芙 をい もので 
はない。 明か 置グ Is— は、 •馨が 童して ゐる苗 ま 束で わる 援 つて 莫 して ゐ る。 そ 
の 養す る 所は、 養 菱 おか； 束 f ダヤ養 g 奮は、？ ヤ 人— に 巧す る 最後 的な 强制移 

化 化 i 口 さを い & らば、 大した 蠢も をく S する で ホら っと いふ C とで ある。 かく, ー ダヤ 人が 
文明 世 ホへ と ホれ 这んで ホる とい ふことは、 な 築び おか 諸 面に かつては 危 おを こ 告 あつて、 それ 
をが す ミは ホすべからざる 巧ネ であろ をれ もし & いが、 f て】 丸一 i 年までに 巧 ホに ホれ & 



んガ？ てち ナベ 5 ホ？ ツ^, ごグ 卞が菱 から 巧 曲た も？ わり， 受 £ さ衰さ 




メ I レン 


I 〇 •一 出生 (ユダヤ人 千 人に 化) 


139 9399 999 flsHHHMHH 


K a ヴァ キア 


四 •四ヴ 


ボへ ミヤ 


セ •四ヴ 


カル バト •ロシア 


* ダヤ 人の 巧を 化の 進む につれ て 望增裝 の巧 あして ゐる ことは、 好が 合に も I 少く とも 巧 巧 
にがて I ユダヤ 問 酉の 解 巧に 寄 典す るで あらぅ。 

ユグ卞 人の な 含 的 巧 巧を 巧 巧す ると、 历 に】 巧に かられて ゐる扣 く アメ 9 力を ホ W にを 化 



第一 巧せ# ごグ ♦.人 一巧 
しでね る A ダヤ 人の 平均 化 入が 巧な であり、 ホ » に 居住し でゐ る* グヤ 人の 平均 お 人が お 巧で ゎる C 
•とが 判る。 巧 誌 『お 巧と 生 巧』 (一九二 一〇 年 二 巧、 t* — y〕 に ti ダ ヤ人マ I ネスの 發 をした ホの か算 
が 括 巧に 信賴 すべを もので ホる とする のでは ない が、 しかも、 t の 計算は を 困に がける， ーダ卞 人の わ 
入狀 お、 がつ て そのせ み 的 地位を 明白に 示して ゐ る。 彼は アメリヵの ユダヤ人の 化 入を 1 人に W 八と 
五 ドル、 巧を にを 住して ねる ユダヤ人の 化 入を 巧 00 ドルと 推を して ゐろ この お 字は 勿論 お 巧に が 
ては をし く おおされて ゐ る。 が、】 方 彼は、 波 蘭の ユダヤ人の 收 入た 100 ドル、 ソ聯の ユダヤ人の 
な 入た —— 巧說 的巧值 にしたがつて —— 一四 0 ドルと 仮を してね る。 

同じ 許 巧に おへ ば、 アメリヵの H グヤ 人の 一年のを 化 人は 三 一十 セ 巧 一 一千 巧 ドルで あるが、 これにな 
して 波谢の ユダヤ人の かんは 一一 お八 千な ドル カ 至 一二 お 一千 巧 ドルで ある。 

じれら の お 字から 又、 上記の 諸 巧に がて ユダヤ の 占めで ねる 巧 業を】 が 的に 巧 巧す る ことが 出 ホ 
る •アメリカ 合 ホ 巧の 數 字から をく 巧 ひもな く 推を される ことは、 かかる 化 入は お 巧 お、 株 ホ、 デ パ 
1 卜巧巧 著 等に 對 しての みまが はれうる ものであるが、】 ホ、 束 » A グャ 人は、 おに 化 等の 性 巧に 逆 
巧す る 巧 巧れ な柔 、巧ち 小資 商人と か 巧 巧と かに 滿 ちしを ければ ならない ので ある。 


れ かる 少數の 報 ホ fe もって、 A ダャ巧 asfc 數丰 的に IgJils した！！ である •千 セ 巧 萬 人の ュグャ 民族が 



を 地 巧-^ に々 巧して ゐる譯 であるから、 數 的には 夕 いとは 音へ をい が、 あらゆる 酉 ± とま 巧 巧 巧との 


を巧巧卜^にみ巧してゐる譯であるから、 數的には夕いとは晉へないが、 あらゆる闽±とを巧巧まとの 
« 巧を 巧め てみ ホ b てゐ るから には、 それは 一が の 世が 的權 力と なる ので わる， 

二、 tt 困の 巧 接 

巧 逸に が 息を 巧ず る 巧から、 曾つて 巧みに ホの かく 指 巧され を 事が ある。 卽 ち、 誰 かご 世界の 片隅 
で ー ユダヤ人の お 巧を まする やぅな じと が あると、 アメリヵ 乂使 、ィギリス 又は フランス 大化 等が が 
巧を 中 & むが、 せ 巧乂驳 にがけ るが かく、 巧 逸民 族が お領 によつ てを さに 缺巧 におしても’ もれは 人 
巧 义ぴ化 ホ ザ 巧に ま 巧す る こと ボ とす はれる ので ある！ ユダヤ お 族が 巧 かる 世 ホ 的 巧 巧を お 汚す た 
:® に 用 ひる 手段 及び ホ 法 の總 ベて を敍 がする 事ち 餘 6 におを 忆 萎る であら ゥ。 巧 かる 巧 巧は A ダ 
ヤ 人の 化 巧より 最も 簡單に 明白と をる。 而 して 此の お 巧々 が、 ァ、 メ；/ 力が がが、 ス 、、フ f フ； ン 、ス、 
パレスチナ のみを 考 化する 巧 由は、 其 他の 諸 苗の ユ ダず 人は 一切の ま耍 をる 問 逆に 細して は 前述した 
諸闻 にを 住して ゐる ユダ卞 人の 巧 化 巧の 化を に 依# してね るからで ホる •此 等の 諸 化 巧は、 を ユダ卞 
人のは 治 的、 巧 巧 的、 文化的 並ぴ にを 傅 上の 權力巧 脚を お 巧して ゐる •而 して ユダヤ W 故が 化 ホの お 
ホと して 認めを ミは、 一九 ー セ 年に 藝な 巧に よ ミミれ ホ 巧の 悪 許 巧* ご' フ； にが 
? 部せ 界めユ V * 人 ； 


♦一部た ホめ ユダ ♦人 一六 
ける ものが 巧め てで ある。 A ダヤ 人の 言 ふ 巧に 巧れば •ひとり ィギリス のみが、 な 人と しての 1 A グ 
ヤ 人に おする 公 ま的间 をに がて、 を 化 ホの* グヤ 人を 一個の 困 おせる は 治 的が 一坦 として ホ諾 したと 
いん 巧 巧 たもつて たるので わるが、 この 事は、 おち 的 『誤 狂』 の發 生を 巧 化する ために も 明 もに して 
たく か 巧の ある ことで ある。 しかし、 か i るを すの ために、 目* めつ ク ある 巧ち たが もはや か、 るが 
巧 にがては 何らの 細、 むを 有た ぅとは せぬ ところの 巧 巧が 巧 ましく も 巧 巧され ホのに 對 して、 一 おの ィ 
ザ リスのは 治 おたちは 巧れ 難い 資 任を 有する ので ある。 パレスチナ にがては 巧に この かを のた わに、 
M 數の ィギリス おみび アラ ビヤ 兵が その 生命を をして ゐ るので わる* 

ィ、 ア/:^ 力を 索 困 

アメリカ 合 ホ 巧の ユダ卞 巧 族のを まに 閱 しては 巧す とした 直接の 断を が存 して 居る • A グヤ 人の 閒 
サぞ 巧と 認められて ねる 社を ザを アル トウ I ル •ルツ ピンが 一 义 一二 一年に 『ア メリ々 • A グヤ 人のを 
HJ に 削して ♦いを もの、 やに ホの やぅな 節が わる。 • 

「アメリカ 合 衆 田の ユダヤ人は 今日 數の 上から 見て、 他の か 巧なる 困の ユグヤ 人ょりも 著しくみ 
. レの みならず、. 化 等は が拓 とれ 治 的# 力に がても 亦、 化の 巧 苗の* グイ 人に « つて ゐ ろが 等 
パた で..':.' ''て.- パ-.. 


の 大巧 かは 最も 巧篇 にして、* 巧 巧 巧 ホに 馬して ゐる •ユダヤ人 がか 巧を 巧 にんつ てけ 米、^ 


の 大巧み はお も裕 巧に して、 ホ 巧 巧 巧を に 島して ねる。 ユグヤ 人が みな 生活 にんつ てけ 水、 か 
<巧 巧 巧の ユダヤ人が 一巧 內 にがて、 今日の 合 ホ 田に めける かく 自由と が 賄' とを ホつ て ホ 巧し 
た 時 巧は かつてを かつ ホので ある。 3 i ツ パに 於け る 化ら のな 仰 仲 晒の 巧の 干 ホは 巧は、 化 
等の 玫治的 金 巧 的 巧 力の 上に 築かれて ゐ るので あるが、 それは 可 巧り** 巧 巧を 上げて ゐ るの 
である。 世み 大戰 寸前に がて すら、 なめて ぞ 巧なる 手段を 用 ひて、 合 衆 巧と" シアとの 巧 おお 
がの 巧 巧を 通吿サ しめる までに 至つ たので ある。」 i 
とれら の 音 葉を な々 疑問の な 地な きものと する のは、 ユダ卞 人が ち もな 寒では あるが、 彼み のが 力 
た 貪 巧に 卽 した 大 いさに がて がなず る 事を 避： り、 非 A ダヤ人 側の か L る敍 巧を、 すべて 巧 おか 艦麽ホ 
る 中な と 見 かして 譲らぅ とはせ ぬからで ある。 が 他 ルツ ピンの； す 葉ょり 推 おされる t とは、 おが 上を 
を 的な 目的を 持つ てゐ る* ダヤ 人の 韶化 巧が 寅 質的には かがなる 性質の もので わる かとい ム ことで を 
る 0 

『米 齒載太 年 巧 J (A 目 erican Jewish year Book) 『锅太 出 巧 おみ』， Jewish publisticll 

化が) の】 を ニ セ •八 年 巧の 示す がに ょれば、 アメリヵを 衆 困に がける A グ卞 おを なず る 五 百 巧 

人の ユグヤ 人が 百 九十 六の 化 巧を 左右して ゐ るが、 な も t れらの 化 巧は あらゆる 生 巧 巧が にを ひ 入つ 
第一が 世界 ごグ .♦.人 ー セ 
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でを り、 をの おも 里 要なる 化 城の 巧 巧は アメリカ 合来闻 及びを 浆巧 はかの アメリカに のみ 化を されて 
ねる わけでは なく —— 年限の 明らかに 示して ゐ るかく — 獨 をに 化 ま ぅと、 オ ー スト ラリ ヤに 化まん 
と、 をユ ダイ 人の なに 巧 勁して ゐ るので ある。 

一、 米 因 S 太 委貝會 (American Jewish oommittee) 

アメリカを 来國の ユダヤ人の 寞化 巧は 『米 困猜 太を 員 含 j で わる •一九 〇: ハ 年に アメリカ にを 化 
ナる ユダヤ 人の 化議 により 設立され を もので、 を 世 ホの ユグヤ 人の 人權捷 巧に 荣り 出す t とに よつ 
で、 直に 阐巧巧 命を 巧び る ものと をつ たので ある。 

同 重 貝を は、 A ダ ザ 人のを が 的な 巧と しでの 他 巧 巧 「度 段」 のま 實を M 的に をがず る ことによ つ 
でを をし、 义 アメリカな 巧への 干 巧に 巧て かゆる 围の ユダヤ 『少數 民族」 捷 度に ホ 化し、 巧 逸に がけ 
る 補 巧 化は® 31、 フブ ンスの 『世 ホ 括 太 人 同 巧』 (と！ iaec こち aeli ぞ C 口 iversalle) 等と な 力して、 
巧 困 ユダヤ人 のがな 的 巧 巧に 乘り 出した ので あろ このを 員を のなかに 側して はを 年 そのが 巧 ハ 11 
•シュ ナイ グ I マンの 田 版に か、 る 『米 围掛乂 年ち J に說 巧が か、 げられ て 居る が、 それによ ると、 
じの$な巧がァメリカ政巧に巧って巧ふ反獨^^がょく々るのでゎる- - 


アィ， 力 揉 2 グヤ么 巧とは 巧えず 巧 巧が 巧 たれて ゐる •卽ろ 『畜巧 太 年ち 一を 一で •一二 
んを 技- 〇 人 一 ご、 寶 UI 1 た 9 ミ— f a ) i > —r . 


ァメ ，力 崇：グ て 化 巧とは 巧ぇず 連なが 巧 たれて f •卽ろ 『ホ 田讶太 年ち 一とち •一二 
八年堅 《八二六頁亿は 『米苗揖太，|?1^貝貪 の會負省するな行を貝 をのホの如を 報菜ぁる。 

「巧 年を にめ ミ、 巧が f をは、 同様を ホ 法で S して ミ^が が、 とか かが 心： ひ がが 於 
. をが 巧して きち 卽ち奚 P 済ぶ 代お垄 員み』 ぶび 胃 塞 貝會』 の 『巧 か说 なを なみ (Joiut 
Foreign Co 吕目 if ) ホに 『英 おお 含 ( A 口 glc-Jewish A 養 iatio 口) とも 巧 巧な 接觸を 化つ 
: 、てき ホので ぁろ パリの 『せ 界受 人同學 『加を 陀爱寡 』(？ をを 口 f 單 P 口の ミム 
s ユ ョ ー クの 『巧 太 巧 おお 會 』 (Jewish COJOOisatiou A . ssociati き) 『南亞 おぶ 代 おみ ぷ」 

を uth Af コ cen B ミ呈 of Jewish ceput 塞 『瑞西 汾乂人 同盟 J (穿 f 家 こ ilitii ミ r 

Gii 口 debu 口 ろ ァ； チル ごの 『链乂 .9^ 巧 報 局 J ( J ミ J を 0 — さ こ 口を 旨を。 一 こさ ミ 
その他 f . ss とも 義が貪 含は 從來 加盟 組热 とす 新 S 絡を f 、 多く 2 を、 みがの 
巧 おに 側して それらと 協力して きて ゐ るので ぁる。 

巧 去 か 年間に がける 如〜 塞 貝 分 S 代表 まは 『蹄 合 許巧 み J ( JO 良 ci を) を 通じて 『米 
-舅 太み 議 』 (A 目 erisn J ミ ish congr 多 义び 『ブ ナィ •ブリス おを (历 ロロ； を ごと 

巧な の 交换を 巧つ て 括た。 藉 我がを 貝 ミタ努 惡と基 を 巧 ひ、 その 努を 巧て かて ゐ 
第 I 部 化# ごご 人 . . 
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るち 巧 中 『プ ナイ •プ りス 巧な J 及び 『なを {巧冉 巧』 口 な DefaitioB League) は 
注目す ベを もので ホつ て、 がを 共に 巧が おな 巧と な 力した ので ある。 巧に 巧 げらる ベ さものは 
『ち 太 巧が ホ 員會 .1 (Je えを w.abo" Co 日日 ittee) 『が 太 婦人 留 巧み！！』 (satiogl 《ピ uuci- 
of iFewish women )、 『ヘプ ライ 疆巧巧 救 巧 協會』 (Hebrew She 一を ring a 已 d I 己吕 ig さ ミ A 己 
Soci を y (が 稱は苗 ia8) 『おぶ 連絡み ま』 (conference on Jewish Relations) 及びみ 化夕致 
の A グヤ 又は ホ ユダヤ 組な である。 

巧 至 員會の 年報の この】 おは、 その 世み 的 巧 巧の 例證 として 充分な もので わり、 化れ U 上 何ものを 
もが 加す るかを はたい。 勿！！ この ユグヤ 巧 族の 苗 お的路 力の ちまは、 上 おの あらゆる 推 脚の 化 松と 巧 
巧 ホ 法と をな ベて こそ 初めてを く 明白と なる ものである。 

を 貝を の 一九 一ニ セ 年の 化 入は、 ニ ハセ、 セ 九 セ、 四 五 ドルと いんち 巧と 紀 されて ゐる •そこで 巧 巧 
前年の 利を をを 含めて 現金は、 二 〇 四、 セス ーニ、 セ 八 ドルに まずる が、 これ だけのを が あれば 讲 巧の 
巧 巧の 曲がる のは 當 がで ホる。】 九 nr 五ー ニ 九、 六 九 ドルと いんま 出は、 金な 手段の 巧 用に M して t 
節れ の 巧 はれて ゐ をい ことを 示して ゐ る。 

を 具 會の 含を は 現を お 十五 巧の サイ ブス •アドラ ー で わる •アドラ ー はまと してが ♦分 巧に おのし 

I 妄;; : ilf ミミ！； 

シ！ 。レツ デ ( D—ie £ 蚕】 の 巧ち で わり、 かつて ミシン ト 


でゐ たもので わる •《太 巧 累累の 活動と ホんで、 がは •香 フイ ラデル フイ ア のを ま ホの ド ■プ 
シ-こ レッ デ ( D—ie £ 宴) のが 長で わり、 かつて ミシン トンの ホ 置 巧が 物 化の ホ f を 
•を ♦巧の 巧 長で わつ を • f . 

更に おるべからざる C とは、 化が 一丸 一九 年〇ヴ ュル サイ ュモ かみ 議 にが ミア メ ，力 •ュダて 

i — t 、 If ダ ； iiu f i 喜； した C と 

である •化の if と i ———、 ュグャ 人 ホる アメリヵ i ? スこ 

シャ ルと Q 器で ホつ て、 彼は 至 四 年 7シ卞 ル にがつて i 塞 f を』 の 攀的化 粗に 
坐つ ホの f • if f —If ミ、：， iiii す 

る、 見解を 度 巧； ものと して、 p , ズ ベルトが 化の 巧 生 日に がちを 巧し、 そ 8、 「サ 下の 生 巧は 湛 
窗 であ. 〇、 貴下 S まを 活動は 奚の ための 大 いなる 巧を に 依つ て ホた されて をる、。」 ミムす 葉を 
巧へ てゐ ると いム巧 貪が ある。 

がを 補佐す— 長と して、 二， 1 の 判事 ホる ア I ヴ イング •レ， ミゐ る。 レ— マンは 

一九 一ニ セ 年 K : トニ— K 大ミ ご'： S ，， ごで；，，；^ 畫名ま 基を 巧 典 さ 

れ ちもぅ I 人の 期會 長は ルイ： キルシュ タインで みろ 會 S ちは ナミ ニル； イデス ドルフ 

夕》 世 ホの ュ V * 人 
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ニニ 


で ホる • 


かがの 寅け 機 削た るみ 巧を 員み は 凹 十六 人の ュグャ 人より 巧り、 をの 中には かの がをおに おかせる 
を おお フユ リツ クス こ A プル グも居 ホので あろ C の 人は (化の 化 遇は 現せ 化の 息子に よつ 
て引顯 がれて ゐ る) 化のを 巧なる 諸が 巧の 指 巧の 化 恩に も 巧び 見出される。 


I スホ困 猶太 會 g 


巧に 上 化の 巧 巧を 巧つ てゐ るのは、 一 を 一一 臺に 設立され セ 『ホ 错游义 み 善で、 これは 一- 夕 がに 
- なおされる。 ホの 巧な も 亦 アメリヵ 合 ホ 巧の 困 境を おえて ねる。 その 巧 巧は 「アタリ ヵ 及び 其 化の 曲 
にがけ る H ダて Q 雙 嵌と S 平等 灌 S 護で わ^が も CS 巧とは、 ひと 品 人と しての 妾を 
く集函 としで も、 巧が 巧 族の 族を 的 目 お及び 巧 力を 追求ず る 自由を 包 そす る^ 义 ユダヤ人の 巧 K は 化 
治 的、 な 巧 的、 宗 が的樣 巧の 確 隻び操 巧 •ユダヤ人の 菌 (ごス チナ) を 震で める 速 かの 捷 

巧 ユダヤ人の 巧を 及び ユダヤ 問 駐に閒 する ち 明なる 巧 巧の 巧 おの 巧 お」 も そのな 巧に おへられて ゐ 
る •巧 巧 ま 護 防 街 及ぴを お湘化 ホが 强理 動が 丰 S ??』 の巧務 をる ことは 巧より がりで あろが W 训 
MC 愛に おする？ ヤ 人の 巧 巧は、 特に 巧 ま 香含議 ちた るユグ ヤ同胆 サミ こ 凡 •デろ クシ A 


♦インが 雷會 ~2長 ホる C と 各 せらる， へまで わる。 化は まを 『反米 法 動 調を賣 貪な おとして. 
の 巧 動に よつ てかられ てを り、 その 巧を としてのを かにが で、 巧な 『巧 s 司な - り 5 を ホ- 



♦インが ま 貝 會 _2ち ホる AJ と K 曾ら るべ さで をろ 彼は まを！. 反堇動 調を 营 含』 巧 おと しで 
の 巧 動に ょつ てかられ てを り、 そ S 長と しての 資格に がて、 がは i 巧同尝 から 裂る 巧 巧の ザ 
整を 奪は ゥ とか 闻 しを g である！ ユダての 政治 お及び ユダての 化 巧が かく も 巧を になみ して 
ゐ るので あるから、 31 a ッ パから 來る ュダヤ人が 移住 K 巧して & ら ゆる 巧を をを ける といん の も、 
巧て 異 とする におり ない ので ある！ 

アメリヵ St ゆ 2 ダヤ 化は のみ 貝ょり ぶつて ゐる當 をな S 長は、 巧知 CK テ 7 アン •ヮイズ 
博 まあつ てな 曲 お 社 含ま まの ジュネ 1 ブ にがけ る ュダ 5 巧み 雲 巧を 負 長 として、 巧も恕 巧を 
ク巧 あなる 惡 まとして 頭角を わらは した Q である。 お 近 (i 二八 年 セ 月 音) まで 化は 『裘シ 
才； 卜か璧 (ぎ— organi 爸 tion of A 目 さ蔓 なち であつ ち 化が この 位 狙に がいた のは 一 
を 一〇 年で ホつ て、 他 S が忆 がて 尙お及 さるべき 髙 等法院 判を プラン デイ KQ 後を 巧つ た S をク 

» ■ A 


勘 11 長と して 巧を 補 巧して， Q るのは ルイス •，プ スキ •である。 功 S 貝 長は ナ クン •テイ 1 •ベ 
^ ル ごで あつて、 一九 一 6 から 一を ー セ 年に 跨つ て ニ ュ1ョ 1 ク州巧 出の 喊み§ とを つてね ち 
化々 自己 S 族 的屋 军 ユダて) たる- 1 Tr ク巿長 ラ •ポル デ 7 によつ て？ 地方 刑 ホを 判 
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w (cou さ of mpecial sessions) のが ホに 巧 命され ホ ことは、 化 化 人に とク ての み をらず 『西 ホ 巧 
か墳 太み JiJ にと つても ま セ 巧な 0 たので あらう。 

會 かがを 巧 巧して める をは ヤ n ‘プ •ライヒマンで わる。 


S 、 巧 泉 巧 的 反 ナチ Ha 及び 反ち «霞携|| 田 


上 紀の諸 化 巧は を 巧 巧 巧 及び 因睽が 盟に紀 えず 卞 ホしながら も、 それは ホ 巧 的を 化 あ 巧 巧を わ 9 
で ゐ るのに 进 ダを いかの 揉を か 巧を 裝は をくて は をら なかつ たので、 巧 巧 法の の ホは 巧 巧 ± サミ A 王 
ル •サン チル マイ* ルの 『非宗 巧 的な ナチ 馨 巧』 ぶび 『な 名 ホ 巧巧冉 巧」 にを ねられて ゐ をが、 これ 

らが 巧ら を 前妃： グヤ的 特窃襄 する 巧 化 巧と 复ず 接で て fc とは S ふ をミ い C とで わ 


■ をな 會 主義と フ アツ シズ A に對 する 非難 1 じの 化 巧は 專ら これら 二つの ままを 防止す るな にな 

をされ たもので わるから か 巧に おを 巧を もので わるに も おらず、 C れ もの 狙 巧 t なて 巧ん を W 巧 

まポ イコ' ソトエ 作は、 2 が 《代表 ま 瞄の繁 と 彼等が 富に ホを 待る# 力と 化 等に S する 巧 M 

との. 力に 巧 0 て、 アメリカに 於て 最も！！ れに傳 # されて ゐ る。 



實お ^8巧的巧ナチ人植捷宙爱 J 葛口 す 〇ザ喜旨 ぎ層 
暑》 をは 非 ユダ 卞人义 び ヵト多 ク敎 巧を も會 員と し ミる が 佑 巧を まり 中に a 


實お ^ホ囊的巧ナチ乂植捷宙 SJ ( N § League を 〇ザ呂言口 ぎ層 
暑是は 非 ユダヤ人 菱ヵト 多ク敎 おを も會 員と して ゐ るが I 巧 巧 お まの 中には ゥン ブルマ 
イ王 ルと 並んで H T ml ク巿 ちた て 半 A ダて たる フイ オ レ， ，•ラ •ガルデ こ 副# を) 及び 
シオ ドラ， こ 1 ズ ペルト 大佐が ゐ ろが 等が Is 巧 にがてち ホ 望が を？ る 一切に おして 果 
巧な 闲 f 巧つ てゐ る局$ でない C とは 『ホ 田ち 太 年鑑：； f 。 一一 一八 年 獲の 年み 報ち か最 
もょ く >J を 唐 巧して ゐる Q で ゎつ て、 そ S 音 十四 頁 及び それに &く 頁 忙 がて は巧进 S する ブ • 

ガルデ； 挈 (一 を 1 豪 11151 ち-二 lml ， K 於 ミ 『米， 蹇 太# を お 人が 含に 

がけ 义) が是設 され、 がを を おつてす 及され てゐ るので ある • 

r 反ぶ 黄 致 巧 蹄 空は いまな ベを 組 巧とは 巧 おに、 が ユダヤ 的 設立で ホり、 ユグヤ の 世 器が 巧 お 
肚 である r ブ ナイ •ブリス 巧立敎 WJ (I 口 dfd—o るち BnaiBi】 に爱 してね る。 『茜 
《太 年ち i ニ セ、 一二 八 年を S 六 二八 巧には 同 組な gs 的が まかれて ホる が、 それは 「アメリヵ 
のな 函泛 助に ち 交 巧 かを 詔 f 望す さに ありと 云 はれて をり、 又 「チ ユコ •ス 。ヴア キア 
のプ ナイ •ブリス お 社 大本 音 報」 には、 f かに 本 惡の攀 は 「だみ まま」 及び ご グヤ金 
斥 J に 向けを ろと して— •ミ蔓 ぶが たるを 巧が 與 へられて ゐ るを、 それが 一九 一一 一二 年 
• S を ごグ* 人 二 S 


第一* 世 ザ ご； 入 一一く 
* では プ ナィ •ブリス お 化の 兼 瞄の化 巧と をつ てゐ たのが、 今日では 塞の々 をが 一人に 文の 巧が 
が 交 かお 巧で 低い ミミで も 々る！ ' そ S 本が 所を 她 は： ン が^ わる。 い、 を 中 t ての お寶 
巧 ホに が 胞か紛 が 設けを てを り、 この か 整始は 巧の 雲 含の 閒摧 にがいて 巧 巧を 草る ので b 
る。 本が は 巧 自のお 聞 切が 巧を もつ てを り、 を篆 パンフレットの 巧 ホを 抱 巧し 「脚媒 ホ 面」 巧 《w、 
映畫 におす るが f る 干 ホ」 を 2 ので ぁろ 併し じれを 十々 ではを く、 两爭は 巧に 「を 巧 ホ， 
ル、 レスト ブントに をる 耕 巧に おし、 巧 《的 客、 雜 誌、 日刊が 望に がける 舊 におして」 もの 
けられて 居る。 

この 網 S 中 s •へられて ゐる S 大言 is 至 謬 2 ではを いとい ふ C とは、 7 メリ ヵが 
Ms 相が そを 充分 忆 物語つ てを ゎ、 巧に； 9 ミ奚巧 S 巧 的 巧 寶渡废 もまた それ 
た 示して ゐ るが、 ミ 後の w では 尙 巧を がかに 巧べ るつ もりで ぁる。 

||ちの持子を£てミのはぃ^,4ぃ卜、 リ！£,.;ぃ,；；；；ぃぃミり’ ーホ、巧設局の常巧が巧ホと 
しても ホ實會 ご 貝と して ホげ をて ゐ ろが つて、 プ ナイ •プ ，ス お杜が 貪原是 あく f 人道 

巧 的 S 奮 祐設で ホつ て、 政治的 忙を立 的 立 巧を f も？ ホる と 云ん ホは 巧會 t 巧に，, ダヤ 
人. に 巧 ミ 《及され る忆も わらず、 一秀 作り 括と してる おされて し ミ？ わる。 



田、 IBR 巧 ユダヤを n 化繊 


田、 困 R 巧 ユダヤを « 化！！ 

上述せ るが おのを 活動 も、 もし そのが 巧 的 化 治 的 仕事が、 巧 《な 上に 商 巧な 金 «ネ 巧を お 右して ゐ 
るち 能なる ユダヤ 人の金 触が 紋 にょつ てま 持され ない としたら、 が 巧 も あげ 巧まい し、 又 大しホ もの 
でもないで あらぅ。 從 つて 此の 金稱な 巧は 网際 ユダヤ人の 巧の 中‘ む おとなつ てなる もので あり、 その 
巧 巧を はいは で、 化 治 的中が、 卽ち 巧み ユダヤ 巧 族の 中.；, のを お 部々 をが 巧して ねる。 

夕 おの 小規模の 下部が 描 及 ぴ副ホ 的が 巧は 別と する も、 化づ化 おに 苯 げられ なくて はならぬ のは、 
法人 化 おの 『米闽 おぶ 聯八 "々おを 貝み』 ユさ U Jewish Johit Di ミぞミ io= cimitt 空-) と 
をが の々 がを 處理 して ゐ る。 をの おなが 結 『米闯 お太络 w み 達』 ご V 吕ち i さ I - .Je 名 堅】 Con 至- ItWe 
Co 旨を) であえ また 『米闊 蹄を 巧 法が 幽』 ( A 吕 ちす ミー J 巳 ミ 巧 §efc ユミ - PO 一-… 一口 一— 
である。 

おお 巧の 巧 おのが 域は、 元が 別種の 巧 動に 從 事し C ゐ たので あるが、 今日に がでは 巧 どぶ々 に Mj 
である。 『みおぶ は 含』 を その 下部 か 掠と 副 ホ 組 おとを をめ て、 巧 巧 ユダヤ お 族の みな 中が で わると 
ホ 巧しても、 かして 言 ひ 過ぎとは をらない。 このな、 この 金 煤 化 巧が 世 巧 ユ户ヤ 人の あらゆる 削 助か 
第一 巧せ ホ ご ダ* 人 - . .こじ 


♦一が 世 巧の ユ ダ* 人 •二八 
なの 上部 机な である 『協商 歪 員を』 ( CO 目 i る A 田 ミ さ 二 こ —— これ はげ ザ パリ ー に 設立され た —— 
にがお させられ たとい ふことは、 大して 東大を ことでは ない •卽 ち、 この 處 巡は 巧に* 巧 上の 問遵な 
ので あソ て、 その 理 もは 巧 用され る 金銭の 最大 部分は. かのち 大 をる 金の 中から 巧 ホの 例に ならつて 
* グャ 人を 追 化せん として ゐる ml n ツバ 諸 固に 流入して 來 るの だからで ある。 

『みがを 員を』 の 端 合^が、 をの 困 お 的 化が はおが と あら はれで をり、 されば こそ、 な 長 パゥル • 
ぺ エル ヴァルト —— 彼は H ヴィァンの 移 お 問 お 討 まみ ま にがては 米 阐化お 代 おの 一人でを つ セ —— は 
一- 六が の 年み 巧吿 にがてみ のかくな 音した。 「あかに がて ユダャ人の 生 巧の ある 所’ ことごとく 
^をみぉを員-^のすのぁんでゐなぃ所はかぃ。 かい' p かいか！5-^ l いい^ i い卽むいいい、 斬卜^£が斬1^ 
胞の巧なる生在^へも、 ぉ齡かか^^^^ぃか^一かぃかかかかぃか、 

出來る や う に と化等^1身 の 芙巧的巧力 にかぃか*^かかぃ邮かぃか^^かぃぃ，、かぃグ；^か^^ぃ^ 
じと である」 じの 網 巧の 飾氣 のない ザ おを もって 言ん ならば •『々配 重 貝み』 の 巧 巧け、 『がか ュグ 
ヤ 人の 巧 巧と 巧*!’ の 島に 安を をみ がする こと』 である。 


じ のれ 巧の 襄 しでね る 巧 本は、 をせ ホの* グヤ 人の 寄附 金み 薄 括より 巧 〇てゐ る。 巧が せる 年報 
は、 一 か-四 年 十月より 一九 一一 一六 年 十二月に まる 巧 巧の 化乂 として、 •巧が 八 七、 ニ ニ ー、 八 一 H ハ、 〇 



クルと 云ろ 而も CQ ち ー セ、 男ち 一 五八、 〇 五 •トルは 第一々 サ寞賊 がご シア 累ソ # 


クルと 5 •而も ミち ー セ、 四 六 五、 一 五八、 o 五 •トルは 巧 一香 寞戰前 ご シア 及び ソが 
(ゥ クブ ィナを をむ) へ、 ニニ、 八 四ち 一ニ ニ 七、 完 ドルは はがへ、 そして 二、 六 ー セ.— 〇、 
二 一ニ ドルは 巧 巧へ おられた ので ある， •霉 報は i 二 六 年には ミニー ー セ 九、 五一 一、 四 ニ ドルと 
報じて ねる！ < 

t の々 班ち つ -Co 良 ultive Co 旨 cir 、) S 閒 みきの 監規の もとに あらゆる 图の ユダヤ 補助が 
. S にお 毛 行 はれて 居る が、 ミ 戴 議が完 を K 非な 養— 卽 ち？ I 《いを 立 的 I であ 

らぅち 樓 端に マルクス主義 的で あら ゥち をれ はを く 問？ されない ので あろ フランスの 避難 

巧 救 巧の 諸 機 側 I 例へ ば 『獨 議冀救 授朗巧 貧を』 さを te NI „ al をを ミミ uu 》 
S 富を <1 と lema 星 — へ 流れ 泛む をち. ハ， の 『ユダ 卞摧雙 ほ 蓮 及び 移が 協が j 
《出 ice 目) とこれ に 化 巧す る 『移 巧 管理局 J ( wsjg な rec ごを 迪じ てまな されて ゐ る。 

お 資産の ユダヤ人 及び ユダヤ 避 お 巧の 生が を 化 おする ことの 出來 るかが ユダヤ 巧 族の 此のを 触 巧 W 
C お 巧は、 『络 巧—』 の 指 巧と 间 がに、 ユダヤ人 舉 S フユ リッ クス •ヮ ，ル ごグ が一 九 一ち 半 

に 季る丢 、化の 輩に あつちを く 彼は、 大 ユダヤ 銀け ク 1 ンこユ ，プ をれ のか— で ホり、 
《ン ブル グ をな S がの 飯 巧みち て 獨を巧 立 お 巧 巧 巧を のかつ ての 至 貝た る マッ クス •ヮ 1 ル ブル 
第一が 世界 ごグ ♦.人 こ。 


: ■ザ，. 片 i 三 違を 


4 豪 嗦 . 


巧 1 が 世 巧 山 ユダヤ人 ゴ己 
グの义 弟で ある。 マックスの 後 巧には 彼のな 子が 就 巧した ので ある。 

これな 上說明 S おもない ので あるが、 このが 城の 首 脱 部には アメリカの お あな ユダヤん のを 姑ぶ A 
びは 治 おが 顔を 並べて 居り、 就 和 副 まを として はげ 年 十一 H にが 巧した ニユ I ョ I ク 州の ユダヤ人 お 
ホ ハ ー バ I 卜 •レ ー マン もなる が、 化は 政治を 巧の 當 初から, 11 ズ ベルトの たノ 'であぃ、 一 九 ーニぃ' 年 
には ナイヤガラ 大 をから 法律 與夕 がが 丈 號を授 がされた ので ある。 執行を 巧な にがけ る 代表ぶ は-姑 中 

サイラス •アドラ I 义び ジェイムズ •マ ー シャルで ある。 マ ー シャルは 大棋を ルイス •マ ー シャル^ 

子と して 生れ、 一九 一一 一八 年 八月な 來 、ニ ユ I ョ ー ク のがを 長官と して 巧 雑して ゐ る。 

五、 ア / リカ 瓜 公 巧 生 巧に 於け る ユダヤ 入 

アメリカ 合 衆閣の ユダヤ人の 金融 上 及びが 撥 上の 灌力 巧脯 のな 巧は、 夕 おのな をの 中から おも ぉが 
な もの ガ けを 摘 化した のでは あるが、 それでも 充 々にな 巧を 示す には 化 b たで あらう •化し アメリカ 
のは お 义び世 巧の め 治に 寅 巧 的に がき かけて ねる 運動が、 h _ 述の化 巧に 化て 如何に 巧 おさむ.- 义を « 
の 巧を 巧 へられて ゐ るかと いふ おが、 更に 明白に されを くて はなら た。 

政治を は そのぶ 巧を 示して ゐる •アメリカに がける A ダ卞 のを お 巧は その 资本 力の 巧 用 巧び 注# 力 



の 巧 用に ょり、 强が 的に かれらの 巧 も お 能 おな なる 代 おぶ 達を もつ て 公的が 化を 古め てね る。 巧に こ 


の 巧 用に より、 强制 的に かれらの おも お 能 あ 練なる 代 まぶ 達を もつ て 公的 地 巧を 巧め てね る。 巧に こ 
の 代 まを 连 は、 巧 も 重要なる ユダ卞 人が なの 謹お晚 をが 與 される ことに 化り I 而も かかる 化 化の 斌 
與は 獲得せ る 公的 地位の 巧が 及び 重要性に 準じて 巧 がれる 1 組な 化された ユグャ だ 族に 述 おさ： i 、 
をの ホ 望 や 意 巧を 熟知せ しめられる。 か、 る 制 巧は お 十 年の 長き になるな 練 や陋驗 にぶいて ゐ る。 A 
ダヤ 人の 社 含 的 地位は —— 卽ち 彼が いまだ 公が と ユダヤが から 巧 巧して おらない 狀り —— 自 巧の なア 
メリ ヵ 人 仲 脚から いかに 巧し く 隔離して ゐ ると いふ お 巧を 示して ねる としても、 尙彼 がか、 るぶ 化に 
よつ てこの 图の 公的、 お 巧 的、 政治的、 文化的 生 巧への 中に お 巧した 地 化と いふ ものは、 一巧 一夕に 
は 打倒し 沿る ものでは ない。 

ユダヤ人に おしてけ 戶を糾 かしめ ホ 巧 本 的げ 陷 は、 閣 K のず ベて に自 かと； とを 化 節して ゐる化 
の 围の萬 法 中に が 在す る ものである。 がし このな にがけ る 巧 おは、 此の 闲の姑 も ホ おな 人々 が、 少く 
とも 現を の 情 巧の 不可能 性卽ち ユダャ によつて 支 唐され るか、 乃至は 接に 指 巧され てゐ ると いん 化 
巧の 堪え あぶべからざる ことを 確 倍す るに 至らない 化り、 化して 货现 される 巧 もない ので ある。 この 
お 化 等は デモ クラシ I の 巧 治 索 ベンジャミン •フランクリンを おおして みるが よいの だ" 彼は 旣 にお 
五十 年は が、 アメリヵ のぞ 巧に とつてを 大の危 おは、 ユグ卞 人の 進出で あらぅ、 とが 摘して ゐ るので 
♦一が 世 ホ Q ユ V *■ 人 一ー ニ 






巧 一が せがめ Ij グャ人 . 云 こ 
ぁ ミ . 

夕巧も がが (口 sin づミご 

ところで 現 大統領 フランクリン •デラノ •か I ズ ベルトが 、殺れ もな く デモ クラシ I の 代な 者た る 
ブランク リンの 化の 巧 治 おとしての あ 貢を どの 程度まで 曲を 入れて ゐる であらぅ か？ 

巧が は 巧 白で あろ 卽ち ユダヤ 巧 挨に對 する 彼の 態度を 巧，， かにす る もの 巧 一九 I 二八 年 十一 互 一 
日に デト a ィトで 開催され ホ 『ユダヤ 老兵 同璧 におして 化が 送つ た ホの 龍 報で あろ 

「アメリヵ 巧 巧は、 ユグヤ がの 代表を セち が 巧て アメリヵ 阐找 におして 一が しを を 力を 化を させら 
れる必 おはを い •それ こそ あらゆる ホを と 巧を とに 滿ち たを 力で あつを •お あが 證 明して ゐる 

かく 5 八 ^--^かかかを4を か いかミ 取 い か 雾 い警 い4、 ぃ か が繁 蘇 ^ 

だ、 寞 にして 臺 すべを 役割を 巧 じ、 やお 時には、 アメリカ 合 衆 因 及び その デモ クラシ 1 せ 
治 お 態のを 巧と 巧 おとを 促進 維持す る 巧に 夕大 のを 巧を なした ので ある。」 

力、 るす 巧の 誇大 さは】 が 分は 巧が の お 利を 顧な しての ものであると しても、 巧に 巧 大巧 巧の か猶 
的 巧 巧は、 彼 自身の 音 おの 中に 明白に ちりの なに 現は^ でね る。 



をれ 故、 彼の 巧 巧な 巧哥を 群、 卽ち所 調 『プレイン •トラスト」 がか、 る 態度を あ K に 巧 典しても 


VJ f ゾ こ 4-< nlJ ， i-4 、 ） み - i * . • > t にこ ，」 > film* 


をれ 化、 彼の 巧 巧な 巧哥を 群、 卽ち所 調 『ブレイン •トラスト」 がか、 る 態 巧を あ實に 反映しても 
みして 巧し むには 足りない ので あるが、 この おネ 研究の 巧齒內 にがて 重大な ま資 は、 これらの 人々 の 
大 がみが、 現在 アメリヵの！ ー ダ ヤ巧族 化 傑のを 巧 おなる；^ を 占めて 居る か、 乃至は 過去に 於て： £ め 
て 居を とい ふこと をが 證 する ことで ある。 閣陪的 利 蘇を 代表す る ユダヤの 巧 化 巧から 化 治 指 巧の 把 尖 
端へ と 直接の 道が 通じて ゐ るので ある。 

じの 蹄が にがて、 化づ が一に おげ ねばならな いのは 大巧 領の 常設 法を 晒 問で ある こ リッ クス •フ 
ラン クフ ルタ ー お 巧で ある。 彼は 一八 八 二 年 十 1 丹 十八 H 、 ゥイ J ンに 生れ、 一九 一巧 年な 來 すでに 
《 I バ I 卜大 をの 行政 化の お授 として 巧 巧し でゐ る。 巧 程 的に な 治 方面に 巧 巧す る A ダヤ 人と 化との 
连 がかを じ セのは、 彼が 『アメリヵ』 シオン 運動 中 友人 H ル •デイ •ブラン デ イスの お 巧す る掛 がに 
が 再し、 ご ル サイ ユ平 巧含議 にがて 米 巧 奠代荣 ご 人と して、 ユダヤ 入と アラビア 人との 脚 f 
エミ I ル •フ H イザ ルと を 談 しを 時に おつて ゐ る。 而も をれ と T あ问じ 巧、 卽ち 一九】 セ 年から 1 \ 
年に かけて、 彼は また 『大 が領の 仲を を 貝を 』 (P さ皇 さな >£9 二を •ミ 0— をを §) の 法 巧 晒 巧と 
して、 义陛 軍長を スチ A ソンの 巧言を として 巧 雑した。 かくして 公的 政治に 於け る 政治 巧のは、 ユグ 
ヤ 人の 巧の 活動と 巧 並んで 進められて ゐ る。 それ故に 1 ホが 化 方に ょつ て規 をされ をい とか、 少 くと 
♦一が せ# ご グャ人 ミミ ‘ 


第一が 化 巧 3 ュ グャ乂 ゴー囚 
もが 嚮 されない とかぶ ふことは、 この 場を には 到 庭 おへられぬ ところで ある。 

がクて フランク フルク ー が一 九 一一 一九 年 一巧に 蹄 巧 お 商を 院の 一目に 巧な された として それは 义 
化して 異 とする に 足りぬ。 

日 1 ズ ベルトの 常設 財政 巧閒 、金规 ぶに してち 業 装を るべ ル ナルト •マン ネンス •バル ッフ のか 狙 
はおから ず 巧 巧 深い ものである。 がは 旣にサ が火戰 にがてが 力なる 化 超に か： つて ゐ た。 卽 ち、 大が初 
ゥイルソンは 一九】 六 年に 彼を 阐お巧 術を 謹の 一 貝に 加へ、 後には がが •錫 物、 金が 部ぶ び 『戰 がを 
業 局 』 (war Icdgt ユ压 Bo ちろ の 長官に 巧な したので ある。 一九 一九 年に 彼が 巧 逸 打倒に あたつ 
ての が 越せる 萊 鈴の お蔭で ユダヤ人 オイゲン •マイ H ルと 共に、 ヴ 王 ル サイ ユ やかを なの おお おけみ 
の 一員、 大巧が の 巧 巧、 並びに ヮシントンの 產 業# 藻の 巧閒 となつ たので ある。 ヴ H ル サイ ユが 制が 
めの お 巧の 諸が をは 尙餘 りに も 記憶に 明らかで あるから、 これらの 『アメリヵの 巧树 おを』 のか 動に 
巧て はおり 多く 言を をす 必要は ない。 

アメリカを 衆 國の其 後の 大が領 も 亦、 彼等に を 要な 諮問を なさずに 巧す ことは 出來 なかつ たやう に 
おはれる。 されば こそ <1バー ト •フ ー ヴア ー も バル ツフを 最も 親 巧な がは 晒 問に したの だつ た •こ 
れと 同じ ことが フ ー ヴア I の 後 顯 を フランクリン •ロ ー ズ ベルト にがつて なされを。 化の 巧 巧の 公的 


ホ 認と して、 彼は if はこ 1 3 1ク の ミ ご カレ' ソデのを f 
美 つを を. ご 妻、 > N 1 


み認 として、 彼は if はこ 1 3 1ク 2 ミ •カレ' ソデ： が， が； が r わ』 巧び 宴* 
ちの 養を 巧 へられた。 米 围更人 お 地 『アメリカ ごヒ I プリ T 』 が一を 一ー セ 年 十二り ちご 
'ソフ は、 大霞 i 庭 中 inlfi 6 ば、 一 お； 5 それを がを 
る 巧と して 問題には しな かつ— あらぅ。 巧し をん— t かち か、— i々i を 加 

へる ので 寒、 ミ 管， 《i 菱； ，ミ i ミ 震 t 置囊誓 

及ばし y ゐ ると ぃふ 例 鼓と をる をで ある。 

こ， •デ/ル 仲 糊の— 东 目の 人は 聯巧蓄 法院ご 貝を る ルイス •ブ _ 、フ式 ア^、 スミろ 化 
は計裹 護の 後に 「ア メリ ご ユダヤ人の 秦 して ゐる 移請菌 のを おを 囊 すべを 世 器 お 一の 
ホ 巧に 乘り扭 さっと 計 ミた 《である。 

プラン テ イスの 政治的 S は、 ユダて に 巧 つても アメリカな 巧に 巧つ てち 重大を 底 藻を 持つ 
い I 一 がシォ ニ スト 阿 逆 i お 時 執 巧着會』 の 指 巧を— 一九ニ ハ 年曇毫 i 上 
ホ if れ— 同— の 名 I となつ ち— として— If 魏し て ゥイル 
ソンを シ fis 舊 がぃて ぶち ご 7 妻籌 S 味忆 をる パレスチナ 襄 にかす るゥ 
イルソン i を？ とが 裝聖 つちかくて ミ If て、 がは バル 7 妻ぶ f 
さ* 世界 3 ユグ又 


夕公ま 化 s 力し を。. 一九 一峯 ゥイ こン ホ抗領 によつ て ヴユ； イ ユサ 富な？ メ ，力を • 
ご 人に 任命され てゐを プラン デ イスが CS に必 おな 賜暇を 巧 ホし ホ 時に、 茜 おお 法院 がそ 批た 
巧絕 したと いふ C とは、 同法院 g 蓋で ある 志 へても よいで をら ぅ。 ミ お 如何なる 理由が 化を 的 

で ホつ を— t な .S が、 兎 暴 a 少 くと i 接 gs ヴ M;v,l 赛蒙 縁な が f 

及げ てことは 化 米を かつを • 

而し 彼は 『ブナ イ •プリ K 結壯 J のを もみ 力 あるみ 貝 ご 人と して、 今では おお 物 f なつて ゐる 
♦王 コ 、 K P ヴァ キヤのを 苗な 前に マサ， ユク との 刚に 巧つ ホ 商議 にがては 特 がな 巧 がをおの ダク 

を こご？ ヴァ キヤの 蹇 はこの 會談 にがて 榮 をを ものと 言 はれて ミ！ 

とこ^で、 今や ブラン デ イスは 彼 S 治 活動を あく 迄 至ダヤ 人の 分 巧に のみ 璧 しよぅと 化 曲し 
たが、 そ S 合 常に 彼？ メリ ヵを 是 がける 永 蒙 巧 動から 生れ— 界と S がち 7 メリ ヵへ り 

一、、、、、、、、、 お つ*^ 、化の 巧 巧 的时化 わる 
デイ ツクシ ユタ インは、 移が 費と して 化に 劈を 惜 まなかつ たので あろ 

アメリカ S が務 長を こ， 1 •モ ，.ゲン ソ 1 になても 巧べ ねばならぬ。 

ブ ナイ •プリ K 結社のを 員た る 化の 父は、 ウイルソンの ホ餐 業の 夏窒 細な 



ソンの 設 ちた •ハ； チ； ユダヤ 




はヴ ユル 117 メ ，曇 ご在进 ばれ、 f ィミ i し ホ 

人の か 巧を 設立す るを めぶ 究を 貝を の謀おと して 巧摧 しち - - / ユダャ 

巧 をを めぬ 後 wf なつた。 彼 S 治 的 慕は いちる 逆め て、 巧を をる？、 
塞 傷け を 企 固し を 金融 叢の ホ 向を 生れて ゐろ 

な 上 ご ダャ人 SS と 7 メリ カ か 治に がけるな 人の 夏なる ユダャ 若楚 
ると してち これは、 他に がが 無い とを ム ことを 意味す . \ 
1 11 f f ^ 
《^^ま：，力太平洋お寶令をであミク。|ド.ご'八^糞もユグて？.弓 . 

み 力 rri をせられ るで あらぅ が i メ ，妾 ななの 爲饼 SI ァ f 
いる じい 力— 章る。— の 人々 に— せず、 ii て も f — ぃとして 
ここに 至げ てゐる S ! は を<、 アメリカの 公望が に 化ける^^^^^^^^^^^^^ 
ぶと にある からで ある。 夕 叶乂ヴ S プぶ 巧す る 

ダ卞 人の— 力が 為 広大なる かは、 アメリカを 

養植パ y uf f 1— I れ ‘rf . amp ャ :：; 


第一 « 世 ホの ュ ダ* 人 


呈 八- 


が に 巧 白に 現 はれた ものである。 ちに、 パレスチナ 問 巧が 化の 島に 一九 ミ 八 半 十 H 大巧が 八 巧に 化つ 
でな され セ英阐 政府への 抗議の 事 も 想を さるべき でを るが、 じの がまは お义化 巧々 巧の 新 行 ホけ み 政 
び 『米围 摘 太を 議 』(> 日ち •？- 旨 タミ 至 一 no * あけ i ) の卞 ホに 基く ものである。 

A グヤホ 及び ユダヤに 巧ち する か 困 お 聞が おり おしま 張す るかく I もし 我々 の やり方が ユダヤ人 
のが II を おりに も 陰を な ものと 見る ものである、 とされるならば、 アメリヵの 巧 巧 長官が パレスチナ 
巧 苗に 關し ユダ卞 人の 爲に一 下院議員が 卞 ホした のに おして 個人的に を 辯した とい ふやうな 巧 じおん 
ど 理解 出來 ない 事と なる であらう。 この 時 ハル お官 は、 ホの かく 青つ セ。 

「巧々 が パレスチナの 狀巧を 巧に 巧乂巧 胃を ちを 葦る ことを な 約 中 志る ことが が 來る 。义 
を々 はこの 闽の避 度を 必が ならしめ る セめ の あらゆる 巧 巧 的"^^ を かるで あらう」。 と ユダヤ人け お 
を 引見した 後 •阅巧 長を は ユダヤ人の 前に 巧に がを 巧く して、 网お 巧を 通じて コン ミユ -- ヶを巧 おせ 

しめた。 をの 中で 彼は ホの 如く 述べを。 ‘ 
「アメリカ 固 だは パレスチナ 問 おの 避展を 側、 むを 持つ てが 賊 してが り、 合 ホ阐化 巧は 巧 曲が お嗦し 
たか も 知れない パレスチナ 狀 巧の 變 化に 側して、 をし をれ が パレス ナナのを 巧が ホが にがつ t 巧な さ 
ねる アメリカの 權 をに 一を しない 瑞 合には、 それを 同两化 巧と 跨 町して 檢巧 ザる 食なる* 


巧を あるで あら ゥ •じれ だけで 尙 あ々 ではなくて ユダヤ サ がみを 執 巧を 員の 一人で ある おぶ ホ 帥^:^ 



れてゐ る アメリカの 巧 益に 一を しない 瑞 をには それを 民 氏 お 乐主お p スぉ をっ ミぇ；，， 

巧を あるで あらぅ •これ だけで 尙 あ々 ではを くて ユダヤ 世が み 謹な 巧 重 員の 一人で ある お义ホ 帥^;^ 
ズろ フランス 大 化の 引見を をけ るに 至つ をが、 化は 三 义ーセ 年 十一 W 二日の バルフ オア 宜 すに 化 
ろて 認められた ユダヤ人の 巧 利の が 待に あたつ て、 米 お 協め に ま 持を 巧へ る 巧に」 「《 ン ドンと パリ 
との 協力の 可能 巧に 脚して」 をを を唤 をした ので ある。 

ウい 最近の この 事件は アメリカに がける ユダヤ人の 政治的 勢力を 特に 明白なら しめ セが 例で あり、 
か、 る 政治 巧 動が ダて？ 涉忆ょ 〇て唤 をされ 巧 はれた も Q で わる C とは 爭ふ餘 地が た。 

口、 巧 困 

ア メ9力が闽おユ ダヤ巧族の金融及び宣巧巧飾^4齡とすれば、 大を？^^はそのか3^か斬の中‘む地で 
わる。 英巧 にめ ては、 國巧投 巧 上 及び 國內化 あ 上に ユグヤ のか 治 的 任務と を晚 とが ホ闊 にがけ るょり 
一巧が 巧に されて 著 重 ダて？ に ホり、 巧に お 十 年 夕閔巧 ユダヤ お 族の なにが 巧な 警を なし 
てゐ たので ある。 

夕 凶は 一九； 年に： ハレ K チナに ユダて S お 的 望 3 なを 約央 しを。 『ご； ァ荐 J 

を避をすることにょつて、 彼等が寄生してゐる巧4^にがけるユダヤ人のサ等巧が求に巧して、 かもて 
第 5 化 ホめ ユグ ♦.入 ミ t 


第】 巧 化# の ュ V * 人 


囚〇 


5ぉ 味 K がける 政治的 ま f 巧へ たと XC とは、 塞 力 雪れ てを ほ充 みで わると# へない 

C とで わる。 


でのを すが 偶が に、 例へ ば i たる 同 巧と お 誤つ た 思 ひて をら I か、 る 巧 巧が ユダて ヮ 
イス マン S 畫 S 友人た る パルミ； めて はま 役 巧を & したの だとしても 一 巧せられ たもので と 
い C とは 活 がに 確 ミこと をので をる。 こ S ルフ オア 宜 寶は、 むしろ 世寞 我に かける 蓄の耽 巧 

手 巧を を离 及び— SS 持し、 H グヤ 《苗 度金賣 K ょる そ e 単思對 する 袋ガ つたので あ 

ミ か、 る ユダヤ 側に がける を 力の 代表者は 、「世み シオ ュ .スト 同盟」 及 『游 義理な』 f 一宗 

fey こ資 たる チヤ イ子 ヮイッ ごで をつ ち 彼は 一丸 一六ょり 一 兰辈に 且つて 巧 養 
單—を J 理を であり、 こ の地化 のを かげ で世ホ 大戦 i 華が、 巧 養 ii 巧を 
に 巧の 目を 巧り めぐらして ゐた Q だ 0 た。 

• WW 

か、 る 奪が もし 事 寅を 藝 つて 居らを いとする と、 今日 巧 はれて ゐる かさ 壽 の— 寡が ユグ 
ての ホ訟 やち 巧に 左右され 得る ものである ことは 理解で きないの であろ ご スチナ にがては、 ち 
■及び H グ ii — 模 してたり、 これ i して、 4ダヤ 人は 通 i 分に、 地巧の 
- CS 々にはち— のな 巧が 朽 はかで. ゐ るの X と 一 お ふこと ち？ しめて ゐ るので わる •今 巧の 雲 


巧 


m • • のが々 には 芙巧 西の 政策が 朽 はかで. ゐ みのがと を ふこと ち 信ぜし めて ゐ るので ゎる •今 おの 重 

明. Ki が f f f 6、 if 雪 か霉 •多く i な， J !, がつ i る 

^》 65 力 < レ K チ >閒管 が 了 (詔 K それ 異 《せ 6 れょ 5 と 主 奮 K とつ 5 養に おが 

ゎ こ。 の轰 f は ミイラ i 口から パレスチナ お ハイファに なる 『ii 
ので— 併し 此の 石油 巧 望柔— 巧は 『シユ i 通 巧 f (If 一| 鼠 
•一為 ミの？ にあり、 f こりを なのか ままは ユダて^ 心 r い •いかが ミク 1 ホ レ 
イス .1 ;】 サ1 こ パ— 卜 •置 レイ •コ 'い ミで ある。 彼等のを 前は、 後に おも 委を 

惡 S 譯地 化に がても 葵び— される 0 でを る •勿 筋 奚留』 祭は 此 S 王 お-化か 
^ 巧^——— •なし 恐らく 々の や ゥに假 をしても、 を邏 ではを ぃで あらぅ。 卽ち 

入—# の ユダヤ人は、 同時 養の ユダヤ il — 璧 

人 is 利 笠を し ダ •ヤ 入の おお 卜き 法律 走み S S に乘 りち 巧两 ユダヤ人 力 憂 巧 
巧 ホ 的を をを 堯 ましつ、 同時に 苗 巧 ユグ卞 民族の 利 f お ホして ゐ るので ある。 一九 

ミ 人 1<,パ| 卜 . r 、； 安 ir 、、： ル •多 ミト •ミ—) ミ 

スチナ i の毫 巧— に 巧 命され ホタ？ ン ドンの ユダヤを— ゥユ イト リング •モンク 

-ギ養 、卽ち Hfl イ ：1 ミ if して、 サミ ユ ユル 雲。 ス チヤ 

♦一が ミミ ♦八 、 S 



み rLf '. 」 上 ' 断 ' 二 ；！ -ii 、- 


を 




#1 がサ 葬の 人 


ィ ルド 巧 Q 設立 警 わる？ ャ巧ッ H ル 財 HQ 1 貝と して 生れを Q で わつ ちがは は 治 的に も おが 巧 
K も 有ち 窒ント 7 ィオ ル まの 一人 農 巧す る ことに 依つ てを をに n ン 'ソ； ン 加盟 員と ミ、 ご 
ス チナ にめ て、 化の 我 巧の 石油 利權の 代理 f なつち か、 る規 巧から 巧るならば、 な 下にが て 記 A 
される 蓄 の ユグ S 族 C 利 違が S 作男と いん ものが 正しく 評 ほされ 得る でぁらぅ。 

* ダ-^ 人の まを る 巧 巧は 『英 巧を み』 (Anglsjewl'sh Aasociatiotl ) 菱に旣 に 1 芙〇 年に 辞 f 
された 『巧 巧 巧 太 人 代 まを ホ 貝を』 ( Boal-d of Deputies 0 《历 ritish Jew) に 巧 中され てね る。 そ 
の 化 巧て e 慧蔓質 接甚 ミニつ の 組 按夕芝 Q 巧*! K ぶ？ た 仕を も そ运良 眼ら れて 


わる, 


、巧 8 巧 


' r 囊 おさ S 巧 巧は、 そのな 巧に よれば f ユダヤ人 Q 化を 的道裙 的が 進 的 進 ホ S 常」 を投 助ず 
るにぁろ また巧にそれをな义て 「ュグャ人をるの故にがみっ、ぁる」 人之も巧强を加へるのでゎ 
る これは 一八ち 年に 最初から 公が と 巧. お 的 巧 動を 巧つ てゐる パリの 『世が 说 太人间 望に 巧ち 
で S 巧 的 J 资 として 投 立され ち甚巧 巧 太 人 お 空と いふ g は、 その 祭に よると か# 中の a 


すを— ナ ミ 易と 占が、 わ や 


て 呂巧的 J 巧陆 として 養され ち 『せ 巧 寞人同 空と いふのは、 その 祭に ょる 岳 典 中の 巧 

卽ち、 お」 く 愛 漂蠢養 f 靈し た f をして、 農 

r 」 一! 一と にがてせ 入の ホち 5 ミちの‘ 慧を篆 りは し ミを、 む 巧^ 
〜窠 てみ^^で^ r 、’ を 霎に臺 して ザへ ち ユダヤ人は その 震 的 連 f い f か 
ミ C と— 若 I ミ uri 」 了 & f を — f 了 ilf られ 

ァ の!^^!"^^^ よ iii ちじの が— ー ホせ ホ ホ おがに ル， マ • 
f 一丸— には ブヵ f な iif f 引受けみ 
持 ii 安を-- .ホを つ 力け を 作り、 f にがても 援 器のを 2 ホ，. ミ院 がかめ なかは、 

特に 巧 語 K は 暑 s 養ゎる 闻援 『世界 尚す— 

ホ •じれ 等 iTf 捕等| とし C 』 ？ 設立され を？ ぁを へられ- 
の f ホる 寶 なので ぁる •この 巧を <を も 巧 曲がな お 的 巧 f をして ゐる ゴ^ク ひ •トス 义；^ 

00 rf れ了 t とい 室 2— f で f - 5 人 i 

K について 巧に 巧へ みことち】 段と 摘 巧して ゐる にす ダを い • ¢1 

♦一が 妄ごグ 又 


巧 曲の 巧 巧 化 巧と ユダヤ人の 巧 極 的な 力と が 巧 も ぴったりと 一巧して ゐ るのを 見て は、 世人は 誰で 
も 一巧 此の 人道的 化 おは、 誰が 誰に 依って 導かれて ゐる のか、 とい ふ 閒强を 度々 巧を したくな るので 
あろ この 問 巧は 『巧 お馨』 のみ 貞 及び 職 貝の 名を 巧げ るち 或 怠 巧に がて 自らを へら 批 るので あ 


遂 長は、 『猫 太 巧 巧 格な』 (J2V 玄 iColo 口 isatJionA^ssocca な 〇ろ のが ぷ貞 をに も 名を 述 ねて ねる レ 
オフ ハルト •モン トフ イオ I ルで ある 〇 彼は ヴ イク トリ ヤ 巧の 英阐 ユダヤ人の 指 巧ぶ ナー •モ ーゼス 
の後咨 であるが、 この モ ー ゼス はがみ 巧き ュ ダ、 ャ 人から I 巧 初め y 巧闺を 炭に 列 かられた おで あつ 
た。 H ル •モン トフ イオ I ルは 趣々 の おお 閒 なにょ つて、 巧 治 的が 巧 的 勢力に ょつて お あなる サ い； i 
エルー 族と 巧 接な 我 巧 細 係に ある。 . 

副を ちとして 彼を 助けて ゐ るのは、 謹 長と 同】 お 族の 化身で 同時に ュグヤ お 族に W する 夕數 の 岡 書 


のをを である ク P トド •モン トフ イオ I ル、 巧 困の 大猜太 法師 J -H •ヘルツ 並びにが 巧巧サ ー . ォ 
文 モンド •エリ A •ダヴ イグド I ル •ゴ I ル トス ミツ ドで ある。 この ゴ I ル トス ミツ ドは 一九二 六 ザ 
より 一九 一与 二 年に ぶり r 巧 固な 太 代 ま 去 員會』 の 議長で あり、 『お 太 化理局 J の設 ぶに 盤 力し、 今 目 
でもな は 『お 太 化が 巧」 の お » がの あか まちを つとめて ゐ る。 



家と サミュエル 笑 及 ^ 


でも 力 巧 『巧 ホが 理巧 .1 の 巧 K 巧の ぶが 諸ち をつ とめて ゐ る- 
度^ 議^ C 佈蘿 には ミ ヤイ ルド 荣 (ミー f サミ 三 S 菱 モント 7 イすル 索^ 

さ 出^で、" ご ミ "層|』 《內 f け i 志 isi — ベ 

ご^ r ; r トシ ルド if り、】 九 一— にはを ほ ii f マ カ ペア 

ン馨ウ f 一、— と i そ ミ，^ 1 ， ミ？ i ミネ ル， ナ， 
ベる で— ぅ。。 卜 、r 卜の ミが ぁう 後 まに 巧て は 『巧 お 保—』 に 夏^る にぁを つて 巧び 化 

ル^た，？ 一 HSHHtJ—ii 毛ゐ る。— i!K ラ‘ 

三、 『英函 まさき— 會 』 (BO ロミ も 口— を もぎを こ— 

ナベ 『^0』/1みじ|遙かに雲すると|く、义累深いのは大蕾誤賀部にな在する 

I を if ま 

所 i — てゐる i 星 i 畜— のか <墅^^^^^。器及 ひ 一 五 養 


>「宗が的お同巧として の^^ ユ ダヤ人の巧巧に助巧あるなて の巧巧に注目し巧動すると〇」 

がつ て、 サ 。モミ ホ旣化 ss 霎 にがて 强巧 ホる かく、 丰を 貝み はな 治 的には 巧 巧して をら C 
と强 巧され ミる ちぶろ 併し 寅 度寞言 ミ 非な 治 的 震が いかな fQ でを を寞 i 
員 さ S 出 巧 部 具で をる：： 晏 がみ S く 指摘して ゐ S 所で もょ く々 ろ卽 ち本棄 負み は 「か 
■にがけ る靈 迫 同胞を 巧 擎る爲 K ぉ ル Q 同宗を Q 巧宙を 震し 義 か嚴 かい か；^ 盼い がか 
力た その 巧に 巧？ ろ 巧 おを 有する とい ふので あろを てこのを 貝を がその 巧 おのを 巧に あたつ 
で、 當 Q 夏閒度 干 巧す ると いん Q で わる かち 靈治的 態度を どとは す ひ？ いこと がが 明す 
る •化は 巧に ま f# けて 本を 具を は 法律 的 勇を なつて ゐ れいので あるかち ユダヤ人の 巧みを ど 
とはす へぬ が •がし 他の？ の 崖と 同を のぶ 踐の走 立つ て、 そのる 囊 示に ミ おおに おして 自 
己の 勢力を みばす ことが 出 ホる。」 とい ム ことた 承認して ゐ る。 

巧し 巧々 には 本を 貝を の 作が 力の 巧 お 的 巧 ホは 閒 なにな り 巧を い •と 云ん のは、 か、 る 巧みは なお 
には 寧ろ 巧 SS 有力な ブごダ ヤ政霎 及 •ひ 轻窒？ ミ わて 巧 はれる と C ろ Q 5 S 窠に巧 
て 化を される からで ある。】 九 一与 二 年な 來の事 « がか々 にかえた と t ろに 巧れば、 わ、 る 作 州 力は た 
巧め 巧 濟的ホ 面に がて、 なめて 大規 巧で わつ ホので をる。 


巧に こ 


のな 巧が かして 非 巧 治 的 


- のでは をい とい -* JSWIK 




巧 的ち 濟的ホ 面に がて、 ぶめ て大規 巧で ホつ ホので をる。 

r — に妥 して 曼聯 合— 一 f /.li 勤す i を 5 に— る i 
そのな 立は 一芙臺 を 、 ii __; If ) 落 李 f でぁる， 

f 、 Iff —g 、ダ; 養 1 が f つた 
兒の 一 i 立し* J 支 も 《で t . I お ミと 本 i さとの 削に を 
か^ 苗に 化： グて各 」 一見 霎か 宗法 6 笑」 いな 磬契 真て、 いづれ 
《曼 i におし— に— ； J 、 ^ をには、 常 if おし— 化 
のか さ卞 ホと& るの ミミが ち、 ず. S — する ことに ミミろ ミ 費は々 
0* ホ 1 ミ — rwpy y y ;： 

*rip!rp そ 


♦一が 夏め ユ； 入 


«fc 


义 わ、 る ff 巧を 果 さんが 爲 に、 シド A 1 •サ "モンの お講 下に ある 巧 報を 員を は、 『おかがを を 日 
作 J と 蹄が S をる 巧困內 及びち 第 S てへ て S 城に、' 內巧 S 報を 講 する 霧を 5 て ゐる召 

る •この 愤 報は 备 巧に がける ユダヤ 問 遵の狀 巧を 報吿し 同時に A ダヤ 民族の 仕 おに 脚して なされて 
たる ル 見 上の 巧言の 巧 段を 化圆 してね る。 

田 巧 ユダヤ 巧 族に おず るネ 『を 員 含』 の 意 ホぶ 巧ら かにして ねる のは、 

かづ 巧 一には 大英世 巧 帝ぶ の おも お 著な A ゾヤ人 連中が 本 重 貝を に 加入して ゐる ことで あつて、 苗 
巧は 自己のを ずる お 巧 的 かお 的 能力に ょつて 個 A の 力では 到を 貪 現し 巧ぺ くもない やぅな 最大の 卞ホ 
力を 持つ てゐ るので ある。 

巧 二には、 巧 どす ベての 巧 おなる ユダヤが 巧が 本 至 員み と 同じく、 ロンドンの 『ゥオ パ ー ン •ハク 
义」 cwob ミ n House) に その 本據を もつ て 居る ことで あつて、 その 爲 にこ、 にお 中した ユグヤ 人 
の 化が はが 粹 にを 閒的 諸* の 小 か 巧に おして 方 巧と 目 おとを 示す ことが 化 ホる ので わる， 

本『を員含』 のがを^1バーンシィの判事ネヴィル*ヲスキでゎる* 叉期議長とんて彼た助けてゐる 
のは、 を 種の 他の ユダヤ 化な 巧に がても 同じ 副を 長の 化 粗を 占めて ゐ るな 巧 お ライオネル •レオン 《 
心卜 ぃ^ ぃ及びサ1 11バート . ヮーレィ. 1へ ぃでゎる。 後をは、 かぞ同様夕巧の ユダヤ人 


小 化 巧の お 薄を にぁ げられ てを り、 『シュル 巧 輸通 巧が まみ 社」 の 再が 巧締 巧で わる •がて 『ちかな 



ル 化 巧の おみを にぁ げられ てを り、 『シュルな 輸 通な 株 まを お」 の 再 巧巧締 巧で わる •巧て 『巧 巧な 
貪 J の 代表を たる モン トフ イオ ー ルー 族、 サミ ユ ュル ー巧 あび" ス •チャイルド ー族との 巧 巧は おな 
されて ゐ るので ある •更に 彼は 『パレス クイン -nl ポレ イシ ョン J •『巧 巧 油 巧が 式み な レ* 『巧 巧 
苗 油 m かまを 巧 J の お 長で ある。 

會計 部長は ゴ I ドン •リヴァ ー マンで あるが、. 彼は 一 か 一ニ セ 年まで 『ブ ナイ •ブリス おれ』 の乂巧 
团ぷ びを 蘭 ま 部の 乂 議長で あり、 並びに 同じ おがの な洲 をな 含の なをの f をち めて ゐ たこと に 化り 
巧に 义 『英 货锐 み』 の巧閒 をのを 員で ある ことに 依って 特に 肖 立って ゐ る。 

樹太 政治の 巧點 ょり 見て、 重大な 息義を 巧す る ことの 明白な この 組 傑のを 巧を 巧ら かにす る 巧め お 
りに なんで、 更に 一九 ミ 年な 降を のみ 貝と して* 特に 『巧賣 政治ぶ、 ホ 若い： ン；^ 並びに 巧 聞の 巧 
货巧 コンツェルンで をる マルクス •ス ペン サ I 巧 式み かの ま 巧人ノ I マン • が所跑 して* る こ 
とを 指摘して 进 かぅ。 

- - 

|二、 獨 & ょ U の 《 太 移民の 爲の巧 纔 

大巧 H にがけ る ュダャが 族の 政治的 立 蹲は、 巧を を おはれを 乂田力 至 巧 巧 移 おのが 巧の 巧に 英 苗,, 
巧 一が 世 ホの ュグ > 人 — t 


a§3 


第】 雜世 ホめ ユ ダ* 人 £0 
グヤ 人に よつ て設 なされた 夕 巧のは をを をげ れぱ 、特に 明白と なる^で わる •これらの 化 巧は 巧 田の 
あらゆる ユダヤの 巧 かか 巧と 同じく 『巧义 ♦巧 巧 諾救巧 至 員み』 ( BO さ d of OU ミを au こ nd Trustees 
for 昏 e Relief もを 《 Jew 昏 poor ) に 巧 島して ゐ るが、 このを 貝み の 首腦 がわ A めて ゐ るのは、 
巧 巧 長と しては 『代 ま 至 員會』 の副議 をの】 人た る ライオネル •レオンハルト • nl ヘンが あり、 會 
計 巧 長と しては ライオネル •ナ I タン •ド •ロスチャイルド 及び エフ •デイ •ナミ ユユ ルが ある C 
この種の ま 巧なる 化 巧を 上げれば まゼ まだ わるが、 その 巧】 としては、 『巧 ホな 乂 人の 巧の 巧 用 中 
央資金 局』 ( ce 口 tral British F 旨 d を" oerman Jewry ) が ある •こん ゴー 九 1 ミ牵こ 『巧 进巧乂 
人を 員 さのを W 巧 曲と して 設立され たもので、 r ヒッ トラ 1 化權の 塞を である 巧 进の巧 太 人を 巧 
かする こと」 を その 目的と して ゐる •そのな お 巧 にがては、 芙围大 お 太 法師 シユイ •ユチ •ヘルッ 保 
± み ピラ イオ ネル •ド •ロスチャイルドを 代表を とする！ ■英田 J ユダヤ人と ユグ卞 人 ハイム •ヮイッ 
マンを を ホ 鋒と する 化 ホ A ダ卞 人と がが よく 手を つれいで ゐろ 巧に 『巧 お馆 みの 脚 薄 夏と して 上げ 
でもいた お 巧 時は サ ー •オス モント •王 9 A ••ダヴ イグド ー ル •ゴい ル：！^ い^いは 巧 巧# なおと し 
て 巧 a して ゐ る。 み 計 巧 長の 化 里を 占めて 居る をには、 ロンドンの サミ 千 エル •モンク I ザユぉ 巧の 
ホまライオネル • サミ ユ エ ル . モ ンターギユ义び ^ 貧找が宙 ^lu の舍貞たる H フ .，イー . いい か 



ルが ある • 

一九 三 一三 一年に 設立の r 巧 ホな 太 人 ホ貝會 .1 は 化の 金な 議 と共に、 その 本部た 《 ン ドンの ウォ ー パ 
1 ご； スに 巧い ミミ ミ 特を委 る 巧 巧は、. 『巧を ユダヤと S になされ た 器の 愛と 
ユグヤ 人の 巧 逸 退去の 促進」 とで もる。 - 

好な をの！！ おは ご スチナ の 最初の 巧 等 巧巧宫 をる サミ ユエル •才ご ミント •力 1 メル 巧で わ 

る •をが 辞を として 巧を 巧け てゐ る. ものは、 r 巧 逢 委人寞 をを 局 J にがけ る會 計が f 同一人の 
乂 A で わる • 、 

ノ ー マン •ド •マット ウス •ペン トウ イヒ (巧は 巧 時 パレスチナの みま 總 ちの 巧に あつた 人で あり 
パレスチナ 巧を 《巧 神 的 父と 云 はれ、 後には ヘプ ライ 大ぞ にがて 震 佛埋に 知す るが？ とつち は 
^|巧义び訓ザ巧の長として の仕事を巧つ て ゐる。 

由 巧的聲 にを る本餐 のを まは、 アメリヵ かかち 『米閣 み. 幕を 實さ Joint 
Distributi 旨 ci 目 ittee ) のな 長た る パウル •べェ I ル ヮルト 基雞巧 お 巧 協を (ぞ を？ 
: Kcoulio corporation ) の一员 チヤ ー ルス. リ I プ マシ、 『ユ ナイ チッ ド. パレスタイン. アビー 
.との K テ？ ン •ヮイズ ミ 及び モ ，， K •いい ご,^ が 分 貝と &ミゐ るので】 ミの 巧 巧 

♦一* t ♦ご； 人 ミ 


■ - .1 » I. 


i 




性を 加へ てゐろ これに 加へ るに、 今では ホ 人と なつ そ 银巧夕 7 ユリ' ソ クス •ヴ ，ル ご グもホ こ t 


に 所 場して ゐ をので ある。 

巧を を进 去し を ユダャ人 S の 大きい 資蠢 のをを 言のと しては 尙 『巧 i す教 技を 貝 さ 
(Gir 口 Jewish Aid coli) をな ベねば をらぬ •これは 「か ザ、 移な、 巧な おを まめて、 大 
巧 囲 及び 化 ま タユグて 巧 難 巧のを 曾」 を巧ム もので あろ じんに がても 夕寞ミ ものは f 
のユグ てまでを る •卽ち ー ホは オット— •ユ Ar ンッ 7 であ. 〇、 他は 寞插 協を J S をに して 
r 代を ネ 言き S S 『榮 前を 貧； 代を？ ある ツオ ごルト •モント； す A である。 
.を 計 巧を 巧 帥す る ものは 又もや ラ イオ 本 ご サミ こ ル •モンク 1 ギユ であろ 巧】 め 謀の ドに 

ある 之 等 G 養 諸 装 Q 舅 《惡 を更 S 細忆今 へる C とは 需で 走ろ 責族蹇 SW 選. H 、 
巧 巧 巧 用 妾に 巧を Q 『货太 人 追 普に 巧す る 抗議が 動 品 巧 おを をて ゐる • 


巧、 巧 困のを 巧 生 巧に 化ける ユダヤ人 


英 田の ユダヤが 巧は か 何 S 扶 的な！！ へを して 居らぅ とち それは 錠を 案が をち 乏 とを しに、 
5 け ホり 巧 得したり する W と S ホる 巧 合に S み 3 誇』 を C で わつ て、 一巧せ をが ける ユダ ド. 


a け ホり を 得したり する w との 曲 ホる 巧 合に のみ 『齿巧 的』 なので あつて、 i 世を がける 


ユダヤ 



巧 族. の 巧を のが 津 又は 巧 街が 問題に をる 時は 何時も 巧 お 的と なる、 といん ことは、 巧* がが がの 說明 
を もつ て 巧 巧され 巧た と あ ふ， 

アメ 9 力に がける ょりもは 上に、 ま 困の ユダヤ 巧 巧は 化 等のを もす ぐれ そる 化 ま 者に ょつ て、 この 
苗 巧 巧 巧の 目的を 政治的に 資 現す る爲の 可能性を もつて ゐ る。 巧 巧 固は 過去 にがては、 デ ィス レリ ー 

ビ I n ンス フイ I ルト 卿、 イザ I ク •ル ー フス レ デ イング 巧、 ハ I バ I 卜 •サミ ュェ I —— 


サミュエル •オヴ •マゥント •力 I メル 巧、 エド ゥィン •モンク ー ギ A 等の ユダヤ ホの 大臣 やか 治み 
を 巧して ねを。 

，目下 在職 中の ユダヤ人の 中、 へ ー グ元 姉の 前我設 秘書に してが がを々 をた る、 『巧が 大ぉ』 ャ I * 

フィ リップ •サッ ス ー ンを あげて おか ゥ® 

•じ、 で尙 もぅ】 クの あが、 じれは 今迄の 敍 なの 巧 西には 述べ 巧なかつた ので わるが、；^^^;! 'いい 
> (卽 ち】 乂 二八 年までは サー •アルフレッド •モ I リッ •モンドと 稱 す) を 指摘せ わ ばなら ぬ。 化 
はを も 重 巧なる お 巧 おの】 人で あり、， 特に 巧 巧 化 巧 工業に がける 巧 力を の 一人で あるが、 自 e の 占め 
て 居る 巧 治 上の 謀が をぶ び- 英巧 ながへ， の諸朗 なを！： 用し で f がに 英 田のは 治 にがつて シオンな 動を 
巧 進す る 立 巧を 巧つ たので わろ 化は 柔巧 上の 巧 巧と 相 並んで、 『マ ヵ ビアン 世が 蹄墅 (Maccabi 

第 I が 化 葬の！！ ダ* 人 ちち 


♦一部 化 ♦め！！； 人.. S 

W ミ S Un を B) ホび に その 巧！！ 內地ホ 巧 化 推の^ をで わる • 

典の 仕事の 巧 カホは、 同一 お 族 出々 のサ ー こ バ—卜 •ル ー ドゥ ヒ •か^ •いで わ ミ 巧は 『サゥ 
X • K ク ツフオ I トシヤ •モンド 瓦 巧會巧 J 、 rg 巧ニツ ケル かを 化 巧 まみ 哲巧 巧に 『モンド •ス 
ク ツフオ I ドシ ー ヤ巧 角が まみ 巧』 の巧締 巧で あるので ある、 巧 田に かける 上な の あらゆる ユダャ 化 
かに 巧つ てま 持され てれる。 巧这巧 おがび に 供給# 柔 ボィコット お 太を 員を (J ミ J ち P ミち ごを" 
BoycoEcg を rmau ooods a 口 d Servic 足と しての 化の 化涅 はまし くち* を かへ てゐ るが、 こ I が 
をな 太 巧 族の 巧を にを るので わろ； 遷 年の 巧會 11 にがて 器、 S にが ホ 的 墨を 加へ る」 と 
に 巧つ て巧进 たして 「巧 太 田 巧の 權を义 び ユグヤ 巧 おその もの、 掌 重」 サ しめる に まる t とも 巧みな 
♦ことでは ない、 とがべ たので わる。 

な 上を 總 巧して 霄ひ 得る C とは、 巧 苗が 意 謎^る と 巧と に 巧らず •巧ら く ユダヤ人を 自己の 政 ホが 
♦に 巧 負し 得る といん 信を K 基いて r I ミ、 田 お ユダャ おお g か々 襄的 利害の 巧 巧 場を 作. り 化 
したと をん ことで わる • 

《 •ヴ ィツ マンが ピ I ルみ なまの 公 また 》 つかけ として、 巧に 計畫 されて ゐホ巧 ホ 巧を にな 本 
的 蠻 更た かへん 巧に、 當時植 巧大 田に して 化の ぶ 人で わる， ピ 1 •ゴ に 干 ホし、 「もし 巧 

巧が 『シオニスト 世 ホが 盟』 及び その 世み# をのが 萬を おを 卞 ると いふ 危なた 化しを くないならば、 


巧が 『シオ ュ スト 世 ホが 巧』 及びを のが ホ# 謹の 抗議を おを 卞 ると いふ 危按ど 化したくない ならば、 
白みの 申 曲を ホ 巧され ホい」 と 貢つ た 時、 化の その 中 巧は 採用され ホので ある。 而 して か、 る內 巧の 
巧 巧が わる ことを おを しての み 『シオ 》 スト 世 巧を IIJ が ヶッド ヘッドが 吿 にょ クて改 け ザら れ たか 
冉 案に 多 化を もつて 巧 巧す るに 至つ たが 巧の 說巧 がつ くので ある。 

巧し ゥッドヘッド 報吿 もみを 的を 解み を 童ら さなかつ ホ。 ホろ 巧 曲の 植が 大臣は、 アラ ビヤ 人义び 
* ダヤ 人の おみを を、 一乂 111 化 年 一月の 下旬から 二 巧に 脚 ホを 法に 巧诗 したので ある。 巧 W がか 柯に 
じの巧巧を解巧するわは明巧ではない。 巧巧は巧立するでわ，^\ぅか。 ぺールホ員みの巧まにがつた& 
グ卞巧 お Q 保ち か璧 的と な S で ホら 5 た！ K? れ la 世 ミグ- ヤ養 S 十る 屈 保と 透 曲 架み び 
アラ ピヤ 人への おおが かち 的と をる であらぅ か、 それとも、 琪在 立案され て ゐるお 巧に、 がける A ダヤ 
困 また 巧ぶ する に 至る であらぅ か。 もし 後者に かを すれば、 それは 巧！！ が 世 ホ ユグヤ お 族の か畫 にな 
巧の ホ 巧へ 巧みす る ことを 意 かする t とになる ので わる •‘ 

ハ、 フラ ン ス 

* グヤ巧 族の 田 お 的 政策が、 化 ホ 合 衆 固 及び 英苗 にがけ るょりも 、嘗て 猶太 人 解 致を 普通 的 人 柏の 

♦一 郁 t 界 め！！ グ* 人 .、£K/ 
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夕 WW 」 を ミ ミ 1- こ； 趣 ミ： SI ミ 1 台！' 一：— こ 一--. 


第 5 化！ の 》ご 人 五々 

巧 巧と してね セ 困に がで、】 巧夕 くの 化が 合を 前 巧を 見 曲した のはを 巧で ある。 フランスに がける * 
グヤ 人は 長 巧に 瓦つて 巧 はれた 同化の 結が として、 雨 餘の諸 困が 巧特 ホな 巧 太 人樂曲 巧を (〇一 ろ tto ) 
を 設けて ねた 巧、 巧に 政治の •文化的 •お ホめ 生活の 中に かを 的 f をみ める ことが 化來 たので あつ 

ち - 

お 近な 年閒 にか、 るが 巧が かくと もがみ 的に 變 化を 受ける やぅに なつ セが、 をの 理 山は ユダヤ 摆 難 
巧の 巧が 的 流入と 化 フランスに がける 巧 族 的に « おせる 因 巧の 反ち とに 巧つて 巧衞巧 をが 樹き 出した 
爲で わつ たと 言 ひ 得る ので ある •なしな 本 的には フランスの * ダヤ 人の 公の 立場は いさ、 かも 巧 巧と 
ホつた 課で をく、 その 爲巧 去で も 現在で も ホ肤ユ グヤ巧 族の 流入は 巧ぇず 村 はれ、 文明 的に M 化廿る 
後には 更に 他の 巧* へ 巧れ a んで 巧く ので ある。 フランスは 一义 111111 年な 前の 巧 进の後 « がと しての 
巧 日を 引き受け をので ある。 をの-頃の 巧を は、 貧しく 举 をした おお ユダヤ人 のをを 及びけ 商人から 义 
巧 化した 西な I ダヤ 人の 巧 まあび 热巧 おに 至る 迄を をむ ユダヤ人が、 巧な から 西 巧へ 移つ て 巧く にわ 
たつての 中な 所で わつ た。 とれら 移が の 化 謹の 爲に フランスは、 阅巧 ユダヤが 扶の 補助 卽 ちは 
なせ か 『ホ爵 お 太み お晚 合を 員み』 の おが 本 巧の 所在 巧で あり、 吏に、 あらゆる ユグヤ 人の 補助 巧 3 
の 元締 巧 脚で ある 『お 麻を 貝み』 ( cli 5 一 h ミ さを) は パリを をの 巧設 本が のが 在 化と して！* おし 


たので ある。 

フランス がか、 る 巧な を 引 まける にえ 立つ て、 じの 苗の ユグヤ 諸 化 巧は この 巧の ユグヤ 人は ず 

每權 等を 阅 ひとる が おは なくなつ てゐ セので 1 巧に 困 巧 的 巧 盤の 上に 立つ てあら ゆる 闽 々の ユダ卞 
人の 平等 巧を 認めさせる 巧の 速 巧に 碟り 出して ゐ たので ある。 この 岡爭 はぶる 場を には 巧 ユグヤ がな 
に 巧て 戰 はれた し 又 今も戟 はれて ゐ るが、 他の 時には I それが かが 的には 遙 かに 里 巧な ので あるが 
I その 會？ ® の 大巧々 が 非 ユダて でが り 立つ てゐ る化洽 にがて 戰は をし、 义戰 はれて ゐ るので ゎ 
る。 ユダヤ巧お、 フリ1メ1ソン秘巧おか及び平かま義は、 『が利ををはれたユグヤ么 のや等ホ^ 
爲 にかが へて 巧 力を したので ゎる。 

この 巧爭が 同時に フランス のち 巧 思想と ホ 向を 印 じくして 巧 はれて ゐ るのは、】 面には 度が 的 巧 も 
にょる ものであるが、 他面には この お 運動が 相似た なおを ちす る爲 であり、 この 贿 ぶが 挂族 的が 化の 
否を に 巧つての み 巧现し 巧る もの だからで ある。 

t の 巧に 脚し で 化 治 的 粒 ホめ ホ 面に がて ま 巧を 巧る ことは •，巧^ 困 巧ではなかつた。 特に フランス 

のをが、 巧 巧、 それらに あら 寸义 巧の ホが をが、 をし く夕 かの ユダヤ人を お 人して ねたから である， 

• • 

/ _ 

ホーが 世界 3 ユ V ャ人 Efc , 








I 、 『巧界 » 太 人 巧 s 』 (Allia 口 ce で rae ミ e upiversel ド ) 

パ. リに本 巧を 巧ク r サホ巧 太 人 同 さは^ 最 巧の， ー グャ人 化 巧と なは し 得る •一八 六 〇 年に 「A 
グャ とぃん 素 待つ お 春 K おする— ゆ S 攻 lit 蒙と 「ユダャ人の 璧 SS 6 出 •す 一巧に を 
至を お 合する 同ち して 堅され をので、 その 巧 立の 養の 日ょり、 おに 初代の が齊 にして フブ 
ンス の大芭 及び フリ I メ 1 ソンな 密結 化の 巧 わを 貝た る アドルフ •いい；；/ ユ ー の ィ《 シエ チ ー ブ にぶ 
いて、. 巧な あび 東南 歌の ユダ卞 人の 巧な のちに、 干渉を おめ てゐ るので ゎる。 

本疊 は、 そのを を傳资 ち？ て がをお 的 儀 g として ホ爱 人を 巧 巧 するとぃ ム巧寅 にがし 
でなおされた 巧訴 がを 巧® する 爲に パル ヵン 度爭 後の ル ー マ,, ャ忙 がける で ユグ卞 人の 巧に 『ちがな 
を义び 『ホ 雲 員を J のれし 華 涉にま 持た 典へ る じと も あ に附 する ことは を かつた ので ぁろ 
ヴェルサイユ 平 お 巧ホ忙 ホた 0 て、 本 同® はソ 巧 及び ル ー マ- ヤ にかけ る ユダヤ人の やみが 巧 ホ t 
巧げ て ザ 巧；^; B 忙 t れ忙 M する 條 巧の 採 採を 巧 ホした ので わる •ソ 巧は 自ら この おおを とつち ル 
1 マ 》 卞 はみ 財な 巧の r み 素 J に 巧は わ ばなら なかつ を。 
t れが义 、ル ー マ- ヤのゴ ー ガ反 巧が 法往 的に だ ュダ卞 的 お ホを とり 始めた ホ、 同 技巧に フ ブンス 


含 革 ホし S S お 茜 蘿去講 で ゎつ た！ 


力 BA ホ 巧 巧が だ 巧* グ卞 的！ をと りおめ たが、 同を 巧に 


会 華 ホし 襄 S お 茜蓬玄 理运 みつを！ 

い^^ 把 有な なる 卞 ホ— 望し ミホ 『 i は— 

て、 ミ當 f |册 y py li — と爵し 

、 if ?7 5 slilf i 

i きの— ま 待を 巧て、 トルコ、 ユ デブ せ^ 菱畜 にみ る 

ン に— ゐ るが、 こかにな^ 人の 爲—义 化 的 i 蔓 は、 舉め if ブ 
る々 C れ におし 本 3 望は め 夏 十 5 ランを 霄 して ミ。 ミ だむ と " t 
へ竺九 一一 窒 C 本同强 2 蔓は f 革 八？ ラ' 含 建し 了ゐ る。 《ま尝 憂て が 

hr 一 『九な y rrf (:: rf 。 f け f II 
iii らしめ Ln nnyy:f ミ ^ 

でもな ほ— f 老 昼 駕一 f こ It / を 日 r 日 

さを 奪して ゐる。 もともと それは さま 晏 (/， ブ マルク？ 六 ホ 
♦一》 •き ミ、 グャ人 S 惡 とを & をを もち ゎるが、 今日 






♦ I 部 t # ごグ 4 •乂 


J - ( 

"では わら ミ囊と t ゆる IIS ミす わと 葦 ss 宿と 2 て ミ c と巧窠 巧みの 事 

貪で ある。 

本高叟 は反辑 巧 巧 S 爭をも その か W として か么 げてゐ るので、 己 ( 『巧 お だ 封 曲を 
同 巧』 ) とは 巧 巧を 巧 力を がって かる， 


11 、 巧 g 皮な Bmlcfl 


じの 巧热 y は 世界 兒太巧 おと 化 巧 7，1 メ 1 ッ N 巧密 おれと Q 累を 装が 巧 巧 的に 班 はれて な 
ろべ ル ナルト •シ 多シ ，一を！！ 長 车る本 『同 星は 實に その 本 巧を、 7 リ 1 メ 1 ソン 蔓お肚 
『グラン •トリ アン』 の ヵ デ I 巧に わるみ をの 中に 巧へ てゐ るので ぁる。 『乂權 挫间 班』 の 

二人の 貪. ユミ 1 ル •力 1 ン菱 ユ X 卜 の 整に か、 る ミ S は、 人樓 i 蹇 にお 季 i ダ 
卞人菱 非 ニダて Q おを 巧を 動め て ミ •かく 長 同盟に 一九 一二 辜 S 3 1 支 •プル ム化府 に 

ぶを 巧つ ミミ ラン K Q 政治 お 巧が ♦貝と してが W して ゐた ミム C とは、 巧に 委を患 おの ある 
ととで あろ. 特に 氏名を ホげ て— たいの ち ユダヤ人 レオ ごプ ：1、 ビ ユル •'コ い、 モ i 
K ビ イオ レツ ト白 人と お 人の jg 化兒 た,^ •カスト ご ノルマ 1 ヴイユ 及 ミラン ソアこ 和 心 



ビ ィオ レ 'ご巧 i セ 定本 i ー ミミ f ミ 


ミ Hi !。 で p :op:r rrrrr: 

^ 本 ^ こ 1;; ィ li 奪 さ ホ 。 cf iff マ； 

y 1，’ f 」 iiii 』 疆す 

つて y y p’ ::y o:rr; 7 1 } 

巧 f —I f • ミこ 了 巧 至 : rr を， r 生 dggo 一 1 を ダ ; p ， 

*:H:rp チ：： 

tr urrrf I た 了 f を —; を Ka^T 巧 ^^ 


•，一 V 7.3 


巧】 g 化 ホの ュ ダ* 人 


か、 る靈 は？ 忙と つては をに 巧を る理說 的を まし か 巧して 居を いといん C とを お 巧せ ざるを 巧な 
いので ある。 巧 ま ユダヤが 巧のを 巧 及び ユダヤ 驚 諸 お 巧に 巧す るが 化的赁 にあた 5 は、 マ； 
スま義 をで あらう と、 『段が 的』 な フランスの ュダ卞 人でから うと、 かしてが 等の 頂圳 はされ て お k 


いので ある* 


云、 夕ち 及び 補助 化續 


揭ををおホして 7 ラ K へ巧れ&んポ |ー グ.^人をま持ず5ち お6?れた夕數3巧；}^^按か糾《 
の 中 『巧 沒巧巧 巧 か 巧 苗 巧 お 員 含 (cii ち Natii 一一 を Secours auxKefugies と lenia ミ 空 『巧 
逢 巧 太 謹 巧 巧 巧 至 員 含 さ 目ぎ dAideauxRefugies) 211 つのみ を あげてを くが、 じ 昨ら は 
巧に 巧 細に 論じを a ンドン 及び こ Im 1 クの 轟か 巧の ま 持を をけ てゐ るので あろ 一 当 一六が 
のみに が T- も 『簽實 さ s しては！ ■米进 分 苗 稱合實 さを 一二 萬 四千 王 ミム 柿 助 金 かを 

おされた。 

一望 另 年には 7 ラン K S H ダヤ諸 補助 SK 巧して 避 篇巧囊 S、 總 巧して 小董卞 ドルが a 
巧され たが、 ミ 中 一一 萬 •立 千 一言 ドルは！ ■ユダヤ 猩巧 巧保宙 及び 移 巧 值會』 舌 i 】 基れ 込ん 


ダので あつた 


C の 『おを』 はこ - T ク ごへ ブライ 避が 巧堇茜 なみ』 2。— f を 

卜 • • < P I 4 



/ 


ので あ？ を • 


じの 『 I 』 はュ 1 - ク の 『へ ブラィ 霸巧蹇 糞 協み』 舌 f 1— ミ 乙 
3 口 t Aid society を A 目 erica が、 里ミ) を 巧 ごこ 

苗 i 二.； 巧ぎ 复ま襄 を ロンドン 忙 、執 i パ 。に巧 する 『ユダャ 
^1 』 f h f f を t 复 i で 設立した if ろ 本 i 援 

人 if 為— ら は— る。 卽ち 『ミ— だ 
S 長は。 F く nFf グ 1 •ゴ ，1 费 f が、 1 

r 蒙 巧義歷 I 』 誦 義蔓奚 I 』 if 巧— 人^を 

占め ミミは パリの ルィ •いい .^^望 でぁる。 巧 ま 雨人ヴ L も 

r ミ^* 民數搜 f sf 1,， ミミ •へ' 声 •髪。， シ 

7 トル フ •コ J プラン ドで ある 0 

— ili 巧は ユグャ 人が？ 撃る— て、 特に アルゼン チンこ ぁる ご 

グャ巧 巧 協 食所ぞ S ぶかへ 碧す るに 封し C れを按 掌る C とで ぁる。 

この 巧資蕃 i . に ミャ 避# お S 菱 移民 參』 香。 星が 一 i 
つて まげ ホ 巧は、 •義ク 男 二 千 百 軍ち ルに 上つ ミろ C れ におして 『米が み 地 12 

g 1 帝 化 巧め ユダ； 








ぶこぶ よみ ご/方 \ 


ソー袁 妾み ぶを 齊礙 V ' 


.う一.3占31^;7<ィィ.巧-7^._'ーニ7*-か，5'. 巧て-叫 巧 項 亦 > 巧-^; 

- 

♦一部 世 ホ ご； 人 力 田 
貪 J は 二き 手たち ドルた ホが した • 

これらの お 宇の 示す がは、 H お ユダヤ 組 巧が、 ユダヤ 避 獲 巧の 巧 巧と 化 巧に 巧して $ 巧る® りの 
援助た 典へ る爲 には、 フランス にがて 如何なるが 政 的 手段を なつて 巧ぶ にな 力し をつて ゐ たかと いふ 
ことで ある。 

因、 7 ランス 及び 7 ルゼリ ヤ义化 6 巧 ！ III (union des Ai 么 atio 泛 oultureslles de 巧 さ 1 ろゥ 
を d Algene 一 - 

‘ フランス 义ぴ そのな 巧 地に をな する T 巧 四十 萬 乃 ま 四十 五 巧の ユグヤ お ユダヤ人は 、一九 〇 を 年の 
フ ブンス 'にがけ る ■おとが ♦の 分 巧な ホ 諸 r 文化 雲』 にお 合されち 入 會は票 であるとは すへ 
大巧 かの ユダヤ人は 『フランス 及び アル ゼリャ 文化 $1 ♦が®』 ( r 中央 長あ會 巧』) 巧 属の巧 f に 
か 入し ホので ホる。 

五十二の 會 貝より をる じの 巧み (これには フランスの 大な太 法が も か はらわ ば をら ねこと になつ て 


ゐる) には本«には宗か的及びユダャ巧#め巧巧が採サられてゐるのでゎるが^ その巧由は^ — K に 
■巧 巧 巧に がける や 等 ホを 巧 得して ゐ るので ——‘ 巧 爭的巧 巧が お 早 巧せられ る 必要が をい からで わ 



る。 か、 る 怠 巧に 於て 人巧戰 線な 巧の 巧が 大匹 マルク •ルカ ー ルは、 『巧 済 巧 巧 曲な 同盟』 の フラン 


K 化 S 巧 じ 司 巧运 貪まで が 亡 もが、 「、巧 巧を ま 7 テ/ スだ ミつ 一 $ つ、 函 feg 、 -yE 勺* 3ミ 勺 t?T 


る。 わ、 る 意 巧に 於て 人民 戟線政 巧の 巧 健大应 マルク •ルヵ I ルは、 『巧 活巧巧 困 巧 同盟 J の フラン 
ス地苗 巧 セ 回 苗 おみ 發 にがても 亦、 「人が 戲辕は フランス 巿 民の 一な の、 狸 族 的、 人種的、 诏巧 的を 
しくは まな 的 差 則を 認める ものでは ない」 と强 調した。 このな 脚 おが フランス にがてい かに 巧 面目に 
代表され てね るかは、 例へ ば、 ユダヤ人の 特巧巧 化を 規 をして ゐる諸 巧 利の 一巧が プ ルタ 1_ ーユ 人に 
巧して その 適用を 巧を されて ゐ るので あるから、 フランス 人自 みがを も 度く それを 化 判ず る ことを。 
巧て ゐ るので ある。 ~ - 

この 『中央 本部』 の 巧な 巧の. 人的な 巧は、 寄生 因の 諸 生 巧 領域に 巧 入した 巧 おお 的な 同化 A ダヤ人 
と* グ卞巧 族のを か 上の 代表を とが】 み 同® である ことを 巧 巧に 物語つ てゐ る。 ’ 

總巧 である 大ユ グヤ 法師 ィスラエル •レヴィを 助けて ゐる資 長は、 後に お 細に 論及す る ド •。チル 
卜义巧 お 巧の なをで ある 度の H ドア I 卜 •ド • P チル ト巧 である •尙が 巧 長と して 化を 巧け てなる の 
は、 二人の 巧 巧 顧問 宫 プロック •ラ。 ッ ク及ぴ ヘィル • fv ’a si いで ある •『世が 巧 太 人 同 風』 のな 
ち々 リ ドが 巧が を 計が をの；^ を 占めて ゐホ • 

五、 7 ランスのを 巧 生 巧に かける ユダ 人 

■ 

世み ご ダ* 人 


'卜 ..づ^. 


■ - - J ■ . 

‘ 巧 5 5 f グ又 寞 

ロ チルド ー族 i 貝た 先頭と して 7 ランスで 霧して ゐ—數 の ユダヤ 器 i 窒 •1 ぶ 
ぉ 7_rNK にを る ユダヤ se あらゆる 權利 S 持を 確定して ゐ るが、 e たよつ て 7 ランス 
ご ダヤ養 広は 直接 5 曲を 的 方法 K よつ て閔陪 A ダ ヤ§ (が 怒盡力 十る 巧 獲が 與 へられ 

ブル； 巧 巧 巧 巧 曲の 構が 巧-ダ 卞 巧 巧が 祭 ななが をを けずして 何の 程 f で 政治の 巧な 郁へ 
を、 巧 巧に 示しち ブル A 巧？ ホ委 、ユ グヤ人 •シヤン •みい ミ？ して、 户 、ル、/ 
i サ1 ク 夫人は 資か 育ち sf とし T は 府が度 望を 良た ミ ある- 
な 巧 i とは 語な な？ 2 が 三 ダ ミ、— ゐた曼 "I 力歷 舅で をつ を 巧 
曾す れぱ實 まを る招寞 十 意中め f が ユダて》 つた ミ ある，. 唯 (例 かは 暑で 

わつ て、 は 一人の ユダても f つて ゐ なかつ た。 

ユダヤみ 力に よつ て 基され ホ これみ S 房が 顯的讓 《雲に 及？ が f 比べて 一 か类で 

あるとは 夏 惡 しミ尙 i 響 i 害 ダ ii ミ J •。，トリン 

^/事 寞臣 たる シ m ルジ H • f を (本 あィユ 。ベ I •。チルド) のが* 力で ホろ 化は 化を 

大巧 f は タレ マンッ， i が蒋 とし i したが ic マンッ li に— マンデルを 


名乘 つを— 1 重 『 A 雲』 含— f <) i 的 f 引 

メ ，ソン i 薑 f の內 削へ かけて 化— ブナ ィ •ブリス おれの と^^^^ 一 

る- は、 3 曾 ホ 5 を H レ f ス —扫れ て， 

ホをく大臣をがし^^ 卜， ンダ ンホ巧大臣を引なき愛ち サ 。 ふな職爲に彼も 

と^わる が、 g 在を 中身 巧菱巧 雲 業が 巧み 的 g を f 蓄髮 る？ ャ人 にょ 
て— 領 され 容で& ろ 例へ 凌は 巧 逸を 養れ を曼化 人— ユダて ご卜 A 卜 • ^ い、 コ r 
^ u 、—— 局 iif f た。 ミ— とし子。 ブ は、 7 ヲン i — を 
ミマン デル •の f 巧して、 反遷 動— 安 f とが 冀 たので あろ f 
r フラン K 』 ミ 人— fi 世代に 涉 i の— 弓て ゐる ユグて i I はゾ 
，ンス にがて— 窗劈 至— 震雜の f 愛て 世に まれ— 常で あゎ、 がし ミ 
ミ 通じて 1、 震、 文化— 動して ゐ るので あるから、 ゲ ご U ピ 


► ► C 9 > * < > ; » •-こ 夕 — う 

ま i の III ' グ。 H ルル l 々( nr ぃ .T ン、； ネ 等の；— の；！ 

巧り をて ホぺて 唐ら C ルド) ぶの フランス々 ぶの のみを 
* 一が 富と お ふ ミ。 1" シルドと いふぶ がは それ 妾 fs のん* の 两巧的 

?# 世 ホの * ダ； 


‘最誓 を； 讓> 蕾 寡 


1 


11 


"拿^ 套掉 &..' ， 擊瑞 窜裝 进 




M 巧を 滴 察せし める。 

ホに 巧に 壽 2 グャ巧 巧 s 巧に ぁを つて 巧つ を 載 巧に 再び 連なを つける ために •も ゥー お々 の 
じと を 指 巧して 置きを い。 卽ち をの ペア ステッド 卿に して フランス 妻 あ 曲の 上な がの たる マッ ク 
K •サミ ユ ユルに ょる シ？ ンご ルンの 設化後 擎ご九 一二 年ち 『東 憂 嘉碁油 ♦を 
の臺 がまた る ご Q r" チルド 义 —2 ミ H ル 含な S を 5 言れ に 加入した S でぁろ こ 
たょつ て。 K チヤ ィルト •サミ ニル •モンク 1 ギユ义 び サミ ユ ユルの 一一 索 S がに ち おがの 

巧を のす ベて 為りな〜 世 器 石 碧 引 累世 ホの 石油 is も 霎 をが 門が 鉛 おし、 雾 をが 

0 てゐる • 

前な の フランスの 度 巧に 巧 R して， Q る B ナル ド 1 族の サ 1 クルは、 巧 巧との 担窺囊 をな 丢、 

フ ラ ン ス 巧巧 の を重裝が『に み& 口 でををとら っ C 。 3 ミ r 、、、、、、、 、、、 


^ ランス 爱の羣 要 部 E ： に夕 なの 代表者を も ミを。 同級 巧の 囊 は、、 ユ •いい ル r '。 戸 
ド 巧 I ： は 前 Q ウイン Q : トシ ルド ー お？ ルミ ン K 、 凡ィ 及び オイ ごと も填諾 係に あろで 
わつ て、 フランスの ユダヤ 塞 S が 表的證 たる 一 かの 『中央 長審 きさ 居 一 き 寒 C — 己) の！！ 
度を も 《ね ミろ 同時に 彼は 3 がが 望 ( chesin を F さ .du Nord ) のせち であるち 本會な 

のをぶ 没を には、 5 换 S ランス 5 代 まとして 化 s? ユイ ss 父 H ド モン S 子) ホる 


ご iK •アル マン、 ぶび アン， -’1 a 1 トシ ルぶ 加は ミ 居り 、 



代 まとして 化 s ? ユイ ss 父ユド モンの 息子) ホる 


ジェィ ムス •アル マン、 ぶび アンリ •丫 •口— トシ ルドが 加は クて 居ぇ 一ぶ 夕國 一巧の がをは、 口 

ン ドンの！ ■ユグ ヤ奪菱 ユダヤ 自奠留 (0 鲁 口。 巧 •を 寒 f ごのち そる アン ソ 
ュ义 ごン ドンの 吝 巧が 巧 局 J Q みがな 長 ラィオネル にょつ てお菌 されて ゐる •誠に 巧 巧な 巧 故 
會 社で ゎクて その# 巧 そのものが 巧ち ユダての 图巧望 育に おするな をを をして ねる。！ 

フブン スお大 の^^を 杜て わる 『擦 合 巧險會 社』 (長 度 ミ 旨 0 巧 0 さ 巧と な) ご 一一つ のがっ、 生か、 
なぞ、 火が 養の 島に それぞれ 一つの 巧 立 巧が 塞 S 巧 評 身 みのもと にが 一され てゐ るので あろ 

ii 含 f 農 5 ミ、 支'—、。' トシ ミ f f ン i の 

志？ ミる S であろ ミ 富 S でを 大部々 曾グ てから 5 てゐる 7 ラ XKS 大 銀け 

の « 巧 達の 巧 半 おとがを をはして ゐ る。 

に、 に 共の 他の 同族の あらゆる 巧 口の お 巧 的 連 巧を 述べる ことは、 餘り にも 器に 逊ぞ る こと、 を 
るで あら ミ而し フランスの 同 養が— がつ て 同時に 襄围 が— ロナルド ー族と 《ル フェンぶ 
(ダニ ル •ドライ フス ー is 及び フ — S (その 器は ユダヤ人 エフ ルシ 家の 巧で あを との 
巧 巧に よつ 5 大 されを C とを、 巧べ ミで ミを 忆は 行か 《。、かくして。 ナルドー 族は それまで 
は蔓 K 閉 なされて ミ 7 ラン KS を H 案裘お hi 美— 5 農を 閒巧 しを e で わろ ちに 

さ》* ♦ご： 人 


ホ か 



>5 ごグ又 


。1 トシ ルド 巧 s 7》 k とサ 'ソ K -'\ 寒 (ホ ミ 整に つ 

ホる モで现 巧を 巧 G r — ホ臣 J, ホる サ ！7 ィ ，ノプ *ノ つて CP 巧ょ 名れ 

.か 化の かき 7 ランスの。 チ；— 奠霎; あ^' プュ -^ッス- ン とも 連が ミいた？ ある。 

i — t 《を臺 yrrr 窒だ if i 
に！ られ る！、！ にょ If ! n ; い nr 

ぅを 苗の 窠は 時み？ ちれる ので ある。 そして 彼らは、 セ？ x ^ なぇ 巧な レ や 
ので あろ ム 暴を 本る つて ユダヤ人な 巧の 冥 姑 の大養と なし ミた. 


二、 


國瞧獲 蘭の ま 導 化を 


^ 上に がて ユダ i 惡と それら i 削 おの 述巧 含いて が •へを 


^ 巧 禮 了— 妻 f C れ ら^ と ミな i ま 


のは、 




ュダ卞 巧技を る も 
彼 塔 



U 巧、 二 i 雪が 席圳 される •一つ ii (わら ゆ 


t 户一 — \ ? 


や in お 一 I . ii 聲一 ii f ゆ si — る ュダャ人の 
-S a ことに 依り 政治的で 的 おを 囊す るを ，^ 

の は特だ f If 5 ミ f i 萎 ミィ •ブ a UU 
f i 、 わく 去 f 塞 silf 去： ミナ i 签グ卞 

をでの 馨 としてを り、 がつ て 特に r シ ホ-スト 世み 化璧 とその ザ累 ie ゎ 0 
がそれ に 馬して ゐ る。 - ぜ i 』 と— 謂— でぁる 舅 義理 局 J 

« 

るを 世 ^— rf S 惡 if 、 望 —1」 了 f ご を 
い HSS か i すれば、 證お i 、 f れぱ、 i — を 一 I をして 
^靈 — si の霎 |けに述 ぎなぃ ので ぁる。 而し I 
必巧 なおを 資本を 提 がして &る •わ 驾ぉ 持證 S 传の爲 め 

田 お に ホ 生せ しち ミ巧啤 おを ので わろ 

- 、 《 太 巧ホ會 議 

■ 

第一の 善 sf 喜 器 襄を姜 畜惡と S 3 れ S も sa 客 畫ホ蟲 * 

一 云 ハ年备 八日に 始めて ジュネ ふに 巧 f ^ 

»1》 妄ご； 人 れをミ 『 I ヴ 有する— せは、 ままな 的 ホ 法 



' V ぶた 卓。 


1 




♦1 每せホ ごグ- 






1 - Jf u J_- *14*^/ 三 こ 

ホ 1一 

による 受 jc れはぞ だみ されて 愛て 空 《わ f0 とを る S ぎを い— ct ? はなく 
♦ろ々 の赛 にわる ので あろ 卽ち 西が 七十 年に をる ユダャ 囊の靈 的 朗资ザ かめて 一手 こ 
S 々から 二 1110 名の 代を を夕 を ユグャ 巧 おのめ 一一 f 一 《代表？ して 装 K 巧を し、 それによ 
つて かが 湯し、 H グ卞隻 が是盞 S まか 曼養 性に よつ て 溝され て ゐる養 扭 としての 自 
を 有する S J ら . f 、 亦 そ Q # 同 巧 かな 治 整が を も 巧して ゐ t ミ复 t たよ ミ 示した 

ので ある。 

r 米 雲— J' ミ， 力 か 衆 S 『巧 おがま 者 ホ—'』 矣 S 及び 『プ ナィ •プ ，ス望 か 曲」 
の 代表を が 公 君は 浓 遣され. を かつた としても、 5 無麗 はがなる 養的籌 S 引 c? なかつ 
たものと 巧 •足しても 差 まへ ない ので あろ 巧に をを 蹇す るかの やぅに、 をに なつて ホ お 諸 おのが 

表 f 亦 「を 等 巧 居を i ダ ISS 助を 祭を い f」 同，！： 巧 S 巧言 ♦，いら 除か さ 
れち义 一方では 代 f 送つ て 居を いが 惡を 『世み 會 さへ 巧 李 •へしと いふ— を 莫 する 巧の 

巧 員會の 巧ぶ もみ！！ されを。 - 

r 世み—』 を 世 堂グ S ミ 公式 代表爱 SA る C とを 霊し 案，！ も ホ、 间一 S ホから 
卿され ねばなら 巧 奪 ミ 蹇忆 有利 &S か S?? る S 震 K 對し 5费 霞は 化を 


二十 六 曲："' であつ たとい ふ 巧な である 

窒のブ a グブ A は吝 含に ょ 〇てク がに みを されて & るが、 それは 同時に 又、 後に なクて 



二十 六 脚： ルで ぁつたと いふ 事な で；,^ 

ミの ごグブ A は吝 な』 にょ ミクが にかを されて & るが、 それは 同時にろ 後 ミクて— 

f れ たお S 客が 實行 ナベ さ 任 巧 Q 大綱を も 巧べ 了 居 S かち 塞 K ミ 妾を ♦げ了 ほく じと 
にしょぅ" 

ー ユグヤ 入の 巧*! 利を 巧 巧す る 島に, j ダヤ のを 涅 星の 墓 代 巧 読を 設ける こち 
一一、 詔なる 巧が にが ミ ぁら ミち 少數巧 族の が 巧が 設 めら れを 巧を には 、 A グヤ かおが おの 
巿民 的、 孜ぁ蔓 び お 濟的灌 f 巧 街す る 

ことり 

三 1、 反 捆宜傳 にがして なおは 街を 巧 ふ 

ことり 

四、 中央を が 事 巧 局を 設けて、 ユダヤ 移 巧の 巧が ぶび 調 おを 巧ム こち 
ち ナチ 田家の 巧 巧 的な 巧に おして ユダヤ人の 巧を を巧衞 する こと。 

六、 公窠吿 にょつ てま 持され てゐる ユダヤ人 教蔓 業を 調# し、 公的が がの もとに おく じと • 
ちが 住す 可が なる 人 > のお窒 巧を S する じと。 ， 

八 『お 太 代理 畳と 巧 力して ご K チ ナヘの 移 化を 容 みならし める こと" 

會 g 後亿 ホれ 去つ た 時期が 示して' ゐる 巧り、 t Q ごグ は， J れを寅 現す る 巧め 一巧 巧 おに ユグ 

• HF •>>>11 ■ 


誰； せ ホ ご V * 入 


省- 馨が 


ヤ のなか 巧に 採用 せられた- 

當を进 題 中に 生じを 特 巧な 事件で もがる 巧ゥ、 C れ S 選は ユグヤ 人の が 巧の 累 ミム 畫 
的 問が、 をし くは ユダ 卞囊 とい ム段 にを ると、 化 ゆる 菱的 陰が を 愛 わ 备拖の 靈と述 ホし ミ 
るので をろ 卽ち至 二の マルクス 差の ユダての 巧 お— 巧 及びな 葛を の 五 人の r ， 力が 表 
が 公式 代表 f してを！！ に麗 せんじと を— しを がし— の 化 ホは 巧 ユダヤ 的ァ ラビての 一 了 
の至| しち パ； チナ塞 主義を S な i 霞 ナる藝 を是？ る C とを がかと して (み 許さ/^ 

たので ぁつ そ •望 sif 4 ミ、！ 留掃 ilf さ i 、 ァミ 

の ミの 代表 S 奏 「パレ K チ ナっミ 人 に||?す5霎 を臺 しだ ミム ？ i し、 义共產 ま 
雪には； ヤ人 大衆 g 利 f 生みを をて 装す S 用を がを る C とを をす する」 とい ム襄を 1 

すぶ か >む をし をので ぁる。 

巧 iisT か、 側 含 V 卞羣 f とが、 堂 i したので 

A グ卞巧 族の 孜が 的が 一巧 巧は 巧 時で も 巧 助を おめ t とが 巧來 ミで わろ i 』 にが 化 t 
是毎 され 襄 議 蓋る ち 化 S 一 援が特 sf 巧して 幫 さるべ* で わる C とに ぶては ぞも 
laggg ミ •されば C そ みさ の蠢の窒には 『かか、ュ六^^4ががごか； 「ぃぃぃ 


が 如」 であると いはれ てゐ る. 


巧 逸」 であると いはれ てゐ る— 

『含賽 の 常設 蝴 として、 お 巧— 含が 設けられ、 そ の變が には 同時に 『ホ おみき S 
ちた る K テ 7 S ご ゥイ 1 ゼ望が 管れ た， 蓋 震は 判事 (ジニ 9 ; •マッ 各 ゎる。 彼を 

助け ミる ものは、 巧中イ ザ， ク.；； 一；； f ひ 11 る。 冀は フラン 
スの 『中央 長を 臺 file C — 交 S し、 をを は 『巧 乂代理 局』 及び 『シオ ユ スト 化 

ホが 營 S 報な 巷 あり 『お 裘董 ホ 蹄豐？ 一。 fc 。 こ。 え" if の震で あ 
り 又 この 奎馨養 i — w 質 iiii —』 f —こぎを ミ 

Co 目 旨を 呂を Leagu 。 も Natio 是 のを 員で ある。 

巧に、 ま 重 ダて ちて おちて ゐ るのは、— 塞 貝み 法 おの ナフ， ム ，ゴ， ルド マン (网陪 脚 
巧に をる 『巧 太 代表 畳の ご K チナ 代表者) とず i 绿を ルイス； プ スキ びみ 計 部 お セる 

-ュ 131 クの ルイス •シュトルッ である 0 

'要— i 養 f I 産 i •ミ i 來、？ 心 る 

じと にかつ i 鲁を おいて ゐ る。 卽ち或 時は 少資族 S 利を が 大して ュグ てを 夕 はすべし 
とい ふ 巧 書、 义他 S をには 巧 这の舅 措 泣に おしま 極の ななを 囊 しちので あろ 巧に 一 i ハ ザ 

♦一が た ホの ユダ* 人 く. 


末 本を 員 會は巧 おが お、 ダンチヒの 苗 底縣巧 代理 まあび 渡 蘭の 外 巧 巧に おし、 ダンチヒに 獨 逸® お 
巧が 巧 用され そぅを 巧 巧に ある ごと 巧 15 を 申立てる 島に 巧 寄を 巧 出した。 

しかもが をの すべてが な果を 上げ そとい ふま 巧は 出來 ない。 化し 化して 化渔 がして はならない の 
は、 巧 巧舊み S 政治的 舞 ミ 裏面 広がけ る 巧 動で ホつ て、 そ S ミ Q 巧 動 S ては、 旣 にがべ て- 
を いを 巧り、 巧 まま 寒 巧 曲 装を 巧 巧戰棋 になり な てること に 巧つ て、 巧 巧 か 世 巧を 不 をに 陷 しめる 姑 
ホと なつた ので ホる。 


11、 《 太 巧 g 巧 A 會 

(CO 目を d ま DeleJJaticus Juives) 


|ー グャの 世界 含 aQ ぶは 前 巧 Q I - サ界會 き ss 開み 器 長て は、 ヴ；* ィユザ 巧み！！ 
S 含と しで、' 「一 お 的 代ま蓄 あるを 田の H グャ 人の か M にょつ て、 公 ま 化さた ユダ 卞の秉 も 
代巧して」 巧なされホ 「中巧會巧とホ巧する ，ーグャ乂代表を导み」 (cosite な® Juivcs 
► CP ミを ！ a Conf 巧 e 口 ce を だ P を) で わつ を その ま 巧を はすで に,！！々 曾 及した ステ フアンの 
ヴイズ 博 ± 及び. ル 1 イ K •マ！； ルで わる。 後者 ミ オン 運動 e をを 方面 S 助？、 完 一充 年 
の 巧に まる 姜 、化に 巧て 巧 同 設立され た！ ■米 巧お會 J の 巧 巧を でを、 义囊的 蓋に めても みぶ 



のヴ 巧を 巧つ た。 その他に はが 薄に してみ で 8 長， 



の 巧に ま で、 彼 s て 嵩 臺さ襄 『米 巧 ミ. I Q 指 巧を でを、, 囊的蓋 K 於ても 多ぶ 

面の 巧 動を 5 ちその 他には 馨 にし て巧に註長と なつた レ f モ 'ソキ— ヌがゐ ろ ル— イス •く 

ルッ i びユド ヮルド •ミ シユ は、—— 巧 栗 十 辜 おを 森に な •へられて ミ 巧り、 そのを 
則な ぶ 人で ぁつた。 

化 等は 特 ちご チミ 幫 、巧 受ぴ囊 I 田へ 少お養 巧 雲 f 導 李る 浸モ ホを 巧 ひ 
t れ 巧の 斑 田 i れをミ 人道 宙忆— をした。 養 ユダて になつ て 蓬され、 非れ 冶 的と 
白 稱ナる r プ ナイ •ブ， ij によ i 名され ち ユグヤ 人に 少 il へよ とい ふ寞に 
巧つ て： ヴェルサイユ 巧が！ si のか！！ 奚 いに 左右され たので、 じの おがと して か 押の 1 
— 苗 巧が § を をけ たとい ふことは、 動かしな いま 貪で ぁろ 用な 靈 はこの 巧— 巧した 
C でゴ 1 昼は 內閣 を惡 す— ミ、 固 お靈婦 ci も ホ •デ モク ブシ1 寶— 

へて それを 認ろ义 f に それに 他のは 治 上の 目的を 結びつけ 2 巧 合には、 堯の 『神を— が 
みと 置され る ことを ぶじ 度いで は 居を を かつた。 蠢 、か 留及某 苗は 巧な 输盟規 みの —者と 
ち ゴ1ガ政| 巧 的 法律 に祝議 を 巧つ た。 ル 1 マ ニヤは i —はねば をら を かつと。 

巧を にめ ける 曲が 書囊 によるは 權巧 巧の 巧 や、 了 ル 蓋な 菱を SS な 前 やな お曼 S 

11 三— 羅し 了、 5 製 SU, 菱びデ モク 

第一》 化 ホ ご グ* 人 


ブシ I 的 側 人を おかさぅ と企团 した。. 

このな 一 腹に とられた 方法の ホを る 例と して、 ナチ スに 依る 化 巧 逸 巧を きつ かけと して 闽抗 聯盟に 
巧 出された 抗ま —— 一 おに 『ベルン ハイ A 蔚 願』 としで 知られて ゐる —— を あげる ことが 出 ホる でを 


すでに 色々 と說 及され た 一九 三 一六 年の 向を 員會の 活動 報吿の 中に、 これにつ いて ホの かきもの がを 


「新 巧 逸の 稱族 的な 妍ま義 におす るな お岡爭 のな に 動員し 得る 法 巧は、 巧な 蹄 おで ぁろ 化づ 第一 
になさるぺきことは、 ジユネ1ヴの法廷に 『巧逸』 ユグャ人の利をの巧の巧訴、 がって軌巧ユダ卞人 
のず 等 巧に 關 する 提訴を なし 得る 一 俯の お まを お 見す る ことで ぁる。」 おで、 規 めの 巧 十一 化に 依れ 
ば、 加盟 围 政府の 干 ホの みがす 能だった ので、 『お 太 人 代表 至 員 含』 は 『人灌 ホ 護』 のな に 一 加盟 W 
の 巧 意を ホを せんと か 巧した が、 その 巧 力は 巧 巧を 見な かつた ので ある。 • 

「をの 故に 他の 方 巧を 逸ばねば ならな かつた。 巧 逸の 巧のに 封す るが 訴 が、-^ が シレジアの々 がに 
わたつ て 巧を と 波 蘭の 閒に締 おされを 難を 巧 ホと して、 巧な 聯盟に 巧 出されち な訴 ぶは • k 部シ 
レ ジアから 法 た しを A ダ卞人 フランツ •ベルン ハイムで、 彼の ホが 巧が な 巧され たので ホる。 か、 る 


巧 遇は この 一帖の 窜 件を 一 技 化ず る 巧 巧を をち^、 





か 震 京 f 4 £ 泰い 一が おか 惠祭 か？、^ 新.^ いお か 賢 趴 "が.^ い抓 4 

を 巧させる ので ある 0 

「^ の 巧が は、 巧な なを 麵巧 中、 上 巧 シレジアに がける ユダヤ人の 平等 巧を 巧 巧した のみでは なく 
その 巧 巧は、 道 お 的には 世み 的な 巧 力を 巧 巧し をので ある。 

卽ち巧 巧蹄盟 のか、 る 巧 巧は、 总な义 巧 僚め 法 巧から なされを 拌吿と 同じ 效 力；^ がし、 巧を 八が 例 
におは ね やうに 他の 諸 田家を 義務付け たからで あさこれ こそ、 「唯一の 巧に 曲た 的なる A ダ ヤ化巧 J 
と自稱 する を 員み にがる A グヤ •インタ I ナシ m ナルの 化 治 的 勝利で あク た！ 

後に 本 『去 員を』 は S 太 巧 おみさの 巧 立の 巧に 盡 力し、 つ ひには 巧进 にがけ る， ー グャ閒 趣に W 
する 中央 通信 梢 報 局と なク た。 


111、 ア ナイ •ブリス « を敎函 • 

曲 巧 ユダヤが 巧の 化の が* の 固 巧は、 が ユダヤ 的 世 巧が 巧 おれ セる 『プ ナイ •プ リス 巧 立な 间 ，_ (ブ 
ナイ •プ リスと ぶ 『お 約の 义 を』 の 息) をな て完 巧す るが、； J れに 巧て は 色々 巧な を 化して おいた。 
その 本 巧は アメリヵに ぁつて、 その 時 その 時の なおの 化 逆に 設 おされ、 セな 五 千 人の 含 M を 擁し、 そ 
誰 一部 世 ホ 3 ュ V * 人 t 


れ 々巧に 十八 化 巧 及び 六な 六十 四 まがに おちして ゐ る< 


總 本部の 事 巧 局は、 舊 巧を (巧 八 巧)、 才 I スト リャ (巧 十二 K ) ぶび ルー マ-- ャ (巧 九 お) にが 
て惡 されて な 後 もを ほ、- 1 Tm 1 ク巿 、シン シナ チイ、 フイ ラデル フイ ヤ、 サご フランシスコ 
•，チ モンド、 シカゴ、 こ. 1 オル， アンス、 プラ 1 グ 、イス タン プ 1 ル、 クラカウ、 エル サレ A 


» ンド '> 及び カィロに 在る • - 

そのを みに がふと、 このな 太 世 ホ 結社の 巧 巧は、 •「人 巧のを なのが をを 促進す る ためにな 太 人を 結 
合し、 巧が 捶族 のが 神 的盞雙 がを 震 裏せ しろ 人 巧 巧、 名 春 累露主 まを 巧が 種族に 巧が 
け！！！ ホ 及び お 間を 後 巧し、 貧困を の 困 巧を がかし、 お 人を 見舞 ひ 且ク看 巧し、 迫害の 巧 巧を を 授か 
しお 擦 及び 巧兒を 巧 巧し、； のた； Q にを 力を ホして 劈を 巧へ る じと」 である。 

本 か 曲が ユダヤ人の 寡な 义び 補助を 巧す る 《困を のを 巧の たを を おを なすこと になて ち こ 之 
巧を さしはさむ 必 おはを い •しを 本 か 由が をく 非 政治め ちがつ て总ち 的に のみ 巧 巧す ると おした 
ゲら田 巧 巧 會ま巧 及び そのな 巧 法の の 巧 K を 目 巧と する アメリカの 最も 巧 巧 的た ュダ卞 巧 か 化 巧の 
1 つ ミな 速 ご ほ— 致 巧 斯墅を ま 持し、 ミを 巧に を 力した ミ ふ 事 寅は、 か、 る ま？ 自ら 
巧季る ミミろ 巧に！； プ ナイ •プリ,^ おれ J のま 面 走 非を 治 的 巧を と ホ 巧す るの ろ 巧 注 D 


.かく、 鼓 も 著を なるみ 貝の】 人に してな 等 法 おが 事 セる ブラン デ ィスが、 ナユコ 巧ち 纽設を マ 




かく、 おもを 名なる み 員の】 人に して 商 等法院 判事 セる ブラン デ イスが、 チェコ 巧. 耗挫設 を マ サリ 
A クと ホが に アタリ ヵ にがてを 謀した とい ふま 货 である。 

ヴ H ル サイ ユ平 か會 II に 巧し、 東南な のユ火 ャ少あ 巧技の ためと 稱 して 政治的 抗综 書 乃至 ホ 薄に 署 
名した を、 がち 本 おれは、 文化 方面 及びち 巧 方面に 巧 巧す る 著を 人ょり 巧つ ぇゐる そのを 員の 唯一の 
化 事が、 藉善的 巧 動で あると 世人に 信じさせ ょぅとしても、 それは 望み 巧べ くもを い。 

その他を 目す ぺ をは、 巧八惧 (巧を) の 解消 巧に 本が 田が 『反 お防衞 惭盟 』 (Liga N ミ Abwehr 
.ホ Antist - 目 itis 目 复と话 力して 一九 一二 年な 前に、 ナチ K 巧が のために、 『巧 进お太 人 中央 聯盟 J に 
をな 巧 助を 巧つ たといん 巧 巧 文書が 巧 見され たとい ふ事货 である。 

この 世が おれの 本部 あび 备地巧 本部の 篇 をの 名前 も 亦， 巧々 の 底な を 改めし むる には おりない。 

世 巧 本が の！！ をは シン シナ チの アルフレッド • n 1 ヘンで あるが、 他の 化は の 仕事が 夕 化な のでが 
巧 的 巧が をな つて ゐ ない。 a ン ドンの ゥオバ ー ン •ハゥス —— 巧に 各種の 巧 合に 淪 及して をた ユダ卞 
な扮の 中央 1^31 —— に 本 巧を 有する 『プ ナイ •プ リスの 巧 S あびを M 地 あ 大本が 』 (W nai B ユを 

District clrasd r>dge of oreat Britai。 sd す eland ) の大 11 長は、 ェ .ス •プ 。い 一、 アい いい K 

みで ある。 彼は また 『ブ ナイ •プリ K がを 員 會 J のな 會 として 巧が しでを り、 じれと おんで、 
誰一 部た ホ ご； 人 こ 


r シオ ユ K 卜世 器璧菱 『ご スタィン 掛乂 代理 f 執行— ♦貝で t 寞 苗、 ンオ - スト 
が规』 の 1、 塞靈菱 夏マ ヵ ピァ ン化營 If f ゐ る。 『ブ ナィ •プ 

でリ r 巧";^ r 』 の囊 でぁる？ •い 八 心 r いいい' 六は、 同時に 『代囊 を#』 S 貝 

H ミ！ 1 苗—! ミ； ミッド ilf み 塞 

^ 巧！ 田 巧 ii 震 曇まブ ，ユル •コ ，ヘンで、 —1 』 If i 
1 て i — の—ぴに i 雲 f オニス ト聯璧の巧 

二^ f 、 iiiii 、 — ii ぺ墓 

案 的 囊し力 有， をぃ •まし c の孜 if 、 盡の大 ユダャ f 協力して、 を ユダ 
の 世み 骄盟 である 本 お 化の 塞 治 的が 動に ミて 愛さる ベを もので あろ a , お 

田 S 太函 家！ HR を 目！！！ とする 世 巧 化 • 

をして 『ブナ イ •プ， i お f i — 巧 雪 -ii おち i 


そめに なぶされ み； ォ ニ K 卜世 典が 璧 『獅ぶ 代 S 』 の 柿か議 となつ たので める。 






をめ になぶ された 『シオ ニ K 卜 世が 組璧 『妍ぶ 代理 局』 の頸議 となつ たちある。 


(イ) シ ホニ スト 巧 巧 巧 K 


一八 九 セ 年 設立され を 『シ ォ ； 卜 世界 組璧 は、。 ン ドンに 本 f 巧し、 その 化 ホ 聞 描 蓋 巧を 
にな 在して ゐ るが •巧 太 围菜思 おの 化な 的を が 的 覆 善で あろ その 巧が のが 領ち 一、 L と 年っ く 
ゼ ルの ンオ _1 スみ なによ つて 雲され ホ。 その 中に 日く、 「シオン 運動は ユダヤ 巧 族のを を 公 

が ホる 法律 ミ、 S を •養 - Qss 李。」 •一九 一と 定 S られち ミす S 宮ょ つてら 
闻 は、 こ S 翼 養を 巧 琴 た。 义 ci は、 農— 上つ 通された ご スチナ 蓋 ホム" 
化 巧、 及び ユダての が迪 にょつ ごを 面 年に 夕 籌幽閒 にが f れを パレスチナ 碧の 中に もま 
ホ 採が された •かくて、 パレ K チ 感 ミミ i 義— 至と いふ 奮の 宿— 約ピ 
は、 さな 巧 血の 巧 f かひ T も、 育を ほ 解かに 至つ てゐ ない 政治 去 問 短と なつ セので ある。 

囊 としご シご スト 世 巧 組 璧をホ ゐてゐ るのは ハィム マ： N がま ある。 獲、 完 
一二 八年忆 物故 せる 父 SSIf して、 蓄上庭 人つ た 嘗て S 寞受 ：スピ ，•ゴ 71 ご 
K ナナ 問 組を尝 SE ダ I 忆堯 S 閒 甘し & S 任 S をる I S 友人と して、 壽化府 の* 
第 1« * ー ホ ご： 人 


潭 - r すかち 


4, 障； 嘉著 .去 



第一が 化 s ユグ X ク B . 

みを-を 尉 太留憲 想 S ホ にがてぶ 右す る C とを 蟲てゐ ホので ある •賽ホ 負み のみ 貴と して ロン 
ドンで彼を助けてゐる2、 旣に 奚留及び蓋-ブナイ-ブリ^^地寞本郁』 sf してなべて 
> いた エス •こ-;;' い 一; U いで あり、 政治 部門 の巧 お 部長と しては、 巧に 『捆太 世 巧を 賽の執 巧 
ホ 員と してな ベて おいた H ム •エル •プル ル ッヮイグが 彼 わ 助けて ゐる 

巧受 は、 『お 太 巧 巧 信 巧」 S 历 4 定ゲ 〇〇 一 0 己た、 任 居け) (シオ* スト 世 巧 化 巧のを wss ) 『ヶ I 

レン •力 王 メ 1 卜 •レイ？ H ル』 (『巧 太 人の ため S 誘を 金』 の葛菱 『て レ ご； 

H ブッ ド』 (『お 义 人の ためのぶ 本 含の 息) によつ てま 巧を てゐ るが、 么 等の 巧 關の化 入は を 
世 ホよりの を附 ，苗抬 、みび 稱助 をよりは なしで ゐ る。 『ヶ ー レン •ヵイエ メ ー ト』 が パレスチナに 
巧畜 菜の ための 盡 it 入を な 慮して わるに おし、 子 レ ご ハ 1 ソッ ドは、 一を 一ー セ 年 一二 月 一手 
、'一日を ハ、 〇ー ニ 六、 六 九 一寞酉 ポンドの 資本を もつ て ■巧 義理 局』 のま 巧を な瓷 をな して ゐろ 
が 巧の 睹化 織' はす ぺ てな 力して 、 A グヤ 人の パレスチナ 移 巧のを 巧と 保を のために おなし、 これ ボ 
'數的 巧 苗 これ 室奠 ，をのと ころ そじまでに 到達して ねない ので あるが によ クて巧 困 人に 化 

を 的を 誤步を 覆す る C ‘ とち 卽ち蓋 案 S 盡 から 7 ラビて を 護す る C とを、 昌 としてね 

•'るので わる。 ‘、 

『シオニスト 世み がな』 の お窩化 治が 削は 二が おにが 藥 される いがが かか』 である。 它 


『シオ H スト 世 ホな は」 及び これに 附 馬して ゐる諸 檐规の 仕事が、 『シオ- ズ A の 巧を j から 生れ 
.る A グヤ围 おを 試の 巧# に M する 宜傳め 巧 巧に 化ら れて & るが、 他方、 『巧 太 代理 局』 はを々 著しく 
K 治 巧 巧の 前面に 現 はれて がて ねる。 

この 代®! 局は 一九 CX 年に ワィ ご ン S 主唱 忆 ぶいて 設 化された- 『ご K チナ 2 店 端 S した も 
ので： ハレ スチナ 局は 巧に じ 8 の 彼の 指示に ぶいて、 ユダての パレス ナナが 住の 整が たるち 〔に 
す 化して ゐ をので ぁる。 しを S 太 代理 浸が、 世 ホ ユダヤ 巧 篆れま 窺と して 公式に 認めら 
れ たのは、 それを 一 化の！ •公 まの 法的 B 臣 としてが 諾サ るを 巧が 治が 巧 巧 四が にょつ てで ぁろ t 

♦一》 サ ♦ご グ 4 .人 


『シオニスト 世界が お』 の お 窩かホ 巧 側は 一 一年 おに 巧 集され る 『'^ か^ いかが かか』 で わる。 そ 
《♦員は をせ ホ 2 グ卞 人の 夕 加の 下に g ザ さた 年を 寻五才 な 走 ホる こと、 5 がを』 卽ちお 
年】 巧の ホ附 金の かお 巧で ある ことを そのが 巧と して ゐ る。 

じの S 界 を！！.！ がまた 此 《立み 化爸 とそ Q な 行 雷み 及び 巧 動を 具會 g 雲を ミず る ミ 
た泛ク てゐる • 


•'るので わる。 


第一が せ ホ 3 ユグ t 人 へ ホ 

、 > 、 1 

の 代理 局は、 バレス チナ にがけ る A グヤ 人の 閣が的 巧 ± 珪設に 細す る 一切の 問 おに 巧て、 「 A ダヤ人 
の 固が 的 租阐捷 鼓に 助力す る 用意 ある」，‘ ユダヤ人の すべての 協力を 巧 保す るた めに」 ホ 巧 巧 治な 巧に 
•巧吿 すん 巧 利を 保ちして ゐ る。 

を あなる ユダヤ人 金な 架 達が 參 加して々 る H ルヤ レム、" ン ドン 及び ュユ I ョ I クに ある 一一 一大 ホ 巧 
局は、 『猫 太 代理 局』 の 中央な 閒 をが 巧して をり •じれを ホゐる ものは、 『シオニスト 化 ザ-巧 进』 及 
び 『シオ _1 スト 世界 化 巧』 の 寡 長た る ハイ A •ワイッマン である。 

規在 『巧 太 代 巧 局』 及び その 金 飄巧銷 たる 『ヶ I レン •ハ イエ. ソッ ド』 が、 その 巧 大な貪 W 巧 本に 
よつ て、 サ ホ ユダヤが 跋 內に冉 めて ゐる化 遇に 化て おを された、 r がを 上のを 事件』 を 述べる だけの 巧 
面がない ので、 此 おでは 單に上 •述の 二 巧 削が、 一 化 二 九 年に お々 しい 巧 ホの 後に、 ながには が シオ* 
‘义卜 的 立 巧に あつた アメリヵの A ダヤ 金な おが をれ に 加入して からは、 闯巧 ユダヤが 族の 化 洽的巧 化 
のがな の 中、 むと なつ セ、 とい ふ 巧 化の みを 巧げ るに 止めて a かぅ e それにな して、 シオン 逆 動の 理 
をめ 內ぞ 化、 金な 閒巧 のせを に 深く 巧ぢ 込められて T つたので ある。 ’ 

そのを 貴 ニニ 四を のが 餐 力は、 化 等が 海 ホ 脚 おのの 部に がて 占めて ゐ る® より 生じで くるので わ 

るから、 を も 巧知の か 人の 名を 化 おに 引 州して おく 必 おが ある • 

ロン— ン の ごご •ラ' ソ 七 ご スト？ 卜 の セ 十五 ホ 地に ある 『代理 局』 の蓄 部の f ぶち 
タ ルナ K ' ソふ で、 多 怒 パレ K チ i か— 靠 —6、 でこイ^わ— 


ロン— ン Q グレ イト •ラ' ソ 七 ル • 7 卜 。—卜 の セ 十五 ホ 地に ある 『れ理 局』 s 闽 部の 0 ぶ ぶ、 
タル チ H ット 卿で、 多 おの パレスチナ S か をれ のお 巧を であぇ •ハ， クレイ 菱寞ホ 
苗 化を 產雲 G ま お 人を もを ねて ミ。— 秘 まと して 巧 巧して ゐ るのは、 ユル ニク スタン スキ— 

及び 『畜お 太 代壽垂 貝を J と 憂り おかを 負を』 の祕裤 をる エイ • ジ| •ブロ 1 ト マンで ある • 
化 等は、 英 i もぞ窒 V 品 ii 貝と」 了 、 『ii i 的 ii つ 

て それらの 化 措のを な 的 吸 治的应 力を お 巧して ゐ る。 

同一の 捷 物の 中に ある 『ヶ1 レ ご； エソッ ド 雪 含の あ# なむを るを 
養る TIF 多 イグト ，ル •ゴ ，ルド、'、 ット f る。 そ 髮は サイモン， •コ ，も 

で クスス ヘン サ—會 化の 度 巧み 長 及び 寞巧 シオ-ー スト 嘟冀累 『巧 逸 巧 乂人詐 巧 

さを — 1 for Gel Je 呈 ss を 兼ねて ゐる 。初代 メル こット 卿の 娘 マ A シオ 。ネ 
3 •オヴ •リ I デ イングは 巧 長 職に ある。 

これら S ぶ冀蠢 S 窠寒 if 於 5 &了ゐ S 妻な 黨 2 をち イ ユル サレ 

A にある 『代 驚 事務 S は、 一個の がが たる 巧な 部と なつて むて、 じれら の ユダて 菱 趣々 の 粗 
《塞 金抵 議を享 るァメ9 ミ, ーダャ 人の ま转 をを けて ゐ る 。 i 代 i は、； オニス ト 
巧 I が 世界 ご ダ* 入 _ 


V 


第一* 世 ホ 3 ユ ダ* 人 八 八 
ホ 巧 化！！』 のた めの 移民^ 機 供と しての 恵義 をな 巧した 化 箇を巧 巧す るに 至つ てゐ る。 ザろ この 
『代理 局 J は、 を A ダャ 民族の な 治 的中 也と をり ク 、をり、 しかも、 その 重、 むは エル サレ A ではなく 
して、 ロンドンに わるので わる • 

ユダャ 巧 族の 其 他の 巧 化 巧は、 じの r 代 a 用 J の 政 お 目的に おして 見れば、 豫備的 巧 巧を 巧す るに 
S を ミ 

ホ、 猶太 固 家を めぐつ て 

■ - 

麵 、シ ホン 運 S の II 枝を 的 巧 ♦ 

ワィツマンは、 一义一 一九 年に アメリヵの ユダャ人 —— おに マ ー シャル — を 化のは 巧の かちに 引 \ 
れる じと が窠て 後は、 シオン 巧 か 美夕 おの A ダャ巧 族の 指巧理 をと しち おし、 活太尚 お 思 巧 
におす る このみを は、 この 巧 お 思 おが 貪 現された 巧に、 ユダャ人の 化た るな 曲ぶ と、 デモ クラ fl 田 
家內 巧に がて ユグャ 人に 對 して 巧 けられて わる 最後の 巧が 巧と に 巧す る總攻 睾の爲 めの、 巧なる 姐り 

I ^ 

巧に すが & いを にも おはれる。 

かんる 留を 明白？ るを をは、 A グ卞 養の 委に一 曾を？ る 縁 f 5 ミ S 


巧に すが a い 様に もぶ はれる。 

一^ す S ミには、 ユダヤ 髪の 委忙 一？？ る— が ある •ユグ 卞曼は 巧 
w 紀元 セ 十 年を 堇 .y 毛 屋や臺 」 〔 藻は 西 

を 星に f ょ—— た i る • 7 人は あら— i 浪し 、ホ 

^ 有する ホ おとしを ので ある •巧 田— 堇 のがな ががく 行 はれ ホと いふ ことは、 

•ヤ巧 族 S が閒 巧の 薑 的な 蒙で あろが、^^ 

1 がを かつた のでゎ り i、 ， 夕 si しては フランスに 於て す— 的 

t ド * -ダ卞 養を 巨して 『爵家 巧 部 S ぎと 稱 した ナポい 文， 輕 
巧 •して ミ。 他の 諸 酉 にがては i 全の 同意は f 楚 かつをの であろ 

聖 iu’ 了^ て 《&111 琴 曇— 巧 

I する 趣 ちれ？、 f ひ蠢 (置 f 囊なミ 人— を 

の^ 巧と しての？？ ん として f なさ ii する ユダヤ— i、 
第い^ ホの立ュさ グれホ シオ ■スト ぜ 巧の 雲、 卽ち 新しき シオンを 巧設 せんと ナる 希望の 中に 



，賢‘';..?: す も/ 


ぶぅ f う 弓 3 


# 一部せ 巧の ユグ ♦•人 か 0 
现 はれて ゐ る。 こ、 にじの 速 巧を 巧 用して A ダヤ閒 巧の が 化のを めの 大きな 可能性ぶ 認めた のは ジ 
#,ゼフ • i いご いでぁミ ー 化〇一韋、 彼ミォ ニ ストがおの创設おにして化お的お巧おたる へ 
ルッ ルに、 ユダヤ人 のみの 巧 お 地と して ウガンダ (東アフリカ) の 獲 巧を お議 した。 じの 討を は、 パ 
レス チナ にの み ホを の 巧 主を 見よぅと して ゐる巧 昔の な東歐 A ダヤ 民族の 抵抗に よつ て 失 化し、 それ 
に 劣らず、 旣に问 化せる 西献 A ダヤ 民族の — 特に フランスの — 巧を によつ て 失 化した。 じの 同化 
A ダヤ 人は、 を 生諸闽 索に がて 巧を 的に 巧 得せる 地位を、 不ぞ なる 未來 のために 巧 てること を 化しな 
いので ぁる。 を お 上の な 誠は、 ヘルッル によつて 說 おされ 义巧 おされた ユダヤ人の 『國 が的應 が』 よ 
りは を かに 强 いからで わる。 

二、 « 太团 家を わぐ る H 爭 

その 閒 にも ユダヤ 巧 巧は、 をの ぞ生围 にがけ る 自己の 立場を 巧大 する ための 巧 かを ホ 分 待つ てゐた 
り，、 をには、 バルフ オア 宜青 によつ てち 聞から、 パレスチナに がける ユダヤ 圍讓 連設 の保證 を淺裕 
す. る じと が 出 ホち この 巧 削に 『活太 代理 昼は 巧 助を 閒始 したが、 おも パレスチナ 移 W にぁた つ 
て 『化 巧屋 の阳公 巧と なつ ホのは、 を 住を たちに 未 ホのを 案の 見 法を 巧へ る ことでは な〜 がろ お 


ち rTf 人を 爵 sf と— を。 ミ 某 f i も f 

p も 案て—— を； i — で 

を か ミ. な。—、、. イ 、マ r " レス チ ナ忆持 太 酉 家を 語菩 をす る努 

ii 、 鑽_ 711 f f —1、 

の 驚は、^ ^ rr 、 ユダヤが あの— パレスチナ i せんとし SI へて ゐ るが、 こ 

覆 有 li 5 i 雲囊妻 了 

涅 にも—、 着 解み—— されない。 そ— 闊— 、•ミ が fr 
• t * ■ * 、一を 二 六 年に】 つのを 目を を 巧 命し ちを のか ヶ巧 にわ •セ 巧 

吿 は、— ilf ミイ •ゴ てが if ちる 『 シ r 
‘ イミ イッ マンに おしてな し— に豐 11 って、 夕 おみを もつ 
.度、’* ク とへ やはり 失敗して ゐ る。 言 ふまで もな くこの 報 吿に囊 されて ゐる聖 の分リ 

卽 ち、 髮囊、 K ラビ 5 JI — 着 f す| 

お 巧な もの 芝た ので あろ J 支 g 々をは 夕初 力ら か 
ぞ ビヤ 人 f f ミミ 1 ユミ 1、 さ 



第一 巧サ 井の ュグ *乂 


r 油送管』 を 確 巧す るた めに、！ 巧 おが 派る •されて ゐる 。新を 員 含の お 討の 巧央 W 、. ぺ I ル おを 巧 
案して 本 問菌を かを 的に 解み する ために、 ち围 人、 ユダヤ人 ぶび 英が 側の ホ望述 りに おく 少 化の アラ 


ピヤ 人との 閒に 画が 貪を を閒 おする ことで ある。 


それに 巧して かがなる 解かに 到達され ると しても、 今日に がて 旣 にがを しうる 所は、 ユダヤ 巧埋は 
巧 太 巧 索の 建設に よってが かしうる ものでは ない とい ふ 事で ある。 とい ふのは、 この ± 地は、 をサホ 
にを 巧す る ユダヤ おか ダ ヤ人卞 セ 盾 萬の 中 せいぜい 百 巧 人を 收 をし うるに 過ぎず、 がつ て少 くも 巧り 


の 千 六 巧 萬 人は 今を もま 生国に 巧が としてな をる じと になる からで ある。 


£、 ユダヤ 民族の 巧 動 や A 化と しての » 太 困 家 


それに も おらず シオニストが この 方面に 强 ひて がかを 求めて をり、 又 前が のま 寅を ザく ょりを 迎し 
でゐを にも拘らず、 巧、 その 巧責 を 息 誠して ゐ セれば こそ、 彼等の この 問題に 於け るけ 巧を 巧 巧す る 
C とを しを いので あるから、 彼等が 巧に 閱必を もつ てゐ るのは、 ユダヤ人の すべてを 化が しうる 一曲 
まではを く、 寧ろ、 な 在して ゐる ユダヤ 巧ち のために 一つの 围お的 足場を 创挂 する ことに ある、 とが 
巧す る こ. とも 許される ので ある。 巧つ て、 が* された 爲太國 おは、 巧 巧 的 ユダヤ人の 巧 S の 中 山と を 


るか、 まは 


ら^^^^^^^鸣ィ乂^^^^が心がく も1|( 『|ホ| バチカこ となり、 巧巧 
ぶ 曲— のぅ— 命媒を I ける で f • 巧 巧 

*A t If — ，ご ‘ 


/ 


る々 まは - ， ■ウイル ジ .ング が、 む 话く嘉 つた 樣亿 （ 『世界； JC 太 庚り ベ, 

らず フランス、 ぞ巧 、争を 弓 > 巧卖太 i 庚の ハチ カン』 とを り、 巧 巧 

善を i II を S ける で？ 巧 巧 

ひの を^ .If 1、 閒巧 

によ つて— f I る。 このみ^ 
々ユダヤ 巧— i 下げち こ— はる^と い。 この— 代 まを 送 ii が、 化 


へ、 結 


論. 


巧 巧は、 世 ミグ ヤ巧族 i にぶいて、 巧を 典 間 
る ことにょ つて、 si 論を 引き 阳し たので ろ ^ る ユダヤ 入を 蓋 的に 寶す 
る！ クラ rf て f P の !ぁる。 然 

巧び 巧 治は、 著しく ユダヤが 族に ホを さ L ’ ァモ クラシ 1 諸 阁の义 化、 徑ホ 
ちが、 部— 2 らゅ -1 g ミを； 3 了 t 。 i 、 ミら is 巧 ザた 

特に f 1• rr 大惡 i?f I 一》 か— る。 

♦一が. 隻の 三* r 三# に寞 された 雲に 基いて、 島 ユダヤが 族が 髮 義の巧 来 


巧一 巧 世 井 ご： 人. 丸 巧 
た 巧げ てあつた ので あるから、 ロンドンに 閒 かれを パレスチナを をの ホを はがめ て 巧大で わつた。 お 
にこの み 逢に がて、 化 巧の 諸 民族が が來に 於ても ホサ ホ ユダ卞 が おの 忘ぶ に 制 おせんと する 結 就を 巧 
ホし わたから である。 


第二 部 


フリー •メ 1 ソン 結社 • 

巧】 伍 フリ ー •メ J . ソン 結 杜のお あ 的を 巧 

I S 太 的 束 ホ 巧 まな 

TW フリ I •メ I ソン おせは、 世 巧な ょり なれば •巧 族 化み ま 菜の 勒立お 態でぁって、 投巧二 化 
紀 の 庶を的 震に 對 ずる フ？ メ- ソン 藉の 有する 意義は、 化の 超 闻索的 諸 組 S 箱、 卽 ろは 
治 的 お# お 太 ま 萬、 及び マルク シズ A の 作 W と 同一 おおの ものと 巧 かす ことが 出來 ろフリ 1 メ 

，ソン お肚 は、 そ S 今日 Qi ょりみれば 、化み 稱太 人の 巿巧管 曲 主義 品が と 愛を ねばなら 

ぬ‘ . ' 

フリ！ メ 1 ソン お胜 は、 種族 的 並びに 巧扶 的に お f •れ を闽考 is 理を囊 し、 ユダて に 
その 化み 的 及びは 治 的 平等ぶ を 巧 能なら しろ 胃、 ザ 等、 霎 、諾が 族の 連ち 因た 聯强 、やか ま 

巧 二が フリ I •ィ— ゾンお 巧 … / 
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ホ ーーが 7 リ— •メ —プ V 巧せ 九 ホ 
を 等の 諸 原理 あび あらゆる 宙 族® 巧のを 認お理 を ま 持す る ことによ つて、*' グャの 過が ま赛 におな 
を 開 巧せ しめたので ある。 

この 巧 社は、 その 有ず る國な 的な 諸 連が 及び 郎 おせる 諸 閒 係の 巧 力を 巧て、 就 だ 族の か巧蝴 なに' 十 
巧し、 政治 お 達と はんで 一種の が 巧 かを 化 策 あび 化み 政策を 巧つて ゐ るが、 じれは 巧 お あ 速の まがの 
巧 かに 出て ゐ る。 ， . 

人事 政策 及が がちは あによ つて フリ I •メ ー ソン おれは、 阐 巧の 公的、 政 お 的、 文化的 生巧內 のが 
力な 地 化を、 フリ ー •メ I ソン リ ー の 思想を 货 がに 移す P ッデ (フリ ー •メ I ソン リ ー のな を) み归 
によつ て 占める やぅに 計 まされて ねる。 

巧 族 社を ま義巧 菜は 巧を^ フリ I •メ I ソン 結 化 化 巧を がが した。 しかし、 自ホ ホを 的に して フリ 
1 •メ ー ソン リ ー 的で あぷ あおがは、 かつての。 ッ デみ 員 迷の 中に 尙ほ 生を 巧つて. 9 る。 これ も 姑ん 
で、 巧 かの ロッ デの 諸が 巧を 通じて フリ ー •メ I ソン 結 肚の理 をが おた に僖 入す るを おがが をす る。 

がつ て、 この 化の E 巧を おおん、 この おれの 巧 巧に 關 して あらゆる 苗 民 同胞を 巧 本 的に 訓 がする こ 
とは、 巧に 巧 味ゎる おを 的閒 おで ある 巧り ではを く、 巧* のれを 征报 する にを つての が 迫せ るが 巧の 
巧 巧で ある。 . 





とは、 巧に 興味 ある お 史的 閒お であるが りでは なく、 巧* の 巧を 征报 する に當 つての お 迫せ る 致 巧の 
巧 巧で ホる。 ’ 



3〕 7 リ！ メ — ソン お 化が- グ V 巧 族と 巧 接に おびつ いて ゐ るのは、 をの 化な のをめ のみでは 
ない この 結；^ の 表現と' いが、 その 巧ち へ ブライ 語と へ ブライの シム ボを用 ひ ミるな ミ ひ. 
を 本 來の巧 源が 辑义巧 抜から 發 じて ゐる ことを 示して ゐる • 


巧 約壽慧 の 中、 む 點を享 ものは、 奠の 「神」 としての ャ I ヴユの おを であろ 奠入 にがて 
は 鼓 初-には みら 夕 あのな ± 神に 對する 信仰が 巧 はれて ゐて 、沙漠 《神と しての て ごは ホ だ巧乂 
性を もつ てゐを 課では なかつ たが、 をに T ヴエは 沙漠に がて 一つの 巧 族』 盡 化の ラエル』 
を 探 おし、 その かけを 借りて、 厮餘の 神々 を その 王座ょり 引下し、 從 つて、 化界ま f おがす る こ 
と 力巧來 たので あろ 後 g 巧义巧 族に がて、 て ご 寞づ厳 高の 神と され、 ホには 唯一 神と を へら 
れ たが、 その 元襄 つて ゐた 特徴は、 これを 忠寅 におち 按 けて ゐ た。 ャ 1 ヴユ とい ム ホは、 お 太が あ 
にと つて が 巧化隸 化の 耕 領を惹 味す る ものである。 (ィザ かまみ 0 巧 等を 參 照) 

卞 1 ヴ 5 念 S 85 れ て、 ニダ 卞な祀 Q 輩 化が 巧 はれた。 妾. 1 ン忆 をる 參か g 本 ホ の巧 
巧 巧に 代つ て 唯 j の 場所 (蠢は シロ、 後に ィ ユル サ レム) が 現 はれろ 何と _ ^れミ 華け のお呈 
及び 後 5 i ン Q 寺院は、 『ャ 1 ヴ H Q ぎと S されを をで をろ まさにて ヴユ 貴と 间 じく 
t のホ院 もまを ユグ卞 の 世み ま おか* の象衛 とを つ ホので ある。 

を！ 巧 フ，— こ— こおせ ミ 


さ 一巧 フ 


-プ y 巧せ 


(ホ 巧、 H ゼキ王 ル ま 巧〇 —— 巧 ルを’ 及ぴ新 わを 巧の 3 ハ 本 S 肤 示錄〕 

バ ピロ' ン の度囚 時代 (な •お 元 前 五八 六が •ヵルデア 3 ネブ ヵド 本 ザル 王ユ ダトに 良 冠. ィエ ル サレ A を お 人 
れ 、.五十 年閒 住民の 大 がを パピ。 y に 里んだ) 後の 時 巧に がて、 『巧 音 書』 の 括太敎 は、 僧侶の 『巧な^ おぶ」 
(卜 I ラ ー) 及び、 『あなの 齊 Jf'n クマ I) にょつ て追佈 された ので ある。 巧 接する 文化 圈 から 大いに 
熟ぶ する ことに 化つて、 『巿が 的 おお』 と 社# 秩 ホを お展せ しめたが、 同時に 一方では、 ヤ ー ヴユ は、 
;世3^^設者」 となされてぞ巧的性がを與へられることになつた。 これにょつて两巧まを的をぶ巧ぶ 
開かれ 始めた ので ある (ィシ ャ佔 仰の « 立〕 

西 お 紀元の 頃に、 ち 約舉菁 的な おへ ホと シリ ヤ •フ H _1 キヤの 『が 巧 おを』 の搏 神と が 期な した。 

巧 巧な 祀は內 的に み 裂 せる 人閒の 『罪障 お』 を 前 巧と して ゐを 。このが 巧な 祀 なる ものは •か、 る 人 
閒 におして、 『神が なる』 言 おや シ A ボル や 行動に ょつて 神の おおを 仲介し、 をれ に 依つて 『おが』 と 
個人的な 『み 遠の 幸 描』 とを 保 證サん としち おての 『惡』 は 『惡 度』 にが せられた (こ 冗 ホぶ 一。 义 
】 部の 强烈な 想像力に 依つて 描き出され セ 思想は、 西 おか 元の 巧には ユダヤの 『おを』 及びが 約 巧 茜 
の 中に、 更に グノ ジスが の 人々 の 著作の 中に と 巧 ホ 寄き 巧め られ るに 至つ た。 . 
かい^^表みかのをが^一. フリ1 • ィい^ い のが斯か• i が載^4■^ i 巧たに生かされて用ひられてゐる- 


力 


る まみ ホの 全 巧は •フ _ 


ィ ー ソンの 表掛 及びが 說の 中に おた に 生かされて 用 ひられて わる • 


ヒ I ラ A 


t.、 、 違ぶ 蒙、'" 5 ぎ かか £を を 祭が か 襄. 

夢 8 語 等は、 ぉ說？ に 現た ミる 義 いが かか •賢 かがを かいい かい^か V 霜附り 
の 石^ら 妾 ほの 石へ 文 軸を おぶ する こと、 『四 お 同胞 化』 の 『メシ この サ巧 田と しての 『人が の 
巧 望を 作る 爲 S 事、 世 § 苗內 にがけ る ぁらゆる— 的を 巧 族 的 及び 巧が 的 W 巧 《巧受 ごか も 

• N 等の ま 蔓^義 は、 i 囊上是 一 農 震」 を 541 を <、 Ijhc—a 寡— 楽が 巧 

をして 化。 {愛 星蹇 、を S 巧； 棋 資證 明は： て 困！！ でぁる • 

2 を 西^^を して、 を 部 アジア 的 晏のサ ホ 寞づ 、ユダヤの 巧 まを 養た』 ものと してを 
巧に 維持した おを にょつ て傳 へられち セ 世紀 袭の 间おの責 しを 八，、 7 い备 が審、 十一せ なな ホは 
十字軍 S を、 をして 十二 世紀 案は お 太 巧霎差 (イブ ン •ゲビ 。ル、 マイ モ _ ー デス •カバラが ち 
も 夕典巧 的な 货太篡 想を 著しく 漏」 よつ と 寒た 《でを ろ C : ダ卞 望みは、 それまでは 

獨逸 スコラを 汲に よつ てを しく 西で (規 巧から 巧 f れてゐ たの だつ たが。 それによ つて ュグヤ 的 
立 巧は i 々々に 巧を 夏 人の 聲 にんつ て ホセので あつを 


ル 未ツ サン K 時代？ カ デ、、/ 1 や 組合に がて は、 子 スト』 的 カバラが 软學 S が餐 なぶ# をみ 

-Tk 0 、 • t ご 


てゐを パピコ •デ •ミランド ラ) 


を 表 


'ソン 結# 


A 丸 


隊 巧な だ お， 暗：：-^?^ 


第一 一部 ス P — 


-お & 


100 


一 おに； ラィのを 作が 雲され ホち をた f ノこ不 ij 及びを をた あ附 にがず る 常 巧を 盛 
したお ホが、 巧 大を巧 おを 占めて ゐ たやう である •ヨハンネス •ロイヒリン その他の 人々 に.) f つで、 

か、 る 葛が 巧を にも お 入され たの である。 巧 金ち かぞ 、天 塞、 霎 、並びに 繁を用 じて、 1 
グヤ人 S 想 S 寒 的な S 物を 視 ひつける C と S つ こつ S 巧を 巧 草を 占 累お 社が 化 
つも 巧ら れ たので ぁっを- 


二十 八 巧 巧に みける フリ ーイー ソン 巧な の# 5 


〔1〕 十 セ •八 世紀の 英阐械 場ロッ デのを お 

西が の 挂榮巧 人 化合 制 巧、 石工の 话巧 あび 石工が 合の 巧 合とは 反 おに、 中せ み 曲の 巧が 化 人の ホ も 
ご 一つの 手記で ぁる 二 一克〇 年の レギゥス 乎 記ぶ ぴ 一四 五 年の 多ク 手記には、 巧に 巧 方的叔 がに _^ム 
つて^ 立され たおを 像が なう けられる。 これ ぢの 手妃 はを の 同 案 化を 化說 中に、 糸 かが ホ 化に 巧 •、ら 
.れた 化 含 箱 巧と 護ち 髮 n 內 なにが ける 振舞 忆巧 する 乎 引、 及び 囊聰ん 化を に 酌す る おがの 巧 
行ををんでゐろ こご一っ^古のホ蒂にがぃて夕をの同株な內をの手心が出現しち なに哲すぺ 
を じとは、 同 案— 傳說 S 內 をが 段 A おがに おわ 霎 S 善菱雲 S 巧に おがを 但 くや ウ にな ク 


て1^!ることでぁる 含お轟のまお忆ょると、 こ 、 


とは、 同 ま— s s 內 をが 段 A 茜 細 i おお 君 善 及び お 街 s たお 據を c くや ウ になつ 


て.；|る^とである じのお轟のまおにょると、 この舊め的囊は’牧飾として巧苗の爱 
t 《て お 持した 震 塞に ょつ て、 间 i 合の 中へ 持ち込まれを るミ \ 

等 ^ rr 71 メ ，ソン？ の— とつて、 なほ 一つの— In じ 1 

ま If (代表？ なゎ、 义 同着な S 去は そ S — となつ ホ读巧 1 

‘ r :: l:pr ::y 

* な ？ &i さちを a— 一 :: rptuuf iAitw 

.巧くて +セ 世紀のを 半は 旣ち暮 我。 い' 八 r 頗る ネ おの 正 班 ホの—; を’- 

.ち これら— まち U 至- 星 ミ 

じの震のか 面— となる のは、 これらの '' ^ 島め にみ 第 i してむ つち 
とで あづ を。 •同 案叟 口あ り ぉちっ の 本部を 问 柔楚口會 館から 料 巧 度が しを こ 

in— 「P 2 If 至累 。ッ デ貪感 泉 「を 誌 

のなぃ ものである。 urr デ rr の r — 中に まは されて ゐる至 卿 依 巧 
さ 巧しても、 適用され •をので ある。 員 •におして 巧に 自 なと 又 同 美— 員た る 口' ソデ 會 


♦二な フリ. 


y y な肚 


をを. ら -..,24.' ■’ 


, 


七 世な の おりには 巧を 試の フライ マサ レ ル. 惹 巧す るぞ 諸の フ， ，、メ 1 ソンと いふ わ稱 が、 
巧に 一 おに かぶて ゐそ C とは、 を 時 S 季 S なと ニ ハ 八 八 年 Q ダブ， ン の 卜 ，ニ ティ •力 I ぃ. チ 
の巧義 器から も 判明す ろ 巧に -f セサ だの ま 作 巧び を述 にょるち "'ソデの 至規 みけが 巧に 蓋 
めを 「あ 官路 J に 巧つて ゐる のが 認められる。 . 

ブ？ •メ i ン結 S 馬 ミ 新しい ぺ1 デは ー セー 垄に 始ま ミ わろ ミ 年。 ン ドンの 四つ 
.ご' ソデが、 化 等の が 謹 神なる バプ テス マの ョハネの 日を 共同で 莊 まに 肤ム なめ 輿 まつて、 『ロンドン 
及ぴゥ ユ スト ミン スタ I 大ロ ッ デ』 を 設立し を。 かくして これらが 巧を する にを つて、 えづを のが 力 
なな 據 となつ たのは、 をく 化み 的な 理由が あつたの である。 

登霎な ことち cs しい 大 B ッデ のを 初 8 胃には、 旣こ 人の 同 案 組 をれ まも 居な ろ 
たじ 吉 ぉる。 U れが おしい 馨 された SS 年を 閒 しては 何等 至を S もが ホして なをい • 

ー セニ ー年、。 ン ドンの 大 P ッ デは、 ，切 代の ま 族が 合 長と して モンク I ギユ公 時を 巧る ことにが 巧 
しちを をを 迄、 巧 田の フリ I ' ク ，，ソン おれを して 一の 特镇 ある 發 度が 始まつ たので ホろ 
と^ふのは 、ミ S ザ芙 巧の フ ， i メ- ソツ Q 巧 向は、 をのみ 貝を 養、 軍ち 及びが カ ミ 
ホ 技をから 巧# する ホ 向に 向つ て& るからで ある。 それと 共. に 7 9, •メ ，ソン 《大が 巧を 人# 化 巧 


4 < TTN > t 


ホ扶ち ろら 巧 得する ホ两に 巧つ てゐ るからで ある。 

4 ' . < ^ ィ J 

^ おを i 禹 •1 お 李 遊 、 f 舅 if F 

じ— ミ、 そ 憂 i お— ii を.、/ ♦1 ぇる 
.ぁ ろを し •ミみ、 がを F ; ぃ £1 祭 も こ':! をので 
巧 も 了が できる ので あろ 養 おせの 權 力が 明白に 現 はれた ^、 巧て ゐ ろと い奎 

が 巧 ii ら蓉 される や—^:; 一。— そ i を？ •メ ，ソンみ 目 

モ ' f ご ii 奪、 大 "ッデ爹， トン？ ち 
； ^っ —if ci I 巧 i て、—， 後 i 一^お^^， 〇の 

巧つ に 至つ を i が 初めて 展閒 さを ので ある。 口' ソデ*^^^ 提^^ 与ず 乂！ 化を 

> メ ，ソ？ の 古— さ 妾に 化の f 陸な、 、が|。 累换 がグ— わる 「プリ， • 
: ’ ぶの 『る きを 2 は 言な は 巧 力を る規 ザと なつで ミ • 

2 フ_7 ンス にめ ける 7? •メ - ii 度 規 ザ— ミ 

年で •、で た フ^ メ 1 ソン 組を ち 巧 田ょり S おを 通じて 芝 も C で わる • ーセニ 置 

デが 一——— おめ、 を ~ i お i は I $ 華に 閒 > j'r 
ヵ ミ Willi しちし かしと ^^^ 丸^に 閒 力れ ホ 
さ妄 7 ，-•:》1、 口な 巧で— 反は I なと— ではを 

S ヨ 




難 






-> 


占' 


ホ ニが フ， 1 メ iy おた 一 〇か 

ろち- f- 八 世紀の 7 ランスの フ， 1 メ 1 ご？ には ニクの 力 冉が巧 別され るので ある， 

一つの ホ 向は 巧霸且 啓蒙 的ぶ 巧の 上に 立つ てね ホ。 C れ におして 巧た のは、 特に 7 ブン ，'おな の 
巧 神的襄 f びその 巧— であつ て、 例へ ばぺ ，ヌ 、モンテ スキ T、 ボル テ 1 ル、 ミラ ボ1、 マ 


ラ 1、 ラフ ァイ子 ソト 、フィ リッ プ •ユ ボリ テ、 シ ユイ エ_巧ル であつ ち パリには 一ち ハ杂 なが 


，: < / づ ，々•丈 3 P 

ご •マ ごス— ル』 嘉と 雙の感 でげ ばれ— 巧を 寒が r ソ‘ デが 巧 動し ちそ e 貪 貝には、 巧 

■ > こ ^ ftr » » > » I I 


中、’ ユル ヴ H チミ、 ラランド、 ごジ ヤミ ン •フランクリン、 ラこシ ユフコ ふ、 ダブ ンべ 1 凡、 
々ミ 1 ュ •デ Ai フン、 ディ ドロ、 プリ' ソソ 1 等が 居つ たので わる。 


ィ， • < — 1/ « * i < > 》 

こ、 にがて 啓蒙 恐 i 動の ま旨菱 巧を が 刻 •銘 され、 巧展 させられち 如か、 襄 、篆 といん.。 
語 一切の 人閒 のぞ 篆 影、 一 接 影 等 タミ a ッ デで 作り 京ら た馨 にお ミ 岡 

爭的 及び ホ 命 的な 態 巧で ま 持され ち ぁらゆる 巧值 のを 面 的 巧みが 巧 はれち このが かに 巧つ てけ、 
絕—義 をる 囊 i 、 菱 そを ミ お杜的 デ* クラシ 1 力 至 共 基と 《おなが 特に 累一 さお， 

じの 方向は、 フ_.7 ンスホ 命を なて その クライ マツ クス^ おし、 同時に 巧 時で あるが、 巧 巧を るが お 
に 巧 達したち をる。 を 時 Q 7 ランスには 六 百 二十 九ごツ デが 巧 動し、 その 中 パ？》 けで ち L 
の。 ッ デが あった。 


しかし 同じ 巧に、 フランスの 


フジ I •メ 


- .9 k — I . ク r C 」 二， ド > 


ソン お 社に 注 貝す ミもぅ ーツ宗 かが 現ち、 こ 


し 力し 同し 頃に 7 ランスの フジ 1 •夕 1 ソノを ホ こ 去 3 尸 •、、、一、、、、 

れ はかい いか 心 お っ. 、お 社に— すへ を も 三つ S ホ 向が 現ち をが、 こ 

f つた ilif ilf とする 一 雲 
を、 そのれ 表—され ねばならぬ 者 J 苗 ii のお暮 ある、 スコツト ラノ ドん 

彼は？。'； S 、 含 If ミク 雲 bi 客 
f となつ ち tl — 芽 卜多ク お if ' •メ ，ミツ デ S し ミ か;- 

力 f ソクお f 1 •メ ，ソ ii からが 釋し f 蠢し を— ある。〜^-^ 
:: rf る •喜 f 呈し| 多 f 寫| も、 閒も f の ホ 巧の^ 壯 1ら震 

こた 銷し てな へねば をら ね S 、 巧 逸 ml 阐の創 f オン • 7 

い こじ r 『 r プの 代表 ネ 逢と 接 f そに を ひなぃ と 云 ふこと であ ミ？ ホ ヵト？ ソタ かへ 学^^ 

1れを I つの ；^ r S 篡 i ごツ —にがて、 大 f f — ii て、 
f 化を I つの 堂留聯 なに お 巧した ので 

i—.f If — .15— ^ 

I 第 、 —5 ラ； にがて、？ •ミ ンぉれ 
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♦一哀 7，1 •ィ —ッッ 巧せ ’ S ホ 
の 人 あまを 理想 と共にを 度 させられ たもので あつを が、 これに 巧つて ユダヤ人は、 この おかの 巧 力た 
も 得て、 みく も 巧 巧 及び フランスの プル ジョブな 會に倭 入し、 自已の 解な を强 巧す る ことが 化來 ホの 
であつた。 ー セニ ーー ー年 及び ー セニ 五 年には、 巧に 巧闺 C ッ デのを 巧の 中に ユグヤ 人の おがが 見出され 

る •ー セ ーニ ニ 年の ぶけ ッデ にがては、 ユダヤ人のを 員が ロ ッ デの 仕事に を 加す る ことが W 來る はに、 

■ 

集を は ± 巧から H 煤に 移されて ゐ る。 ー セ ー与 一年の 街 巧 巧萧タ ヘン リーの ー ユダヤ •メ ー ソン J なれ 
巧說 にを してみ ると、 を 時旣に ユダヤ 化は 可 巧り 著しい ものが あつたら しい。 十八 世紀の 中が にめ W 
.せる 「古代 メ ー ソン」 (Anoient 》ジ3 口 S ) は、. ユダヤ人 a ッ デの 巧め 巧自 のが 巧を 持つ てゐ た。 

フランスに めける を展 は】 巧 急速に 巧 はれ セが、 この 發展 は、 フランス 革命に がける ユダヤ人に 巧 
する ホ お 的 及びれ を 的の 完 をな 平等 锥 のが 巧に ょつてを の あ紀に 建した。 十八 世紀の 中 おにみ 禪 のな 
化 陪化炼 が 商 資上キ の ユダヤ人に 依つ て お出され 『がを』 として 高 仍に販 資された。 

〔3〕 ユダヤ人が 放に 至る 迄の 巧を にがけ るフリ ー •メ I ソン おかのを 展 
イ、 X ■の》 力！！ 

一と 一二と 年に お 社員 チヤ ー ルス •サリ I の 手で ハンブルグに 最 巧の 巧 逸。 ッ デが 設立され た •これ 
は 其 後名 S を 『ブ プザ P ム』 とげ ばれ、 英固 大ロ ツ デの 指導 下に 巧 巧した。 巧 用の が 宙の觀 かされる 


S その 人 2 巧 にがてであ つて、 閣 藻の 巧 脚 や タカ ある 人* をみ 夏 透し ょ 


ク 


とのき かけた ので 


のは f 事 i — を ミ、 婦 ss 力— 寨 if っ臺 かけ 

わつ ち 巧 かる 線に 治つ て ご シヤの 王位！！ ホぶ である ま ロマ， 

王は—— 響な て 71^! f f と 巧め、 ホ 

を 与 メ ソンに 弓 入れられ をので あつち f にこの 巧 ホなる プロ 
シ卞震 S 第一 年 目に旣 に 7，， •メ 1 ブン I C 巧^なる プ。 

拥 して 屬な？ 〇 た is ， ； 累臺後 f ; i 种に 

び rr !! の 上に、 ブラ ミ シユ； グ、 《ンノ ，ヴ ユル、 パ ご イト、 マイ ニン ダン、 ご スラ— 
口 > 、クフ ルト •： •マ インの。 'ソデが 設立され をち 之 等 もち 阀の タカ 殺に 基く もので みる。 

ザク 七 金れ S 1 7 1 帥 ミ ス1ザク七 ミび fif ii つて 
フランス § 力 かま 役を なじち 巧に 述べを 夕 、フランス 方向から も 亦— の 商議— のを 

巧 ヵド イ i 蔓— あろ f — 馨參 i を、 て i — がて は 

信ずべ からざる r ソデの 泥亂 i を 若が、 その お前ち フ オン •フント 巧 持の 『養 巧 2* 巧ス 
卜 こ' ソデ、 クレルモン。， ザお曲、『ア 7リ カを 業師 菌、 「1- 雲 i 』、 ぶむ 蓋 
の ィの化 巧と なつ 了 その クライ マツ クスに 速した ので あつち 

ター 巧 7 リ— •メ •ツン 巧 市 




をぶ ミ— •ィ- ご 結 化、 S 八 
ぞれ におして、 持 ± 的 狂 倍み び 神秘め & る ものへの 巧 巧の かに、 化 治 的 諸 お 巧 も ホ 巧な 入り込ん ガ 
C とはす ふまで もない ことで ある。 此 庭に なべて tt かわ ばなら めのは、 プ 。シヤ の 大巧と して 努力の 
た 〇たピ ショック スウ H ル ダ I みび ウ エルナ ー の 二人の 指 巧 下の f 蓄賴卜 宇 笛』 の 苦 •むを 巧 わを 述助 
と インゴ ルシ A クット の アグ A •ワイスハウプトが 授 のが おわ 国の 巧 おとで ある。 特に 後記の おかは 
大いに 世評を 强 がせた。 世人は 無神論 的 •革命的 巧 巧を 非 巧し、 フ ンスの 革命朵 がとの 連絡が ある 
とちめ セ。 これらの 非 巧が どの 程 巧 迄 正しい かは、 尙 ほ】 巧が 細な をが の檢 がが なされな ばなら ね。 
— がちは かぅ である。 巧し、 ヴ イス ハウプトは 鲁 つて ジ H スイ ットお a 貝で あつたので. その お 曲 
を 設立す るに 當 つては ジ K ス イットが 幽の 型には つたと いふ こと や、 巧册 から 自由 思な 的な 萬を ホは 
し、 をの 中で ホの やぅな テ ー ゼを 巧げ て 居る ことは、 をく の舉實 である。 卽 ち、 その ブ ー ゼい い、 い 

なくて はならない とい ふので ある。 フォン •クニッゲ 巧爵の 助力を 得て ヴ イス ハウプトは、 をのが 曲 
の 基 巧を 备ホ 面の フリ ー •メー ソンな 社に 巧大 する ことに 巧當が 巧し を。 ヴ イス 〈ウ プト はが 曲 日と 
しての 名を 『ス パル ク クス』 曲と 稱 したが、 巧び 勢力を 盛り おした ジェスイット お 徒の 巧な に 依り、 
r を 篆か西 J は パイ H ルンでは ー セ 八 四 年に 禁が され、 そのみ 巧の 大巧み は 巧 巧され た •しかし ヴイ 


• *^《ゥプトは そのホ人連の救巧にょつてぷ享る 
•巧る と、 この 巧 巧り を 巧 i 一 ご，^ こ：, 


ことが 闲 ホセ。 フ 


メ I ソン おか 貝の が ホに 


•《プ は その ホ 人 連の 救 巧に よつ て进妄 る ことが 曲 ホち； 

.なると if i ー セ 当 ilfif ’—;, 气；; "ンお f i 

ン フス^ 命中には、—— 動— したと ぃ f 、 依 f はい— い— も、 おに フラ 
リ •メ 1 ソン 結社は、 プ B シヤ にめ てち 化。，‘ ィノ こょに 

克も 『腺が 巧 律 置の 海说 は、 ご シ卞あ 古の 大 ロノ" ゎを 立て 比較 孽 なな 致 f をげ ち 
しみので ぁつち かく if ン •ヴ イミ ミラる 高寞 。'ソデ •一一 一つ i 蓋紀 

一七 セ 〇 年には’ 巧 逸 7，1 • 7 才ご ツイ ミン ドルフに 化つ て 
の捕—津 の 婦か之 『イ 1 rr ク"ツ デ ili ちそれ と— フランス 

!!。 ッ |下い诉；：： 貨；； 

t れらは 『が 巧按化 〔ぞ- "になつ て 『古 ホプ 。シ卞 •大 f ソデ』 と稱 された が、 

とを ふのは、 犬" ノデ 7"— 李る 一— 寒——— を— ち 
たからで ホる。 'ひ C た 巧つ 了聲 さた ま 部。' ソデが、 該 fs 馨お から 除かされ 


さ》 •フ 


I y シ な ； a 


】 0 丸 


#1 一巧 フリ I •イ— リン おな こ 〇 

八、！！ ■フ 91 • x—y ン B な QmlM •巧 « 的 ホ 巧に tt け 

フリ ー •メ ー ソン 結 かの 巧 價に關 する 夕 あの 义 かや 陳述の 中には、 巧て フリ ー •メ ー ソンな 化と 關 
なする か、 ずは それに 肿 3¢ してね を、 ドイツ 史上 及び ドイツの 巧 神 生 巧に がける 巧大な 人々 の あ がが 
巧 巧と なく 現 はれて くる。 フリ ー ドリ ヒ 大王の フリ I •メ ー ソンとの 細な は旣 にが 述 してたい ただ、 
巧と ホんで、 特に 十八 世紀の 後の ーユ 分の 一に 於け る ドイツ 観念論の 巧 學ぶゃ 著述ぶ が、 •化 巧 ぉがの フ 
,1 メ ー ソン 猜 神の 抱が おとして あげられ るので ある。 

じの 巧、 フリ I •メ ー ソンを 員は、 これらの 人々 は 化 等の 東 耍な刺 嫂を。 ツデ にがて 巧を と并 ひ、 
巧つ て 化 等の 業 巧は この お 社の お 物で あると 肴 巧され ねばならぬ とを 主張して ねる。。 ツ デに 細す る 
かような 巧 巧な 敍 なは 夕數 の 孤 おを 巡せ る 同胞を フリ ー •メ ー ソンに まらし め セが、 一方では 夕 くの 
—ツデ 巧 お 者は、 嘗て ロツ デに 巧 巧して ねた 巧大 をる ドイツ人を 、彼等が フリ I メ I ソン# 料で あつ 
たといん 理由で その 著作 諸共に 攻擊 し、 當 時のは 治 的 及び 文化的 諸が 巧を 檢 がする こ ともなく， その 
人* が ドイツの 巧 神 生 巧 あび ドイツた におして 忍び 巧ない ものと 巧 化さ うとし ホので ある， 


當 時の 巧を は これらの 人* に 闲菜的 任務を 典へ る やうな 巧 一した が 在では なかつ セので ある。 引を 
巧 かれ セ 巧 巧の おみき 諸侯 達の 大 がみは、 かして W お 的な 巧 巧では なかつ ホ。 がをは 完全なる 麻 卸が 



巧に あつて、 その ドグマは 白曼る おおの辦 巧を 化 止し ミち あ 


巧に あつて、 その ドグマ 富 由なる 思 おの 辦团を 阻止して ゐち あらゆる 硏究を g せしめて ゐセ巧 

ミち 初め W 薑を 愛しを S 慕 科 ホで をり、 今や そ 基 も 義らと 寞を獲 学る に 至つ 

たヒユ ，マ ； A S 巧 二の 時代は 閒か をを 思 はたごれ と共にを 人 巧の が ザと そのょり fs 
とに 纏は る 諸 問 逆が 巧び お 巧し をので ある。 

•を 時の 思想 吏 この 世累 i 神と いふの ち ミ お 賢 農義と 為らの 削な もなぃ。 おみの 
ドク マを Q 解かと いふ 話に 脯 して、 同一 S 阐 をち 又 信仰 走爭 ひに 化さた 人； ある 瑞をこ 
は、 それが 閣 巧の 彼 ホに が ミ あらぅ と、 馨享ぺ て 一 想で あるとの 感じを 转つ セので あろ 司を 
だ 人* は、— ままの がを とも 戰 つを (であつ を。 シラ 1 はかして 7? •メ 1 ソンみ 回では なか^ 
たが、 それに も おらず、 同】 のを 展 をし をので ある。 

ミて キリスト かに 於て、 古での：^ 雲蠢 新が 巧 本 的に 誤が され 歪曲され ち 今や フ 9, •メ 
— ソン おれが じの なを を 霧と して、 これを 复家歡 いか 歌む 心' ァ_^ い^い 每批 じたが、 こ 
の ィデ ォ 。ギ ふ、 種族に おばれて ゐ そぶ 代の 諸* のまみ とは 著しい 巧 立を なして ゐろ その 請 的 

•I 中には、 ミ 星れ 了— 6 では、 壽 —i そを— れ了 i ぃ。 養の 

肆篆 時代 人達には、 7 リ ，•メ 1 ソン おかは を も 巧 弟な 人； 横の 的 苗 結^な えを にを ひない ので b 

第二が フ，— ••—， グ kafc 


•ッ y 巧せ 


タミ-寺々* 一?!^ で も 合. 二、. 二？ 一 . .’ - TrJ '.- -..ぅ .3 つ ••> J .- 、 -•...-< 

• ' .- - 

♦二が フ，— •ィ — y ン巧肚 — ニニ 

る* 

かくて フリ I ドリ ヒ 大王、 ダ I テ、 ヘル デル、 クロップ シ |1 トッ ク 、フィ ヒチ 、レッ シング 及び 化 
の夕 くの 人が ロ ッ デの 貪 員と なつて ゐる 。さま'^^ な 巧詞や 文章が 現 はれ、 今日では ロッ デに ょつて 
おれの 貴 まを が资 として 赏黃 されて はゐ るが、 今日の それとは が 等の 閒巧 もない もので をる。 十八 世 
紀 のこれら の ドィッ人が フリ ー •メ I ソン 結 化の 資 艇と考 へを ものは、 た r 彼等の 觀 をの 中に 生きて 
ゐ たので あつて、 ロッ デの 實隐 上の が 態 や 目的とは 大いに かけ 離れた もので あつを。 フリ ー •メ ー ソ 
ン セる ことにが つて その 大理 おのま お證 人と 呼ばれた 人々 は、 間も無く 货 おの 第が を 認識して 、ロ ッ 
デに 背を 巧け たので あつた。 

フリ ー ドリ ヒ大 里は 施 化 巧 一年 目の ー セ 四 0 年な 來、 P ッチの 仕事には 些か も參 加し なかつ たが、 
•後年 化の 言葉と して 巧つて ゐる 所に 巧れば、 彼は" ッ デのを 種の 企てに おく 反 おの 立瑞 をと り、" ヴ 
デを 單に市 巧 的な 肚巧機 細と 看做さう としてね る。 义 レッシングと フイ ヒテとは 立な して ロ ツ デを 化 
會 しち、 ご卜 1 ベルグ 义を も晚 みしち ヘル デルは ー セ 六 六 年に リガで a ' ソデに 入を したので あ* 
タワ イマ ルでは みして 791 •メ 1 ソ ' N お 化 貝と 稱 さなか 0 た。 「7，， •メ 1 ソン リ 1 百 巧が 典 J 
が 化に 巧て をいて ゐる 事は、 を 時の 化大 なる ドイツ人 巧て に 営は まるので ある。 曰く、 



「結 化の 稱神 、を 巧、 ぶび 蠢に蝴 して、 化は 巧自の おを 、 

こ ri と 巧を 


r 結社の 说神 、蹇 、及び 蠢 馬して、 化は 費の お 系を 作。 をた を 何時かは 世の中 言 

及し ようとげ して ゐ を。」 

グ 1 アも ホ、 常にがん でさう 言 はれる やうな、 敎 、むな。' ソデの 同ぶ ではを つた。 これ ゴ 『フリ 1 
•メ ，ソン" 1 な 科 辭典』 菱お社 貝 レ 1 ン .ご •ポ K ナ ，さへ— し ミる と C ろで あろ 一た、 
11 年に 彼は が 程 マノ. ステ ル (下から fi マ 「規ぞ 3爱 の 溶 おがさ せらた おせの 巧が 化 
がに 加 へられて ミる が、 が」。 ツ デの 仕 5 おす SQ 舅 品」 ては t 寡 細な 寒 かられて 
& ない。 ー セ 八 Ilsf ミ ミツ デは、" ツデ iK 上 ii 善た 分— 
をな て、 その 巧戶 を閒銷 しを。 フ？ •メ 1 ソン？ に關 する ゲ 1 テの 費を 知る をめ には、 ゲ 1 テ 

の ホの 怠 曇— 5 季— 多言ち、— fl 巧 一 さ妻ィ I の • 
ツ デのみ 曇 そ ： f 奪、 1 i 害」 了 鎌を も i ; • 

アウグスト 公 時の 巧め にを 草し ホ もので あつを。 曰く、 

「フ？ •メ ，ソン？ はを く S 巧暮 f なして ゐ る。 それが 巧 入され てゐる 所では’ 寡な 
それを ま 班して、 そを お f らし & をが •める で わらっ が、 それが 望して ゐな いが S 李る 
ととは、 みして 巧を 尝も のでは をい ：•：• 。例へ ば ル ドルシュ タツ ト のかを かい 巧 所に あつても > 

夕 一が フ，— こ— ご 巧た 


ぞ奋 フリ I •イ I ブ 'ン 巧せ 一一 囚 
巧 かる 化 おは 一種の な 巧の おぶ を 作り上げる。 我々 は此赔 ワイ マルで も本當 はか、 るな せを をく 必 
巧と しないの である。 がは 上述 及び 共他夕 くの 理由に 基を、 イ H 1 ナ にと クても それが 危 おな もの 
であると 考 へる。 そして、 堅 信 巧 後の 最初の 半が の閒 に。 ッ デが お 巧され るで あらう とお はれる を 
人員を、 今 直ちに 眼前に 示される とすれば、 が 人で もぎ 態を 巧 あすべき ものと ぶんで あらう。」 

巧 目すべき は、 フリ ー •メ I ソン お 社員と しての ゲ I テを 摊 茜す るに 役立つ やうな がての ホを g ： な 
半に もちつ て 引用して ゐ る。 『フリ 1 •メ I プンリ ー な 巧 お 典』 が この 巧 所を 引用して ゐ ない ことで わ 
る。 共の 他 一八 0 八 年 五 W 1 日の ダ ー テの 手 巧を 化ても、 がに ザクセン •ワイ マル 公 ヵルル •アゥ グ 
スト、 ワイ マルの アマリア •ロ ッ デの 巧 開を ま おし、 ゲ ー テに をの 爲 めに 必 .姿な ホ 巧を とる やうに と 
お 式 的に ち 巧した に過ぎない ことが 判明す る。 ゲ I テは をの 手 おの 中で、 この おか ほを 稍 化 巧のに、 
『似而非が おな』 と稱 して ゐ る。 ダ ー テは この 手 巧で 化のを 託を ぶした ものと 巧 巧し セ。 と诗 ふのは 
»ッ デの 仕事に 封す る 彼の 協力に 削す る 共 後の 報吿が おいからで をる。 これに 反して ダ I テは •一八 
ニー 年 十 巧 五日に アマリア •ロッ デのを を おに おて 一つの 請願 杳を 出して ゐ るが、 それは々 のげ 葉と 
もつ て 始まつ てゐ る？ IV 

「曲下がフリ1-メーソンリー的お式に叶つたがるべを方まで、 小生をが化をとあ惟せられ、 なせ 

に？ を 菱 S 堇 奮ら 装は ぶ？ ミ 5 支 肇急隻 」 

共を ご' ソデ ミ 交涉 は、 社を 的巧禮 としてけ ミ をら っ こ？： た 、 j こ； 


に？ る 小寒 霧を— 言 起は ぶ 寒 ミ 了 fsfs お 」 

其を グ 。'ソデとの •父 涉は雙 が儀趙 としてが はれを ぶに 過ぎな かつをが — 例へ ば、 ゲ’ .テは 
一八 一二 〇 年に 口' ソデの あ 巧 貪 員に なされを がには， が 謝の 詩を をつ てゐ る— をの 义 がさへ も夕く 
の 場合 忆 は、 一八 一睾に P' ソデに 入を」 を 化 S 子？ ゥグス .卜 • 7 オン •ダ 1 テを 仲介 としてょ 
はれみ もので あつを。 

十八 世が s 逸 S 人 速を ミ 難 Q 思想— ssf な 看と お r ソデ# 負建£ 張は、 か 

々る 事貨 ょ。 なる 時は 化に 歴史の 歪曲と 哥 ひがる ので ある。 なほ 巧 かる ま おがが だとみ つて ゐ なが 

らも？ 爲 されを 事は、 一八 六 八 年 音 直 ご閣寞 。'ソデ •一一 一つの 地が』 の 送 盏錄中 S 化さ 

れを ホの 文章に 依つても 明瞭で あらぅ。 

「知識 牌敍が T ソデを 退み する ミ ふ 端噢は 圳に審 新と も 《ではない •是 費ぶ たも g れ至 

^一^^^^^^な^^を口にしてゐる。 ミ襄£如蔓を認緊をを 
レッ シンクは お 肚に襄 が 如しを^ 管を 7 ィ ヒテ も间璧 あろて ブは 上 おな 控 H の 態 

をを ち ゲィ 17 ン ドを 記念 襄を 累款歎 も斟宴 f か J てな、 お W 
の 場を に Sr ソ完隻 S 巧た？ を 2。 シラ， ち： 下と 〔璧 雲に 现は L 

1 rp r I 
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ンン 結せ 


•一一 巧 7*1 


ソン 巧せ 


てゐ るかく、 おかの 本賽 目的に がめ て i に 通 鹿して &た にも 拘らす おれには をな 加入し なか 
ミ ' A いい* いいい か A い 4、 いかい' い豕 擊繁い いむち か卽心 加'^ した 數 年後には、 货 

^いだ & ぃ宗 鼠营 6 取い いツ心 か 。」 

かく 十 备紀乂 葉 S ドイッの 詩人 や 思想 架に？ 謂 はれて ゐる t とは、 同徐 ナポ； ン 時代に がけ 
る ドイッが 放の 脚 妾 討 人. 例へ ばブリ 5 ヘル、、 こ タイン、 グナ主 ナス シャルンホルスト 
シェンケンドルフ 及びが の 他の 人 A にも 當 なまろ もらの 人* も 亦フリ 1 .•メ 1 ソン 铅杜 を自 じが 
にが 釋 して ゐた譯 で、 す ミ奠な 理念を 中、 む^ 審し 交み の 同 柏と 看 かされて ゐ たので みる。 こ 
£ ょ つて 馨は同 fp' ソデの 襄 から 逮ざ かミゐ た？ をる •巧と なれば、 案の P' ソデが 偉 
大な齒 民 穀涵に 巧して 藉に 下等な 奚 農な 態度を 持して ゐ たを、 『苗 寞； デ •一一 一つの 地 ミ 
§ ち：-- ゐた ブランデン ごグ三 7? ド， ヒ覆 。'ソデ』 S 例が C れ襄 して ゐる 。こ、 に】 

八 0 八 年の 间ちの 中の ホの 一文を 巧げ る。 ’ 

「がし 夕 くの 喜び も 亦 巧 ひ 巧； ものと なり、 多くの がと 時 聞が 巧び 巧； 股 堂に 管、 巧 葦 
•へき 人 や 同志が 夕 巧に ちか 結社に 加 人し、 csfs にお 誠を おつち 私義 《が滿 也 S じ 
たのは、 み 種の 蹄な 所 R の フランス のが 巧を を 夕數 このが 曲に 加へ たこと であ クて 巧々 に i くな 


9 


人 かの s て 蓋 fi する 全を が 合さ 甘る c とに よつ て、 巧 A は 人 逆、 葛が、 黄 堀 的を 人脚 巧ぶ 

び乂弟 愛のを 义 のために 本が 的な 利を を » す ことを 期待して ゐる 」 。云* 

.がな のを 口ぶ 巧の 季と ころに えち 六十 义 人の 賓 中’ 十六 人は フランス 將 校の 名が である • 
この 祖闽 S おとの 奚 £ ち フランス 人 S 名が と 並を ご シ ャの大 がの あ 前が あり、 史 にこの 巧 
が フラン K Q 將巧 達と i に" ッデ 協を たとい ふ事貨 ち。' ソミ 記錄 よゎ かるに 及を 
巧々 がふべき ものと なる ので ある。 

ナポレオン 単 所 S フラン K のが 校 達ち ドィッ s ご' ソデに も 參かサ しめられ をので あつたぶ 
准 等は、 一八 0 華の フランスの 口' ソデみ 實分静 明 寄の 示す ところに よるち 一ぶ のが 喪に 化つ こ 
巧 動して ゐホ らしい。 tQU ' ソデ 真 身 S 明 f は、 部 除 裂び 冀謡別 C 義 表ち 黨の巧 
叟び窜 人口' ソデの 他に、 7 ランス 大東巧 (Gri Orient を FrIe) と述 がを 持つ てゐホ 基の 
大ロ ッデグ ぶが 列 おされて 居， 〇, •か 4 大口' ソデを 訪閒 する ことは フラン 

ぞ 利であ| れ厕プ ，シミ f 、 ご， ミ—。 ッデ •一二 y 』 に^^ 

見られる。 

\ 

ナポ レオ こ 世が 7，， •メ 1 ソン おせ 号 あつを かどぅ かの 閒 夏、 7リ_ •メ i ン會 ちの 巧 
夕 志；- こ i ン巧巧 - • ご 


第一 一巧 7 — — •ィ 1 ッ y # れ こ 八 

に すら 讚 薄の 的と なつて ゐ るが、 をに おする 明が な證 がは がられない •種々 の證 巧が 季が による 
と、 この コルシヵ 人、 ナボレ オン 1 .化は 如何な こロッ デに も 所 巧して はがら なかつ をら しい。 それに 
も拘 らずナ 水ぃ オンは、 こ S お 肚ちお S 政治 巨 的の 爲め忙 利用し よぅとい ふ 企 脚を 抱いて 居つ たも 
のと あはれ る。 そんな 譯 で、 彼は 巧 下の 将軍 達を 大部分 ロッ デへ おつた。 卽ち •マッ セナ、 オ ー ジ* 

ロウ、 七 リュリ H、 モ 1 口 1、 ケラ 1 マン、 モル チェ、 モン 七 1、 ス I ル、 •ウ ー デ ィノ ー、 レ フエ I 
ブル、 マクドナルド、 ミ, ー ラ ー、 ネ ー、 ベ ルナ ドット (後の 瑞典 王)、 ベリ ニ ヨン、 セ バス チア ニ、 ラ 
ンヌ 、及び ポ ニア トウ スキ I は，！ ッ デに 所 おし、 フランス 大 柬社內 にがて 高い 化 置を A め わぶ も ある- 
か つての ミコ ビンな 巧 ヵン バ 七、 レ 1 は、 C の 問題 1 に蝴 しては 拒に ナポレオンの 化. むの 人物で あり 
一八 一四 年 迄は 『フランス 大ぞ 社』 の 化合 おであり、 なほ 一八 0 六 年 W が 『公認 古ぶ スコットランド 
なぶ 口' ソデ、 フランス 支部 政髙評 まみ』 の 『大が お』 であつ ち ナポレオンの 二人の 乂ホョ ー ゼフと 
ルィ も 亦 フランスの フリー •メ ー ソンの お 化の 乂が 梁で あつを ‘ 

ナポレオンは。 ッ デを 自分のを めに 活かさせよぅと 巧め ながら も、 闲陪 的フリ ー •メ ー ソン おかの 
挣 をを 考慮し なか ク たといん 誤 3 を 化した ので ある e かくて 彼には、 この 範肚の 英國ま 巧が 執 巧な あ 
ホ 巧と なつて 現 はれ てがたが、 ナポレオン にがつて がが されて わた 諸诏 のフリ I •メ I ソンみ n 巧が 


がを を 考慮し な かづを とい ふ 誤 a を 巧し ホので をる ぅく ゴ がが ピ ご グ 'お-度 グ 5 目^を づ幸ぉ 
光ぞ とを つて 巧 はれ てがたが、 ナポレオンに 依つ て おおされ てわた 諸 巧の フリ I •メ I ソンみ 〇 巧々 

t のが 方を ま 持す る やぅに をつ たので ある。 

一二 + 九 •二十世紀に がける フリ ー メ ー ソン 結 化の 避 度 

〔1:1 "セ 八 化 巧、- 八 20 年， 及び-八— 八 年の！* ♦に « ♦るフ 9—* x—y ン 巧れ g の ♦加 

. 1 セ 八 九 年の フランス 单 命の 巧 神 的 準備に をつ て、 フランスの フリ I •.メ ー ソン お 社 おがが をな 议 
巧を 演じた じと に 就て、 今日 何人と が も 最早 や 異論を 唱 へる ものは をい。 一七 九 二 年に なつて フラン 
ス のフリ I •メ ー ソン おせ 員 そのものが、 かの 巧 ホな をを 的 掃除に 當 つて 自ら おき 去られる ことにな 
つたが、 これは 彼等が 後に も逍 おした 運命と 同一の もので わつて、 この 巿巧 的自 もま 旌が前 R ょ’ 、车 
後 もな は 化 腥ぃ巿 W 碟爭に 巧して 巧々 か、 る 運命に 巧 舞 はれ ホので ある。 それに もみらず、 このを な 
のま おや 著作から 生れを お 巧は ち大な もので あり、 其を にがてを 世 ホへの 發 おを 化を したので わる。 

H クス (iuM) のロッ デで を 菊 的人權 がを 案され、】 セ 化】 年 か 月 十三 I 日に フリ ー •メ ー ソンが が W 
たる ラフ アィ ユットに ょつ て フランス 田 巧を 3 (conv さ ごに 巧 出され、！ ■人 巧义び ホ：^ がの 巧诗』 に 於 
て、 フランスを 法の 巧 本 原理に 商め られ たので ある。 

この 『巧 遍的人 巧』 は、 あらゆる 人關は 自由で ホり、 や 等で あり、 又が ホが は 人 W にかる ので わる 
♦二 巧 フリ— •ィ ー ッン巧 巧 一て 


さ哀フ 


-ッ y 巧た 


1 1IO 


わら、 政 巧は 常に 人 巧に 對し てま 巧を ft ふ もので わると いふ この おれの テ ー ゼを をんで 居た が、 これ 
は アメリカで ，初めて ホ吿 され、 アメリカ 惠法 のぶ 巧を 構 巧した。 アメリカ 巧 化 運動は 殆ど 巧ら ソリ I 
•メ I ソンが が 員のを 中に 捏られ てね た。 其 他の 围 々の ザ 命運 動 巧び 解放 運 かも ホ、 パリから をの 理 
ホを 巧て 來を フリ ー •メ I ソン おせ 貝に かづて 指導され てゐ たので ある。 この 年- 與 パリには 『自 山の 
捷 茜を』 とい ふ 名 巧を おて、 この 『大巧 巧』 が 巧さねば ならぬ 义化的 化 命と いふ やうな 思 おが 牛； れ 化 
ホ：^ であった。 このち へ 方が 現代に 至る 迄 如何に 大きく 化构 されて ゐセ かは、 化歐洲 運動 ( P ミて Ke - 


ropa ) の创始 をに して フリ ー •メ ー ソン 結 お 員た るク ー デン ホ ー フ •カレル ギ ー は、 巧つ て 我が 割に 


ホ衛 した カレル ギ ー 伯の 息子で、 巧は 日本人、 妻は が乂 人で あり、 をの ほは 拾 てられて 近年が 閣 した 
ち 巧 太 人世 巧征 がが 動の 意激 的な 先鋒と して まぶで あるが、 一を 面 年に をいた 『フランス 幽 をへ 
のを 閒 化』 が これを 證 がする。 その 結尾は ホの 如くで ある。 ’ 

「 諸を のが 先は 獻 がの お あにご 一つの 傅乂 なる 昔 おを 投げつ けち 卽ろ扫 山、 ザ 巧 巧を がを 


れ である- 


I 


フラン マは 巧 に 化 洽的自 みを 巧した •今 世 だの ザな はなて 化 ホなる フランス 单 命の 巧 巧で あつ 
^ r . •巧を の巧大 をる 巧 命を 巧 巧 せよ！ 世が に 巧って 莖 一幸な、 卽ち 、がかが 如を をす* 


詔 巧 歐若报 動す る巧大 なる 運動を 孽 として ホ ひょ、 そして 博 巧の 巧 神に ょつ て講 をを 


た r . •巧 おの 巧大 をる 巧 命を 巧 巧 せよ！ 世が に 巧クて 巧ミぞ 命、 卽 ち、 が 於 斬 かを 宜 す* 

ち 詔 巧、 歐装化 助す る货大 なる 運動を 巧 乎と して ホ ひよ、 そして 博 巧の 巧 神に よ クて證 をが 

I せよ！ 舅； 9 力には 富 S 佑が がは ためを、 東 力。 シ 7 には 平等の 蜜が はを めいて 吾 

ろ さらば 諸 君は、 この 幕が の 中間に S の 巧を 巧を をち 卽 ち、 人閒 と人關 との 閒の霎 

の 巧を 巧な と 辟が との 側の 囊 のがち 巧 族と 巧 族との 閒の巧 巧の 巧ち 大陛 と大蜡 との 閒の巧 

巧の 巧ち かう して S 巧め てお 州は 世 巧の 中を なり、 フランスは 競 苗、 むと なる で 

あらう*-*」 

あ委 見受けを る S でぁるが、 フジ 1 •メ i ンリ ，ご 一大 潮流 ター 面に が 5 S 性を 巧 
て^^^^^らず 常に 困产 f , •メ 1 ソン 結社ち ミ网去 結びが ミう とがめ ミろ 
英 曲フリ I メ — ソン ぉかい 襄卽心 家か篆 い！^ をい いいい、 歡お いい.^ いジ 
.^1 は、 フ，！ メぃ ru ぃ聲寡 i 新 をたぃ 备沪 い かか 心 かシか 言. 

る 0 

巧に 一七 It 重 及 •ひ ー セ a i ミ < ゼふ 『7，' •メ 1 ッン 91 大囊』 とい ム塞 的が 說に 
がて、 デモ クラシ 1 世巧義 酉の 思 おを がづ をを がを ミ猜 神と しなくて はなら ミち フ， 

‘ ンス大 。'ソデ 附の 巧— の 安 ホを もつ て 話つ た ことがぁ つち フリ ，•メ ，ソン おれの なお 寒る か 

第一 系 フリ— •メー ソン お 巧 

•S ニニ 


第二 部 フリ— •ィ 1!/ ン 巧せ 一ニ ニ 

父 ラル ダンは、 ー セ 四 K 年に が 名な フリ I •メ I ソン ホ苑 なお 滿 『フリ I •メ ー ソン パ 巧 論. = を W 版 
したが、 彼は 苗時旣 にこの ラム ゼ I のな 述の巧 本 原理と レて 「白 も、 ザ 等、 巧を」 とい ふ おぶ を がげ 
てゐ るが、 これが 數 年後な 巧 上に フランスの フリ ー •メ I ソン リ ー にょつ て合肯 葉と ィノて 逆 ばれた の 
であつた。 

巧 米フリ ー •メ ー ソン リ ー は デモ クラシ ー 剧ぶお 態に おし、 この 嬰 求を 持 巧して 化 巧し なかつ た。 
芙阐 系フリ I •メ I ソンを 除いては、 がを、 デモ クラシ I の 思想と 自由主義の 原理と が 傷 けられる 巧 
では 何處 にがても、 ロッ デが 巧 抗的態 巧を あつて ゐる のが 判明す る。 この 巧 か 棟な が 巧を 傷け てゐる 
をが フリ I •メ I ソン お肚貝 白みで あるか ど 〇 かは 大した 事では ない。 かくて ルィ 十四せ、 ルィ 十八 
世 及び シャルル 五世は 『フリ I •メ ー ソン リ I を 巧 部に 於て 連絡せ る 三 一 兄弟の 『巧 まロッ デ』 に 所 場 
してね たと 言 はれる。 ヵィ ザ ー •ヴィルヘルム ー 化に がしても ホ、 彼が 同じく フリ ー •メ ー ソン おれ 
員で あつた にも拘らず、 フランスの フリ I •メ ー ソンは 一八 七 一年に 極めて 度 酷な 方法で 巧 巧 のぶお 
を かつを。 ナポレオン ー世は お、 むの 部下を 巧みに 結れ 巧の 位 担に 附 かせて、 ある おを ± で。 ッ デを 無 
まなら しめ、 これを 自 みの 目的に 巧 立た サ ホので あつた。 しかし 彼が 巧 化を 去つ たを、 ルイ 十八 世 ホ 
世 下に B ツ デが 巧び 化を された おとなる に 及んで、 P ツ デは、 ホ滿を 抱いて ゐホ巧 お ホを 的 及び デモ 


的な 連中 全 ほの 巧を 所と なつた ので ぁる- 
N し VJ を ^ ) I • >t / k ; 


ピすル •ジャン •ド 


ぺブン デュは， を こ 


世 下に B ッ デが がび 故 巧され をが となる に 及んで、 ロッ デは、 ホ滿を 化いて ゐホ巧 かまを 的 及び デモ 
クラ、 r 的な 連中を ほのき 蒜と なつた ので あろ ピ , 

ス 夕 f — 着を— ヵズは、 

fr ソデの フランス ま部乂 着の 化 置に さへ ない 

か ら yyi、 f f I 言 トラ i つて 

か f な ことには も 三 霧 唯され るに 至つ たので あろよ し フラン に ザ ミ 

巧^ ン？ 表舊 —ff I なぃ if I つ 了 む^^、 メ 

^ に、、 て さへ も菱 is 度に 封す る蛋要 な發冀 見られる i るし 

い^;; ィずン るの 厅 rr デ—』 (53"。 f 。) 菱 ベル、 不 ( r や r ィ不; :: 
太 〇 力 代表ず る 所 調 票— 逸』 (十 甚お 前半の 巧 进にが ける お 太 令— す 
なする 巧 合には なりで あるを であろ にます る 細 なを ち 

同時に 1、 冀暴 

巧の みさ 化 if I ミ。 r I 

此の f ろ*」 T 震、 i ミ 7 6 萨 ご シミ- - i が 望した の も 

兰ボ； -メ ーな f メ ，ソン ili — ち 


# 


夕哀 7，- こ— ッン結 巧 一二 巧 
そこで、 ホ 命な かの 狀 巧の 巧 建を 目 侯と して ゐた シャルル 五世のは 巧の お 面は、 大巧 分は、 これら 
の 新聞の 巧が に 巧 けられて ゐ た。 

この 巧爭は 同が に义 、二つの な 乎、 卽 ちフリ I •メ I ソン リ ー と カトリック おとの 閒 のホ剧 であつ 
た。 が 含の 巧 かしい 示 巧は、 この 年 巧 巧び パリ 巧 上を がり 步 くに 至つた 巧 列が それで あ 0 ちな し自 
由ま義 的フリ ー •メ ー ソン おな 員 連中 も ホ、 そのみ 力を 示す 爲 めにあら ゆる 巧を を 利用した •一八 二 
年 十一月、 熱、 むな フリ I •メ ー ソン おせ 員で あつた 代 ||± フォア ー が 軍が 死んだ 時に、 化の 葬 巧は 正 
五し く 自由主義 的 ブル ジ m ア I のかき ち ホの 示 成 運動と なつた。 同時に フォアが おの 未： J 人 や 巧な の 
巧め のを 附を お窠 は、 このな 動の せ 後に あつたを 本 力を 示して ゐ た。 卽ち このを 附 金は、 想 計 巧巧フ 
ブンを 巧えるな に 上つ たので ある。 

，もぅ 一つの 巧を は、 ちくからの フリ I •メ I ソン 采苹命 家 ラフ アィ ユットが、 一八 一二 0 年のを 巧に 
巧った 巧 巧で をった。 彼の 巧 巧を がって P ツ デは 大 々的に が 巧の おを 設け セ。 市 W 冠 とげぶ 巧 巧 ある 
巿 巧に 巧へ る 巧 冠と 巧 利の ちが 巧を 佈 つて、 巧 大な凱 おけ 進が 巧を なり ホいた ので ある。 

巧知の かく、 一八 so 年の 六 巧 単な に 於て シャルル あ 世の 治世を 類 巧し、 摄 初の 勝利が 肖 山 ま お 的 
な 巧 巧に 歸 しわ。 『巿 民の 王』 ルイ •フイ リップが 王座に 上つ ホ。 化の せがの 中には フリ ー •メ ー ソン 


U 義^^ 三 星 f 


— OililIf 2 

，，ミソン ？ f 7 iif i •柔^ — には 擎フ 
と— ミ 『ホ—』 ミの if i の— ^ は^^/— をの—。 

ち この 勒ま蓄 ち 一八 四 八 年 音の 赛 となった。;:; の—^^^ させる ことが 榮 なかつ 

定ムハ 人？， •メ ，ノ？ ^ 買 い; F ソプ i — 上— 素は、 そ？ f 《 

も 加つ て 管、 彼は ホ；^ rr ミ 中 i 交 f JI •クレ f 
‘ "アン 家を フランスょり 立ち去らを るに ちっと。 く。 

— 2 ^;rvf I 

♦負？ 面を し、 蠢を 述べ 5 恵を 巧っ た。 ほ 巧の 他の 7? •メ I ッンお 賞と 共に かの 

さて この 時から フランスの フ？； 1 

t — らか 養を 持 fi — 友^。， i とを—」、 巧— 證は 結て 
■^ポ レ if If ぶな ミを。？ 

si し— ぎ まった。 彼は ' i ょ if f 速の 
ヤン 元帥— を 7? •メ ，ソンの 系 寒？ 一と 蠢: に/ クお r 芝 そことの ミ： 

を 系 7 リ！ メ— ソンな た たもに ク レミ ユ— が ナポレオン I 舌 

、 ニー 左 





謹 i 



第二 巧 フリー •メー ッン結 巧 


二 一六 


の危險 なかとな るに 至つ を、 UQ お乂人 AJ をは、 7，， •メッ 結學肆 蔚 み英雙 の化 仏と 
巧お乂 人組馈 たる 『世界 骑太人 间进』 の 削 立が の 地 化と を 兼ねて ゐ をので あつた。 かくて ナポレオン 
ミ世の治世下にがて、 ；デは父も巧抗1中の避稚所とミをが\。';,石中 か：/:へ'^;、 、一：；^ 
四 八 年の 鸭 おお 大臣 アラ ゴ 、巧に アン 9 •ブリ ソン、 ジュ I ル •フ 、ェい V 口^、、 一い い、 一 和が 〔、 
い 6 い い ； い ：ン：^斬 ^かシ15|斬がぃぃ ッ かい 'ス ； r 'フ 'ル >; 、ン 、 ご '1 、ル • ：ン 'モ、ン 、1'ァ、ュ が 'ス い 


共他の晏ぁのデモ クラ シ，ぁび自由か黎备4-が4-みツミをが？か。 そしご r<b 1 がにナポ レ 
オン 111 世 かが おがれ となつ セ 時、 c れ 等の 述 中が 巧 動を 閒擎 るに 至つ ち 

〔2 〕 い もの、な、力'に^かをんの、ブ、ルジ を女、のが；< 

その 巧獨 逸の フリ 1 •メ- ソン？ は 色々 な 巧- 5 にょつ て、 化 ホに 巧して をの かを 巧 割を が じて 
ゐ なかつ を e そのな も 巧 おなお 冈と巧 かされる のは、 十八 世が 义び 十九が だが 巧の 巧 逸の C ッ デが、 
巧 太 人を この なれに 入み せしめる かを かの 問題に おして おった ぶぶ 的 お 巧で ある。 紙 か：^、 の；^ が^ 盼 
しては 巧 側で 尙 ほお 奈入ホ 關槐が かられて ゐた 斯^ 十八 化 だの 巧 逸では、 かな 的に かく も 化い 化 粗に 
あるを にや 等 樣を與 へて 同胞に しようと いふが かきは、 を 賴の行 巧 的 論な にも拘らず’ 巧 おお へられ 
たいこと で わつ た。 


ミして 獅太 人の 巧 動ち c ? 等 f 化づ巧 逸の 
ァ 巧 をの 內 部から 閒 ひかり、 巧いで 阿 


フ？ ^ 


メ I ソ 


ン おせ 5 巧 部 K がて、 ご •シヨ 


^ くして f ia， til I の 71 
ァ f 內 f 雲り、 ホぃ？ 、、 i 巧 i 了、 ご ジョ 

れ ていつ ち ？ 么 白ぶ びを 的な 霎 なか 卸を 占める 巧め にけ は 
辑 太閒趙 論を の當 初にが て、 - 

.ミを S おれ のキ赛 が 本 原理 2 に 巧 逸 ご‘^'^ _プ に 取つ て閒 斑と ミミは、 V " がい 雾 
ぴ投趴 * い和齡 するとと 理 の— 逸の.。 ッ デを 確立す！.、 そして sf si 

この i アン f ソンの 說—てま 持され る ことに 

にがて、 人 f 寬 f に 餅す る 化 のち へを をく‘： 一装 的轰 から お 分？ の お 『おき 霧 度 
其の 當 時の ちへ ホ にがつた 譯 である。. .お 的ぶ 埃 力ら 展队さ 甘をから であ-つを がつ 5 は 

、^の 館は 各— 叢の 信庸— 打 せんとし ホので ある；、 『そ 、： 

ナ ると 言は ねばならな ミミ ミミ る 力 同時に それは、 極跃窠 をげ 暮 

巧佈 ロ ッ デの 場か結 化 曇は、 巧に 十八 世 おに A 、、 c ち^、 

を iQ If I をが、 i 累 斯^。 いが^^を 持 f でを 。 ミが 力 

ミ f 勘は I セ—, ミグ 逸で い 入 人;.^^ 卜 f 運— に ii る。 
夕お； - •ィ -ご おな . ル トカル 巧 お 义人云 入が が 處ごッ デに 化 


が一 一巧 7 リ| 


ツ y おせ 


二 一八 


入の 許可を 得たい と 申. 込んだ ので ある。 地 ホ n ッデ 棟染フ オン‘ ユク スタ I は、 ー セ 八 セ 年に が乂人 
巧 問を の 巧 入を 許可す る 原則を 認 むる 旨を お 明した； - 

このを 述べて 置かねば ならね ことは、 これと 時を 同じう して、 フランス 及ぴ アメリカの 猪义 人は、 
ちが 位階の 設を によつ て、 P ツデ 生活に がける 彼等の 化 置を 巧に 確立 せんとして ねを ことで ある •が 
にフリ ー •メ ー ソン リ ー の 儀 巧 上の 巧 巧より 見る 時には •このを 展は旣 に スコツト ランド 儀式 ロツデ 
の 高 化に がでの みならず、 ミス ライ A 儀式 ロツデ 及び メ A フィス 儀式 ロツ デに がても 見られる ので わ 


亞巧亞 同胞が 駐 には 夕 おのな 巧の かに、 イザ ー ク •ォツ ペン ハイ マ ー、 ヒル シ A •ゥォルフ、 ゥォ 
ルフ》ナータン《リープマン、 ヤ1コブ》ダツツ、 マルクス》ヤーコプ《シユレージンガ，等の をが 
が 見 まけられる。 が 曲 長 エツ カ ー •フォン •エツ クホツ フェンは が 苗 員を を 『イス ラエん』 とさへ 稱 
して ゐ を。 『お 太 人は フリ ー •メ I ソン お肚 員と して 入會を 巧が される でぁらぅ か、 又 許可し 巧る もの 
でを らぅ か』 なる 寒は 彼の 手に をつ たもので をる。 斯 巧に 掛太 人と 細が した このな 族 達には 資本家が 
夕 かつをが これは 辑义 人達に 金が 的に 化 巧す る樣 になつ てゐ たから だと おお 出來 るので ぁる。 

一八 〇 セ 年 八月には が 本 的な 轉 向が ちつて、 ロツ デを 設立す るた めに フランクフルト •アム •マイ 


八 o 七 年 八月には が 本 的な 轉 向が ちつて、 ロツ デを 設立す るた めに フランクフルト •アム-マ 


ンに ユダ卞 人が 集合した ので あつたが、 その 目 巧は、 • 

『フラン K 大奮 SS 夏 7 ラ；； トミ •ミ 寡、 了、 蕾 55 要 i 試を の 

といん のであつた。 、 

、 {が.^— 神と す—： ッ デは 暑 f ぃ i をち 誤を r ；； い 
ソン 運動 歡私襄 お^いむ。 、 

恶 評の 高ぃ 筆名 ご 本の ル.. ドゥ ィヒ •バル' ソフ はこの 口' ソデに がて 會員 として 持 5 されて、 巧 

讓結 肚浸囊 美け 持ち、 芸を 誓 G 代表？ 去； 重 並ん 5 を’ へを 黨 を？ 、ち 
& 人に とつ 墨— 2 も— S 蒙投— I 。 養 1— 去— るド奠 

とぞ ひ、 巧 逸人を 稱 して、 宛 もちを おゥ 乍ら ま 人の 『持 つ て來 ぃ，.』 と 言 ふ— 應じ てえ i 巧 
を臺 のがへ 持つ て ホる 下僕の 巧 族 ガと言 つたので あろ 

、更にじごッ^^合貝には、お太人がなのも三人の励ま么かか心；,六六いい：4いかがわ 
が、 じのを は、 一な 八 年の 窓を 貧を のを 貝菱 フランクフルト 围 おを 薄の 華 i をにまで なつ 

> 二 巧 フリー •ィー ソン 時 ； ti 

一二 か 


‘货太 人 ィザ ー ク •ク レミ A 1 も ホ ー八 四 0 年 十二 巧に この ロ ッ デを 訪閒 して、 大巧を の お 巧を をけ 
表 上に あぞ か 貝の 稱 がを 與 へられ た- 

この 诉太 人。 ッデ のが 立 お 達は、 フリ ー •メ ー ソンの 二つの まを ホ 巧で ある フランス 乂お 社と ち 巧 
大日 ッデ とに 保 蓮を 巧賴 してね た。 それ 故、 彼等は 平等 巧の！^ おで、 巧を P ッ デの 側から 化 悼の 中ぶ 
が あつを 時には、 かの 英佛 の二大 C ッ デに 授巧 ぶを お 請した。 

例へ ば 一八 一九 年には’ II ン ドン 大口' ソデの 代を 寒る 稱太お 社員 ゥ オルフに おして、 在 ハ ふご 
グの 一一つ Q a ッご をゲ オル ご曼 『アブ ザ こ』 の 巧 動に 脚し、 英國大 a ' ソデに 訴 へる やぅに と 
の董 巧が 巧 へられた。 とい ふのは、 この 二つの P ッ デは 『化 日な』 のみな 迷の 入# を かを しをから で 
わろ AJ e 理由 S をを お 社县ゥ オル 7 は 7 リ- •メ 1 ッ 奮 大巧が サミ； 公 巧と をな おが 
それに 關 して ホの かく 報道して ゐ る。 

「敗 下の 仰廿 では、 そ Q ホょり 中越され た 巧 かに 細して はを く讓 の餘 地は ない 故、 ごご グ， 
f ソデが 卽 座に をの 化議 をな 巧す る 幕が 望ましい との 事で あろ それでを しこれに 應 じない 媒 なは. 
この ハム ブル グ • n ッ デのを 員に おして 巧ての 巧闻 。ッ デへの 入を を 化る するとと を 訓令す るで ホ 
らぅ、 と 抑 サら扣 た。. I と • 



らぅ、 と 巧 せら 昨た。- と- 


—ん； 回 

おする連中 —f と：^ミ ii j 6と| 聖曇、在£つ て巧 

みの。 ッデ)『 ビル ヶン 7 ュ 

卜 i 人。' ミ— f 、|<警 誓ゐろ B く、 ? ンク 7 ル 

•マ ィンの 『 I 』 及び 『7 ランク 7 ミ 巧 f い— 

ponollf む； デに！ A :: 

英田。ッデ蔓| の y y を」— を— し •义 
であつ たのて 養な ホ まのを を 彼 等と 紀び かく 事は 榮な ミ々 

これらの お肚 5 化 謗な— が、 巧こッ デ S # なにが ミみ でな' ^ ^ f 削 もな く 
蓋の 同— ち 維で. i て も ホ 

みので—。 f 巧に— 規則 に化つ て のみでを < 、义、 f if る こ— め 
を 岳 7"- •メ —ツン 巧，： のみてを くを 力ら な るれ 想の 連帘に ミて 巧々 と 


こ 二 


\ 


を 京 7，11 こなせ 


二 一一 一一 


1 聯の關 係に 人る 怒 ある 事を 認&た 《で ホる。 

さで 乍-中中の メ 1 ソン お y 、 猶太 メ 1 ソン 結社な を 入を ちめ るかを かの 間趙が 巧る 管メ ，プ 
ン を 議 S 臺閒 題と し S ちされ たので をを、 この 助 品」 5 二 側から も ホ この 蓋に 化つ 
て じの 即齒の 論 薄に ー クの冀 をし ょぅとして ゐ るの. であろ 我々 に 誤りがない とすれば、 ホの 化 
* 口' ソデの 見解は、 を 言を ば、 巧围メ 1 ソン リ 1 の 制 巧に 從盾 でを ク て、 8 の 信仰の 差違なる 
ものは 一 斯 かる 信仰が 結局 S と C ろ 一個 S な 走 無神論 S せを ない 化り I メ 1 ソン 聯 S 
から 除かされる C とはない と S 本 原理を 認めて ゐ るか さ。' ソデの 見解は、 ホの かき 結 化になる 估 
巧を ちて ゐろ卽 ち、 斯 かる 問 越は 巧に 抽み的 原理に 脚 係す るに？ すそのみ 应的適 H はおめ 
て 稀な 例 法が て S み货け される 忆過 ざない、 と 言 ふので をる。 「お 交を 現 蒙る がま、 忙 、 S 
が 彼等を 知？ わるが ま、 にち へる. ならば、 載； 馨の 知識と § s ずる 所に おつて、 メ 1 
ブン 結が 貝 とし S 苗し 得ない や ゥ—太 人 寡ん ど 無い か、 又は 全くない こと£ が 夕のミ 

る。」 — I C れ富 をない 慕なる 偏：： を 管 超え 集 S 葦 多く 8 か 5 が 信で ある 

がし 义爭 ふことの 窠 ない 或 K として ホの 事情 も あるので ある。 卽ろお 太 人が 靈 のみ 地方で 典 
な 的 地位を A めて ねる ので、 巧 逸の 离 いおを 人捷 は、 因 巧 望 巧のを く かけ 巧れ たか 贊か にがて 


•舅 人と 連絡し、 お 太 人 s , をく 人間的な 寞 s して 一— 細な 見が を s 含な どは をく 稀な の 

ホ レで 二つの 锅太人 n ッ デと 訪問した ことに 就て ホの 夕遷 されて ゐろ 日く、 

「じグ ニつの 口' ソデを 訪 もしを 時の 印み を檢 おしてみ るなら、 がは こ S つを 證 のぞ 巧れ 
た 帝 玉 巧 (苗、 •フ， -;-ッ シリ— を 巧す) の 仕事場と 同等な ものと 認めねば ならぬ。！— をら の 
人-*^ にかつ て、 メ i ンンリ 1 はがが を宗敎 、むの 朔 をる 段 拜巧爲 である。 I さて 透で これら 
^ 口' ソデの 人み に 腿を 搏ず るなら ば、 正に この 二つ ご' ソデは、 フランク 7 ルトの 愛人な 香の 
巧 神 的に もを も® を 人； 綺鮮 を— として ゐ る。 义お S つた 人； ぅちには •そ 送 動に が 

て當 代 Qf 畳を 人 含 ミ 霊 ミ、 i 夏 ii ホ f 了、— 信仰 
者ィ閒 f を じ了賣 QS 中を 寞な步 を 4 て、 吉 高い ホ 明 8 う 啓 ミ く、 

4 が あつた。」 ‘ 
ミな 調子で 報吿 はがいて 巧く。 この 辑猫 的な 惹 のな ぶは 閒も なく 現 はれる にち つち f 一、 
尝年亿 ビ芙ン 7 H ルト の 『誠 S ご 'ソデち 堯 かく 報 妻る こを 累 たので あろ 

「 ••：： あ— i — する お— I 。 ツ デミを 1 、 I 。 ツ デを 通じて— 

第二が フ ダー •メ — ソン お t 


ニニち 


I 良 


Hi 




を 寡 集. k , 直.：^ s - を，.. 買 其 謂--, 登」 譚 f — 


第二 巧 フリ — "x — ッ y 巧 巧 


ニニ 因 


お 上 聯盟に か へられた。 

巧々 は これら 同 荒の 巧 得を が おする あらゆる 巧 由を もつ もので みる。 

而 して か* Q 期待ず る おは、 靈 S を。' ソデが 襄と 誠赏 とを 待つ 富な 巧 逸人が ミ 命る」' た 仰 
のを 異か巧 こ. 拘ら ず、 7 ，i メ 1 ソン 結せ に 加 人せ しち 义 をの 集に を 加せ しめる ことを 化げ 

られ ない 時が 遠からず 來る ことで ある。」 、 

このな 例は 化の すべ ミ 巧 合を 代 辯す ろ襄 いが 抓 永' 口‘^ 尸^が' へ、 の 養と 同時に 巿 ぉかみの 
かが ^寶.^ 4 ^}載斯 11 |かかことは、 靈の フ ， 1 メ 1 ソ ンおれがは前を烏、ホ托がの巧が 
で ホつ ホ C もを 知る をに とつて は 白 器 S と 思 はれる。 かぅ して 巧 A は篡の 蜜れ をが お 太 人の 
差 化が まし さに 巧して 益々 慧巧 にれつて 巧く 芝 知る ので あろ フリ 1 メ 1 ご おれ 円で、 な 江 
の rf 巧窒 sss ま 持ぶ でを る 夫を 持つ お 妾 ラ 1 ヘル •ヴ 7 ル こ 1 ゲン や、 猶窒 こ， 

エツ ごへ ルツ や、 ド*! テア •パイ トシ ユレ 1 ゲル、 メンデルス ソ 1 ンの跑 で 791 メ ，ご 結 化 
員フ， t ド， ヒ • 7 オン： ン tl ダルを 夫に 持つ 猶塞 ド。 テア： こ レ 1 ゲル 等の 襄 サロンに 
がて は、 ホ 巧 贈な が 猶太 人と# 电を れつて ゐち C をの サ P ンの 出襄と 化を るぶ は、 ハィ' ノリ 
ッヒ •ハィろ H ド ワルト •ヵン ス菱 ペルネ 華 バル 1 フ 等の 锅太 人の かに、 フム ボルト 累 、、こ 


ブ イェ こ‘ ソ ヘルぶ ぴ プロ シヤ 王子 ルイス •フェルデ ナン ド 等で ある。 

巧に 『留 社』 ご ソデは 誇らを ホ S く 報 おして ゐ る。 

暑 時。 ッ ffi . 妾 ル， プ— 、器— されて ゐ たか i として、 こ 主 
に 特に I 八 男 一ち 手日附 S 培を のこと を 述べて 恩く まにしょ ミミを には、 义 si 
して ある 王 S 文 菩が證 明して ゐる夕 、特忆 上級 將— が倘人 8 加を 案妾ゐ をので みる。 
夕絮軍 入の 參 加を？ からみの 如き 名ガ けを 累 這を • W 令な フォ ごご トホ 1 ルト がを、 
都 巧 指巧官 デ！ ソみち 副を フ オごシ ヤイ •トリン 中 あ - 

の報吿 には： かに 十八 名の 名 力 寒て あるが、 その 大部分は 巧 族 出の 襄連 であろ 
C の S を 個* e 點 に！ 岛 つて AJ れ堂 記す ことは、 餘 6 技くなる であらっ。 がれ 忆サ ょ、 二十 か紀 
のぎ 切に 於て 巧囊 笑。 ッ デは？ お 太 人を 同等 S 利を 持つ み M とし 了 入 5 おる おぶ とな 
つて ゐ ホので あろ 巧 ー ミ 『巧 プロ シご 大口' ソデ だけが 愛人み 口を ちで 寞 、しかし 『お 時 
^1』 として そ S 入— て ゐちこ S 、 この 二 つの大。 ッ デは、 f ストの わ— か 

巧の 入—— ff、 f 勇」 た。 が il け囊 A 纏ごッ デに がて 

辜 等 巧を 持つ おれ 貝と なる まが 出 ホを？ ある。 

b ■ I I 


巧 二 巧 7 ジ— •メ— ツンお 巧 


- ゴ ーぶ 


巧 二 巧 フリー 《>1 ろ 5 t 一— 

この 畜の發 度は 二十が 紀 の 巧め にがて 完 おしち 隻附化 SI には 疑なる 講臺 が— 
的で ぁつち 暴 && 於豁 緊 いか 軒^、 繁^を を 换も奠 階級 もこの 閒 強に 側して 
は 天 巧の お 重 失 5 ゐセミ ミグ A 1 プこ部 寡 妾と S 數 S 爱寒 5 をに をが さ 

せられて 了つた。 

?〕 灭セ〇 ちま lisu ミ 8 はか S ける 8* 

一八 セ 空は 降の フランスの 政治は 前述の かく、 その f が この 奮の— 下に ぁる 自か 裏の デ 
モク ラシ 1 政治を にがつて 支配され てゐ ちその 蒙は 巧 逸に なず る 化 巧 叢 や 包駐襄 にが はれち 
かくて 裝巧の 領袖で 堇フリ 1 •夕 1 ソン 結 費 レミ •ガンベッタは フランスの レ 盟正惡 
直を 巧い ち 7 ラ N K Q 7 ， i メ 1 ッン 的 デ？ ラシ ふ 利害を 痛く 傷け た獨 逸に ¥ る 反抗 脚爭 
にがては、 かがなる ホ 段ち かがなる 同盟 阔畫當 な ものと されち 斯 くしての み、' ソア 1》。 シアと 
の髮 な— も 理学る ことが 裝ろ プリンス •オブ •ウェルス 時代に 苗' 梁と を 巧 阁フリ ， • 
夕 1 ソンり 1 を 率 ミゐセ H ドて •トセ 世に も、 この 結 化との 關 係が 至を 言つ ち ウイルヘルム ーー 
せの 巧 逸 帝 凶は、 C の 國際的 蹄 合の 巧に おして 無力で あつち 特に、 塞に 猶 をし フリ 1 メ 1 ソ 
ン！ 化して ゐた奠 の 諸 お ㈱ に 於て は •巧を におし-て 信ずべ からざる 耕を が始 ミを この 耕 巧は 


ゾ y 巧せ 


一吉 六 




ンリ 


1 化して ゐた世 巧の 諸 お㈱ に 於て は •巧 逸に 巧 去 信ずべ からざる 耕 錠が 始ま ク ちじの 耕 巧は 


ナナス 巧を § する 護の 攻？ めての みを の達 ホを 妊 曲して ゐる 。カイゼルの 巧を 《ず 乎 巧は S 


-- これら Q グル 1 プに 化つ てひどく 誇張され 、又 利用され ち 79! メ 1ッ ン？ SK 。 ふンや 
概念は、 CS 獨宣傳 S 立つ f 用 ひ' られ た。 獨窘 サ 1 ベル 屬義が デモ クラシ ふ 口山を 巧 
巧す ると か、 プ 。シャ S 冒 的服從 S 神と ミロに され、 これに 封して、 7，1 メ 1 ッンリ 1 巧 
化 人ま莲 S 巧 念が 對ぶ させられを。 努 ルマン 的バ 1 パ， J は？ S を 文明 広巧つ て危險 であ 
ると も 言 はれた ので ある。 

それに も拘 はらず、 靈 ごッ襄 養 S 親 陸と か 種族 S 震を い ムィ デォ nT を 阿 執し、 巧 
逸に 替る 南踩系 硬び 巧闺 f' ソデ 待另 行動を 庇 ひ、 义辯 逆し ょぅと 巧め セ ことは、 彼等の お 太 問 
巧に をる i と 並. ん でおひ巧 いえが であつ た。 みおの 讓 的フリ 1 •メ 1 ソン S にがて、 世 華 
巧ぶ び閣巧 的連帶 S 閒趙が 巧 S a ッ デの 貪を も 巧へ て 巧な され yj ゐ る一畫 は、 7，， •メ — ご 
おお 員を る 政治家 S 仕事は 只 すら 巧 逸 QS を 島と して 進 全 ゐた召 あろ 巧 揀な發 度に がて フ 
ブンス 及び 英阐 Q 宙ブカ 政治 上の 問链 y 重大な 巧 割を 演じた C とは 推祭忆 巧く はを い。 而も お 株た 
てフリ 1 メ — ツン？ 的な イデ f ギ 1 忆從 つを 烏 設累隻 的に いはれ てゐ て、 雲 制の 塞 
下にを る 中な 諸 困 § 民族 Q 『解 故』 とい ムス： ガンを 一 离间菱 の 52 前な 忆巧 おされて ゐ 


巧 二 巧 フリ| 


ッ y ねな 


こ ー セ 


#11 巧 フ j 


-プ y 繪せ 


ー ミ 八 


たので ある。 

〔4〕 この 時代に がける 巧 逸フリ I •メ I ソン 括 お 旨の 態 巧 

おな 系裘 巧阐ホ P ' ソデの 連中とは 巧對 に、 巧る の フミ メ 1 ソン 幫は をは 白 口の 寶 のぶ 巧を 
巧みな かつた。 

巧に 锅太 人。' ソデ、 望。' ソデ 菱 S 逸の 人道 塞 的 7 ミメ 1 ッン 結を、 をく 白 か 蓋 的 デ 
モク ラシ ふ ！： f 91 メ 1 ッン奮 S ホで であ ミ。- 是を 裳に 直るべき 闽巧的 庭なる S に 

ひつか、 〇てゐ たので ある。 

义巧かる：ソデは、 繁い’い^^^のザ等謹得運動忆蓬をし、 お太巧趙の討議忆教中し、 世巧フリ 
1 タ ー ソン リ ー の 日 的と やか 主義と を對 みとした 阐 おを 謹に 參加 したので あつた。 

かくして 巧 色 人 B ' ソデの ホ 詔を をる 岡爭 にがては、 巧を の 7 ミメ 1 ソン， 1 は裹 をな じち 
特に S な 791 メ 1 ッン ，ふを— で、 ライプ チ ッヒの 農れ で& るお肚 な7 イン プルは、 巧 人 
a ッ デの ホ 認に盡 力した。 

ボストンの 黒人 大 n ッ デから お 社员フ イン デルに 巧して 巧甚 なな 息が を 明され た。 

巧は を mi ッ パに おして 黒人 P ' ソデの ま 張の 代表を となつ ちフリ 1メ1 ソン 百み 冀の 中には 


巧は を mi ツパ 忆對 して 黒人 r ソデ S ま 張 s 表を となつ ち 7,1 メ 1 ツン 百科が 典？ には 


フィ ン テルに 關 してみ のかく 善 れてゐ ろ 

巧 管 \ 一 巧;: 、 重—— と i — とに 

.〇 をを ？ こ 誌上に がて、 アメリカのを ク— ソン リ 
ふ 承認 i — つを。— が、 ボストン f ンス •ホ 1 ミツ デは、 彼をョ，。' ノパ 

の^^-^ 君 ^' f ilii 暴し ちそ cici — て、 蓋 

の 大寞ご デに よつ て黑 入。' ソデが み認 される やうに 盡夕 を。」 


巧 ま 今 リ—ィ I ソン 巧な と 巧 巧 ま 

〔1〕 g 含 ■價に » ける ロッチの 巧 » 

一 >1 凹 iis 勃薦 する f メ 1 ツン S — 力を 明白 曇す る 巧に、。 ツデ 

でぁらぅ も i 真—— 表— 

ま-諸 茵 も— f — まれた。— 西 ミツ デミ 1』 

の大 が—、 同時に ジユ t ヴの フ？ メ 1 ソン？ 世が 事 巧 局の 長で ミを ヵルナ ユ， ル •ラ 
さ I が 7，- こ— ツン おた 

i 



第二が フリ— •ィ— ソン 巧せ 一 旧 〇 

ント とい ふ 名の おおの か師 は、 巧が 巧を 及びを の 軍 おの 巧 唐なる ことを 說 謗した 巧が をを きがら す 巧 
に 巧 動した。 

が 太 利が 獨逸 のが 側に 巧る に 至つ た 理由が、 フランスの 大束 せと 巧 巧に な 力して ゐ セが 太 利 八フリ 
1 メ ソン リ I の 巧 謀に 巧る ことの 夕かク ホを ちは フリ I メ ー ソン 結社 貝す らも 巧な しては ゐ をい。 

大戰 中、 聯合 國や 中ぶ 围の フリ ー メ ー ソン留 おは、 を 誘 やを 譲に がて、 やかの 締結と その 宜 傅に W 
する 諸が 件を 論議して ゐ たので ぁる。 ， 

この 助に がて 特 啓を する 點が夕 いのは、 フランスの 大束肚 及び フランス 大 。ッ デに ょつ てが 巧 さ 
れたパリにがける 『1 九】 七年ス巧二八、 二九、 ーーー〇日の蹄合巧あび中ぶ围の フリーメーソ ンリ1# 
議』 であった。 

.化處 にがて、 後に 設ぶ さるべき 閉巧 聯盟の 計 まが 討 まされな おされた。 义巧族 自化巧 並びに ォ ー ス 
トリ ャ あび 波 巧の 國統 をち する 巧が 迫 お 族の 巧ぶ 巧が 論ぜられ、 ア ルサス • トリン ゲン 及び トリ 
H ストの 割讓 がを 求され セ。 


をの 少しは 前、 かの 十 叫箇條 を宣貢 し 志操に がて W 逝ず る 所の ある ォッド •フエ n ゥ (註、 フリ— 
タ ー ソン リ ー 巧の の 祕巧結 か)# 貫 ゥィルソンに 巧して 敬 寂を おする を 報が 送られた。 そして その お 



封:;:: モク ラシ ，— f 

つを。 ミ おがと 按ブ 十る c とを 榮 Sts で ホる」 とい ふので あ 

。旣! ッン ，，の f f ッ f —II 

巧？ rpd ッ rf は、 畜 i ぁつて、 一 f I へ、 巧 
がかく も iff — ミ馨 上。， 巧 一^^!:。 雲 i が 

の—る II は、— に當 つて、^ :: 

ハ；-" ットを 雪、 そ？ で獨逸 7? メ 1 ソン？ と 7 ラ x ’ 

1 ソン？ との 對立 をな ベた て、 ゐち 7 7 ン K • 7 リ—メ 

い^ 巧 逸^^ 巧?^ 部- 2 現 はれた も— ち 4 歎,, 

、、い. 中ホ國 口' ソデの 劈を rf いい； い ru い 賢 が；； 4 - い、 

ぅと かめた が、 ミ 貸は 祭 か歡藏 々趴 い爹只 何が 心。 巧 护が碗 f 中へ 入ら 
世寞戰 中の 巧 逸の； デの 两 たま 茜 

が一. が 7 "lilif 表— — 姿ゐ みかは、 他 ii 


夕を フ 


.ッ y 巧せ 


と 並んで、 一 か ー セ 年の 『巧を 7? 夕 1 ソン 靈報 普から こ 泣が これを ぶを して ゐろ卽 ちそ 
の 一節に 曰く 

「なに 巧 要な ことは、 養を 苗の 中に 罔 巧 ま 第 思考を 霞 さ fc とでを る。 CS ホは 俩* の 人 
にょつ て 巧され 得る も S では く、 現 貢の 中枢 部、 卽 ちを も夕 f る靈 にょつ てち 巧され ねば 
化ら め ものである。」 

サ寞戰 S ミ囊琴 号 農^ 5^ 悲ちミ i ミミろ 兵ま內 がに ミ 

.た 巧を のフリ 1 メ 1 ソン 結 化 貝は 所謂 戟塔 口' ソデを 建設した のて あ*^ ♦ヵミロ' ソデて は ホ ゆ 
系統に なする おお 員 ま、 がつ て 商れ フリ 1 メ 1 ソン 會 員、 巧 太 人口' ソデの 所 f 負 菱人お ま f 巧 巧 

サ奚： ソデの 所 置 達ち 困 民 塞て スト か P' ソデを 臺こシ ャこッ デの 仲閒 速と 賣し 
てゐたのでを ミ？ ッデ ii 現 はれて—」 い 困窮 養 審學 る—、 人 

に 巧い 街 《を 巧へ るに 足りる ものが ある。 巧々 はを の 中二つ を 巧り 學 丈て 十々 て ホ々 

一と 四 年 八月 一二 十日 おの、 巧を のな 會 民主ぶ すらが なほ 我* に强 制された 我 巧を 藤が をはつ であ 
巧す' る こと Q f をが 信して 居り、 なつて 戰時公 ほに ホ 認を與 へた 頃の 日附 S 巧が 囊襄现 ち 

て—、 i 曼 i， 21 賽 を。 i 請し f 香 


$ 


てゐ るが、 t の葉替 には 巧 逸 p ッ デのを 員が、 


ジ 


A に在る白巧を。 ッデを訪削—たことに供 


での 雲が 巧つ' てゐ るので あろ 蓋は ホの かくで ある- 

白 に r みは 委、— の 護を ち 去 ものと 考 へて ゐる アド； •ヘルッ こ 及び これに お ふ 
白ず 萬の 同を たち」 ィ f ぶ 

じた 巧いて 白 巧義 人 S をが あり、 他の 巧には かぅ き レて ある。 
r リ H ジユの B ッデ訪 星して 受けた i 友— をしながら ぃ 
蒙を 送ろ 戰爭中 にも拘らず、 をは 暮窒 人間性は 依が としてな 在して ゐ る。 巧」 に そ‘ 力ぐ， る 
これに 加へ て 巧に 注意して 置か 爸 ならぬ ことは、； デみ 員を るへ ル' ソ ユルが 5 擊大な 
ぶび 中 除 長と して S 事 的 地 化を おつて ゐをと 云 ふこと である。 がつ てこれ ;^ 
^^惡4をサ¥5ミたもので、 軍廉を意まミ5側の；ご錯けて巧^ ^^ごひ^ 

貝— を — f f である。 攀？ i 美い £f IJ へ 

言^^、 そを メ，？ ，2 重、 ご。 ィト ご' ソデ 暴す る靈 へしを f る。 

い 力し， ミト •。'ソデの 豪—、 か i — と」— が一 ff わ 
封す るか 何なる 證明も お出されは しない。 

サン •ヵンクン にがて f ' ソず 7 ノム 旭日 社』 が閒設 さお 一丸】 五年ーー 百十當 i は材 
第一 岳 7 >— •メー ッンお t 

】 皇 


をを t 襄ぉ な寶瑪 £; を 復删 み'..'. 


Bui 


さ 一が フ — I •ィ ー リ y 巧せ 一田 W 
雜 にを をなる 語調を も 0 て ホの かくい ム- 

「フラ ミの。' ソデ 含 曇に 對 する 特異な 細な が あ ミで、 戰 場。 ッ ずの 創な は 特に 巧 巧で み ミ 
サン. ヵン タンに 參 集した 軍服を の 巧を がかち たちの 方で フランスの 二つの。 ッデ のか 貝たち とた 
々的に 巧瞭 ずる ことに 巧が 的な 困難を 盛 じて ゐ をのではなくて、 巧々- の 側からは 巧が から 巧に フリ 
1 メ 1 ソンを 員 的な‘ むを をめ た 態度で 向つ てゐ をので あろ 加 ふるに 我々 は 化 づ巧度 かがり 返して、 
目を のを 員たち が自 々がメ ー ソン 結れ 員で ある ことを 打ち あけた フランス 人み 貝に ょつ て 導かれ 來 
る ことは 惊化 である、 と 述べ セので ある。 困 推の 原因は フランス 大 P ッ デが 巧 逸 P ッ デに 封す るメ 
，ソン リ 1 としての 細 係を 断ち切つ たとい ふ 事 寅に 基いて ゐ るので あつて、. じのを にょつ て ミン 
ス のみ 巧 セち の ホが ま 種の 巧 面め 困 巧を 感じて ゐ るので ある。 

巧* が 『正を とお 理』 《 ッデ におして 截瑞 "ッぞ の 開設の 爲 にを の跋 をの 巧 用を とふた 時、 じの ホ 
まは、 フランスのを 貝 達に とつて 則に 奇 をとは おへな かつた のでを つち 巧 巧の 生じを のは 巧* 
の 作 おに フランスの# 員たち が 時に ふれて 參加 するとい ふ 問 楚に關 しての み 生じた のであつた。 お 
々の 側には 巧 巧な 巧 おは 少しもな かつ セ。 それ どころ か …… 」 

斯樣な 調子で が吿は 巧いて， ゐ ろ！^ 報吿 は、 7，1 メ 1 ソン 的な が 化が 巧 逸を 村 おへ 巧いて ク 


が康な 調子で 巧吿 はがいて るる 訝韩谭 け 


シ がるを 如 力 巧 舅 ミみ 白 


かを 明白に 現して をり、 又 同時に S 巧 

i 1 ミ i i’ ，f > y ! 

る •ス y y y ly ;, そ| 。 ' iai 妾へ— f る 
3 s 黨忆 まする 震 的な 賽 s 據を s 怠 要は ミし、 5 ぅ」 

U れ 巧!^ r デ f — iii 会、 豪累ザ ii 委^^ 

ては、 そた. こ* ぁるる ら國巧 力闽堇 びが 族の なに 巧して 巧 器を とつて 駐 つて ゐる 時に ぁたつ 
ては それを SS 愛 おする 永 喬な裘 がを 霉 占ので ある。 たつ 


を 章 7 リ — メ — ソン おれの 組 描、 隻の ホ法累 目的 

1 な 巧 巧び 位 巧 巧！！ 

〔〕 7 ング a サタ ッン系 g が 愛び そを ゎ？ がさ 

も—;:: 

第二が フ，— こ， ッ i がま』 はか 面 的には ま— 々で—。 しかし、 口 

】 巧£ 







〔ぶ. 转す告 f いそ > を.. をくな パ 


第一 一巧 7 リ— •>» ゾシ 巧せ ■一四 ■ン' 

'ソデの 化 春の 原理、— 及び 目的が あらゆる かなに がて 同一で あると いふ ことこち かひ もな く 木質 

かなもの である。 

アン ご サクソン 系 及び それから？ 出されて ゐ るが 菜は、 原則として、 一二つ のか 階に みれ て 第 
をして ゐろ ず特 をの 高な なメ 1 ソンの か識 は、 巧 困 にがては ご ィャル •ア 1 ことを ばた 化 
の 困々 にがては 『 H ング ブント』 を 呼ばれて ゐ至紋 化 階の 苦 展開 させを ろ この アン ごサ 
- クソン 系 力 囊围系 『敎義』 は— 及び— が義 の襄さ を 持つ てゐ ると いふ お货 がみろ ミが 
をに 促つ て 仕事を して ゐるのは、 葦英 國の大 。'ソデで あり、 7 メ 9 力の 諸が でを。。 巧进で この 方 
向に 度して ゐ たのは、 所調シ ユレ 1 グ 1 派、 或は こ プル グ が-であり、 『襄 せ』 大 。'ソデの フェス 
ラ 派で あり、 バィ n ィトの r 獨を霎 か』 大 P ッデ饭 及び 『乂段 せ』 大 。'ソデが 等で あろ これらの 
'巧ぶ にがては、 農 ホの フリ 1 メ 1 ソミは な對 に、— 物と しての 太刀 やが がげ けて ゎるので ゎる • 
〔2^ 西な 系フリ I メ ー ソン リ ー 及び をれ ょり 巧き おされた がを 

フランスで 震した 巧歐的 形式の フミ メ 1 ソン 渡は、 スコツト ランド •フ？ メ i て 1 と 
も 巧 ばれて ねる。 この お 式の フ？ メ 1 ソン？ は、 ヵト？ ソク的 お 苗の がぶ をと つて 班 にれ アン グ 
"サクソン ホフ リ-メ 1 ソン リ 、と 同じく ー ニクの ョ ハ； 化 階を そのを 本 巧 巧と して 化が をして をり、 


"サクソン ホフ リ-メ 1 ソン リ 、と 同じく 一二つ のヨ ハ； 化陪を そのを 本 段 巧と して 仕 おを してを り、 

その上に 雪 55 人 養ち 聖 |& ii Jiii して 

ゐ るのは 例へ ば 「スコット ランド 儀式。 ッ ごの 一手 一二— if 、 養 派— あ。 「日 

寞； デ III つ S な」 及び 『巧囊 置、 Qs ¥ ある。 

言〕 ^1由認的菱白蟲霸8§ 

こたの 華ろ ホ g — 的 立媒を かつて ゐる 諸が ち アン ご サクソン ホの 7? メ— ソン？ r - ょ 
ミが 本 的に 認 されて ゐるお 神 論 的 態を を 持して ゐを フランスの 「大寒 一が 前世が にたて、 

nil 響 ミ— を—」 奮、 勇。 つて、 

それと sf — s を？ ある。 巧を 忆 がて か、 るぶ 向を いつて ゐ たものは’ 特に ニユ； ご 
ヒの喜 7? メ ，ソン 蹄暨义 f ィ ブルクの 『高せ— 望』。 —ある。 

二 化 纔 的な 困 巧の a ツチを 巧 

〔1 〕 歧 底の 段 巧と しての 3 ハ-- ス • n ッデ 

フメ 1 ソン？ と、 美化 巧の おを の巧 隙を がが する ものは 萬靑色 口‘ ソデ、 卽ちヨ ご ス • 
ごソデで あつて、 これは 薰 、战 人、 巧— i ぅぶつ てゐる •ミヨ 《ご； こッ デぅ 子 

♦二が フリ— •メ ーゾン 出 

< 一巧 t 





♦二度 フ 


—ッ y せせ 


- 巧 八 


•ッ デと 看が されて、 ょり 乂 をな 蹄 盟卽ち 所謂 大 P ッデ にがな されて ゐ る。 從 つて フリ I メ ー ソンの 
化の 化 巧との 巧 巧は、 一 おに 大 P ッ デを 仲 かとして のみ 巧 はれる。 乂 《 ッ デは ぶ交械 係を 巧す る 術 か 
の大 "ツデ 組が にがて 自己の 代 おおを 巧な し、 閣お 的な P ッ デみ 謹 や 巧舒に 代を をが 迸す る。 個々 の 
苗が ロツ デの 閣お 連が 巧輔 となられ る ものは、 『巧 巧メ ー ソン 協を』 一^ § を 口を ミン la を n を qce I 口- 
を matiolsle . が稱 A . iM . I .) であつ て、 フリ ー メ ー ソン 巧が 事 巧材 とおに をの 本部を ジネ！ ブに特 


クてゐ る。 


〔2〕 鳥 化 瞬 a ツデ 


巧々 鳥 位階と いふのは、 m ハ ニス 扱から 迸が されて フリ I メ ー ソン リ ー の規 めに したが ひな 巧 づけ 
られ てゐる 高な C ッ デの 組な 的な 名稱 である。 このが 热 のぅちで を も 重 巧を ものは スコットランド 化 
まロッ デの ご 二十 三 技 階 化 傑で あり』 こご 一 壬 二 か 巧ょり 法が されを 人々 が 巧 謂妄筒 評な な』 (を. 
P る吕 ecoiil . s ’ c ) を おぶ する 代表を たちな のでを つて、 有力な 困々 には いづれ もがに 一つの 化な 
評 まみが な 在して ゐる のみで ある。 目下 化 巧を 代まず るを 嵩 許 議 お がご I 十六 あるが、 これら】 八た •五 
年が なの 『。1 ザンヌ 同盟』 に 結合され てゐ る。 

t れら のを 商詳 なをに 於て は、 |ー ダャ 人が おお 的み かを ぶめ てゐ る。 をの 諸 組な はを も巧發 に巧乂 


c からのち 皂許 註を に 於て は li ダャ 人が お 倒 的み なを 占めて ねる。 をの 諸 組な はを も巧潑 に 巧ぶ 


_ フ 9 1 メ I 


•ソン 的歧 巧を 資む して ゐろ途 絞の レ.!^ 义 
は 『世が お 太 人间蟹 《如きが 治 美 結社のを 員で ある。 

これらの 商な。 ッデ臺 し了ゐ i 塞。 ッデ (さ— 一絵 酣 

vonDeula 晏 S 壽 から S 二 I 云 糞が ミを 明らを する？ あら ミ 

を 至 儲 

すべての 正規の a ッ デの 巧 敬すべき 大 がを-, 

と？ 馨 暑、 で 了 1、1 浸 至—— ii の 

巧 一一 十一 一一 か 巧 

お屋 (揖太 人の 神 巧) のを。 

C ろは 人閒 S 一 SC 受關 巧な ミ 馨を货 ける ことで をる。 i は ミと して、 
ザ プ— それが— な もので あらぅ と 宗董の もので ff の 若に おして 供 入の 
自 ホを 化證 する C とが 曲來る 一巧の 走を 助 明せ を-マる のでを。 

巧 二十 四 化 巧。 


回 


さを 7"|*メ|》 ン紀可 


一巧 九 


第二が フ 9— •ィ —ッン おれ 一 五 〇 

巧屋 のち 

その 目的と すると ころ はれを 的な 世を 巧 巧に 結を する ことで ある •巧な 及び 司を 巧帖を 巧の 巧 子は こ 
れを 無を をを る專 制ち まの 手より ホ かして、 それを 巧 巧と 不偏 个 なわ 公 おとの 稱 神を もつ てを 巧の お 
化の 爲に 用ム るかき 人々 に讓 がされねば ならね。 、 

尙 其の上に 『化生』 巧は‘ ぶは 昔に ぶづく あらゆる おがと 巧卜 U 樣 とに 巧して 巧 ひが 直音され 、社み 
的 や 等と をら ゆる 階な 力 至 世な 階敍が 神の が 除の 爲に載 ひが 宣言され る。 

■巧々 はを ぇず、 宗お的 世俗的 專制 主義に おする お 借な を剧爭 によつ て、 かの 巧 かおたち の 巧に 巧 巧 
せんと 巧め てね る。 しかも かかる 專制 ままが 息 化な 巧のを の 所行で あるか、 巧な が おを るぶ の 所 巧 
であるかは 辆 かも 閒 ふところで はなく、 义 巧手が ロ ー マを 王で あらう と、 を 通^が 侶で あらう と、 
ぶは 神の 思 おを をけ て 居る とを 想して ゐるま お 者で あら ゥと德 をを 巧みざる が 巧 だで わらう と、 そ 
んな 寒は どうで もよ いじと をので ある。 

か# みび はがの 反 巧み 力の みが 失 はれた 地 巧を 回 巧し ようと 巧 力して ゐる $ ではを い。 同一の 目的 
は 獨巧的 人 巧の 危 除なる 59^ 者に よつても 追 ホされ てゐ る。 而 して 之 等の 迫從 ぶは 人 おの 巧 意を 道 
かお わる ー ホでは、 をの ホ 解は 側 人の 椎利 及びち かおを 格て、 をれ ら をを® の 息を にが 巧 一 C ザる 所 
にある と レ ふ 巧 おを 人民に 倚ぜ しめよう として ゐる もので ホる。 


かがめる ー ホでは、 をの お 裕は倘 人の 推 巧 及び 自化椎 を 格て、 もれら をを おの 息を にが 巧 1 C せる が 

にある と レ ふ 巧 僞を人 おに 倚ぜ しめょぅ として ゐる ものである。 

(3〕 『フリ I メ ー ゾン巧 同盟』 I 

『フリ I メ I ソン 巧 同 巧』 は をら ゆる 闻 々の大 P ッ デのを 貝が の 巧 際 的 おを であり、 特にな 巧ぶ の や 
かま 誘 思 おを 巧 かし、 無 化の フ？ メ 1 ごみ まを 閲惟 すろ 本 同盟 巧 部の 養は、 闷 々の霎 を 
w 柔が巧 及び 仕事の 巧 巧に々 たれて ゐて t れらが 巧 謂 『專 門樂 曲』 をな して 居る ので ある。 卽ち ホが 
巧 及び ジャ ー ナ リストの 巧の 專門お 国 (巧 巧 巧爭) 、巧を、 法律家、 靑年 化は、 黄 巧 的 やか 運動 •人 
灌掩 巧、 萬 誌 巧 及び W 物が 巧の フ 9 1 メ ー ソン リ I 的 巧 巧 お 曲 も 巧を して ゐ る。 ユス ペラント 述 動を 
宜傳 する 化 S 同盟は、 一. 五 年 g ブ B II ユ にがけ る 巧 一回 ュス ペラント，^ を にがてが ぶされ たの 
である。 一 义三一 一年な 降を の 本 巧は バ ー ゼルに 在る。 

云 巧の 巧 化 織 にかけ るフリ I ィ IV A 巧 苗の 
擬裝 せる 外が 的 巧の 

巧 巧した 巧り、 大 "ッ デは 出來る 眼り 公が とは 治 的 舞 巧に 出る ことを 回 迸して ゐ る。 をれ 故に、 フ 
—1 メ ー ソン リ I は、 多 涅夕樣 をる" ッ デの 化々 のみ 貝の 大きな お 合の かに、 み擊 巧を かつて ゐ るが、 
第二 巧 フ >— •ィ— ゾン 巧れ 1 E 1 




策 二が フリ— •イ |ソン 結 化 一 五一 一 
この 巧擊 巧は 外部に 向つ ては フ91 メ ー ソン 的には なえない が、 しかし フリ ー メ I ソン リ I の 目的の 
爲に 造られを ものと 看 巧され ねば をらぬ。 

かくて 狸々 の 席 化 設備 やを 業 化合 やお 巧 苗 おのを せ材 、が 巧が 綻 、閣 巧が 巧な 幽等 がが 巧の フリ I 
夕 I ソン おお 貝に よつ て 占領され るに 至つ たが、 じからの 結れ 貝は、 フリ ー メ ー ソン リ I の イデ オ B 
ザ ー が 最も 席 巧随の 人々 に 普及して 巧く 樣 にあ 計つ たのであつた。 

を お 西 お 的 諸 同盟との 協力、 卽ち H ス ペラント 俱樂 部、 人が 擁誰同 猫、 お P シアの ぶの#’ 巧を サ 
巧 柏を、 友を 協を、 巧 乙閣巧 蹄盟協 食、 ブルン チ ユリを 貝み、 巧 乙 自由 同盟、 世 巧 友 巧問盟 、哟巧 や 
か 同®、 人道 促進 同® のかき 諸 苗 おとの お 力は、 文 まに よつて 證巧 する ことが 出 米る し、 《 ツチの 目 
的と も 合を して わるので 梗 めて 巧 巧に 巧 はれを。 こ、 にはを 千の 例を 裳げ たに 過ぎない が、 これ 等の 
巧 化 巧の 大部々 は、 フリ ー メ ー ソン お杜員 及び フリ ー メ ー ソンを 員を によつて 鼓な された ので わる • . 

こ^ 等の 諸 化が 及び これを 設 なした フリ ー メ ー ソン 結せ 員 達の 側に ま お 的で あつた 耗 神の 一例と し 
.で、 ウイ ー ン のフリ 1 メ― ソン お 化員ク ー デン ホ ー フ •カレル ギ I の化ヨ I ロツ •ハが おを あげる こと 
•_ にしよぅ。 この 運動は、 ョーロ ツパ諸 困 民の お 力に よつ て、 化ョ I ロ ツバ 聯盟と 稱 する 一個の 困お间 
fi を おぶ する じと を その 目模 として ゐる 。この 巧 動が 大規模に 巧 はれで ホた 時に、 ク I デン ホ ーフ* 

カレル ギ ，は、 彼 Q 政治的 活動 至 ミ 彼 S し 了ゐた ウイ 1 ン ご' ソデ sf 及？ C とのない 

巧に と ウイ ー ンな a ツ デを 度齒 した 〇 ご^ 5。 


カレル ギ ，は、 彼 Q 政治的— 広よ ミ 彼 s して ゐを ウイ， ン ご' ソデに 讓堇？ c とのを い 
巧に と ウイ ー ンの a ツ デを 化 退した ので ある。 

义丢 年に ク 7 ン ホフ •カレル ギ 1 は 『寅 践的巧 お まを」 ミム ー 論ぶ にかて、 ホの 扣 くぶ々 

ち 

「遠き 薬の 人間は お血兒 とを るで あらう。 今日の 種族 累世 嬰 階な はを 閒 、時閒 、菱偏 化が 巧 

違服される复と してそ扁せまと なるであらミ 裘£人歐人お人の器譜は、 かが志 

古代 K デプ ト震忆 似る 様になり、 お 族 S 様 性を 失ん 代り 忆 、個性 《夕機 性を 巧 導る であらう。」 

一九 一呈 年に 農され セ 『赏 族』 とい ふを 述 には、 その 一手 九 巧に 说乂 人に 側して々 の夕 すつてぜ 
る 0 

r かくして—、 これらす ベての— から 一、 つの 小さな 協同 おが 生れを が、 この 協 间植は 著に 巧 

す— が强 い護冀 巧に よつ て 强&ら た 薰は蠢 にして 掠 神的忙 はなしい 秦を すべてが ひ 
巧して 居ろ ョ i ツバは 猶太 民族を が 忘を るで ちその 全 的な 漢慧 によつ て髮人 
を离 貴な ものと し、 榮の 指養阅 おに 姜？ 志を ので あろ 從 つて、 牢獄の やうた ゲット’ 
から 飛び W した この 民族 タョ 1 ロ ツバ. の 巧 神 的 巧 族にまで 震し をと いふ ことは、 聊かの 不化巧 

j t 7 n I f — ^ /- bQ It 


I ソン 結を 


J 


J 与' ィパう ，み 一 




一 ' J を' 吾 35 ジ， 


第二が 


I y ン巧 巧 


】 五 巧 


もれい。 かくて 一 0 の «れ セが の 巧 巧が、 おを ま おが 巧を する やる や、 ョ I ロッ パに 巧して、 济太 
人 巧れ にょつて 神 巧の お 巧を 受けて おる】 つ. の おしいち 彼が 族を をつ たので ある。 J 
巧 巧 巧 的 田家 同盟に おする 巧 やぅな 巧 ホは フリ ー メ ー ソン リ ー .の ィデ オ "ギ ー から 化 じたを も 極 巧- 
なる おみで ある。 證 しこの 蹄 巧の 所屬 員と いふの ばな 恶巧 合租 族で あるし、 叉を の內 なにが ては 『神 
震の お 巧を 受けた 离 巧な a 族』 卽ちお 太 人の みかが 巧に が 持され る ことにを るので ある。 

•ゥィンの 大口'. ッ デは メ ー ソン リ ー 系の あらゆるが 巧 巧 巧への なにが て、 化ョ I P ッパ 蹄盟に 巧して 
滿 巧の 同 巧を 表 巧 レた。 フリ I メ I ソン リ ー ホの お 曲 『ホ 巧』 も ホ。 ッ デみ 員た るク ー デン ホ I フの 
巧巧にあなして、一九11五年吉月にはホの樣に香いたのであ0る。 

『クーデンホ1フを仲閒に數へることが出巧るのは、 フリ1メ1ソンリーに巧つては、 特にオ，ス 
トリ ヤの フリ ー メ ー ソン リ ー にがいで は、 巧ザ滿 足な ことで わる。 オ ー スト リヤ のフリ I メ I ゾン 
リ I は、 ク I デン ホ ー フが おれの 思ぶ Ai して 立って ねる とま おして 閒を ひでは ない ので ある。 
巧ち 彼は は 治 的號責 、化み 的 洞 祭、 « 言に おする 巧爭巧 巧を ホめ ての 巧 力、 善な をる 巧 おを なする 
わら ゆるを のを 力、 これらの ことを ク ー デ y ホ I フ がま 張して ゐ るので ある •巧 巧な 巧い を 巧に が 
て、。 ッ デ# 員ク I デン ホ ー フの綱 巧は 巧 巧 化の フリ I メ ー ソン リ ー め 在ホ柔 であるは に、 その 實 



現にな 力す る C とよ 


フリ I メ I ソン 


結 か 員 S を a 任； とち ふべ をで ある • 



現に 谅力 する ことは 


フリ I メ I ソン 


おか 5 愛窒 寡と ミ ふべ* で堇。 


フリ I メ 


巧 ま ロ ツチます— ィ IV シ畜瑟 のを 麵 

い！ Mr 、 に！！ i if の 他に、— ぃ！ 

ふのは、 を—。' ソデの いづれ— 烙 i が f てゐ る。 f ッデ呈 
は、 ド ミが 巧ォッ ご フユ。 r ッ;: 、て デを 指す ので ぁる 。 fi 
薇 十字れ み、 囊囊受 び レヒ アビ 1 テが 單ご 、寺'. メノン 「人 推」 か留 •二十世紀の# 
が f f ， 化— なのは、 香— 幽百 间ぁ f 諸 f 紫— 

と、 一二——— して 盾る 『I メ ，ソ; ォ ッで卜 •フ王 。ご。 
奠に i—J I はれて ゐる 「人を が 望と でぁるち 巧みは 


五理ま 上の 目 巧 巧を 


巧、 一巧 フ リ- 


ツ シ •巧肚 


】 定£ 



列- が，；， ご _ 。.つ.：； J :'.. 


/'_' i 寻ぶ •每 莽ぷ 第一：' 


♦二部 


—ッ y 巧た 


- 五み 


〔1〕 フリ ー メ I ソン 結 巧の 巧 本を な 


フリ ー メ I ソンのを まに 铅しス は、 P ツチ 諸 化が 及び 指導 的フリ ー メ I ゾン結 化 具にょ つてが 端に 
一巧し ない 宜 すがち 表されて ねる •これらの 巧 本 原理の 10 に 巧る と、 『フリ ー メ ー ソン リ ー は、 乂 
« 分は 中世の 途榮 な瑞の 巧ち から 借りて 巧た おぶ にがて、 人閒 のちを 的 息 巧 化と、 人閒 的を 巧 一が と 
せんと 巧 力して ゐる もので わると をはれ てね る (『ハン プル グ 大ロ ツ デ』 の宜 昔】。 

ホに フリ！ メ ー ソン お 社員た るフリ I ドリ ヒ •ル ー ドウ ィヒ •シ A レ ー ダは 1 ホの かくな すした。 

- 「フリ ー メ ー ソン リ I は、 人閒巧 互の 調和と がを とを その 目 g とする もので あ 0 て、 たしか < しを 
いならば 、人類は 宗が 上の 巧を、 お 巧 上の 但 見、 戎は因 巧 的諸狀 巧に 巧ク て' 氷 巧に みなした がで 生 
巧す るので あら ゥ からで ある。 

このを 霄は アン ダ I ソン 師 の 「古を 義 巧」 の 中の！* なと をを に】 をして ねる •『プロィセン 大 ロブ 
プ .1 たる 『友を 巧』 の’ 巧 本 法 中、 その】 肢 的ぶ 本 お 巧の 巧 四を には ホの かく 香 かれて ゐる • 

r み々、 巧 緒、 化 « のを、 お あ、 化 冶 上の ち 見 等が 入を 許可の 巧を とを ク ては をらない が、 M 採に 
皮 W のを 又は 種族の 相違が、 P ツデ まは 大ロ ツ デみ 誌の 障ち とれつ てはいけ ない ので ホる」 

巧 おあび 巧 巧を 巧 巧して 苗 お 的 人 巧 同 巧に 達する ことが 巧 力の 目檢 なので ある。 この 世 巧を 包 巧す 


y y @、 f f —If 2 c と f 蓋 

- ■ 

フ， it ソン 結な 員の 人道 — i の 中では、 人閒は 巧て 平等で •をる。；， 

入"! ? ミ if K—f 了 f ， ，’ ミンの な 

? y - ny —1??^ As It 

雜 ての 巧 族 Fplur 文 rs 雲 —i 蓄— にしを いで， 
權 巧とは 生を 同じく する 同胞と 見、 又 同胞と して 。^^^^^^^ づ 等を 
て i れる ととが 窠る 。 — 人 f し ^ i ミ ii 

人^^ 一^' ^^ おの 一員と しても— する。 個 入 的 生を の i は 人道で あり 

サ累 巧— を 促進して、 この^^ モすク ユズ名 あり、 世累 望を であろ ：.... 人 巧 及び 

れ ホので ある。 が？， メ 忆、 f メ ，ソン？— さ 
かくて、？— か 一 if 。 ：：： 

第二 巧 7，； で ご をる お 制のを 巧 人 主 萬が、 7? メ ，ソン？ 的 イデ 

, - . 一里 セ 






タニが •フリ I 


ツ y 巧 巧 


】 五八 


♦ a ギ ー ょり 生れた 必 がの お 巧の】 ク である •巧 云 十れ おの 化ぶ の 中で お 調され てゐる 通りに、 側 人 
の 巧 利 及び 側 人の 自 かとを 制限す るかき 『巧を を』 の H おを 破 おしなくて はならぬ と 云 ふので ある。 

巧 ホ 巧 巧 おの 幸 賄の 爲 には 個人的 利 おや 利を を 制 眼し なくて はならない と 云 ふやぅな 事は 少しも 閒が 
とされて はゐ ない 側 人の が 利が、 みの 他の あらゆる 權 利に 化 巧 するとを ふので ある。 

プル デ ョア的 自由 ま 遙の諸 現 お及び 諸 理念は、 大 都々 はフリ ー メ ー ソン 結れ の 辟 神に 巧 差して ゐる • 
フリ ー メ I 义ン 結せ に 照 おする 巧 おが 態は、 デ モク •ラシ ー 的 共か閣 である。 

〔2〕 フリ ー メ I ソン リ ー おせの お 巧 ホを 


フリ I メ I ソン お 化は その かを 目め を ホの 如を みなを なて 1一 りひを しで ゐ る。 卽ち 我等は を 人 巧の 乂 
参い 6 擊いい いむい • ミ埋 榮 SS が 料と な ミは 侧 二な でぁを、 7? メ 1 ソン 
リ ー は 化の 村 巧を 適が に切ク て、 それが 股を を 築に 化み なせる ことのが 米る やぅに しなくて はなら た 
の ミミ' こ' のか 襄 'のが 賢が がが' と K て' は磬 'れ 、の' は、' ソ V モ V 王の、 股ぉが '築 ミろ 

a ツ デに 入で た 許りの 人脚 寞だ自 がの 巧の 切つ てない がで あるから、 化の おが 完 をな を拉に 
切られて、 埋榮師 のが まに 從 つて、 その 建築の 一を の 場が へが 擦な く 又 がら かに 入る やうに なされね 
ばなら ない ので ある • 


な 上の 穿 葉で、 フリ I メー 


メ I ソン リ I 


は そのが ミな さ 差を 自 


4, つ' SE1 巧 


彼^^ ミ 
せる こと i い。 そ c で Alf 切を:; さ i さ 
な特簿 をま^ 巧り 除かれて 化 おふ ので あろ 一一？ K は その 括が の本賓 

がつ て メ ソン リ— にし」 つては、 口' ソデの みけが 何のが 族义 まどの 巧 もこ 曼る > , 

いこ f つ 了 、— If 了 f れ了‘ゐ ブ^^^ 

ミ 館を が 含と が あ をら であろ 《 诉に 力を 

巧が ii — 表—, i なを、 

ホを される ものと— である。 かくて ミに 從 f 人; を^^々 として 
フリ ン i 脚し 霎せ ざ— なくな。、 蓋— の 一;; — は、. りら 
らし フ。 cf ごのが 至の 仕事を 黨菱 巧遵 お ミ 四つの 叢が あろ こ、 を づ 

^ く， はならない のは、 7 リ 'メ 1 ソン" li 上の— 巧节 

羣の 中に 化が に規 たされて ゐ ろ. この 璧は 己つ の華份 の巧 牌、 卽 ち夕肯 rrr ス卽 
ミが 巧に がて 问； 窒。 f ド e ち戶 i こス •口' ソず にか 


きお 7 リ— •メ —ッン がな 


■1 


ミ， 

イ 


が 二 巧 フリ— ソン お® 


一六 0 


俩 二* : ，ィ 

フリ 1 メ 1 ッン？ は 合理 裹 及び 啓— 勢が 代に 反 S として 戍 なした ミで わる 忆も 拘らず 
かみの 用 ひる ミ 同じ 乎 段を S をいで は 居を ちので わる • 7 ミメ 1 ご 奮も弈 的な な f 
おが於^£&ミ い&4^5を心輯4奶が妒がをが私い、 ミを义を達をぶががに我ものとする 

豎襄 か髮義 置襄 を、 票が f 髮を もる 蒙る。 糞の 

をら めき、 大囊 の葵樂 、が 祭 B の 服装、 神 巧に 滿 ちた、 し、 るし やす i なを 言の、 華 菜な リポン ♦ 
巧 巧に ょ 0 て 人 側の お 巧 ルを 迷は せょぅと する ので ある。 

,1,リ1ィ1ソ ン結誓達蔓同時に、 1^4-£巧^^も若を^蓋襄が 一 4篆公き幻》と 

わいかシいいいいい暮い^^かかがで ミ殷肇糞をが除'の腎心さミミに細ぃ、む追ひをし 

でね るので ある。 

かし 最矣お 的な をら SS 持つ をを 器 S 夕ひミ 塞が 货太 叟び冀 7 ジ苗お 象 

にがせを たもので あると 云 ふ 巧で わろ 從 つて、 口' ソデの 會 曇が この 前が アジ 了 的 S を ゲルマ 
ン的 特窃を 掌る ぶ 喊崇拜 でを ちぅ とま 張したがる のは、 がな 感じが する ので あろ 

フ f メ 1 ッミ 1Q 諸種 S — は、 垄 S 拜走 養と 巧密 におび 付いて ゐ る。 扭拜走 化ぶ 
やお 巧が 7 ミメ 1ッン ミ SSI を 巧を 莫芝 下难備 とな 是曲 となる も 《李れば、 そ 


の 諸種の 義 は。' ソデに がける か 巧 事業 s . しく 蛋大な 要 菜で あろ これらの 塞は 頭な み 瞄 的が 
.式に ょつ て 7? メ- ソン？ S 蠢理 をが へて ゐ るので ある。 

フ， 1メ1 ソン？ の 段 隙 的に 進を 巧く お 育に とつて 本寶 墓ち 諸 趣 S がの 霞を 必 巧と 
か 階と にお じ y 靈し ホり 深 たをりす る ことが 窠 ると 一おふ ことで をろ 加 さ 諸 郁のを がの 凄 
を必 と 擦と に應 じて 誓し を 巧 化した 〇 する t とが 柏 f と 5 C 丢を る。 加 之— の S 
は 段を に 神が なを 彩を W ら すので ある • 

諸種のを 巧及ぴ か義の おど 大巧み は、 ユホバ ( T ヴこ とを の ご モンの 度 里の お 街に 脚す る も 

ので ある。 7? メ 1’. ッン 結な 5 S る 憤 意を まれて ゐ—— 書から ホを 寓話、 へ ブラィの 言 

葉 や 巧 お、 カ パラ 煤が Q 數底 する 神祕說 や 諸 變觀を 等は かの 上を 一す つ ミ お 《て大 さいので ゎ 
る 0 

フ？ メ， ッン？ にがて 一役な じて ゐる辑 太 S 說や 舊め籌 の？ な觀 をや慧 から 季の例 
を 巧げ るなら ば、 V ヘル の巧の珪 鼓、 ソ 。モンの 殿 i 築、 ぶび ヒ ，ラ A 巧說が あろ フ？ メ—ソ 
ンの用 ひ ミ ブライ S 5 及び 義を がげ ると、 7 ドナイ、 俗稱 ユホバ のて ヴユ ミラィ S ぉで 
田 ホ ヵら つて 言。】 •ト バルカ イン っ望 S — 蓋 3ま， シポ レ- 卜壬冀 十二 •五 さ 六)' ャ — ♦ 
を】 巧 7 リ— •メ ，；. ソン お 化 
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ン (#1 化 階)、 ボア 乂 (第二 化 階)、 マク •ペナ ク (策 ミ 化 階〕 等が ある •沒太 的み をの 中で 特別な 巧 
おを 溃 じて ゐ るのは、 ソロモンの おを のま 窃 としての 仕事 用の が お、 股を の 前庭を まへ てゐる 二つの 
巧 巧で ある ヤ ー キンと ボア ス、 ソロモンの 金の 王冠、 セつ の お 木の ある 巧 ま、 約 化、 モ ー ゼ十訪 の お 
が、 神殿の 供物 机、 をな 境、 アヵ シヤの 枝、 ヒ I ラ A の棺 、六 茫盛お (グヴ ィットの ち 1 ダヴィ ドん 化) 
などで ある。 

これらの 巧 乂の巧 俗 やその 象镇を 現代の 巧を 人 速が その。 ゾ ずみ なのが 巧に げく 可から ざる ものと 
見做して ねたので ある。 一九 一二】 年には なほ 所 誰 「曲 だ大 P ツ デ」 が、 これらの 問跑を 詳細に 論じ 乂、 
この 習俗に 抑 かの お 巧を も 加へ てはいけ ない、 とのな がに 到達し をので ある。 かく ィ 「树 W 火。 ツチ、 
ちつの 地 巧」 の 一九 一二 一年 十月の 回を には、 ホの かくま かれて ゐ たので ある。 

『ホ備 空に めて をが 巧 寄の ヨハネ 傳四 章が 閒 かれる のを 度 止しょぅ との ホ 望が を 明せられ をので， わ 
- つち 化の 章のを 一十一 岳には、 

「ホ 等は 何を 拜す るかを 知らず、 巧 等は 何を 拜す るかを 知る、 そは かひは ユダヤ人ょり 出づれ ばを 

り」 

も あるからで をる • 


ホ 一:!::: ミに 


不 じ ; T もの， i されて ゐ ちそして 、巧— ける 「親 ホ if がそれ に 

•ョ 、占 と* を。 は」 ない 力と 愛を を 《で ミち 護を 霧 は篇 なるおが のをに、 
ョ<ネ が 第 四 章は 緒 巧 せらる ベ 喜 あるとの 巧 帝、 戸 
實 i 組して——。」 If を 力 豪 スコット ランド 馨？ ま 

力 此の 同 •大 & ソデは I 年後には を S 的 的 系 誠 實さ寺 おがして、 その 股を に ミ 
をち 巧 族 的 及び 閣が 的な 親な 墙で でも あまの く "^^^^.‘ ブ 

^ ホ U 秦 普は 所 調讓 が 巧 If め— ミ 響 ミの 中— す も のごあ 
つ^ 毛 主。 ッデ層 葛 琴 及び 他 i — かれ ミで ゎる ッモ 

i の—— f れ 、をれ を 漂 ii ミ — i ひられる。 一^ 
かける 巧 liii 浸爲の i 、 て キンと ボア スの 二つ i — らしを、 ノ 
ロモン 胺 をのが 庭で あると いんこと になつて ゐ。 ィ 
た 徒を や 傑」；— を‘， モンの— 捶篆に 巧は つて ゐ 

た 蒙 や 職人 力 貧 S 替隻ご 栗 SS 5 ぶつ 了 華 .^ 

琴 K — たと ミと？。 f I •窒 へ— 款 

それ tr デの 胺 堂では 「 I 」 達が？ のを 震の おが 下に ャ ，キンの 搜 がが をて あるが 

タニ 巧 フリ— •メ ■ブン さ 巧 




ホ ニ 巧 フリ， •>1 ソン お 巧 , ーブ 阳 

巧の 巧へ 巧る S である。 •ホ マス S 凹 巧 《附近には 品と 逮 がを 一の 笠 おぶ の おがの 下に 染 るて 
キンと ボ 7- r < とは 尚 時に 「徒弟」 級と 「瞄 人」 なと を 猫が する 語で をる。 「化か」 の 回 化の 上方には 
自お £ s 石に 加 へらを 化 事が、 寶 君を てが はれて ゐる攀 S つ了夹 され 了ゐ ちか、 一方で 
は 「化との 凶 巧の 妾には 巧に 加工を たおのを が 化ぇ てゐ る。 じの が 巧の 巧 巧ぶ びそち ご 巧 
弟」 や 「獲 人」 や 「钱 ホ」 が 入信と みがと に 巧して はかの 一一 一つの 象 級 的な 巧を ナ るので をる。 

其の 化を 集なる み徵を あげれば、 フリ ，メ ，ソン リ 1 の 一一 一つの 大き 化 明で あると ころの、 お 巧 
か 之、. 及び コンパスが をる •フリ 1 メ 1 ソン リ 1 のを 巧は が智 、强ミ 及び 美で あり、 又 他の】 ニクの 
卜 さい ホ 巧は 太 巧と 巧と ロッデ 長と を 意 巧して ゐ る。" ッ デを お 導す る 時の 道具は ハン マ I てを る 
ロッデ 長は 化 事の 開始に も おおに も その ハン マ ー で 一二つ 打つ のでを る。 

阁 々のみ 窃の 意味に 脚して は、 詳しく 說明 すれば 幾を にもち るを 作と なると 思 はれる ので、 こ、 に 
は 化べ る まは 冀 ない。 フリ 1 メ "■ソン おれ 員に とつて は、 一つ々々 のみ 徵は 一を のが まと 巧 化を る 
お 巧 的說 明に おする 具® 的な お 潰で をる。 「徒弟」 のがを のみ 簿の 意味の みに 閒 しても、 他の 夕 巧の ‘ w ’ 
著作と をんで、 グレ ー テなる を 前の 》ッ デを 貝の 著に か、 る 『巧 弟の 巧 巧を 中、 むとして 展閒 せしめ ホ 
るお糾 か. 一と いん 巧抽け 二を ょりなる を かがが 化* •，る。 フリ ー メ I ソン 編 化は セる グレ ー テ も 亦を に 

晚 する 神が 說 やお S 義 を？ S パラ 蒙 や、 そ S 中 . y をる 費 ひ ( oia 曼が 7? メ 1 ソン 


參 


る 巧 削が. 一と いん 巧 泣 内 二を ょりなる を かがが 化* •，る。 フリ ー メ I ソン 組 化な をる グレ ー テ も ホ かに 
说 する 神が 說 やお £ 街を？ る ヵバラ 化が や、 そ e 中 y ある 費 ひ ( oia 曼が 7，1 メ 1 ソン 
お 巧の 巧 巧に がて ま 巧なる 巧 割を 巧 じて ゐる ことを 給認サ ねばなら ぬので ある。 

これらの 塞に 期して、 レ、 ン ホフ •ボス ナ 1 の 「國 際フ？ メ I ソンが 典」 は ホの 夕 すつても 

ろ 

『み镇 はお 社 巧て は 特に 內部化 おの 手段と しての 衡 きをして ゐる 。他の® おでは、 t の巧卜 .は t 
して 巧 一 的 に 指 巧を てゐる 霞では をい AJ とが 指摘され て わる。 併し， Sr も 巧ら ♦霜の な w 
.货は 塞して ゐ るので あろ その 震 おじの ホ 通の 建を 義で をろ。 おを 搂 かこん > ははず ぺ 
ての フリ ii ン おれ 貝に 巧つ て 同じ 意味に 理解され てゐ るので あつて、 俩二 おれけ 巧 曲の 化 
ホの ホ 法が 如何にが をして ゐて も、 このな は變 りは ちいので ある。 

このみ 獲は そ S 虹 巧 性 広 巧つ \J a ッ デの 巧 神 的 化 事を をる 広し、 お 〇 進 S して 居ない おれ 目 巧に 
をしても、 かぅ して 暑て 巧はないなら ち攀 には 知られな かつをと 替れ をの？ も閒 くじ 
とが 掛來 るので ある。 このみ 巧は 巧 神 的 巧 おの 諸種の 段階を 一様 化し、 フリ I メー ソンの ぉめ て廣 
化な ぶを Q 上 5 ミゐる 同盟に ぉ ミ、 書かな が' へ かが 一範ぶ ふ》 囊 をが。 出す の ミミ 
農に、 フ ，-メ 1 ソン？ のみ 货をモ 巧と して、 を 化み ご' ソデ 曇を 巧紳 的に 一揀 でょぅと 
ターが 7 リ—こ |ッ ンおせ こ、,., 




i 


奋際 M お illy— 尘 i 妻 i—— 」 を ..！ Mm 


第一; 班 フ — I •イ— ツン巧 巧 


】 力 六 


するな 本が 巧が 明らかに 訟 めら れ么の である •「フ リ I メ ー ソン 91 音 巧 辭典」 のち おによ ると 
『フ リーメ ー ゾンは その 諸 おぶ の 中に、 世 ホのを ての が 故が 理解し おる】 つの 貫 請を 所がして わる • 


フ a I 本人 (な •化 米 イシ デイ T シ の】 巧) や アラウ コス 人 (巧、 ♦リ ー 國の イン ブ T ン巧) 、ヤ クート 人- 


マレ I 人、 ペル' ベル 人、 カツ フェル 人 (南アフリカ 3 廉 人) を 巧々 の. 一堂に みさし める やうな ことが 
われば、 彼等は 我々 の 色* な 象 街 や 巧 巧 や 設備の 持つ g 肅 さ、 每* さ、 潰が さや、 义巧 神め な 美し 
さに よつ てす つかり、 むから 魂を 巧 はれて しま ふで あらう •彼等は 再んで 巧々 の 遵頌に 加ん する であら 


巧いて 本が かは 『因 巧大 P ッデ *1110 の 3 < _| ス 巧れ』 と. がが のつ いて ゐる 一篇义 を 引 W して 4 の 
笛が を 巧げ てゐ る。 

- - 

『加入しを許りのメーソンお社員は、 み巧はおどすべて一一をの惠ホ、 巧ちなを上0^|5^巧と神が的を 

、 > 

息 巧の 二つを もつ でね る t とを おれて は をら ね J 。 

道 想 的な 意 巧 巧が は 今は 說 じないでも 差 まへ ないで あらぅ •それに 反して 興味 巧い のは、 象 巧の ♦ 
が 的な 化に 縣 する 說 明で あろと いんのは こ S 祕的意 化の 說 巧は、 フリ 1 メ 1 ソンのを 赏 にがて 普 
通には 巧が 化ら れ な，、. 稱 W 娘に、 この 姑 化 パが な カホを が 乂サ しめる からで ある。 おにい ム巧 C ょる 


通には 巧 巧 化ら れ ない 巧 w 檐 に、 この 钻化八 おを ホ ホを 巧 化せし める からで ある。 おにい ふ听 に.^ 

巧 ミ igi ろ tiwi 一 if 雲 

、巧に 閒 する もので あた 一巧は 同盟の がそに p ? る もので あろ 

い •こ^^」 了 「おき 是 ごで 康襄へ6 ぶ— ず、 •を tf ど 受けて ゐを 

でない、 ri すらち をて — した 妾ない とを く展閒 さた i され 沿る もの 
I ぶ ^^^ Inf た 了#—— ii、 If i 了 if 
か 謝を 巧 けられる ので あろ 巧 様に して 巧が おすと、 ミ i の閒 示に ょつ て 繁が閒 i 

する ミ f 、 が 虎 mif なく 雲量 危 f なく、 あらゆる みを 

の 力 くれた 息 かや その 神が ながが を 一空の 下にを る ことが 柴 るの ご あろ ' 
■ホの？？ 这む 塞がを ろ 一、。 ッ デで 巧 はれても 養への ない 化て S ぶ 這 
左 さ* 了— である。 凡 ffii ことは 蒼 一個の お— にも 見ぇん 
であらぅ し i く — f ilf い K も— 

115 f、 If i 了 tf 雪— わ，^;;^ る。 产裹 

二 神み が il5f S 凑 、ミ ー ilf な i 参 ミ ある。 巧 

#11# フリ— •メ— ツンを ホ 


】 


なを _陳彰--'7|% 直 




- t—y 卜 




誰 二が 


—ツ； 世 


ー ホ 八 


つて をれ 化に】 0 のを ホを 舉んガ からと て、 それから 後は それを 巧規 しても ょいと 考へ ては なられ 
ょり 髙い化 巧へ 巧けば、 巧ら くは が來あ ひもつ かな かつた 巧な 削の 息 巧をから される C とになる か 
も 知れね からで わる •巧ぅ した 遺り ホは な 巧な 化と かを お】 ちせ ねと か 昇 ふ 課の ものでは なく、 事 
の 巧 巧と 人間の ぶ 情と を ホ 分に 考 巧し セ 上の 處垣 なので ある。 

=1、 巧を 巧い 巧な をの 巧には 亡れ 等の 象 後の 夕 くが 巧ぶ に ホ 盾して ゐ ると 見ぇる かも なれね •しか 
しこれ も 亦 かを にさぅな 0 てね るので わつて、 巧* の 同 おの おへ モ をな 々に 上せて 巧を、 その 巧な 
の 巧 神を かくし、 また その 巧まざる あがを 柳が するな のが 巧の 結が なので ある 。 J , 

象窃の 目的に 供す る 本 W 的な 事 巧は、 これらの 文を の 中に すべて 化を されて ゐる 。「おを」 が。 ッ 
ザの 目 « におして な* に 近づけられて 行く ちがが、' 手に とる 樣 にな おされる •特にを 巧す る 巧の 夕い 
のはな 種の 象 巧が せ 意に ネ ちに 滿 ちた 巧 巧を 巧 へらたがつて 入 巧 おが その 怠 ホに ついて 熟ち してな 
たいと いんち 持を を させられる やうに して わる、 と 香 かれ てれる 巧 巧で ある。 それによ つて 二つの 目 
棲に 巧 まされる ので わる •ホ づ 巧】 には 會 貝の 聞に s 巧を 巧 ふじと がが ホる ので わる •卽ち 公ぶ の 解 
释に滿 巧の 意 t ます やうを 舍貝 がが 巧す るが、 じの 巧の 會 員は" ツ デの いふ 意 巧に 於て は、 巧に ぶた 
ない ので ある。 巧つ て これらの み 貝 まは 何時までも 下れの 化 牌に 止まつ てね る •しかし、。 ツ デの 义 



のかけ を 借りて 直ら 探究 S を雄& て、 •そ sf 明らかに 


ぅと 巧め るを 目な- 


ない ので ある。 おつて これらの み 貝 達は 何時までも 下れの 位階に 止まつ てね る •しかし、。 ッデ 

かけを f— 雪を？、 •そ i— かたょっ 蠢 #1、 if 

メッ ン富已 か乏囊 を 理解して み t とを 进明 する C と忆 なる 畫 f とが* 

持^ 畫 i を か fK を、#— く 一雪 度 かれ 了 f - 

Icr 累 A— •巧ぅ 若 f 富——— 二の i、 7^ い^ 

寡: 藤 

が H 來る ので ある。 - 

大 ソン i にがて、— の 巧 111 f — 望の 補助 乎 段と して 巧 
目、 を—— ち i ち。 ッデ if 葛、—、 & f , メ ，ソン？" 
^ な^ 力 if if れ f れ — t 表 — f f C と、—々 のち 
の r — てが— f ととち を もま さ— 超ぶ ミろ 「な—」 の 

? ソデの き S、 If におして 巧— 裔の日 的を i しめんが i 惟され る もの 

ミる 装 「窝 f 人畫き ミミ# すれば、 人閒 i と 友？、 化 

>11 が フリ— •ィ —ッン 巧 巧 

一六 九 


’ぶ を義' 


が 二 巧 


ン巧 巧 


一七 C 


ホ ボおま 菜 (コスモ ポ 9夕 * ズム) とで ある' フリ I メ ー ソン- リ ー のか、 るが 神 的 巧が は化づ 巧が 
の 象 巧 及びみ を 的巧窗 によ クて 具拓 めに 示されて ゐ るが、 ホには 明瞭なる 詳 架に よっても 說 W さ^ 


るので ある。 


が 0 てフリ ー メ I ソン 的な 掃 巧は、 思索的な 巧 性に がして、 フリ I メ 1プ ンリ I の 巧 本な がと が 


本 ああ^を 說 巧し 义 をな 附 けて 示す 巧 巧を をつ てゐ る。 烏く し又紀 合する ことが 挫榮 1 おのま おを 
お 質で あるが、 フリ ー メ ー ソン リ ー の 建設的で あり、 またが 化を 日 おとす る满 おの 特巧 とを ふの も 
ホ 同 巧でなくて はれら め。 巧 様に 具象的 ま 現を とつて ゐる處 からして、 フリ ー メ I ソン リ ー の詢巧 
や講 巧は 『設計 固』 とも 『摧築 用の お 村』 ともげ ばれて ゐ る。 

じれら は、 結な そのものの 巧を の 嗟 築の みならず 一人々々 の 生 巧の おを のな 榮 がそれ に從 つて 化 
.♦され 义を 巧され なく-ては ならね 設計 国を をんで ゐ るので ある。 がつ てこれ 等の 謙 巧の ーク 々々は、 
巧 おのぶ は侧 々の 建 巧の 中へ 化合は される ことによ つて 巧る 珪案 州の おがな ので ある。』 

巧 巧の 巧 巧は 誅 がみた るを 具に ホ 廿られ てゐる •このを 員は 化自 みで 讓 巧を 巧は ない おを には、 巧 
演者を 化を する ので ある •化は n ツザ のか 巧 巧と も 巧 ばれる じと が W 來る であらう。 

これ等の讓巧は、 時關的に見ると、 ぉ啤^^^^^の主要巧分をなしてをり、 。ッデの佩々のを員にぶが 


を 巧へ、"' ソデ S する ホ 向 .y 化を 巧寸 




巧 u， . 


吸を‘ 

す 


巧％- 


これ 等の 藻 巧は、 時 晒 的に 見る と、 お まの 主を 却 分を なして をり、 P ッ デの 佩々 のを 員に ぶが 

を 巧へ、" 'ソデのを， る ホ 巧 S を淳て 巧く ので あろ 

フ？ メト ソン？ のか 巧の 巧 四の 捕 巧 ホ 段ち 侧 々の 口. 

メ 主’ f — ある。 そこで。' ソデみ . 一文ぶ i されて々 る 吊 化なフリ- 

tiffsK 產 了 U wij み if さはと 

お ;;;；: yMrrf If ので ある。 而してこの—柔は個 
られる Q でを る。 巧して!^ If f 〔窒 一群 (人 之 中へ と 入 ミ 行く 事 胃ょ ミ まへ 

! il ミー 

《す— ミ >"1 ミ si — ま— み 

〔王 7? メ— ソン？ みおみ . 

まとして 十八 世趕於 ミト？ ソク おは、 7? メ — y ' ! 

化せし 《ょぅと 企 勘し 5 であるち ts ことは 巧 5 ベた。 し 故 サ乏と 芝つ て 無力 
- ミン？ が—— 、^^^^ nf 畜 では、 フリ 
I ご g つて ホて】 巧の だかを とも 巧 ば ミき である ことち 烟も なく 装 

一 ； 一 



さ s フ ,1 •イ 巧 

ポ ついた • t で 早くを。、 S 王 及び ジ； ィツ ふ 侶の。 ツ デれ 《忆對 する 攀が 巧始 された 
を， 巧の 巧 動は ー セ 11 ー セ 年に 宗 S 判を て 始まり、 ー セーニ 八 年 四 巧 二十な に 望 クレィン ス 十二 
ホのを にがて あ ホせられ た 巧 7，1 メ 1 ツン， 1 がさに が 苗 合 巧 化された 巧 か 書は 7。， メ 1 ソ 
ン 結れ 及び ミ累 のをを とを 祭ず るに 卽 刻の 追 せれる 巧 巧を はてしち 本が 巧に 巧 •へられた 處 にょ 
ると、 フリ ー メ ー ソン リ I のみを にがては、 

r ぁを る まがと をが との 人緊 、或 種の 口が 的 冗 第を •附與 されて わると いを 董の自 巧に ホ肚 
して 巧な さ i た 巧 法則 や S に從 つて、 塞なる 蓋の 同盟に-ょ つて 巧 結び、 同時に 雲に 力け て 
たされた 巧 約 に畫、 叉 重い 巧 巧 S ぶ KS てす 巧い を S 蠢をを 任され 了、 依は K 巧の 巧 

巧を して ゐ るので ホる。 

この 時累馨 は、 すべての 巧 面に がて、 巧 退す る ことのな いな 巧 さで 巧け をて 巧つ た」 

フリ 1 メ 1 ソンな 巧のを 一の が 者は、 一 至 ー ホに ベネ デ イク ト十臀 にがつて 巧 化されち 


t れに时 して 結れ 員 レン ホフ •ボス ナ 1 は ホの 夕 述べ ミろ 

『この 軟 ♦のが g はな 夕の 田に がて 寡 一の お 書よりも 東大で ホつ ち スペイン にがいて は、 フ， 
1夕| ソンみ 員 達は まかを 判が にがつて 讓 されち フユ ル デ ナン ド 六 世は、 巧る 訓令に めて、 フ 



メ I ソン 同 把の み 月を すべて sk つ K を f if . ‘ 


1 タ ー ソンみ 貫 まは を 巧を 判 所 にがつて 巧 巧され た。 フユ ル デナ ンド广 世は 过る 訊々 に 


を 巧 巧 0 を ぉ. へ- 篆 のみ 逆ぶ と 見 かす、 とい ふを f 巧し ち マド？ ノド のま K 
- 巧お 所の 冷臀 であり、 を 計み 蓉巷— ミ ヨ ‘の 产敎 

ホ 1— て、 79 メ smr されてから、 7 ソデに 自ら 1、？ ミ 

•彼等は、 信仰を 一 ま 蒙 も 師 、がか 價ネ 、お 神— 菱巧擊 をび、 
乂—サ ー.;:;、 なと お:: て U I 心を お f には 、 f f ii に f 、 

ナポリ、 ボルト ガル、 ダ /, L M、 r 、こ 

からは バ王 ルンに がても ホ、 7 r ノ 7 ヴご f ノ 、ザ ヴ字ィ ユンを にがて、 ー セ八單 

星 寿を 一 ゃ ゐ み。」 

文が 窗 せられ ホ。 かみ 巧の フリ ，メ ~ ソン リ— ながのを す やみ 

巧 樣な屋 的な おぶ 忆も 巧らず、 じご； - 
はを かつ ホが、 特に 兩 ぶに 共通のを 資た 助に 巧 力の がを 季じ ともないで 

< て、 一兰八 

マン •グミ 费 ，ミン— r ? ミ if ご スィ ット わ雙ル 

，る 才！ ンヤご ブンス 

さ 一# 7? こ— ; ミ オイ ダ ごご ホフ ブご ルと 
/ i 二 - 


が 二が っ 5 1 < 1 5 ，， • 

の阳 にを 薄が 巧 はれを、 それは 抗爭の 中止を 習と し セ もので あつち そして、？ 年は 來 多くの 
ホが から 寨走嘗 を 中が を 用 ひて なされて 來た岡 f 、 をる 領 巧から 引 至 パて、 かおが 科 
累 なが 神的閒 ホと いふ 一を 髙い 段階に 鳥め ようと かまが をされ たので ある • • 
じの が榮 グル-ベル や 個 之 7 ミメ 1 ツン 系の 硏究 ぶは 楚為文 萬を 識 し、 ぶを 的な 冀め 
《爭曼 暑 批判を ちた 雲 2 謹を したので ある。；？； A に對 する 閔爭 心よ つても ホ、 じ 
の 二つの な 苗 架 的 化^は 巧ぶ にを 近し セので ある。 


y 巧せ 


ー セ 田 


〔 2 〕 フリ I メ ly ンリ ー とお 太 人 


•メ 1 ソン 


.と 巧 太 人の 連 巧は 篇ち 難い 巧 巧に して 巧 雑を 


巧に な述 せる 所で も 分る 通りに、 フリ 
もので わる。 な 巧のに 曾へ ば、 

.イ 、巧 神 的、— 的、 ぶび 巧な 走 基踐 はお 洋め にして 5 的 葦ので わろ これらは、 ヤ 1 ヴェた 
•雲し、 ご モンの 度乏 建築と いふ 象 f 用 ひる おでは、 稱乂 人の 樣力 をぶ の？ せる ものに 化 
ならない •をの あらゆる 宵 話、 傅說 、み 語、 それから 巧 及び 蠢に關 する 萬ろ 巧め お？ カ パ 
.ラが かより かられて ゐる •而 して この？ れら の满霎 来が フリ i ' ソン リ 1 の 中へ 何時 入 ミ 


ホた かとい ふことは 大した 巧 歯では ない。 


人人 道 ま 茜 的で わつ でを をを 句 占 


來 たかと いふじとは 大した 閒 題て はない 


- b ま f で ぉつ 了 養 if / ぶ；。 ッ i ミ受鹽 ii 5、 が 
に— 仰 透と されて、 fi 題と し— はれ i を ミキ リスト* 

つの 大^! 巧 とし ミは なく、 単なるが 訪ザ として (み阳 入を 許す しを 巧 逸の 二 

閒| ず— し— たの— •かくて 勇 f ソデ、 
=1 つグ地 巧」 は 一八 八 一年に 「オラン 芙ぉ をに f ホの 夕 寄いて ゐろ 
巧は 諸 巧と 共' に巧リ として 巧 太 か 巧々 ご' ソデへ 入を する ことを かるす るのは フリ 1 メ—ソ 
の 蓋と 一を する ものでは をい と 云 ふこと を 譲ろ か 之 制 眼は 管 遠から ざる 裳 こがて 

巧々 の 霞め igf で嘗 とい ふ？ i 抱い 了— の？』 
，ぶ^^^^— i 交— il#f 了、 J 章ッ デミ f され ち- 
な i 巧か^ 按^^ フ ，，メ 1 ソン？ は— おを して ゐ ろを 富が 特に稱 た 的な 為 

^の化^にお一がぁるミムじとは、これらの毋乂人が同時に靴爱7?メ，ソ:^^::: 
ナィ •ブ ， Kf i 人 舅— とな つてゐ ると い iii される。 かくて 達 
のフ ぃ1 ソ f i おは、 游— ?メ1 ソ ン？との巧| 巧 學る媒 をには、 

さ I 部 フタ， •イ •ツン 巧た 


f セ だ 


it 一 主 ハ’ 
f 二 巧、 フ 91 •ィ ly シ お® 

•アィ， 力の お 太 巧れ とも 連が する し、 用な 喷羅惡 にがけ る 爱の委 やな 太 佑 音と 巧 巧を 津 

おを 巧ク ので ある。 

ミ〕 7，1 夕 1 ッン， 1 とこ クス まま 

フ くメ， ソン ミ. の t はまと して、 薪 まま 的 デモ クラシ， 當 巧の ブル デョア が— あろ 
r 古式の プ 。主 ン 大口' ソデ」 にがて、 貪 ごがのを が i ま 筵 义は皇 憂の 蔡をホ おとして 

4、 上な罢 寅に！！ かの 變 f 加へ る ものでは ない。 •、 

巧し、 フ！ メ 1 ソン ミの なお 的に f な 巧 的な かがで ホる おな 位階 かがみび 富—々 にたて 
は、？ ャ 人が 桂め て 多種 夕 揉な 極が 的 諸が なにも 加入して i の會 員と をつ てゐる 巧に、 化 等に 化 
ク て マ ル ク 文 ま巧寞命まを的をな！ 7ミメ，ッンミ巧な におち&ち わ t と々駕 して ^ 

’ •、、こ ィ この 色 おは、 フ， 1 メ 1 こ， 1 や 蒙 自山義 的 デモ クラ Ts 妻の 案の S 

とはを 早 一を しいな ものである • ，3 

巧た を ミて 見ても、 蒙囊 S がする C とで わを、 7 ミメ iy 舊は先 づ爱は 把な-^ 

に— ま if の ill — しめ、 惹 代りに ーア モク ラシ， の 自—的 一 

'ゼ!; 打ち f I を f のであ る。 7，，5 ン 貪の— は、— i を ミ 


1 ゼ If を— す ミ—。 、 ノ 貪の— は 、 f i 


傭 工作を やつて ゐ るの ガ とち ふこと を 怠 誠して 居らね としても、 これは# 巧 上 大したを 巧の ホる こと 
ではを ぃ •ホ 棟を 巧 度を 養した も Q ではな か。 をと 化 等は が享 るので あるが 、 C れ はが 輩に 巧 
の备を 夢 か K する S を 巧げ る 化が 巧で &ミ ー 慧 ま 響 達が 白ら 進んで 5 お 社を 塞し っク 

わると 5 C とも 7? メ ，ッン ミ £つ て 大してが が をな ことは ない ので ある •か、 る 巧が は、 
巧 巧 まを をが！ K 力を ミ 巧 中に 把捏 ずる 巧 合に 巧め てなる ことなの であろ 
ポル シ K ゲィズ As 畫 W を、 t れ s する is 例で ある • 7 ラ XKS 豪は G 蓋が フリ 
1 メ 1 ソご 。'ソデに 所 ミて S ことが 炼 致されを 時に、】 を 一】 辜の 雪 ー ィンタ， ナシ 3 ナルの 
巧 旧 回み まは、 ホの かき かなを 巧し を。 

ぶ S 巧蠢ち プル デ 37 巧な に 通じて ミホべ ミ 宿 巧を 巧？、 7? メ — ご， 1 との 
這を が 本 的に き 何す る必累 走る •共' 建 巧-ご レ クリアと プル ジ 3ァと をみ 巧して ねるな 巧 
をを をに 息！！ せねば をら ね。 併し、 巧 Q 一 ぉ 8 巧 的 人み は、 791 メ 1 ツンを 巧 川す る ことにが 
0 てこ S 細の 志 擬裝お 巧 巧た 築いて ゐち プリ， メ 1 ソン？ はを 進的續 向を ぞ する プル 
プ 'アに 巧 0 て Yv a レ クリアに おしてた さかた 巧 も 不正 且つを も巧廉 化なる 装で ホろ 巧 巧は 巧 


を 的に フリ I メ I ソン リ ー と 巧は た 丈 をら ね • 
第二が フリ •• XI ッン 巧せ 


】 セモ 


を 一部 フ 


- i ッ y 巧せ 


;八 


これに 畫 つて 巧に 卜： ソキ i この 問 囲に 巧して 妾を 雙 かたて わち 一九 一. 言 幸 一片 ゲィ 

1 ン •フリ ー メ I ソン 新团 はみ のか < 巧いて ねる • 

『モス コ1 巧。 タィ A K 巧に 化る ち卜 。ッキ 1 は、 ィズ ヴユス チヤ. 巧の 巧 面を 借りて フランス 
弓ミ タ 1 ソン ミに 巧して まか 警乙 かしち いが 道に をいて 居ない 化に すを なる が 斷を向 
けて 畳り、 7 ラン KQ 7，1 メ 1 ッ N 91 はを S 動的な 勢力 S 故に 共 產ま義 にと ミは ペストの 
は* かの かを も Q でを ミ、 共產主 まを 保 萬 忙毒さ ぅとして ゐ ると 5 て ゐるさ ぅでを る。』 

『フラン リ 1 メ 1 ソンは、 か會 や々 トリ' ソク がと 同樣 に进步 的で わるが 化に、 共' ホ まを の資 
ネ まを 的を で t •それは、 神が ま 筵、 巧が 主 ま、 菱道德 的 か 苗を 用 ひて、 巧い 巧み 脚 ホを 鈍化 
し、 璧奚、 H 畫ま S 幕 薄、 及び 買 化しみ い巧阳 お？ によつ てま 持され て ゐる孚 ざむ い。』 
これが トロッキ ー の 度 巧で わる。 

ヴ ィ1 ご 7，1 メ 1 ソン 霞は、 この 5 に對 して- (一ろ 一一 一 童 一 •田 S ) ホの かを 注 巧を 加へ て 
わる* 

『卜 气 かの モス コ ー のかを は、 フリ ー メ I ッンリ I に所疆 してね る フランスの 共 巧ち 獲ぶ に 全し 
.で、 たした ぶが も 巧へ i かつち 近 巧 彼等は、 集つ て モス コ 、のか まに 巧つ ておし 入れた たを 抄 


で、 たしたぶ巧も巧へ^^かっち 近巧化等は、 ちってそスコ、の巧まに巧って格し入れたたホ抄 


をる 化 巧を 討 巧した。 

共を ぶか 治 局が S した にも拘らず、 夕數 の 代 ま堇が 紫し ホので わる。 

みい 汝お S 忆 、化が として 7? メ 1 ソン 貪 セる 身み をが 持すべし ミ i がを されを。 モス 
ゴ — s 行 局に かま S 回を 累 して ゐる 一つ (墨が、 媛 离 巧 して 管れ を。 

併し かられて ゐる 通りち 5 n ふ 本鹽に 削して 讓ホ する C とはを いで あらぅ から、 ノ J — , 
1 ソン 奮岛 たる 塞 is は 近日 中 寡から 除かされる 乏 とお はれる。 一-巧に C れと細 K . 

て ホの かくな けて ゐる • 

; フ n ふ拷忆 f て I 明らか 奚產斋 Q I 襄 巧い 一文が 『象 《塞がん にを さ 

れる。 巧*蔓寞5を乏裘を請」5<。 害5く巧ホ。 

あると いふので はない が-。 - 

「モス 7 は 塞 まま f ると 同時に 7? メ i ンが なをる ことを g る ことを をた。 リ 

とを ち 共產ま f は 誓 C - 某 的— •琶 キ —び特 S 貴 S を 持つ 了ゐ るが 化 

である •巧 i 力で も— i は、— 报を f て、 軍— 蓄 されて ゐる巧 差 
でも ホる ので ある . 

夕 一巧 フ ,1 •ィ— ツン ホ旺 

. 、 • i ー ミ 



巳に 


fi 


-ly 巧 ホ 


】 八 o 


巧い 巧 宿の 一切' を# まする フリ ー メ I プン •リ ー は、 をの 信奉を の 中に 共を ま 菜 お 力 化が し.'. もょ い 
C とを 認めて ゐる •フリ I メ I ッンリ ー は、 巧粹が あにが ける 共產 まを を もつ て 迫 ホす るの 化の わ 
る 一巧の 巧 想な 〇 と 巧 巧して ゐ るので あつで、 その 巧 かは、 我* が 巧みつ、 ある 巧 巧れ 側 人ま苑 を. 
巧 巧 化せし める かを 手段を 求めて 止まめ からで ある •人 巧は 人 巧の 巧 巧みび ホ 巧 脚 ホの がみを がみ 
てゐる •フリ ー メ ‘1 ソンを 員 達は、 じの なに がても 坡も 美しい 夕 にかつて ゐる もので あつで、 それ 
は 化 巧が 人 巧を 同 を も クて一 化の おおの おお 的 曲 結に 巧 一す る ことを おへて ゐ るからで ホる。 

而 して フ —1 メ ー ソン おれ 員が その 巧な のがを に 巧して 如何なる お 巧を もから ぬと しても、 •而も 化 
は推步 のた めの 勞 ぶを として、 巧巧衡 にょつ ての み 人は 何もの かに 巧途し 巧る であら ク ことを 知つ 
で ゐろ而 して 巧 ♦'のかを 達 巧 せんとす る巧揪 は、 人間 そのものから おめ ねばならち 巧々 は ホを 
貪 現せん とする 巧を には、 その ザを 日常 生 巧に がて 一時 も 忘れて はなら をい •みすす む ば、 化々 み 
人が 巧* を 巧 舞して ゐる 巧な を 化 巧 得る 限り 貪 巧に 移さなくて はたらな いので わる。 

共產 まを が 巧 A の 也た おを 化けるならば、 か々 は それを 巧 ♦自身の さ、 やかたる 生 巧の 义媒 にがて 
資 巧したくて はを ちぬ。 巧々 はか、 る 巧に かては 巧 かに 語る に'^ め、 お產ま 巧なる ものは、 か 期の 
キリスト教徒 ポ これを なみで 巧 巧を あげ 得な かつた にも拘らず 可能を ものである、 と 云ん ことを 寅 



おに 承さなくて なを 


キリスト 敎 徒が これを なみで 巧 巧を あげ 得な かつた にも拘らず 可能を ものである、 とを ふこと を 寅 

おに 东 さなくて はならぬ 。えづ— に 葛す るなら ザ 紫 セン 七， シ ョンを f を姜 ホら ミ 
そ S に 世 ホは ミに C れ へと 蒙して 行く t とで あらう。 

い T 7 r 7 r ;- r 7' の! 巧う しを ミミで ゎろ 卽 ち- いみ A が.：. 襄备か 
ものにす ミて f が、 7，，； いい： をが 器が' の S 。 雙 にでは あるが？ 
やり ホ が進をゐるので|ら、ミ 禱 それ— を 村 巧 のぞ— f れミ 
るので あろ ミを は、 薰 sf まけねば をら ねこの ホは その 蒙の— に 
るので あろ 共— は ぉ財 が 至 ミ •塞な はん# の じ ^; 

ミ努忆 ょ— されう—! 考へ てゐる。 巧::: 
門す— をく— 1 1 れ ば、 巧 i 產 f f ミろ 併し それを ち 
て， しも 《 i 買？ ともを ミな— ' f て ミ 碁を f .i く ci * 

ま 塞 s 襄お 空に？ るか、 る霸 となを、 化 f 特に f の^を そ、 る もの ミな 
な^，， メ r ソン 結 音が 巧の 『ちきに 人 f が 基む ホを 用 ひる その 塞で あろ 入 側 

^^一^ゥミるたをとを襄篡定が了も累表|と|:むやっ襄2のが^ 

>1 一巧 フリ ■•ィ ーッ y 結た 

】 八- 


戸*.—.^ in 占！*- 


# 一； 部 7 リ— •ィ —ッ y 巧た 


-八二 


は、 がんて巧である* 此の象巧ま|^^^はフランスの 「巧樹と5^なる«のが肚。ッデ」 及びフラ ソス 
最巧 巧な をのを 員た る オスヴ アルト •ゥィルト にょつて パリに 御ぶ され、 そこで 巧け されて わた もの 

でぁろ - 

こ、 に 引用した 笛が から 巧に 巧 かなことは、 この 化 治 的 巧 動を けつて ゐる 爲投か 階の 代 夾ホ述 がな 
なを « ぇたのは 化 巧の 考 から 見て おりに 表面め にして 巧ネな 共產ま 寒の 諸 乎 段に 封 L て i > わると いん 
ことで ホる •フ！ I メ 1 ソン リ ー が ホ ボファ シズ A や ナチズムを 共 產ま苑 ぶびせ ホフ リ ー メ ー ソンリ 
1 の不 化な 天と 瑟 めて 居な かつた 閒 は、 フリ I メ ー ソン リ I は 巧々 共を ま 萬と 自己とは 異なれる もの 
であるとの 化 解を 巧 〇てゐ ホ。 侨 k 世 ホが 二つの 阵を にみ 裂した をの R 閒 にがて、 元々 巧く はな ざし 
て わな か 0 セ 巧を の 差 巧は ちれら れて しを つた。 ’ 

かくて ブリ ー タ I ソン リ ー 的 『人 巧® おか 巧』 とま ふ 巧 巧が 現 はれ ホので をる が、 この 奴 巧は フラ 
ンス大 束な の 期 巧が 巧の 巧果で わり、 また か、 る 合す 葉の 下に、 フランス 及び フランスに 化つて 巧 か 
されを デモ クラシ ー 因 まや 团辰研 お 31 巧 方面と ソ# との 同盟が 巧ぶ したので あろ かくして そのが 巧 
なる 地 化を 巧ぶ 人に ょつ て冉 巧され てゐる ニクの 曲 也 セる 共 巧 ままと 世 ホフ リ I メ ー ソン リー との、 
わら ゆるが おのな ファ シズ A 义は巧 ゲルマン ままに 巧す る 共同 防がが が 結 巧され るので ホる。 




わら ゆる お 態の 巧 ファ シズ A 又は 反 ゲルマン まぶに 巧す る 共同 防が 巧が お ホされ るので ある。 



巧 I ニ ホが フリ— 


メー ソン リ— とフア シズ 


ナチズム 基— 度と し ミす i — v ン 基 


- V . 〕• フリ— メ —ン ソン リ—と フアシ ご 

度 條‘ち M クラシ 1 整 制を と ミ^ 急 ミ 巧 f 攘 に J ; 

メ ，ソン ミ 愛に 入らざる 着な かつち お f かん ホも贫 もな くフ 

れてゐ る) との 閒爭は ひどく ホ烈— ィネ； フリ I メ — ソン？ は 巧く けば 

が 加： られ f もし ば」 ばで ぁつを。 。こみが 力 f れ 、。ッ .f f ミ 

ン 一 ミ； uf ミ 
ミ f め iii6 を i を :’ ミホ it 
I かお— :: r ， 《惡 — i さ if ? メ ，ソン？ の乂 が 
i * rr , 寮 hrIlf デ； i 、 任— ぁなる も 

Is 


第二が 


.ン なか 


】 八 巧 


ので あつた •かふる に トリ デァ- 一は、 フリ ー メ ー ソンり I の联術 通りに、 巧 巧 的 ロ ソデ ホを 巧# して- 
ぶ ファ ショが 义 巧の 巧 ホを 巧ら しめょぅ とした •一九二 二 年 十月の 彼の* 巧义の 一つは、 ホの 如を W 
葉を はて おがれ てゐ る。 ， 

『人道 ホ 筵の おが、 がち 諸茵 巧の ち 巧た 巧く がか せんとす るの が 香 人の 意闻で わった •これは 今日 
にがても 尙 吾人の 化 事の 巧本夕 かで ある •それ 化に 吾人は、 フ アツ シズ A の 理論が、 デモ クラシ— 
及び 自 かの すべての 巧を と 巧： 化 •面に 巧 巧し、 巧を や 寡 巧な 治に まる かきが 態を とらざる やう ホまず 


る ものである M 
九 二 四 年 化は A ッゾ- 


なに 一通の 書 巧を をつ たが、 この お 尾は ホの かを ものである* 


r 吾人は が* 巧を 巧大 をら しめた 諸々 の 巧を、 卽ち 自由 及び 巧 おのま 權 、おがな 治に 巧す る 聞ぶ の 

白 あ、 巧 人の ザ 等なる 巧 巧 等の 理 をの か資 なる 守を ホた るの 「資」 を棋ん でを ムタ でぁろ 併し か 

、る 見解は、 を 律が 巧々 のが 謹に 巧しても また 巧 用され る やぅに 牌 下がを 规 される ことを 巧げ る も 
- ■ 

のでは ない ので ある M . 

デ モク. ラシ. _ 的が 本 巧 巧 及び 巧 お 的 巧 巧の 化 進を 巧に 巧り あし 巧 調す るか、 る 忘 化 こを、 ファ シズ 


A のを ザと フリ I _ 


ン —1 の 見 ザとの 晒には、 巧 協が 到底す 可能で ある ことを フ アツ シズ ムに 


デ モ ク.ラ シ 1的が本巧巧ぶヴ場ぉが迸巧.の巧雄を巧に巧り巧し巧說卞るか 、 るぉな 
A のを 解と フリ ー タ ー ソン— 1 の 見が との 間には、 巧 協が 剣を ホ 可能で ある ことを ファ 


示.^ をの—。 一を 累に ミ？ 弓 f •デ イタ， ヤ』 巧 f のかく) きち 
g フ ソン？ はお かよ 基 へられる が 令に ぶい— 巧 動を か義に 於て 度 f 三 化の 
口的惡 でを るかち？ ミト 黨は C れを讓 ずる カ デ 巧 (7 ランス 大巧 磬所堯 でを る) 
の f メ ，ソン？ は、 這— 巧 ご T プ諸 苗、 及び バルカンに がける ミスのと 
あ •の 巧れ ホる ま塞を るが 化に、 よを フランス 人 ホる も S 间 時に フ？ メ！ ソン お杜皂 ある こ 
と々 巧 ホる わけで ある。 义 イギリスが びに ア<— 

的を かこ 於て、 まを 巧を 巧を を‘ 力の フリ 1メ1 ソン？ は、 な 虫 まを 的 人—!! 
よ と アン ご サク ごのた めの 世 巧 まがに 霎 して 居る がれに， 
よを 蓄人 たる も S は 同時に 巧寶 なる 7? メ ，ツ ンお寶 セゥ 错る もので あろ 

ン I て ス^ 1; £ ( フリ ，"，ご？ 本 巧は 巧 か S 々にがつ ミミ 故に、 よ* 
! 人 にて 同 もに フ？ メ ，ソン— たり 得る ことは あり 巧ぬ のであ る。 ジユ ステイ__こ 
バ^^ 1 ソン？ は、 アビシ；、 リ ビヤ、 巧に 义ドデ ミス、 ダル ごヤ 、アル ご ヤに於 
^ ィム ホの 巧 動に 對し拓 えず 巧 巧した のて ある。 化 等は、 農 的讓に 化》 ならを して 
_ u ’ f る ミ— ま 持し— あるが、 その f — きもの t — ある。— 

^ た 力 而も 堇 的な 利の 合法的に して 神 まなる お實 のな f 巧げ たので わる。」 

さ 一》 7 リ ••イ ■ツシ 巧 か 


一八 C 


一': T ■司畫 f f ぶぇ 


第一 烹フリ _ 


— ッ yin 化 


•一八 六 


(レ' ン *7 著 7，》 ィ — yy，—、 S ぶ 〇 — 五】 R) 


'興 かがい ことは、 がぶ 巧の フリ ー メ I ソン リ ー がその W ホに 幽して、 巧这の P ツチを 巧 违と问 巧を 
論 巧を 转 W して、 が乂 巧の 巧 一は フリ I メ I ソン リ ー の 工作に よる もので ホつ たと ま 並して ゐる こと 
である。 これに巧し-^^、 ぉ圳專門を員みの：^^ 1 §しを巧靠の示/所に化ると、 十か化紀のが乂巧喊がま 


を大 運動- 


リゾル ギメ ン 


.には フリ ー メ ー ソン リ ー は W かも お 如しな かつた じと か 分る。 フ 


I タ ー ソン おせ 員を る力ぺ PW 軍が 巧 役 三 一十 年のを 罪を 吿を をけ、 义 トリ デ T 二が ヵリ パ ー ルを にが 
刑になる とみに、 此の 巧 おもが 稳を吿 げた。 ヵツ ぺ 口# 軍の 吿訴の 巧 曲は、 ツ ァニボ -- の A ツソリ ー 
» 巧 巧 かまを ま 持した とを ふので ぁつた。 - 
巧 ルを 巧 生 巧を してね るか 太 巧の フリ ー タ 1 ソン リ ー お 巧 員 達は、 フランス 大 B ツ デの 化 巧の 下に 
『か 太 利』 及び f おか 太 巧」 と 云 ふ 二つの ロツ デを 巧 ホした •か 之、 一九二 义年 にわ 化せる 伊ぶ が最 
巧 評！！ をのな 司々 たる ロツデ 會員フ H ラリの 巧を にぶいて、 一九 1110 年には ロンドンに r を* 巧 ！！ t 
が 巧な された のでめ る。 .‘ 

ニ フリ— ク—ツ A と ナチズム 


〔1 〕 ナチ ス巧賺 者 達の フリ — x — y ン y — cc す# 里！！ 

る ^^^;; irf if ? 夕 ，ッン ，，香 量的— 立し、 がか 

は 7，， メ ，ッン リ，？ ベての！ 及奚ミ 巧して# なしの 曲 惡浩大 ミミで 

.で i と 一の U る • If 中に— f ， ミン，' 麗し 

r 巧 太 人は— 房 f 器す 身、 震 i お i を一步 一豪」 ょぅと 巧 b 

^ ミ 愛人は ミ 目的を を せんが 巧に 化 お 有 程 基 さを 如つ て、 索が 

も々い道具と」ミミで堇。政愛連中やは治窠ぴ祭萬養なぶ#み^《なメの化ソの;^ 
いリ の， の 引く。 ホ」— 遲 人の 良に ひ？ るが，— 等— ii がいて さへ も ミ 

アルフレ ット こ1 ゼン ペル グは ♦くのを まや 論文に めて 襄 的を i を 2 ち (例；、 「フ 

一をーー¥のな、」 「———|が|， ，メ^ソ''^， 

- ミ； を ー セ 年】 巧 『ヴ ユル ト •ヵンプ」 巧 g 「巧 巧 f ミンが— 薑 ij 、 

• J 1 •フ , I •ィ ，.ッ ミた 

一八 モ 


» 二が プ> 


I ダ y 結せ 


-ル八 


一を 一八 年 一月の r ヴェル こ 力 A こ 巧* 「フミ タ 、ソン， 1 の 世み な 巧の かがが 巧 さ】 义二 
か 年 出版】。 

尙 化が 的に 娶な のは、 フリ -メ 、ソン リ-は ナチ ス巧 进內 にはが 巧の 餘地 はない と 一 みん 《ル マ 
ン •ゲ I リングの 言明で あつて、 じれは 一を 言 一年に ごシ ザの 蠢- たる ダ， リングち 窒 离索內 
に薑 Q 地位を 確 巧 せん 李る 古式 ご ィ七ご P ッデ围 の 運動に おしてな されを もので をクた 
をのを 商 判 ± たる プ ー フ も、 ロッ デを 貝 達の か、 るを 卸に 關 して、 同樣に 明白に 音 巧した。 その他 
ナチ スお 導を 達の 夕 か のを 巧 や 巧說の 中心は、 口' ソデ 化 巧に おする をを なる る認 がが， へられて わるの 
が 見られる。 

『2 〕 ■まび 5ブ9|すツ ン？ 8 《泛 ♦と 8 S け* ク ン 8 SS 

おの公まの提本的な場は、 抓祭*^*^いい*^いソ い こッ户いも肿かおがいミぃム巧めの化苗 

i がいい 賢い い 家い ' P かか ナチ ス なへの 入な 許ザ宜 貢の 中に 現を ミろ ミ 他ぶ ぉ 总巧駕 

や巧壽 傲 載 おの 夕 おの 訓令 や黨 革に、 义靈 陸軍ち のな々 や 規を革 及び ご 至ンの 援^ 
良の 一を ミ ハ 年 蒼 S 訓令に がて、 貧、 誤義 賢、 をを^ 襄心齡 する 堅が 明が に規を 

むかむ^ かかる • 


居の】 九 111 六 年 か 巧の 訓令に おて 巧 g 居 区 30 眉'*^ 

むか ので ある • ， 


巧 逸の フ？ メ ，ソン，， は 一夫が 勘に 分れて ゐを • 

ィ '、が 合して 大口' ソデと なつて ゐた 公正に して をを をる フ？ メ I ソご 口' ソデ • 

■ •、抑 立 a ' ソデ' ぶび 7? メ ツンお S 似の 諸 組汾。 

をら の化 掠は 襄 窝巧靜 の薰忆 がて、々 の 夕特资 つけられち 

メ 1 ッご r ソデとは み 謗な お ホを 用 ひて 紫 密にお壹る お 同 ほを おで 賣 族的發 

人^^ rIf おを 羣 し、 種族、 巧 族、 をち かを 窠 びな 治 的 暑の 差を 巧 段して、 を 巧 的 
人 巧同盟を 袭サん とし 了ゐ夕 一季 達 5 置つ 安全と g られて ゐる屢 でを ろ 

な Hr ( i 。 ッ？ は、— f 奪 『蓋』 な ffi ょ臺 3 含 

度る あ規 S 大 ソデ S 設立 义？ 所 巧して 居ら 《かを も？ ぁる。 

で ンリ ，巧 似 S ? は、 人 进ホ锥 I •の 蒙に がて 7? メ ，ソン こ' ソデ 至。 をし 

てゐ ると ミの すべての 同盟を おす もので あろ 

そん S 三 ミ—— S 、 |遍|? メ 1? " ッ f つて、 こ 

をはが をし ホ S き大 "'ソデ Q お ミて ゐ ミで をぅ . 

イ 、巧ぶ ご イ セン ホロ ツ 'ik • 


夕 1 W フー 


-ッ y おた 


を' 




♦ t1 雜 7 


ツもた 


-さ 


< ィ) ペル リンに せる 巧 遠フリ ー タ I ソン！ I 

■巧 大ロ ツた Oi 装 あ 巧 法 キリストが 曲) との 中には、 二义五 人の 會員を 有ず る 最高 か BW 會が一 
ク、 W みが 一 化、 地方 ロツ デが 四、 アンドレス • P ツ デが 五 四、 a <» ス •ロツ デが 一八 0、 巧 アン 
r レア K を 貝 貪が 二^ あび フリ ー メ ー ソン リ I 的 化合 六十 二が 包 巧され てゐた •この 大 P ツ デは 一乂 
111111 年には 總が 二な】 一一ち 人の 會 貝を おへて ゐ た。 

この 大ロ ツ デでは、 アン’ トレス •《 ツ デに がて 巧 四、 巧 五の 化 階が 巧 はれ、 が 巧が をでは 第 六 力を 
第 九 位階が がは た 巧 十 化 巧は、 が留 巧みの 內 巧では 名# ある 段 巧と 認められて ゐ るので ぁる。 

(^) ホは ペル リンに 在る 巧が 大ロ ツデ ーー ーつの 巧な で ホつて、 擬装の ために 苗 巧 的 キリストが 的フ 
>1 ドリ ヒ 大王な 田と もがし を。 本 か 曲の 下に 报屬 して 巧 かして ゐ たのは 二 巧】 千のを 員で、 巧な 東 
二十、 スコツト ブンド •ロツ デが 九 四、 みび ョ ハ- ス • B ツ デが 一八 一二 わつ セ。 スコツト ランド 
* ツ デには 巧 四は 巧な ムの會 員が 集められ、 內巧束 ホな には 巧 •立 力ま セ 化 巧の 所 ぞぞ が お めら れて& 

巧 

(ハ) プ P ィセ ン 大ロ ツデ 4*^ 肚 じれは 一乂 一ニ ゴー 年には 巧这 キリスト お 困 友愛れ とな 稱 しょぅと し 
たもので わる •これに 贵內が 東方 化が 一つ、 巧 部 東方な が 二十 一 11、 ョ ハユス n ツ デが 巧 〇 八、 及び フ 


ク クープ ロイ々 ン ホロ クブ ぶ夕® c か 2 _ 力 snl 句れ w 巧 巧马リ ブトを B 33 象〜 边お I 
たもので わる •これに 最巧部 お 方 社が 一つ、 巧 部 お 方 社が 二十 一二、 ョ ハユス n ツ デが 巧 〇 八、 ぶぴフ 

;;; 護^^ 八 —。 i して— は！ で—。 巧が 

ilf slif ゐ 

^ ち fs の 人— 義奠 。'ソデ sf り、 努 なく 一二つ？ ス f をて— て 
P 、 人道 まを 的大 0 ツデ - 

した •： 因 じ 7 にを る 『ザ ク七ン ー大。' ソデ 一を 一 呈年亿 汚を 大寺お TK 卜か 留と菱 
しち 力署 Qr ソデと 一一 一八の if し、— 六 T — ぁつと。 §と 這 

ツ^^ uy II で、？— 巧最？ 

こい】 ろ <ィ 。ィト f i 一大。 ツデ— 壬 言 一一 f . ， ツ デ— 王、 i 所。 

C こ フランクフルト •ア A •マィ/ C 5 5 を曼 

、ち t 斤 こ、. < 、にを るが 巧 1 メ ~ ツン^ 癸； デ •モ a ツデー 憂 K 

づ巧 ♦が 二 貪 お 二 千 喜 革 四 おを 包 お」 ミと。 r 

..(ホ)* T ! r ' ソデ •ナチ スの iiif スト？ 合同した も f ろ" 

’ . 一九 一 



〔杉 




_ ..ぉた ぉ< :; 長 一^ 新な. 一！ 


;- K 1 辜で ぞ 巧：' さち ふ 


fl 


策 一一が 


—ブ ン巧 せ 


】 九 一一 


ッデ ー 〇、 小 集 お 巧 五、 め 千 八 百 〇 あのみ 員を なへ てゐた • 

(へ) ダル A シ •ー クット のフリ I 夕 I ソン 親臨 大 P ッデ •ロ ッデー 〇 •小 巧を 所 凹、 をな か 八な。 
古式 公認 スコットランド 儀 巧の 三 三 二位 階 制の 巧 遂にが ける 代 おは、 『巧邊 み 馈ま豁 大ロ ッ デ』 『巧 
巧 运髙評 謹を』 であ、 つた •がをは 巧 一力 至 巧】 二な 巧に a する 八ち をのを ちを なする 二八の ョ ハ- ス • 
ロッ デの ま 巧 因® であ ク た。 - • 

『巧を を 商 評を 會 J には、. 十六の 裔れ化 巧 P ッ デが 巧» してを り、 を 員は 巧 計 約 二な セ 十 あで、 巧 
四 化 おのを をロッ デが 五。 . 

巧 一八 化 巧の 僧を が セ。 

窒 10 化 巧の 高等 法 おが ミ 
•巧 一二 111 化 瞄の賊 場が r 

このな 位階 制度の 化 貝函® たる 敢巧許 建を には、 正み は 十二 名 あびが ル あ ホ 行 貝 十 こ あがが 巧して 
0 ちかれ て ゐる中 閒の諸 か 巧は、 巧进 ではが 巧よ はけ はれな かつち 
巧を にがて 巧 立 P ッデ として 認められて ゐ たものは、 ホの 諸 苗 巧で ある。 

(1) は 日フリ ー タ I ソン 同盟。 をい 拙に 二 A 1 ルンペル グに 本部を 巧し、 ロ ッデあ 〇、 みほ モニ 


巧 省で だ V 巧 立 ロクプ i t ス讀 y c t 1 〜 夕^グ k T クグ まを BBS 「 3 •イ 
(1) 化 日 フリ ー タ I ブン 同盟。 をい 閒に二 A 1 ルン ベルグに 丰 部を 巧し、 ロ ツデ五 〇、 み 貝モニ 


な 軍を を數 へて ゐ ちじの 餐 は、 公 f — 裹 的、 モか囊 的、 及び マルクス まを 的 おおを 巧 
巧して ゐち 一を 110 年に 『靈義 ま義大 a ッご义 び 『巧を を 裔が综 み』 の 御 立に をつ て、 こ 
の おな は 新と 高露穀 がの 中 お 護と し 了を S お sf 急進的なる# 巧を 送つ を" 

ぶ) ド ルィ 1 アン SC ド ルィ-デンは 襄 ヶル トの 若】 己れ は 巧を 阐巧襄 巧と 改稱 せんとし と 

*4*^ て _ 一^^^% _ ■ 、 ’ ■ • t ， > ■ I — >»>>>••» 


結 肚であ ミ、， そ お晏、 7，， ミン？ の 5 f つ 了、 ゲルマン 的 

暑 形 描 言と 忆 7? メ 1 ッンリ 1 的 思想 財を 達し、 小巿找 階な 為 粗に とつて 時に— なる も 

のであつた。 

このが 留はド ルィ I デンの f 稱 せられる 一言 六十 gj の； デを 所がし、 貪は 約 一き 一千 名で、 

ミミ 下な 化— ちオヴ T テン 農；：, ァ—卜 とは 古 巧。— こ ル 養 5 さ、 ご デン 化硏ミ 

グンとは 襄 ヶル ト の畳诗 人の ち， ド ルィ i アンが 巧、 並びに 一つの 商な 化 隙 S 窩沒衔 み』 に t 
で 巧 動して ゐ をので をる。 

〇〇 オット •三 お 舅。' ソデた る 7 メリ カの 子ソ ご；" 1 巧 立が 曲の 特許に もとづい 
で、 - X セ 〇 年 S 愛設壹 られた e SS 大：ソ ぶを 言军 ： ' ソデと 一累 2 みはと も 

包 巧 ムてゐ た。 


夕哀フ 


— y y なせ 


】 ホ吉 


お liil す を i 量を-- 章 ご 韋訟 r 


.VL 


; ィ f 一， 


第一 一部 ブ>| 


-ブ y た胜 


-九四 


本 •敎 W は、 四 クの下 度 化 巧 及び ー ニクの 巧れ 化 巧に がて 巧 動して ゐた •オッ ド •フ H P 1 技 ■と ドル 
ィ1デンか围とは、 ぶ規のフリーメ1ソン91と本巧を同じくしてゐる巧と、 その巧巧夕をがかがを 
る巧會 の人イ でぁるかとの K から 見で、 ょく 「下 ホせ をの フリ ー メ I ソン リ I 」 と 巧 ばれて ゐ た。 

• 「シ A ララ フイ ア巧 巧」 も ホ こ、 に 巧 げられ ねばならめ。 本 W 担は 一八 五乂 年に プラ ー グ にか 立 さ 
れ たもので、 1 をの 儀式の 巧 奉の もとに 一巧の お ま にがつて ユ I モ す 足び 巧 ホを 巧历 ずる ことを をの 
目的と し、 且 义ぶ爱 たな‘ て、 その 巧 本 原理と して ゐ る。 巧に シ王ラ ラフィア 国は 同© K 及び 人 巧の 巧 
合とをふ巧本巧理を3!|^^し、 人巧共同巧をかなせしめるかをもの、 巧へぱ淫たの差則のかをを巧るず 
る •本 困は 大巧み 巧 太 人 及び フリ ー メ I ソンを 員を なて 巧た されて ゐ るかが 同盟を が 巧し、 フリ ー メ 
1 ソン リ I の 中に 巧 はれて ゐる隹 まの 巧 形式 t 採用し、 一二 つの か 巧に みれ てな 動して ねたので ゎる。 
政權が ナナスに 移つ わを は、 巧を にを 在して ゐた シユラ ラフィア 国は、 公式に プラ I グ とのな がを 断 
ち 切つた。 

. 巧では黨お巧巧倒巧のいムをホにかて、 フリ1メ1ッン*»ッデ义びフリーメーソンリ1巧化のが 
a と 巧が されて ゐる巧 化な のみ t ぁげた •この 他な は义 化め、 巧學 的、 及ぴモ かま 巧 的が 巧と いんな 
• 面のもとにフリ1ゾ1ソンリーめ&仕ホを巧つてゐる化巧が夕なにが在してゎたのでゎり、 他の諸曲 


ぶ夕巧 ミ 
而の もとに 



にがて 暑— して ゐる とい ふじと についても— •へて をいた— わろ 

〔3〕 ナ ♦ KA ®7 ylxlyvylcjg ,0 llll 

な—、 フリ 1メ1 ソン を敵姜 if の— とは i、f リメ 

i 爭 お」？ ミ援 f f I 材料 i され、 そた 管な。 ッ C 

巧爭 力— 的に— お にされ 管を f i 忆、 7，1 メ 1 ッンリ1 實 
は 巧 白を 目的を？ A ん ダので あつち 留 の磯に ホた つて 

不^^ ンの f は、— fi — な i から も、 if いふが 巧から も 

、不可能と な ミこ 矣駕 した」、 巧 if f ッ 星す 

りで わつ ちかくて r ソデは ホから ホへ と t の 巧を 巧して 巧ク ち i が 

は、 が。 ミ 雪， |メ1 ソ •'"的、 ィー ミ T を 著 ミを のと、 そ 

ミ遲 、 f f |」重奪*るが、 ^ 

は 巧 r — ili — し f の 

る 手を 1、 冨望 fr :: pp 9 ィ : r rgr f 一三 i す 

さ Ig 7 ， • ； i f ツン？ も ホ その— i な— 
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でた ので あ〇 ちご シャ な吗 T リングの ホ ホは、 おを の 眼を 巧 まし、 また 誤な する 表と 見が 
され セが 巧のを 巧を 强 じたので ホク た。 

巧 まご ィ七 ン大； デの 大巧 楽は、 大口' ソデを 薑 的に 解 巧す る 州 忘 あるげ をを 青し ち 一九 一二 
韋八 巧の 初めに 至つ て ザクセン S 二つ 笑 P ッ デの 大棟 おも 同 巧な か 議を採 巧す るに 至つ たこれ 
と共に 巧 逆では が 巧 》ッ デは ーク として 巧 動して ゐな いので ある 

すでに 賢れ'^ 主を？ i 動 S る植力 〔把 おょ 〇 ずつ を 前ち 賢 まを 叟び援 まを 的み がょり 

する B ' ソデ 攻# は 港； して そ S 果を 巧げ ていつ たので、 P ' ソデは をを 巧 街し なければ 化ら なく. 
を ミ居ク セので あつちを して この おれ 赛 にお おする 巧 自の 巧が 寶 含が 設立され たので あつ 

ち 

.フ？ メ ，ソンな おの 著述、 がを、 お說 貪、 ぶび 諸趙の 手段は 5、 本 重 員を におし 報 おされち 
泛 狸の 巧が 組が、 特に 臺ご ィセ ン乂 5 デの 整が がは、 佩 A の P ' ソデ 及び その 行なに 巧して， 
フ？ メ 1 ソン 蔓に 巧して とる •へさ 態な 忆對 する 正 雜な方 かを 巧へ てゐ たので ある。 ナチ ス 巧への 
入な 宜？ 細し V も • P ' ソデみ 巧 捶は 791 メ 1 ンン こッ デへの 所 W を 杏？ ベを であるとの 璋ボ 
をを けて 么 たおを の 巧 山は 巧ぶ ごィ セン 乂ロッ デが 『お 曾と 化 稱サを 巧は み-* ピ 令 {もとが 


フリ I メ I ンン 




入な ま 言に 細しても •。ッ デみ 巧捶は 

をを け てんた が、 をの 巧 山は 巧ぶ ごィ セン 乂ロッ デが 『敎 闻』 とな 稱サ をを は U が'''* を {もじが 
的 謗^^^^^^ ミ ふの てあつち あらゆる 乎 段を 盡 くして、 勒 込み 力 至 同化が 試みられ 、農 

び|困| f 乏 ml 、 暴 i — 堇 

び蔥雲 ft 巧— f れ た。 i か 走 笑な？ を、 f ? メ， 

"f f 囊ん と」 了善皇 が 

。'ソデの 含 曇が ミ 震に よ.。 豐 てよ < 明度した 管、 彼等は 蒙 5 て 葵 7? メ 1 ノ 
^? QI 方 度よ つて 養 代の 思想と 寡と を 暴す ミと 寒 ss 巧 
げ てとの ii とし if 了 f を 0、 If ィ i ミ 夕 
^ への 寄 1、 古式 プミ ン大 。ッ if 寒ん として、 夢。 ィ i 。' ソデは そ 
の 量 十 年 S 寒 於て、 阁誇 であつ ホ のみでな く、 現 接め ては 定閣指 含 庭 1 動を すつ 

I るゐ•る it あ c つて l ;^ミ 「おか3を @めてがいおおにがてなけしてをミである、 し^^と赏^て 

•- ミ 所 S 襄い漂 i 塞と いふ S 、 質； から 誤す ち" 

^ デの lii と 5 CI — も S あつて、 if I を i 

る r ソデ？； sg 寡を ぅつ 供ぶ とを 養と 考 へらを ち* る- « 巧 にがけ 

夕 I 部 7，1 こ—》》 結な 

- - を 


, ド <9 パイ， i .. : ーィ*.:;? す-ちろ V ; 一 V ■一-. 
み ' 巧みぶ 巧 去 *^^ _> ぉ， /5?^^ ホ 。' 
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若し 巧を のフリ ー メ ー ッンを 負 達が、- 化て 公然とな つてね るを 實 に反して、 なは 自分 達は フリ ■■メ 
1ソ ンリ1 の国巧化巧とは何等の脯係も巧し得なか〇たとま張サんとするならば、 此おにヵ ル ル スバ 
1 ド 生れの 巧知の フリ I メ I ソン 會員 たる ボス ナ I 巧 ± が 一九二 五 年に ゥィ ー ンの设 高 許る みの 開^ 

- にわた 0 て 言 0 た 言葉を 引用して 置きたい。 

フリ ー メ ー ソン リ ー と 云ん ものは 唯】 〇ガ けし か あり 巧ない。 卽 ち、 围お的 連が が あるので ある。 
南な 系フリ ー メ I ソン リ 1 には、 「普遍の フリ I メ 1 ソンの フランスみ 装」 とを ム育 葉が あるかく に 
「を遍 的フリ 1 メ ー ソン リ ー の 巧を みを」 とち はれねば ならない。 t れら のフリ ー メ I ソン リ ー は そ 
れゼ れ自围 語で 語る のでは あるが、 じれら は 巧 お 族ぶ ホ 巧を なす】 つの 石の 面に 過ぎを いので あつて 
そのな 方® の 石とは、 「世 ホフ リ J メ ー ソン リ ー」 にかなら ない といは ねばならぬ。 

〔4〕 世 ホフ u — xly ンリ— の ナチ XA に » ず 

か、 る 見解に 照 おして、 すべての 团巧的 世 ホフ リ ー メ ー ソンは、 教 •むに 巧が のな 阐荣 的諸樓 力と な 
力して、 ナチ ス巧逸 巧ち 岡爭 をを 行して ねる。 を 巧含議 及び フリ ー メ ー ソン リ ー み 議 にがて、 巧 巧 的 
巧曲のチーゼが巧せられると同時に、 ポィコット運動の實巧が討をされ、 フリーメーソンリーに化つ 

かいいい 教 か^;^ い 化を が^ 粹 さい' かい。 巧が 和 おの、 一^ モク ラい 一 の、 咬び マルク スモ 


つリ 1 > 


^ i4I ¥ 


巧 動の テ ー ゼが おせられ ると 同時に、 ボィコット 運動の 實 巧が 討を され、 

か-^ い；^ 勤か^い い趴 を だむ 砕 さい^ かい。 巧 おか 遊の、 デモい ラシ ー の、 咬び マルクスち 

f f f f ：Jf f f ’：^ 和 心 ‘心 ぃ 户 い 、 U ; A .い ぃ い 6 が斯い影 い い か か 知か 
な 逢 助は、 か、 る 巧 か暮も 明か かむ を警 がが。 ミ 事 貪を 理解して のみ、 ソ聯 におす ミ 巧賊が 
泣 動の 態な も 理 がされ S ので ある。 第一み 世 奚戰な 前の 時代に がける と 同 揉ち フリ 1 メ 1 ソン 
のま 巧 下に ある 世 巧の 霸は 、その 巧 巧を 巧し、 ナチ ス獨逸 巧 おの 冒 論を 指 巧し ミる が、 か、 

isii — 奪ず、 iA 警 ，ミ i て 置 鐘 if 望 

が可擊 ホる と云ム 怠な を 抱いて ゐる人 Q みは、 斯 なな 音說 g ; 止 描を 理解す る C を齿 ホない ので ゎ 

る" 

〔5〕 結說 、 

ゲ 1 テは、 フ？ メ 1 ソンを 『囲 家內 J 5 『國 ぎと 5 たが、 じの 育 葉は 完 をに ちかつ た。 ち 
己の 霧を 塞旦 S 任谣を もつ て § サん委 る巧府 は、 化し 5? メ 1ッ' ノリ 1 妾 S おを 
いので あク て、 を の巧 山は、 フ？ メ I ソン？ は その 連が や 霜 せる 個人的 諸關 なのを めに、 無を 
の從 つて ま f き •霧 束の 內第义 化 f 巧つ てゐ るからで あろ。' ソデの 固內 寡と いふのは、 
を吏阐 及び 襄围 力を 習し T 、 ゎが SS 化生 爱を襄 力な 選 妾べ 了。' ソデみ 
真を もつ て A がする 己と である •。'ソデを 貝津 やま？ 舅 送つ 5，1 メ 1 ッン？ 援に管 
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♦二 巧 フリ 巧せ 二 〇〇 
: t? け* S' れてゐ るので ある •化 等は 口' ソデに 入を する は 前に、 從 つて フリ 1 メ 1 ソン リ J の 本 巧 や 目的 
に閒 して 明ぶ に 知りが るは がに がいて、 あらゆる 0 ッ デの 問題に 關 してが 厢と封 お 的 化かと を灼 おし 
をけ L ょ ならな かつ セので ある。 前は てを される か、 る拘 ホは す 进徳な ものと 化 做されねば ならない 
し、 义 をの 會员 達が、 國装义 びが 族 共同 おのを がに 從 ふべき か、 ぶは ロッ デのを をに 從 ふべき かの 閒 
巧に 當 面する 巧. 合には、 を 貝を して 去就に 迷は しめる ので ある。 

ナ チズ A と 7 ミメ 1 ッン義 と Qs 生ずる C れは走 S は、 すべて 旣述 S 明忆 ょも 白な 
るかく 到底 夕 協し 能は ぬ 原理 的なる ものである。 

ナチの 世 巧 《は 北方 的で あり、 フリ 1 メ 1 ソン リ ふそれ は柬义 的に して 猶太ので あり、 ナチ スめ 
擦 度が 巧 おを 自 巧す るのに 巧して、 n ッデ おおは 反が 族 ま 遊で をる。 

ナ チズ- 4 の 共同 ほは、 一 狸の 近な 裳に f 生きた が 进脏卽 ち W 族 共同 脑で あつて、。 ッ デの 岩 
組说 化されて ゐる ブル ジ 3 マジ ふ 階な が 神で もな〜 又 そ (利認 がに 化る 一か讓 でもない ので 

あろ 

ナ チズ A はお 炭を を おとす る おお 的 巧 お 主義を、 フリ ー メ ー ソン おな の コスモポリタンの 巧な ま a 
に 封 化させて おる ので ある。 


ナ チズ A はお 拨を基 おとす る おお 的阐民 まを を、 フリ ー メ I ソン 結 かの コスモ ボリ クンが 闊扩主 a 
に對立 させて おる ので ある。 

巧ぅ K 族の か、 る 巧な の 巧 巧のを めに ナチズムは、 かがなる フリ I メ I ソン リ I の 『が おも』 『が 

育 制 望 も必 f はを と、 襲と 義な義 やお 袭 is を t 必 f」 なぃ？ ある。 

.巧 逸 S フリ 1 メ 1 ソン？ の 諸組樹 はす ミが がされち いだを 佩 祭い か^' 7 いい r;; 
ンが 望して を 〇、 攀 は巧是 劈して、 世 霧 茜 族 £ 図 家 的 諸 m 織、 器 的 お 貧び マ， ルク 

シズ ムを なて、 ナチ： ドィッと 戰 つて ゐる g である。 巧 S 諸講 はすべ て、 7? メ 1 ソン 臂 
の 思想 述程亿 依つ て實 現されて ゐる もので を， C,、 お 太 7，1 メ 1 ソンの 化が が g 忆ょ つて、 7 ドル ご 
ヒット ラー の獨 逸に 對 する 敵對け 動を 益々 强 化して ゐ るので ある。 

巧 逸 お 族 同胞 寧べ て、 自 かま 87? メ 1ッン？ が 藍して ゐ て、 ナチ ス獨 逸を パ 倒す るを 
め 世み 锅乂人 政治的 おを マルクス 囊と 協力して ゐ ろフ。 1 メ — ソンの 化 化に 支酣 されて & 
る阐も 群 も 多く 塞し、 變的 にして 7，1 メ 1 ッン？ 的喬 暴閒忆 ょつ 了、 ヒ 'ソ トラ， の獨ぶ 
におす るか 息が 巧 動され てゐ る。 

獨 逸聞が は、 巧 フミ メ 1 ソン？ 的 思想が g 危險 性を 詔識 しなくて はなら ちフリ I メ 1 ソン リ 

ふぶな 過程 や蠢を 巧 ひ、 巧； 文ち お 巧、 科 お、 菱？ S 治 的蓄？ に f 入た 委 

る】 切の か 脚は、 が 芽のぅ ちに 抑が されねば ならの • 

■ 
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今や 巧 が 巧た の 中から ホ々 に畢び 巧つ てを かわ ばなら のことは、 フリ ー メ ー ソン お肚 がを 田に か ^ 
いて 巧に* A 巧 度され たに も 巧らず、 ，巧ち 族の おな にを つて » 巧し 巧な のを 巧の かく 巧 おおに g ひか 
-< クて來 てね ると いふ C とで わる • ’ 
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- 「採 求 者」 より 「かを」 になる まで — 


w ■章 おぶ と 目 R 


卞 セ軍畫 PN ドン 大 r ソデ S 立と楚 世み 史上に 現 はれて 來 5リ1 メ 1 ソン 結社は、 讓 
で蓉卽 ちち 酉 室 組合から 震して ホた もので あろ 今日の 囊的メ 1 ソン 結社、 卽ちお 神の メ 
1 ッンお 社は 石 乏建榮 械人叟 口の 逆 築な 巧から 生れて ホた ものであるから、 をの 悔 巧の 巧げ をを す 
もの も 巧 築 職人 化をから 化み されて ゐ るので ある • 

を築晚 人の 修迸院 的 情 誰 側な から 建 案 巧 巧は 生れた ので あるが、 をが 巧 巧に 做 巧を ゐ たお ェ巧 
中 にがつて 叟 "S 肚 として 認められる やうに なつち を 楽 舅 及び 爱 ns をして ごツ デミ 
ふ考 へは 芝窒留 S 古 Qg 法 の是、 卽ち 十署紀 S わ 頃 S を ル 8 S 中に 更 
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出される。 自己の がな する おを 又は 修道院 おを の 淫築師 としての 话侶 速は、 巧を、 芙 困、 か M 西に が 
て 巧 集つて 始めて 捶 築が 合を おぶ しを。 彼等の お 築 f は 長大な お#、 本山、 大寺院 等を 珪 立し、 又 
♦くの 方が から 註义 をを けたので. をの 化 事を 成就す る ことが 可能で あるな めには、 閒も なく みかの 
が 僧. 未だが 度せ ぬ 姐 築 帥、 非 僧侶 おエ 等を 化合に 入を させなくて はなら なかつ セ •かく 修进院 職 巧 
に 僧が 非 僧侶の 化合 U が 混在した お 化は、 この ホが の 發展に 連れて やがて、 純粹に 非僧侣 的な ちェ化 
合の 設立を がを する ことにな つた。 シュ トラ ー ス ブルク 大寺院の 創 迸を である 巧 逸の 大ホ院 挫 築采ェ 
ル ゲイ I •フォン •シュタイン バッハは 千 二百 A 十五 年に を 初の 非 僧が 石工が 合を 設立し、 これにが 
0 て 非 僧侶 石工 抓 合を お 侶捶築 糾合から か 巧し をのであった。 


ま 围の姥 築 化合で をる 「メ ー ソンが 合」 る ご d of Alaso 居) 或は 「フリ ー メ ー ソンが 合」 (COB 
pa 口 y ち Fr 空吕 慧 星は、 かの 巧 帥の メ ー ソン 結 化の なおの 先が 巧と なる 運命に ぁつちな にがく ょ 
り、 お 化 及び 非が 化の 化合 にがては 义 巧と 化 义 とが 火 切な 巧 事と さた 徐 々に 狸々 の 規約が 生れて が 
て、 ホ 第に 明確な 趣 類の 巧 巧が 山來 上つて がちが をは 自 おのが 部が 巧を 作り上げ、 又屢 々自 みの 化 
を# 報を も 梓つ に 至つ た。 かなは 化 科を 閒 くやぅ にたり、 をのが か、 苑お 、巧 約を もが 化ず る やぅに 



て、 ホ 第に 巧 確な 趣 類の 巧 おが 出來 上つて ホち 化合は 自 おのが 部納 巧を 作り 卜- け又屢 々自身の が 
をを 報を も 持つ に 至つ た。 がな は 化な を閒 くやう になり、 をのが を、 拖檢 、巧 約を もが おず る やうに 
なつた •化な：：：！ のを おを 的 社を 生 巧は を榮な 場で 巧 はれる ことにな つ ホが、 このな 墙がホ 巧々々 にが 
をの シ A ボルと なり、 が おでは 「巧 ホ」 も 「職人」 も 互に 結びつく ことにな つた。 かくて 巧 築 晚瑞は 
小規 横ながら も】 つの 化 ホを お 巧し、 をの 化が S 中では、 日常生活が 他と 全く 隔巧 されて ゐ るな めに 
時 的を お 式で 包まれて ゐち至 達が 巧々 そ S 巧 動の 場 巧を をへ たので、 諸 穂 S 築 職場は 五に 連な 
を 待ち、 巧 巧は 共通に 交 巧され 巧 冗に 類似す る やうに なつて、 遂には 一様の 訓 がを 巧 ふやう になり、 
こ、 にが 一 的な 儀禮を 生ずる に 至つ セ。、 

フリ I メ ー ソン お 杜が達 榮巧人 化合から 生れ セと いふ 事な におす る お 辯な 證 がは 石工 規約の 中に 後 
の 巧 神 的 ロ ッ デの 內面 的な が 傑が なられる とい ふず 貨 である。 建築 化合は 旣に 親方、 職人、 化 あとい 
ム巧 なゎ 持つて をり、 これら 111 つのみ 回 階 故の 夫々 は 獨自の 「祕 儀」 を 巧して ねを。 モセ百 セ 年の 六 
レスラゥ 石工が 合のを 貴 手 巧には、 「みは 石工の お搂 、所ち 化合 及び 握手の 仕 ホな どを 何人に も 打 明 
け 又は 語らざる ととを 巧め す」 とおされて ねる。 非 化合 員が 巧 場へ 入る ことの 曲來 ないやう に識 則の 
面が； された。 入瑞裝 ホを は檢 杳を强 おされ、 規則 通りの 讚 別、 合 面、 識別 用の 手の おり ホ 等を 知 

つて ゐる C とを 證明 しなくて はならない ので あつた。 「巧の 下に 何を 持つ や， 化 巧を。」 「リ 子 

の 下には 何を 持つ や？ 規律と 正な。」 「何故に 技を 持つ や がと あらゆる すぐれた るが エと 

第ーゴが フリ| 祕巧巧せのおを>« 一一 0 五 


第 I 二 巧 


— y yw 密お 巧の 巧を 解 巧 


二〇 六 


にみ 意を 表する ため、 叉 自らの 巧を のな め而 して 無賴の 巧を おぐな め •」 「何 化に 前 巧を 身に 附 くる 
牛... _ ぁらゆる すぐれたる おエ にな 息を おする 爲 、义 自らの 利ない 巧め」 と閒 巧して おエ 速は すべ 
で】 巧に 巧 子、 杖、 か 巧を みに 附 けて ねた。 をの 後の あ 索 的 《 ッデ にがては、々 H なほ 夕 くの フリ I 
夕 1 ソン 巧 巧に かける と 同様 患峭の 街で：^ がな されて ねる。 な 族 わなと：^ 入して 來た盼 ± 傅が の 巧 
めに、 なの 代りにが が 用 ひられる やぅに をつ たが、 これは 现 をの フリ ー メ I ソン お 社に 化て は 巧 どた 
f 特 則の 儀ち と 巧 式と におして】 役 買/— 一て わるに 础 ぎない。 併し 前 巧の 方は 「おお 的メ ー ソン おな 
g も 「長 ホ お」 のを ロ ツ デに 入る 時に 必ず 腰に 附 けた ことは、 な 前 も 视在も おりは ない が、 フリ ー 
タ ー ソン おおの 最も 巧 おなおを 物、 卽ち曲 パ、 コンパス、 經 、水が 器， お規 、逆は 他の 独々 のな々 と 
共に、 巧して を 樂瞄人 m 合の お 殺 的 様式に も來 して ゐ る。 


ジ 3 ン •ボ スゥ H ル •オ ヴオ I チン レックは お， 物の ホ 晚人結 化 貝で ぁつて、 化が ぶる 桃 人^な。 ッ 
ザに 入# を 許された ことは 碟 かな 事 おと 認められて ゐ る。 H デン バラの P ッデ 「メリ ー 胜 がを j の 千 
巧 百年の 妃錄 萬は、 この 菜を 明白に お錄 して ゐ る。 な 侶が 合の 中へ おおを 員、 ホが 巧の おエ 等を 入を 
さかねば ならた < たると •化髮 S 人 机な にお お阴 をけ てが 致す る こ -X にを つて 水た。 卽 ちがが おた ， i 



.巧ち 年の 妃錄 香は、 じの 寒を 明白に 記が してね る。 お 化 化合の 中へ 俗が# 員、 ホが 度の 巧エ 等を 入を 
さかねば ならた くた ると、 狂髮的 人が たに 巧 お 牌を けて 巧を する ことにを つて ホた。 卽 ちがが 刖 たい 

ら巧 サィ" 的 ながなが 避 生 1 る巧昭 となつ たので ある。 非 棘 人が な U が处 讚な、 がな の 巧が の 曰 ッデへ 

入 含を 許される と、 蹈人 Is 雲展 S 端 結が 作を？ と y なつち 警 今日？？ メ 1 ソンを 
なで ある 巧 神 的 メ 1 ッン奮 が珪震 人 組を ょ ゥぷ展 して？ 端が が 作を る ことにな つたので あろ 
千 六 冨十年 Q も？ あると されて ゐる 古い K ",,, 手袭に 依れば、— 煤 場には ホ？ ぅな 巧货 
が裝 上つ たじ. とで あつち 卽 ち、 襄 と阐终 とを 髙め呈 者のを （このぶ 稱 はすな ほ フリ， 
メ 1 ソン お 化が 義 的に 薑 S 稱 として 用 ひて ゐる ものである （ の 王 空 側 Q 獎助芳 i 謹ぶ を 
巧學る § 、又は 涵謝 S 念から 職人では ない 人 A を おれへ 入 合さ サる § が髮 上つ をので あつ 
ち 珪篆说 K が S い 人を ぶ s な忆入 かさ 世る W と y 端を 避し セ 近代の 巧 神 的 7? メ I ソン がれ 
の 發展は 先 づ英阁 にお まつた ので あるが、 この 爲め蓄 は 世 ホフ？ メ 1 ソン お 社の 朋闊 となつ ち 

i 货 的」 な g 人 芝を 護人 組禽な ミ；,： jg 寶賽護 5 ミ。 ッデ にがて 

は、 お 的に 度 巧を 占める に 至つ ちがいて を 奮 員が 喊人髮 "とは 何等の 細が 襄 つて ゐ ない 班— 
ご' ソデが 生じ、 捷 築城 人の 化を 含 場では なく 巧瑞に 慧を佛 すに 至つ ち 

「人道 21 」 卽ち 今日；？ メ 1 ソン お肚 S 至 S 巧と 組 括 走 護とは、 千 セ 巧 十七 年 
ム N 月 二十 晋に 設立され ホ 化み せ 初の 大 a ' ソデと 共に お まること になつ ちジョ 1 ジー 岳 治下の 巧 己 

5 岳 7 ，-* ィ| ご 蔓巧肚 3 巧せ-解 巧 


- ♦ J 

第一 s フ，- こ-；;* 密巧賢 巧を 解 巧 二 0 八. - 
年の 洗脾夕 3 ハ 本の 記を 日に、 ロンドンの 巧 巧 「巧 烏と 拾 お 度」 にがて、 自由 及び 容認」 のタ ー ッ y 
巧杜 貝の 既な的 おを が閒 做された。 をの 集を 所のを におつて 「巧な と 拾 お，！ ツ デ」 「王冠,！ ツ デ」 「林 
橋 ロツ デ」 「箭 瑚ロツ デ」 と稱 して ゐた 四つの ロツ デが、 共同の 上司 卽ち 大ロ ツ デを 設立して ながの 
巧みみ を 巧 出した が、 その 巧觸の 中にはを 早 一人の 晦乂乂 1 ソン お 社 •員 も 居を いので あつた。 こ、 に 
サ 巧フリ ー メ ー ソン お 社の 發 端が 作られた ので ある。 

み 

I かやう に备 種の 職業に 巧す る 巧 子 達が 集つて 建築 上の シ A ボル や 巧 巧を 有する 一つの 結 化を おがし 
-ち 卽ち賴 神の メ ー ソン 結 化を お成した のは、 化 おの 上から なる ち 一 一世紀とは おつて 居らない。 珪 
榮 お人糾 心：： が、 この 巧 神的メ I ソン お杜 にょつて 「み 街」 化されが 神化され をので あク て、 巧 神的埋 
巧 術. 卽ち人 巧と た 巧との 股を のを 設が フリ I メ I ソン 結な の 化本觀 をと なり、 目 おとなつ たこのを 
肚は狸 巧と 闽 おとを 超越し、 所 巧の 宗敎上 及び 化を 上の 股み をな 越して、 人類を 世 巧が 巧に お 巧し、 
世 巧ポ巧 Hsa としての ロ ツデ にがて 人 巧を 同胞 化しょう とする ので ある •それ故に メ I ソン 結 化は 紀 
お 的な 良， むの 自 もとま お 的ぶ をと 平 か 主義と 「あらゆる 人 關が調 巧を ぶじ 巧る やうを を お」 のみを 义 
ホ-! る。 巧闲 乂 P ツチから 發 してを フリ ー メ ー ソン おかの 思を となつ た 「みを 範 な」 の带 / 

、ところは 

Ytr とのこと にがなら ない • 



をが 力 迫 V の 目 日ょ 穿を が 苗 苗と 可 お ま 夏と-あらゆる 人 閒が調 かを ぶじ 巧る やぅを をを」 のみを を 
ホ 3 る。 夕も乂 P ッ ずから 致して をフリ ー メ I ソン 巧 かの 族を となつ を 「 A を範な —1 

の 誰く ところは 

3 上の ことに かならない • 

巧をから なる 時には、 フリ I メ ー ソン おな は】 つの 美は しい 事業で あり、 一つの 非 化 巧の な排 城で 
. あつて、 をれ にぽ がする 巧 ホは 少しもな いので ある。 然るに 旣に そのが をの おがの 幾 十が にがて 、 P 
ッ デが 紛 にが 巧す る じとは 政治め な 倩仰吿 白と なり、 政治的な かが 觀の 信奉を な 化する ことにな つた • 
フリ ー メ ー ソン 結社は 自 かま 遙 的な 啓蒙 化 おの 戰± となつ て、 加 お 力 おかに な 化するな がかと 化した 
が、 これは 無を 敎 及び おおが 對の 政治的 表現で あつち おお 的な な、 むの 円かは’ 內巧 的ぶ が 性を なて 
なお 化される におり、 宗敎化 無 おがの 境地を 辦び 越ぇて、 化づ 巧を 的 無神論に 速し、 がいて マルクス 
ま 落 的な な 糸 おに 到達し を。 あらゆる 喊 性を 超越して 人類 ' V 问胞 化しょぅ とする 巧を は、 巧 おのを 
上に かてむ ホ 化され、 恆 端な 阅 なま 旋 、無 祖阁の ザ かま 苑 、な 刚树ま おに 到违 した。 フリ ー メ ー ソン 
おが 內 部への 妍义 人の が 期の；^ 入 —— 旣に千 七 巧 一二 十六 年に 巧閣 大ロ ッデ內 に 御 太 人の あが 鲜 哉され 
る —— の 結 化は 「人 遊」 (妍乂 人は をのを が 絵 典 タル ム ー ドに 從 つて、 人 W とは 锅乂 人の みを 巧ず も 
のとして ねる) なる ものが、 まとして 親娇 ホを に 解 巧され 义柴 請され る じと になつ た。 が もな くフリ 
1 メ ー ソン 結 化は をの 超宗 が 的が がと 「人 あまを 的」 思を の 結 化と して、 稱义 人に かつては、 歐洲及 
ぴを世 巧の 化 治 及が 文化 生 巧に ホ 巧々々 にかを 的な が 巧を 巧へ る爲め おめ てれ 都な な！： 戶 となつた。 • 
第 I 一 赛フ， ，•メ |》ン 祕巧 巧肚 & 拓吿解 巧 110 か 

■ . ' t : 

: .襄 民 t 民で を： ご.^ 戶 一 b コ 知-な. •ミ* だ.. > ’ ， i .- / 严 京.'. ぉ 女心 巳 古--':..? . ぃこ：- 一-: ご ‘ 


♦ 


si 




一一 10 


漸ホ增 大して ホた 済 太 人の お 巧 巧の 下にが て、 《ッ デ 制 巧の 信が はお A と 過が にして ザな 的 自由 まま 
みび マルクス ま 薄の 方向へ 向 ふ t とに なつた。 千 セな 十 セ 年な 來の おんど あらゆるが 命が すべて 「一二 
K 化を」 (巧、 7 リ I ィ—ッ y 巧せ 巧は この なおめ 度に •： tw する おに か < 巧せられ る〕 にょつ て、 巧 神 的に 
巧備 され 又 お 巧され 又 指導され たとい ふことは が 史的に 詔 明 巧みで 一助の が もない をが である。 フリ 
t メ I ソン おなが 沿 太 人の お 力な 權 カネ 段と なつて ゐる とい ふことは、 が據 なきぶ 構では ない。 美は 
しい 巧を が 族た の巧逊 する 巧に、 政治 上の がが お肚 となつ たので、 現在に がける やうに 巧々 をれ はな 
巧に 依つ て 「困 お 中の 巧 お」 として 禁止され 巧が せられ ざるを 巧 なくなつ たので ある。 過去 及び 现在 
にがけ る ロ ツデ 制度の 非な 治 ホ 面に がける 巧 動に 巧て、 卽 ちフリ I メ ー ブンお 社の 所謂 「ホ 的 巧 巧/ 


巧 巧て は、 世間に がても ザ 巧り よく かられて ゐ るが、 B ツ デの 大いに 內 巧な 「巧 的 巧 動」 に 就て は、 


巧みに ロツ デの おおに 巧 ひかく されて ゐる事 かにな ては、 おられて ねる 所が おりに 少ない。 じの 巧 巧 


お 化の かが 巧 動 にがては はが も 現在 も お 巧の 本が 書かれ、 又 世 巧の おがに 依って 何等かの 脚聯 にがて 
巧 ど 常時 巧 道され てね る。 化し フリ I メ ー ソン 結れ 貝の 巧場卽 ち！！ ッデ をの もの、 「化 事」 の 中で、 
若く は 「長 方 お」 の 中で 直接に 巧 はれて ゐる じと になて は 巧ぶ ある 事 巧は 未だ 公に された 事は ない の 


である • B ツ デの 「か 部 化 海」 はを のぶの 述 りか 部へ おはれれ ゴ ならない ので あるが •「巧 部 仕 巧」 


はさう ではない。 そこで 




である • B ツ デの 「か 部 化 事」 はを の 名の 述 りか 部へ 衣 はれ わけならない のでを るが • 「巧 部 化が」 


はさぅ ではない。 そ ミ t ムに ： ソデ 篇 的を 掠 神め な內を 、傲 睹叟 びお徵 的を 巧景 、政治的な 巧 
景 等を が！！ するならば、 巧者は 「巧圳 のを 留」 を與 へる じと をく、 殿 まの 巧 戶が巧 かがて、 中に 入る 
じとが窠るし、 巧に 「お4」 「がか」 6新^^が2ではな〜 ぁらゅる化接晚端まで 

も 卽ち雪 壬 一 摄度至 るまで S 苗 化 巧 S 場まで もが ホる を跑る C と忆 なる であらぅ。 

1. ♦ 


第二 章な 求 者 


か 何に して フリ ー メ I ソン お 化 員と なる か？ a ッ デの 中、 むでは がが 巧 はれる か？ フリ I メ I ソ' 入 巧 
巧 員の 所謂 「： とは か 何なる じと であるか？ ホ 種の 化 巧の 目的は 何で あるか？ 諸種の か镇は 何を 
ち 巧す るを 無 お Q をが 巧に a ' ソデ 制巧忆 巧いて を かれて ゐる •併し 上 巧 S 問留 におす る 充分な S 
をは 巧れ Q 本 も 巧へ てない。 何 化を らば そ Q お 答は 7 リ ，メ 1 ソン お 巧 Q 最も 內 巧な 煤 巧を み 巧した 
< て はならない ので あるが、 か、 るが 巧は 自ら’ フリ I メ ー ソン おお 員と してを 离の巧 一 こ 十 ミ 化 階に ま 
るまで S を 化 おを お 過 たお お Q ぉる をのみ が 充み忆 り 得る も Q でを るからで ある。 

そこで これは P ッ デを 貝の 巧 長の 逊 程を 巧 巧では あるが、 併し あらゆるを 點を 巧ら す ことなく 巧へ 
たいとぶ ふので をる。 そして その 巧の 手引は 巧って 最巧か 巧の フリ I メ ー ソン お 社な であ 0 た 著まで 
♦ II 器 7 リ — JiJV 祕密お 巧の 皮を 解 巧 ニニ 
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わり、 彼が なほ 一 探求が」 であつ を段睛 かち おれの 政 高の 化 階卽ち 「巧を 歧窩巧 度」 の 化 巧に 巧 迷 
する に 至つ たお 路を 述べょう とする ので ある。 をして この 道中の 經 遇する うちに、 讀 巧は を化附 の P 
.ッ デを 椅神 的に な 物し、 あらゆる 認識 階 おに 於け る 任命式に 出 おし、 下 敍か階 あび k . お 化 断の-か 業」 
を 知る に 至る であらう。 

所巧大 P ッデ 及び お 高 評議# を 通じて 相互に 「冗當 丑 おを」 とを 認 しを つて ゐ るぶ がの 化み フリ I 
タ ー ソンが おにが ては その 會 貝たり 将 るの はたご 巧 子の みで ある。 「姉が」 卽ち侧 々の 姑刖 村に おも 
親 巧な お 人、 换貢 すれば 妻、 花な、 許 巧’ 又は 巧 身の 姉 か 义は切 親は、 結社と 觸巧 ありとは 誌め られ 
るが、 併し 直ちに 冗を なる か 貝と なり、# 薄に 化が する ことは 許されない。 ロッ デへ 入を を ホむ るを、 
巧ち フリ ー メィソンが 社のを 貝と なること を 希望す るを は 「探求 お」 或は 「化の 探求 お」 と 呼ばれる* 
そのを は 必ず 「許 判のを い 白山 人」 でなくて はならない。 それで 入み ホ 望を の自 ホ、 义は贿 ぶの 化か 
としても、 粋 か的獨 立が おボ される ことは 勿論で あるが、 をれ がを も 承-をではなくて、 闽 K の、 宗か 
的、 種族 的 「化 入 見」 からの 自 かが 最も 蛋 巧され るので ある。 a ッ デに 入# したい 願望が あげられる 
巧め には、 採 求を がその か 人仲閒 のうちに フリ ー メ ー ソンを 員を 巧が けて、 仲 かを して 巧 ふの がな も 
巧當 である。 しかし •かやうな 連絡 係がない 時には、 •採 ホぶ がを の 巧 家の 大 P ッデ のが 薪 巧に 化 巧 お 


ち ： W だ； 2 .巧 ホ 者 力 その お が阳 のぅちに つリ 1 メ 1 リンを 長を おがけ て が 力を L て およの ホが も 
巧當 である。 しかし •かやぅな 連絡 係がない 時には、. 探求ぶ がその 巧 家の 大 P ッデ のが 薪 巧に な 巧 お 

面で 申 a むこと も 巧では ない。 

a ッ デが、 大 a ッデ义 は そのを 員の】 人を 通じて、 或 人が フリ ー メ I ソン 結 化 貝に なりを いとい k 
■希望を 有する ことを 知る と、 巧 備の處 垣が 閒始 される。 t れは大 a ッ デが 探 ホを の 巧め に】 人の 化を 
人を 立てる か、 或は 探求者が 個人的に ょく 知つて ゐる P ッ デを 員が、 がか かの かがに 就いて 化 請を 引 
まける かで ある。 そしてを の 致 格は、 ロッ デの 見が に 於て •何を 错 いても、 か當の 一般的 おを と 前述 
の 先入見の 無い こと、 であろ 探求を は、 フ？ メ 1 ソンの おお 的 表 巧に 從 へば、 品 巧を がけざる 
タ ー ソン 結な 貝」 である。 換言すれば、 彼は ロ ッ デに 入# するな 前に その お ああび 巧狀 にがて 旣 にが 
ホの フリ ー メ ー ソン 結な 員でなくて はならない ので ゎク て、 儀 庭 的な 入を 式の お 了 後に なつて なの 
「が 巧」 は n ッデ にょつて 巧 へられて ゐ るので ある。 

巧 

巧備的 手が は •保證 人を 通じてを 願ボ から お 細な 廬席嘗 、入を 希望の 內面 的ぶ びかが めな 巧の 郡 山 
巧び な 巧が 要求され る 時から がまる。 これらの 巧 ホが 滿 される と ホに 探求 おの 履 赔と動 巧と がみな の 
み 議で讀 み 上げられ、 なおが 「採 ホ おの 黑 板」 の 上に おけられる。 巧 巧を おけて おく 目的は、' みがれ 
員が 入を ホ 望を が 誰で あるか、 を 知り、 もし 何 かを 此の 者に ないて 知つ てゐる 時には、 をれ を P ッ デの 
第一 一一な フリ— •ィ I ッ y 祕巧お 巧め K を 解な 一二 呈 
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み 堂 長に 知らせる を 巧の ある ことを なを させら れんが 巧め である。 入み 巧 ひ、 卽 ち結杜 にがけ る胳巧 

のな 同单 まに 封す る 探求 著の お 本 的 おを が" ッ デの 巧 ホに 合を する 時に ろを 備 なお 去な みに 化って 

\ 

を 卞のお 化 員が、 巧 ホ 装に W する おを を 至 « される。 


調 あの 巧が がを かで ぁり 「白 巧」 の おがが 巧 科され 巧る やぅに なると、 夕 くは 他の 採ぶ ぶに がする 
巧' なと 一巧に、 一を の P ッ デを 議で巧 はれる 投な期 H が吿 示される が、 調 おの おがが 思は しくな く、 
巧を される ことが 確 巧で 「巧 巧」 投游 となる ことが 巧 白な 時には、 保證 人に 化が してぶ 願 萬を 化 画さ 
せる •をれ であ々 投 葉を まと なれば、 巧 先にもぅ】 あ 巧 席が 志願 Q 巧 機が 吿襄 とが 就み-^ げられ る* 
が? jjj をが これを 朗讀 すると、 採 求を に腳 する が 細な 調 奄菁が おつた 人々 に 傅 挫され、 投 輿/- カホは、 
が 論な しに 化 默裡に 各が か M がが 巧を お示し じ 白を 义は黑 たのが とが かに 投ず るので ぁろ 巧 巧が 一 
つもない 時には、 その お琪は r なた」 となつ て、 探求み は 入を の资が ぁりと 認められ、 巧 巧が 一二つ わる 
時には、 が-おと いふ おにな ろ 患 巧が 一二 つな 下の 時には、 その 投 巧ち 巧を」 となろ 巧 巧が 一 0 义は 
二つの 時は をの 理山 がみを 長に 具 中され ねばならぬ。 をを 長は をに をの 投 黛が 正を でぁるか、 ホ當で 
わる かを をす する。 ぶ 願ぶ がが ホの メ I ソ^が 化 目と をる かを かの 運 かは このげ かおす るので わる。 


あるかを 立 昔ず る。 ぶ 願ぶ が 化 米の メ I ソ； N がか 目と なる わを かの 運命 3 この 巧 化 おする ので わる • 
數ヶ 月の 即 に】 B ッデ はを 通 幾人 かの ぶ贼 ぶに おして 「百 色」 の お 祟を なし、 巧び おを の ロ ッデ會 

II の 日に、 震を 忆 おする 蒙な 護 的 人 お 許可と 世 ホを 包 おする i ： 辭漱 忆加 人させる。 巧 
求を の 含 許可 Q 厚行 はれる 巧 事は メ I ッン お肚麽 中、 最も 里 巧な 放替で ホる。 入 拿が 
は 巧當高 價な费 用を 爭る Q で、 お頤 をは 個な 幕 用され る ことは を〜 ミ S 能力 にがつて 入 
會 巧を ま拂 ひ、 その後 も引货 きみ 巧を 同様に ま 巧はなくて は をらない。 しかし あらゆる P ッ デは、 こ 
C み 質的 義務に を 靈を規 をして ゐ るの 巧お靈 のを 又は 資產の 少ない ものは、 加入が が 米ない の 
である。 例 かは 反つて 原則を 立 茜し B ッデ 制を はこの 物 巧的規 をに 巧つて、 社# のをし い 巧 较を除 中， 
する ので ある。 それで 世が フリ ー メ ー ソン お 社の 大巧み は、 をく 市 巧 的を、 なほ】# 出が に 詩へ ば、 
をく プル ジ m ア的 性が をを する ので ある。 

お 

を 巧 ザ 達は その 保證 人に 伴 はれて、 P ッ デの 连 第の 巧 巧に 入り、 其を で お 合して ゐ る。 その 關 に— 
ブ デを 貝 連中は、 放な 的に お饰 された 長 ホが の！！ ッデお まの 中に 巧ク てもり、 やがて 巧 巧は みを おの 
云ク のみを 的な おの 音で 閒始 される。 「奉仕 至 員」 が P ッデ 巧を の 併の 方に 居を 巧 ホ ホ 連の がへ 巧を > 
平 i 巧 巧な がと をく 不 を 巧た がと ご あで 眼 かくしを なし、 ちい 巧り 道を 巧つ セ 後に 則を で 止めら た 
第 ゴー が フ，— •ィ i'i 巧 おれ 3 巧を 解 « S 百 
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ホ 巧を の 化かく しが 巧 除かれる。 化 等は 今や 「暗を」 がち ザ 巧 空に おる ので ある。 

十八 世紀に 巧 用され てゐ たを 怖を 巧へ るな めの 用具は 近代 捣 神に 旌應 して、 今日では 夕 くは 巧 止さ 
れてゐ るが、 巧 黑に裝 はれ おく おいが 乂の K ぜら れてゐ るに 過ぎない 部屋には 、完全な おが ボ けがわ 
るが、 これは 斬 常の お徵 である。 この 暗を は 抑々 探求 ザの が 態を み銜 する もので あり、 またがの 今を 
の 化 明の ない 生かを み徵 する ので あるが、 をれ が 今や 刚 るい 生 巧と なり 間から ホへ、 卽 ちフリ ー メ I 
ッン 結社の 光明と 巧ち の 生 巧と に途 する やぅに とい ふので ある。 がせの 側には 生を を 人 削がな つて 居 
るが、 黑裝 束に 雨趙 かとい ふを なので 細 おい 裂 貝から C の 巧き のな えて ゐる股 だけが、 それが ホき た 
人間で ある ことを 認めし める ので ある。 P ッデ 語では 「あるべき 兄弟」 とげ ばれて ゐる化 おが、 おを 
放つ た 劍をホ 手 にがつて ゐ る。 そこに 志 巧ぶ 達は 夫々 刑 巧と ペンと が 巧せられ て ある 机の 前に 胆を下 
ろす。 壁の 巧を や、 おい 思义 、お裝 おの お肚 ちみび 巧が 等と 机上の 白 巧との お 照が、 奇妙な 印み をげ 
びを す。 するともぅ 一人の お 社な が 現 はれて 來 る。 この 者 もた ご 眼が 巧て ゐるゼ けで ある。 化し 化は 
巧 巾を 後 ホへ 化 ダ 下ろして ゐる 。これが 入を： 中の おも 產 おな 人 閒 であつ て、 「が備 なの 親方」 で 
わり、 こ のぞの お 巧 下に 志 巧を 達は フリ ー メ I ソン 結杜 員の 巧 鎌に 加 へられる ことになるの である。 
化は ぶ 願 ザ 注の がへ ホみ 阳 るが、 ぶ 願ぶ 违は來 るべき 不雖 わな 化 來 おを ぴ くびく しを がら 巧ち ぶけで 


わり、 このを の 指導 下に 志 巧者 達は フリ ー メ ー ソン おが 員の 巧を にか 《ら かる c とに ヵ ミの てを ミ 
彼は ぶ 願ぶ 速の がへ ホみ 化る が、 ぶ 願 者 逮は來 るべき 不雑 かな W 來 審をぴ くびく しを がら 待ちぶ けて 

1。 やがて 化は を 願を 速に 一を の 時刻を かげを。 その 時搜 巧に 彼等が がを P ' ソデを がれす るか 
-*た ロ ッデが化等から巧1^期待しても差ま へ ないた ぶは备乂がその贼場にめてメ 1ソ ンおかの巧を 
を か 何に 實现 しようと おへて ゐ るか、 嘴の じと を义 萬で 詳 がする やうに 要 ホす る。 ぶ 願 お 迷の ホ もが 

.「 巧備係 S 方」 K よつ： ッデ S 管れ、 養 S 至 げらを。 議 f 宮 がす 普の もの 

X である 場を には、 なほ その 志願 巧の 入な になして 異 遠を 中立 てるじと が出來 る。 彼に 對し てこれ U 上 
の 入を 行なが 保留され る ことが W 米る ので ある。 

- » 

巧び 採 ホを はかの 二つの 眼隱 しの 巧め に 何物 もな ぇなく され、 巧び 長い 巧を 連れて 巧 かれる が、 今 
度は 殿堂 Q 戶 nQ 所へ 連れてけ かれる S あ 心。 十な 紀ち パは：； 一 を 1 お 忆佛 ㈱ S B ' ソデに がて 
巧 はれた —— やうな 化 ホは、 凌々 與巧 上が 酷で 义危 降を がふ こと さへ あつたが、 さう した ホ 化に 化る 
と 巧 新と 巧 おとの 試を は、 現 おでは 同 煤に 全 < が魄 Q 中から 削除され てゐ る。 「準備な の お ホ」 は戶 
、を 叩く ことによ つて 採が ぶが 音樂が 巧ぇ て 來る巧 部へ 入る ことを 許される やうに と 掌む。 化 尊は やが 
て內 がへ f 入 をれ、 眼瞪 をされ セ おで、 やがて 馨 がが 巧を 受ける をに なつて ゐる 諸が 化の か 
に 立つ。 音 巧が 止む。 を 堂 おが お 巧ぶ 津に拜 架を かける •なは ホが お 速に 巧 0 てフリ ー メ ー ソン おむ 
巧 II 哀フ， I ィ—ッ ホ おれ 山胆 々解な 二； 
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0 目的で ある 巧を のをを お 巧し •ぶが とを、 むの 自由と を說 明す るが、 かの 究 巧の 巧の が 巧を 傅へ る こ 
とは しないの である。 この 究 おのが 巧は おな なが 巧に 試を に堪 へて « ばれた る 巧 一二 十化路 になつて お 
わて 開示を をけ る。# をを はまた 志願 夕逮に 向つて、 化 等が 人道と 吿遍 的人閒 巧との お 笠の 巧設 にな 
力す る 意志の お 無を すわる。 そして まだ 引き 下る ことは 识來 るし、 まだ 何等の 巧 おも 志 巧 お 连を拘 巧 
レて ねを いと 吿げる •じれに ないて あ 巧ぞの 「ー ニクの 巧」 がけ はれる が、 これは ホ 明への がを 象 巧し、 
r — 巧 室 J 卽ち 巧を 巧け W て 「大ホ 巧」 卽ちお 生への 道程を み 獲して をり、 この 「大ホ 巧」 にを すると 
ホ 風を 達の 眼な しは お去られて、" ッデ のす 巧 思*! な 巧 巧の 光 まが 彼等の 眼前に 現 はれて 來る やぅに 
たつて ねる。 この 巧には 音 樂が伴 ひ、 ま セみ を 長と" ッ デを を 達との 晒に 巧され る 巧 巧 上の お 話 がげ 
A •この 對 話と 音樂 とは 志願 まが 眼な しされて ゐ るので、】 が 巧い 巧 象を 與 へる •かくて かの 策な 的 
、を 「一二つ の 巧」 がが ると、 をを 長は 巧に 詳 がな 說 巧を はつて、 フリ ー メ I ソン お 社の 木 巧に 巧いて 巧 
> 、あらゆる 理 巧と 巧 おと 宗 巧と 巧會的 おれとの 人々 を 同 おたらしむ ベを 人道の 巧を にがいて 化べ ろ 
卞 ると 志闻者 達は 化 巧が か 入を が 巧され る ことにを つで ゐる 道な 的お肚 にょ 0 て 巧 了され、 ホ おぶ で 
一杯になる •をを ちが 攀に二 巧 目の 質問を 巧して フリ ー メ ー ソン 巧肚 貝になる じと をな する か 巧れ 
た 巧み、 をゼ 引な すには 巧遲れ でない とを を 巧す。 



一杯になる •を まちが 攀に 一一ち 目の 資 間を 巧して フリ I メ I ソン おな 貝に をる ことを ホす るかる か 

た 巧； 1、 まだ 引な すには 巧 速れ でない とを を 巧す • 

巧 巧に よつ て なめられを 巧 b おい 巧 の 巧に、 みを おは 「が倘 がの 親方」 に 巧つ て 「が 化 お _> と 
弟ろ 揉 ホ？ をる 化 明を 巧へ ととい ム 命令を 巧へ ろ 蓋 願 煮 S へそれ^ 助手 巧の 音 
が ホみ 巧り、- 被 巧 謎 おから 不透明な がを がごし 忆 f 去る 召、 「探求者」 はや、 透明を 農し を 通じ 
でご ソデ 蓋る じと になる が、 化し 本當に 眺める とい ふよりは 、言 ぼんやり 擎る程 巧で ぁろ 半 
るかを 通じて-部屋の 內の諸 物を な るので ぁるかち ながのを くの 暗黒よりも 一巧 神が ながさが i 者 
に 感じられ るので ぁる •しかし また 厚い 麗しの ホが 額が お 股の 前へ 下さた そこでが 授を 巧け る， 
あ 巧 おは a ッ デの 「な 望 g がへ 連れて 巧 かを 夕 これ 奚 藍の 下にを る貪よ 長の 商 まつた 座 痛 兼 
化に かならぬ e でぁる。 化處で をを 長は を 願ぶ 忆向 ひ、 彼等が 7 リ 1 メ 1 ソン 結な へ < (加入を 擎る 

やぶ やを お 後質專 ね、 攀 より 巧 かな 繁拳 sf 巧り、 そして 攀と 一生 S 約を おぶ が、 

じの 盟約は 此の 巧 拱 お 化と 所 W 苦' ソデとの 名に がて、 まを 志願 お 送が 今後 所 学る ことにな つた。 
'ソデの f し HS 格忆 がて、 巧に また ミ。' ソデ (含を 長 S 植 £ つてな される ので ぁる。 志围 
者 達は なに 同胞 的 囊 S メム •ハ 1 として 加 へらた ム正且 をを を 7 リ 1メ1 ソン 結な 員と なろ 
併を ほが 同が. 攀は 5 備 S 親を によつ て； デ S 中へ 巧を て 巧 ふ、。 ッ デの 雪、 

まわ 又は 人 巧の 巧 故にな ては まだ 何事 も 解らない-ので ゎる， 

誰 一二 巧 7? •ィ— ッン 祕密 《せ QR を 解 《 三 一， 


第ゴ ー巧 


—ゾ ン» 巧 巧 巧む 巧を 解 幻 
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「準備 係の 化 およ、 探求ぶ に大 なる 化 明を おへよ」 といん 育 葉に よつ て 入な 化 越は お窩 巧に 雄す る 
と 同時にな ホに 達し、 採 求ぶ 违に おする 俾授 ぶの な も 巧； 要な 瞬 w となる ので ある。 かずなの みなが 巧 
び 採 求 お 達の が 後へ かみ 寄る が、 じ、 で 渐く巧 ホ お 速は P ッ デに 化って みなされを メ I ソンが 社のを 
光明を 口腊 する 巧が 來 たので ある。 一寸 乎が 加 へられて、 かの 巧 ホの 眼陪 しが かり ムられ る。 關 なの 


は ゆいが 义に なまれな がらが 參のフ リーメ I ソン 結社な 速は ロッ デを 眺める。 大きな な ホが のが 間の 
上端は ロッ デの 「が」 であるが、 此 おは 乂喊 のがる 巧で あり、 フリ ー メ ー ソンが かの 化 叫が が^ 山る 
巧が あつて、 かを おの 座席 もが おに あり、 この 化が を 巧んで 所 調 大ロ ッ デの 繰 巧 连や來 なは し セか网 
のなか 脚み な 途が闊 跑を作 クてゐ る。 化 巧は 凡て 秘 々の たおと 刺 綿の ある おやが 巧を みに 附 けて むる 
ので 货に 豪牽な 化を を呈 して ゐ る。 彼等は 凡て あ 立して、 嚇 のがで 糾 みなは された 〇 ホ 巧の 乎を 龙に 
かりを つて 述銷 をな してぶ つてが り、 义化 等と 共に n ッ デの 他の かけ 速 や 义友關 がの ある。 ッデ のみ 
貝が も おる が、 この 人に も：：！： がに お 方が のない 方の 械 側の 座が の 列から ぶち k つて ゐ るので わる 。 P 
ッ デの 下方の 端には 肢 をの 双ぶ の 化で 守られた 殿を の 入口が あるが、 此お でかの 述銷 がの 人の ながり 
が 一人の 岐を ザに ょつ ておりと なつて ゐ る。 結社け 達は 化て スモ I キング 义は燕 化 服に，：： い ネクタィ 
のがむ をで、 お媒は P ッデ のが でみ る がれ S 巧^を つけて を 〇。 がい 巧饰 にじ 》ッ デい むな をが し、 


が r 人の 股 坐が によつ ておりと なつて ゐ る。 結社け 连は 凡て スモ I キング 父は 燕 化 服に，：： い ネクタィ 

のが 品で. あるが むむ 巧^を つけて をり。 ホい 巧佈 に' じ 》 ッ ずい 料夕を 川し、 

い を 巧 ！ P 一が 

化^ 占— とが— 了、 si ' i がけて をれ を 閃か」 をけ 
こ^は 義 のな— であっ て、 •。ッ デに よっ て' 載 泰繁與 へられる こと て パ 
よつ ては 轟を 加へ をるべき ことを 季の である。 i にを に 

^が下ろ 墨。 儀 f ミッ i 攀 奪 あ ろ ？f 

屋||燈 れ、 ii さが そ i 

^にがしてお一接の—を吗 識製^、 識雜の乎の提り—篡すろ を 

て 「採 朱ぶ」 は 口' ソデの 「化か」 となる ので あろ 

\ 

さ- 5 徒弟 ロ ツ すの 「化 巧」 

一闽 3諸。 ' Vi 城は、 多く i 〔一 侧の乂 。'ソデの 下に— されて ゐ る。 塞の おがて に 
巧 ソチは、 を。' ソデの i ’— 辜る— であつ て、 ii 謀 かでぁ ミ 化し 一 

で r /。 ツデ蓋 辛る C とは、 化爹リ ，メ ，ソン 績 S 馬規お £3」 f されて 
ゐる f ミ— i — 了羣 f f 。 ツデ i ら ミー ih メ 
巧 壽フリ I こ-: ツン祕 巧 お S 肢吿 解剖 


ニニ ー 


s 赛フ ， I 


ッン祕 巧 おせの 皮を 解な 


ニ ミー 


1 ッン 生活を 調 あし 篇親 する こと も あろ 例へ ば 亞米巧 加 合 ホ 苗の 諸 州の かきは ま々 大ロ ッ デを 有し 

♦ 

でを り、 t れら 巧ての 大 《 ツデ はぶに 協調して：^ をして ゐ る。 又®々 は 治 的な 巧の がをから して】 
田の フリ ー メ ー ソン 結な が 趣々 の 火，！ ツ デに々 片てゐ る こと も ある。 


フリ ー メ ー ソン 結肚 はちみ 祕巧結 化で ある ことを 否を して、 をのが 立と 巧 動と がが がに なされて わ 
ると いふ ことを 認めず、 フリ L メ ー ソン 姑肚 はが •ろ ホた 削の 閔® であるに 過ぎない とま おして ゐ る。 
がし、 非公開 巧 ほか、、 まは が密 おなかと いふ 閒 巧を おがす るのは、 ホ 巧 的な 巧を 規 をを 口 巧と して 誤 
魔 化さぅ とする ものである。 フリ ー メ ー ソン おおのを 瞬 おを ぶが 巧の 識別 合圃、 <屆 語、 お 手を をを 
し、 を 貝 あ 巧は 別にを おを 局に も屆 巧で ては 巧らず、 一が にも 公閒 されず、 P ッ デ' 巧に 化ける 化 巧 上* 
其 他の 曲來 事は 巧に が 巧に 通じた フリ ー メ ー ソン おな 貝の みが 巧が 曲 ホる とい ふかき 事 « は、 あら ゆ 
る 法律上の 說 辯を おえて、 フリ ー メ I ソン 結社を がが おれと する ので ある。 义 をれ はおな 上が 密お肚 
として あらゆる 時代に あち ゆる 巧で ぶぜら れて來 たので ある。 

巧な を 督をお 又は 国 おが おに 知られて ゐ るのは、 個々 の P ッ デの 巧 巧を 員を、 卽ち所 調を 部 評！！ 會 
と、 大 P ッ デの お 苗 去：：：； か 卽ち大 が 部げ 諸が のみでを る。 大夕數 の お 灰の な 社 わ おか' にた ば、 フリ 


お 社 當督を お 义は國 装を おに 知られて ゐ るのは、 個々 の" ッ デの お 導を 員を、 卽ち 所謂を 部 評 a 會 

ッ デの 指 苗を U を卽ち 乂 が 部 託 諸が のみでを る。 大夕數 の 科ぶ のが 即わ如 & に 仏 非 ば、 フリ 

'で ソン 阅粒 S 造 S 靈 化の 巧 胸部、 かを おの 累茲 ろを お おを. P ッ デが 寞び辞 
巧 力 報 書れ ねばならな いのでを る。 化し a ' ソデ 《が 葬賽 及び？' ソデの 累壽 S は、 おれ 

岳が を 廳へ幫 でを ね 寡ら 寡ち 《かおら 戍ミ愛 S みならず、 義畫 言言が をは 

田稚 であり 襄訴 をを 受ける こと もがな ので あろ 歐 測では。' ソデの か 貝 救は 逝 常 二十 入 乃至 吉 
人で あるから、 百 人 S 公 掌る r ソデ S 合を 例に とつて 坤 るち 掠* を S ちの 叫 入の みが フ 
リ 1 メ 1 ソン お 社； 2； の 资が にがて 襲の 篡 に報吿 される に過ぎない。 一 おおみの 人 A は夕 くの 鸿、， 
にフリ I メ I ソン お 社な のをな が 何 おで 巧 はれる かさへ も 知らないの である。 

今日 メ 1 ソン 結 化 方： 向に 於て は、 だ ご' ソデ 左 借迎 一を の 口に 「裴」 の 巧め 義 する のがを で 
を 時 もは 午後 セむ 又は V 時半と なつ 了ゐろ 人 お まは 通 お n 瞄日忆 巧は 了れ 午" だぶ 巧な くま 
で按 くので をる が、 CS 式 張つ た 入 かぶが 巧んで お 夏日 おが 捉過 了る ち おか U は雙を 訪れる 
ことになるが、 今度の 殿堂は お をら. 倘な 的な 羹 なをでは なく 子 その や 常の 化のを でが み 口の ぉ 
がに 現 はれろ 奮邊辜 常 ご' ソデ 獲 倉は 2 ，牛ン 多は 燕尾服で はな^、 夕 くは 巧を のな 
ホ雲援 する。 化 等は rs」 の閒蒙 巧ち なを、 殿を S ぇ 部屋、 「消ぇた 化资 凹に 巧つ 

てゐろ この藝 がかく 呼ばれ ミは、 この 部 居へ 入る 時の ホみ 方ち 後に。 デ そのものへ 入る 時 足 
空 一が 7リ| こ- ッン祕 巧 おせの おを 解な 


巧 I 二が フリー •メ— ソンが を がれむ おかがな 一ー ニ 凹 
なされねば ならぬ 規お姐 ゎの おの 徵なメ ー ソン 流の ホみ 方では ないから である。 が おでは 巧迎 の制轉 
ほな く、 义 巧が もむ もで あるし、 從 つて 化 S 「巧ぇ たお 跡の 間」 にがては 何等の みなも、 何 巧の 化 做 
もけ はれて はゐ ない ので ある。 やがて おに 本當の n ッデ 部屋への 戶 口が 閒 かれ、 限を がが おい 梓を ホ 
にがちながら、 かお おのな 令に 應 じて 部屋へ 入る やぅに とな：：： 速に がげ る。 をの W にみ 荷：：：. じが 巧を 
腰に つけ、 ロッ デの 微 章の 附 いた 黄 おの 頸 飾を 巧に かける。 夕 くの お 合 か：：： 法は 二人 づ 、で おぶ がの 
を 巧へ 入つて むくが、 をの ホみ 方は 巧】 化 階の 象徴的な 一一 一つの ホみ ホで あり、 M けにを もこの 化 階を 
巧す おにな されて ゐ るので ある。 n ッ デの 通常 作業は、 を 化 巧の み 巧が それに 參 加し 巧る 巧め に 「化 
弟」：^ としてむ はれる。 がつて 「職人」 も 「親ぶ」 も 「化 お」 あに おつて。 ッ デへ 入る。 仰々 のか 
日が 持って ゐる化 階は 肢 初の 一一 孩 おが ある 眼り は —— 上等な 化 巧 ザ おの 前が によって 潮训 される。 
徙 ホの 前が はがむ であり' 職人のは おい おがつ いてを り、 親方のは 靑 いおが をる と M けにむ 地に 一一 一つ 
のがい 截薇 おがが ついて ねる。 髙化 階を 持って ゐ るみ：：： 速 もがなる 「親方」 热が 社な として 班 はれ、 
その 高 化 八ち お 高 化に かる ことは 識別 か來 ない ので ある。 


。シデの おい 兩 側には 幽 席の 列が 設けられて ゐる 。みけ 速が をぶ の盡で この 列に 就いて ゐ ると、 「作 
ホし の邮 わ，^ たるので をる が、 こい 閒始 はな 化た が 殿 化 S 端 S な'‘ た；' た乂を パド扣 。 ン デい、 



。シデの おい 兩 側には 祕 がの 列が 設けられて ゐる 。み：：： 途 がを 化の 盡で この 列に 就いて ゐ ると T か 
お」 の邮 わんむ る 2 でを るが、 こい 閒約 はか 巧な が殷巧 八端 S なくた 0 た： 人 蓝八ド 如 。 ッ デ。 入 

口に 化を ぃ： めて ゐる 第一 及びが 二 S 監 がと 品に 望， si に 化つ てが はれる S であろ 部 中に 
は 柿々 S 義を管 & ん だ； デ Q 璧が るゎ、 をれ S をが と强 さと f の 受 をみ 学ろ 一ー ソ 

の ピレ烦 み 力を ろかを おが 化を 卜 U めて ゐる ロッ デの 端の なまつ を 巧 所には、 大ロ ッ ず’ 义ょ卜 y 
の 「乂 ずが」 の ピ紋巧 人述や 謀が 係义 びが 舆も 化を バ めて ゐ るが、 この 瑞 所は 前述 八 如く 「も r - け 
せら 4 始 から メ 1 ソン か 社の ホ圳 がが を 化る がに な 勺て ゐろ かか. むの がには ロッご 「なが. 一 

が あり、 を； には 邮ぺ三 パス、 籌が 凹を てゐ ろ。 若の 裴 びべ かは 崔じ をた ミ 
ろ 蟹の 入：： 卽ち 「四」 は 一本の まなに ょつ て 支 へられて ゐ るが、 をの 化には 力々 I と J た ふ. 乂 

字が附けをてゐミ ミ赛は'へ1;_;;4£^^いいご一，>をろ を4六 (If 9選ずであ 

り、 が もこの ャ 1 キン 及び ボ I K は ご モン 胺葵二 まは のぶをなら 夕お にこの ソ 。モご 
殿を は 人道の 殿酱 のみ 徵 として 川 ひを てゐる Q であろ 

璧 がが、 r ソデは 奠 S し ホを 讓 され W を ゎ、 從ミ筵 東 ホを に 苗 おる ことを 
が一：： ずると 器 Q 脾式 をな つて 漢ぶ 《ら を。 あらゆるを おは 巧 一 化附 S 別 介 M をしながら ぶ 
つて ゐ る。 芝 でか Q 二人 si はみ 8 K か ミ、 "ッ デは 內部を 差分 遊 おされ 了を り’ 化つ 
てが フリ 1 メ ，ソン お社岛 は 一人 も 麻に 列して ゐ ない C とを 述享 ると、 みを おは、。 'ソデち りを 
ぞ 二が 7? •ィ -ッ ンな密 結な 3 巧を 巧な I ニー 正 


扉 111 巧 


- I ッッ H 巧 巧せ 3 巧を が 巧 


一三 六 


» ずる おを な 時が ホた ことを を 一す する。 かくて 智と强 さと美との 111 つの 高い 巧 巧が、 をを おと 二人の 
をを にょつ てな 乂 される。 「智 をな て瘦 築の， 指综 をな し、 强 さが お 築を 完 巧し をが をれ を お饰廿 ょ」 
とい ふの がその 意義で ある。 フリ ー メ ー ソン おが 貝の 古い 巧 巧 にがつて、 をに をを 長は がで S あ W き 
を がら！^ が閒始 された ことを を 音す る。 紀 ながを 席す る。 

がを をされ セ 特殊 行事、 例へ ば 「探求 お」 に閒 するな 輿、 ぶ 願 ホの 壯 巧な 入を よ、 化ました み 
員の 服 巧 又は おお、 新入を 哨 にがす るみ 衛 やが 禮 の息義 、又は 巧が たる お 巧な どが 巧 はれない 巧には 
一 狂の 通常 プログラムが 處理 される。 が ぉの P ッ デ：^ の 謀 巧錄が 請み げられ、 またを 誌 さか ホを 
になつ て、 をを おは 大 P ッデ やぶが 觀な にある 諸ロッ デのを したお 近の 諸が 吿や 通が を 集 ホに 報 ホす 
る •巧は 上ぶ ぴ がな 上の 問 おやを おが.！ ッ デの 論議 やか 巧の 誘因と なる •それに 巧いて 「5^」 の 本 
巧の ま壽 みが やつて 來ろ卽 ち、 當該 口' ソデの 又は 友 結 係に ある ロッ デで 度々 义か曲 口' ソデの 
合 貝の 平均め 一時 閒に 5 誰 演が巧 はれろ をは t ゆる 额類 S 閒 猫に 閒 して 巧 •はを Q である が- 
その 巧 おの 目 おは フリ I メ ー ソン 的な 訓巧 法に ょつて おめ て 種々 の問趙 におす るを 貝の 巧 神 的 態を を 
» ッ デの おお 的 瓜 則 にがつて 規を する t とで ある。 自由 ま 菜め な 啓 裳 的 お 神、 巧 巧 的 か 巧 ホぶ •巧.； •ル 
波な、 超巧ぶな* 人道、 社をま逆等が。ッデ本米の曲ぃであり、 こ化が例々 7^ ^リーメ1ソ ン*=4^、 



■ 4%-「まミっ*ィミ^^ミミ €1:11^讀がる替男がお材， お巧がか街連ぶ， 超を 
渡 性、 超 閉ぶ性 •人道、 社を ま 遊 等が P ッデ本 來の抽 H であり、 これが 紳 々の フリ ー メ ー ソンが 社 U 、 

重 ミ f f I をを— 一 iKIli して ゐ 
間 51 」 if I 、 望 制 fi どが— もを— i おおが 

はれ お 含 貞は 入を な 前にが て 巧に が 巧を かけぬ フ？ メ 1 ソン お寶 とを つて ミ かつた 巧な C 
も 巧 V の 巧備と 期待と に ま へられて 、請； に 口‘ ソデの 思想に ょづ てまが される に ちり、 をに 巧 

神 的に をく — i — 了 主。」 塞 身 畫巧彼 馨&;デを 読— 化 

する にお つたと 信ずる に f ので あを、‘ これは さな 愛 誤りで、 化が そた 氣附 をい のは、 化 
自 みさぅ 思 ひ & んでゐ 1 おらず、 彼は なほ 習 「曇 S じちを」 とはな ミ ゐ ないから である- 
化は まガ徙 なて あ 0 望 階に 止つ てゐ るので をつ て、 7? メ 1 ソン 結が に 脚す ま 蓋な か鋪ミ 
2 ものは、 畜 ii して、 卽ち 「コド シユ院 さ 呈—密の季」 又は 「巧 震—」 
等の 化階亿 達し 2 ぶて 全部 的に 禦 される に おる ぶ ある。 

勿論 糞は ff しい 象 g を g せら t 。 卽ち 1、 I 身の 人暨 (親ぶ を 削つ 
てま おとし、 それ i 繫 if 為 へら ミき である とい f を おへられ 了ゐ る。 义 化に’ 
がへ 这 まを ことは、 曲 パが 端正と 5 的なる ことの 義 でを ちまた をれ は蹇 として、 人 邮の行 
爲を囊 SW 援ミ 調を す SS でを 乏 いを と 2 る。 * た § 尖ミ禁 糞 案の 費で 

第ー ー_が フリ シ蔓な せの おを 解 巧 己一た 
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わつ て、 これにょ つて 荒削りの 石が 細工され るので ある こと、 コンパスが すべてを 拖 巧す る人閒 巧と 
が 合に おする 巧 神の 態度の み徵 である こと、 义邮 尺、 コンパス、 お齊の 一一 一つが フリ ー メ ー ソン おがの 
三一 火光 明で ある ことを 知る に 至る。 を蒂に 就て はか 迄な 閒 しを 事 もない やぅな 巧を 凹 かされる。 卽ち 
巧满 はフリ I メ I ソンが 社に おつて は 巧に 一般に 逛率 さるべき 道 德說の 一つの みなに 迎 ぎない もので 
あり、 おつて フリ ー メ ー ソンが 化は 藥帯 信仰を お 求す る ことは しないと いふので ある。 をれ 化に みが 
れ巧は 巧 語の 中へ 自か自 みのな 愧 がを 持ち 註んで お まへ ない ので ある •をれ 故にが 夕の P ッデ にがて 
は、 聖韶 S でに 所謂 r む 寄」 がが‘ が 上に 戴せられ てゐ るが、 この 「白書」 とは 内が 夏を 巧る 若 
热 でを つて、 これは フリ ー メ ー ソンが かの 結が の 非獨斷 性と な、 むの 白山との みなとして 刖 ひられて わ 
るので ある。 「义 あらゆる 化が のを 能なる 述設 を」 のみ 樹 、•卽 ち* フリ -1 メ I ソンが かの 神の みなも 
化して ロ ッデ がをおを# おして ゐる ことを 請す る ものでは ない。 例へ ば 仰が 巧 大巧れ のかき が 則なる 
大 。ッ デが 神の み 傲】 がを をの 想をから 巧 殺して しまつを ことを 除かしても、 あらゆる 「か ホの むな 
を」 なる 槪 なの 何等 明確に おおされて ゐ ない 內 をは、 みおな 貝が がむ が 化に をれ を规 化する ことが が 
がるので ある。 卽 ち、 唯 物 諭 的 力 至 お 神 論の 化み 觀に 合を する やぅに さへ 規 をし がるので ある。 


ホるの である 旣ち 巧が韻がス3麵神盡がぉ巧巧れ\にミづミィミが^ 八 巧ピィ1がミヴ 
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口' ソデ 囊军 S 加し そ後忆 なると、 新人 冥 も籍藉 系す る £ ろ卽ち S か f み 口 入 
_ 富 輿に 參 加す る ことが 裝る g であろ 時* 巧は をが 二 化 階？' ソデ 作萊 には 唯 「喊 人」 と 苗 
さとが 參加 する こを 榮‘ ノーし、 を 二が 階の をれ にはを ご 「親 さ 位階の 結社 岛 S がを 加し がる 
ので あろ 第一 掠 断の 作樂 にがてち が 入か间 の 入み 後 約 一が のが 白が 證 して &る巧な には、 化 ホ 
を 巧- 提隙卽 ち 職人が 附へ W 殺させを をを 腳し 5 忆 ょる 投 輿が 行 はれる。 をな 牌への 逝换 
にはが 補ぶ ご' ソデ かおを 無 斷で缺 化した 事が 無い こちみ が蓋贿 にが 入した こと、 そのち 如 じ 
の糾か K がつ を UAJ がない こと、 とい ム倏 化が 雙ば それで ホを？ をる。 

一が 的に だへ ば、 をら ゆる 7? メ ，ソンが なは H 年 乃 重 策內に 「叙 ホ」 級の が 許 卽ち巧 
111 化附 S 所がぶ になろ 化 ホから 職人 條ち巧 就 表を 糞に 封す る 報酬と 考 へられて ゐ るの 
で をれ に 巧して r 幷進 j とい ふな 稱が附 せられて ゐ ろを 一れ 牌への 巧 進悠趙 ちフリ I メ I ソン 
が 化に をる み數 S おな 化 S j つで をろ をに 巧して 「親 さか 巧； 胖 かにむ しての 化 巧は 
講 的な 巧し さを 巧ち、 强 がな ホけ とみ？ を ふところのを が 的 お 式で あろを 技巧の 叢と 化 
巧と にがては 第一 化 階に をる か 蓮 明へ S み资な 化が 巧れ をろ 蹄 人 化が へのが 補》 もまた 化 

巧グ かくに ロッ デに がける 「一二つ のな」 卽ち光 W を 一が ょくなる ことが W 來る 巧め のみな 的な がれ 
さ 二が 7，1 こ— こお おが S 巧た が 剖 ニニ L 




臣. 
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をし なくて はなら をい のでを るが、 か 論 この 巧は 眼を 巧く 巧 はれて ゐ るず である。 それ おに 化の がは 
を r がいかで 巧 はれて ゐ るすで あるが、 これは 彼が 巧に 犯を として 股 堂の ホ 明の 巧 巧を をけ てゐ るか 
ら である •巧 二 化 階の 斌圳合 凶 •識刖 語 及び 手の 握り 方を 巧授 される ことにょ クて をに 化は t 晚 人」 
なる 認静段 おを 獲得す る。 化は かくてな 巧 おにな つ セので あるが、 じの 石は 彼が 巧 ホの 閒に 彼の 人 W 
巧の 荒が りの おに 加工して 出 ホ 上らせた もので あろ 今や 彼は 股を 趙榮の 中へ 化 入れられる じと が W 
來 るので ある •な祖 おは 喊乂 のみ 徵 でぁる。 . 

9 四 章 V □モンの R 堂 

フリ ー メ ー ソン おれは、 あらゆる 闻 々にがけ る 結な 法に 巧して、 暗が 巧に 例外的 化谊を A めて ゐ 
る •お； tWS 巧に 閒 する 法的 諸 お 巧は 一 結肚の あらゆる お 合に おして、 巧を に 或はが 則 的に 巧 おを を あ 
遣ず スを巧 利を を 巧に 巧へ てゐ るが、 これは お 化生 巧が 巧して 酉 法と 抵«サ ぬか、 また 通 巧せられ た 
おれの 目的に 巧 にがつて ゐ るかを、# 摸官 としては お認 せねば をらず、 义監既 せねば ならない から e 
わる •フリ I メ I ソン お肚 におして はか >, る權 巧は 通常 巧 巧せられ て おない。 。ツチ 側と しても 巧ぶ 
に 巧せ ざる 人、 巧す すれば 巧 前 「世 W の 人」 の 眼が にめ て、 例へ ば 採ぶ 巧の 巧 用と か 巧 二 か 巧 ホは 巧 



一. 審賽 しないぶ f •併し ii 煙 養と 

いふ 巧な r ソデの 巧 囊も をて 非 おれ 貝の 眼前では 閲 示される ことは ない ので あろ 


.ヴ すン大 r ソデの 城 舅、 法律 的に 容認され てな ち 卽ち幫 のが 赏 まな 川 f f をへ 1 ヌ 
.シユ から その 巧 動の き 許 公認が 襄 巧し セモ 九な 十九 年な 來 、千 i 手の 年に 巧る いでは その 「か . 
きを 委場 をに 唯 ご？ 結藝 時を 鹿の 代表を の 臨 麻を 見を ぐ とはな かつ セので ある。 所が 二、 

ミ 年が に まる ヴ ィン こ' ソデの 望— f ? してを 寡の 語で お 碧 案が 行は たを して お 
薑 せ— にこの—— れ たなに そのを 臨の 役人の 化 麻を な セ 時ち。' ソデは 時を おさずに 窺を 
だ 巧 話で i して、 巧 人が，！ 'ソデの 作業に 參加 する ことを 阻んだ ので あつち 
養ぶ お 墓せ— の 代理人を 規則的に 口' ソデの 菱り S 香し むる' じと とを つ 華— 十 阿 年と 
共に、 この— 變— しちが 乂利フ リ—メ <1 ソン— 巧 動に巧 する— 養始 つを のでを 
ろじの 養の 結が、 P ' ソデの 業は 勿論 從 ホとは 巧つ を 進み 方を とる に おつ ち卽ち 一切の 護は 
中止され 誠 &2 基を、 激別 f かは 用 ひられず、 P ' ソデ SS みは 墓 上？ と、、 それに 
巧す— 碰 とに 醒られ f と、 なつた •入 ♦許可と た あらゆる 錢の S とい ふが な も S 「が 史 
的」 にも 薑 され 得ろ 卽ち あらゆる 鞭 巧 的巧菱 しに 巧は 援る やぅに なり、 まを 場所 も 必ずしも 

S 一巧 7 リ ••ィ iys 巧 お 巧の K を 解 W こ， 二 


ちを 




さ ゴ巧 


— y ッ » 密 おせの R を 巧 « 


一号】 


•ッ デに がて r はを くが 宅に がても 巧 はれる やうに なつ セ • 

おし 人が 趣々 の 巧 巧の 化禮 .をのみ 馈 あび そのが 化の みを がる 巧には、 彼は 巧々 ホの かさが 叫を 抱 

くに 過ぎないで あらう。 卽 ち、 所 謂 「巧藥 されを お侃乂 に 化れ ない」 的が N な 人々 がどうし てこの 巧 

なな 巧に 巧 前し じの がに •打き 過ぎた ま おの 化ぶ をむ ひ、 刊 もがに 參 加し がるで あらう かとい ふが W で 
- 

ある。 この 巧 問に 峭 しては、 人に 化つて 様々 なな 化^ ありが るで あらう。 卽 ち、 ぶ 人は がに 假裝觀 が 
會や奇 ホの みを 見る でを らうし、 ホの 人は なのが おや 巧の 鬥 がを 諸 桃の み徴 やが 瞒の 所作の 下に 腺 化 
せんとす る 目的 とおるで あらう し、 な 後に 巧 一二 の 人は、 人 W とい ふ ものは み微や 化禮に 仏つ て 本 巧に 
也を 迷は され 巧る もの だとい ふこと を認 がする かも 知れない 。化しな かは、 巧 一一 一十れ 階を 除けば フリ 
1 メ ー ソン 結社の 化 巧と いふ ものは 化して 》ッ デの 班 巧 化が ぶび 义化 上の り秘 .卽 ち。 ッ デの ル 部 
的 ® を •をの 郎み徵 から 明 盼に巧 化せし むる ものでは ない といん じと である。 

フリ ー メ ー ゾン がれは 政治的が が お 社で あるか。 〇ッデ W 城を；， 闊ぶ のの 阀 家」 として 巧が せざる 

をがぬ 巧に 巧々 む 巧を おり 化て た 所 W の ものは 何でを るか。 がかに 现々 のむ' 五十 巧の 人 W がを 世み に 

■ 

がて この 同胞 連 鉛に 巧して ゐ るので あるか。 

結社は 何ら かな ホの 巧 動を なして ゐ ると いふ 巧货 をず つと がるし 械 けて 來てゐ るが、 P ッ デが 沿が 


おせは 巧ら か 改ホ的 巧 動を なして ゐ ると いふ 事货 をず つと がを しがけ て 來てゐ るが、 p ツデ糾 巧が 


一言 年 里 も f i 今ち A は ミ S 結す 譬 1 メ li — 楚 i を も 借 化 

する じとは 出來 ない？ ある。 せが フ？ メ i ン おかの おた は、 をた がぶ 利. 阳 班が、 滿 葉、 

證 凹、 波が、 ホ锁 や、 巧蘿 聞— 巧は その他 諸阁 装の 含に がても 化 やが ホ 命の が义 とな もを 
if ゐ たことは、— si 器ない 舅み の i ある。： <のが义 姑 もが 

ファシ K 卜か太 利が r マ乂； デの 慶に 政治的な 巧 動を お豐 しめむ を、 つたげ ち餐す 
れ ば、 「緣た S 蛇」 （ か乂利 S 7 ? メ ，ッぶ 社は を 社 円 S と前掛 とがな を あつたの でか 
ふ ばれて ゐた Q でを る I を彼絕 ちめ むを、 つを 時に、 子 ソッ ，，二は •某 ローニ 十二が に トリ 
ノ にがて、 累なホ S を 謹を 行つ をが、 そ S 彼は 堯 如き 裏を 故つ たので ある。 

「フ メ ソン 知 W にと つては 罔 八は 我々 の 公明な 流 化 にがつて 歡迎 される 巧に かなして ゐる 

のではなくて、 7? メ 1 ッン 結社 S つて 欺かれる §忆赛 す往 •據 S .— と欺瞒 とに 充 

てる 繁ホ とに 化つ て磬 されん が 巧め のみが をして ゐミ であろ 結が 结 は、 巧 巧の S やな 

則を 巧げ る ホが をる とい 妾 SC 皂攀 を！！：： 論む t とを 化して がは ないで あらぅ。 それは ぶが と 如 

巧を る 雙を拂 ミを 立と やかと S 方で あると 公 育 して ゐる述 中 ほど、 ザが S がは 化 C はが 在 
しないからで ある。」 

窒 一巧 7，1 こ， ッンが 巧な 巧の 巧を 解 巧- ニ ミミ 
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サ 巧を をの 巧 宗が的 みび ほ 巧 お 的 お 則に 依 0 て お 巧し ようとす るフ 91 メ ー ソン 結社は、 それが 巧に 
な 在 するとい ふこと すで、 巧に】 個の 政 巧的閒 猫で ある。 そして 巧に 結れ はいつ も 政 巧の おも 樞 要を 
るか 化に その お 巧 的な 人物を 班 招して ゐ ると いふ お 情が 加は つて ホる。 我々 が 最近の ほんの 一二 二の 例 
を 巧げ て も、 を ホ 因 大巧が ロ ー ズ ヴェル トは巧 iir 十一 瞎 なの 窝 位階 おか 員で あるし、 巧阐 にがては コ 


い.； いい かが 大 P ッ デの 大が染 であり、 ゥ H 1 ルス 公が 地方 大巧 おであり、 n ンノ ー ト公 と共に 善 


最髙 評な 貪の 正を 員で ある。 白 巧 逆の 內閣 には 五 人の フ •リ I メ ー ソン お 社員が 大 ぶの 巧 子を 卜ぃ めて を 
も いづれ も自 山ぶ やれ# がの 首が 連で あク て、 そのぅちを もが 名な のは 白 巧を 杜合巧 ま 巧の 指 巧を 
ワン デル ヴェル デで あつた。 西 巧ず のな 理大芭 レ ル I 、 チェ .n のかが ベネ シュ などは、 高な おれ 員で 
わ 0 ち 化 ホ 合 ホ 固の 知事は 五十人の 中 一二 十六 人史 でが お 化 員で あろ 上院では 一二 百 一二 十九の 座 巧を 
巧 社員が 占めて ゐる 。じの 化かな 事 巧、 人 あ、 人 かが、 このが が 結社の 政治に おする 腳 蹄を 巧 巧では 
わるが しかも 明が にお 示て ゐる • 


一 板に 困 おの 產 業、 •巧 巧 等の 化を 的を 化 おに ぁる 人々、 陸 おおや 新曲、 お 巧 巧の 人* の閒に ロッデ 
のが® 貝に なつて ねる 者の ぁる ことに 就いて、 夕少 お知られて ゐ るが、 をく 化 巧に 何等の 制約を もを 


tr •- 


の 所* 貝に なつて ねる をの ある ことに 就いて、 夕少 お知られて ゐ るが、 をく 祕 巧に 何等の 制約を もを 


ゐ るのは、 或る 閣の藝 的に して 薑蔓巧 力を？ ミ？ メ ，ソン 紀が 員が 

， If 層 f 趣內 sf 了 f お;! 員: 

^ お^^ 《草 装 |裹§_ す . JIf i i ホ— 力— 

> 奇^ か 太 利、 孽利や 巧 逸に 警 なられを 様に 禁 おされる ので あろ これに だし、. 
露 巧 西は I 日 一を 止した？ 一九 一 t 年には § を 許可して ゐる。 

ので じ 痛が— 管れ な ミた かとい ム霞 i 公 

で^、 巧 程 評 がにが ける 口' ソデ、 例へ ば クラ 1 ダン フルトの パラ ' ソエ ルズス 、グ ラ！ ソのモ 
Rf 追" ヴ イノ ネル •ノイ ご クントの ピク ゴラス、 リン' ソのセ 巧を のかき は 嗚を靜 めて、 向 b 
お器1.^^!^!^。ホ?^^^2るが、がから一おへぱヴィ，ンのみでなほ二±一の。ツデが 

nMlei !! をり、— loh 

馨 f i 一 人屋 さヴィ 1 ミツ デ^^^ 

Ni 羣—產 業— 巧 ！！— ilg 

を 一系 7 f •メ I ; 蔓結肚 SSJS 一一 一二： a 


が 互が 


I ソン おを 巧れ & おせ 巧 巧 


ミ 三 ハ 


も 同 煤に ロツ デから 脫 おはした が、 をの おがは な 前よ^も 一せ 熱、 むに フリ ー メ ー ソン 的を おを 加へ て 
わるが、 化府は ゲイ— グ大 n ッ デぶ びその 系統の。 ツ デの 化 撼を法 巧 的に な 止す る じとは せずに、 み 
ら その 「^」 を おかに 監朗 して ゐ たので ある。 


りッ デは 入 辞を ホむ る 人、 卽ち 「巧 求ぶ」 から、 か奇 、む や侧 人的 利益、 或は 巧黃 との 利 おや 化 ホ 上 
の 目的の なめに フリ I メ ー ソン 結が に 加盟す るので はない とい ふこと を 要求す る。 しかし この 叫怨は 
かが 的に！^ すると 同 巧に 內也 にがても ザを する 程の 人は 巧め て少數 にす ぎず、 を 結 化 貝 ゎ 巧 助し 且 
ま 持 するとい ふち おも、 をれ が ある 種の 限が 巧に 止まる こと も 自明 お 論 ホの 餘地 なをこと である。 が 
もフリ I メ ー ソンが 社 巧 部に がける この 授か ま 乾は、 度々 「商 黄. L ； の おお」 となり、 化 治 トー 經が 上义 
は 文 単 上の 生 巧に がける 巧ぶ 扶助に なつ スし まふので あるが、 この 巧 かお 的な ことは 結社 打の 個人 か 
ほ 化ではなくて、 化 等が フリ ー メ ー ソン 結社 貝 だとい ふ 巧なる が貨 である。 フリ ー メ ー ソン おかな の 
大夕 おが 加盟す る 動 巧は まさに これな ので ある。 化し 夕 くのを はけを 的な 迦を 振り まは し セい お 持 か 
ら 、かく も隐 巧に して 排他的な お 社の】 員と し、 結社の が 巧な 目的と 企圓 におす る 想 巧ぶ は 現な 的 共 
なをで あると いふ ことに 自己な 識の择 採を 廢 ずるが セめ に 結が 貝と なる のでを る。 


ち 力く ぇ お 巧 だ L ス おがが 方が がの _ おがの おがる 目が と 4 障に ミづ rv あ 倍 远ぉ巧 ち が夕 
なおで あると いふ ことに 自己な 識の昂 操を 感ずる がを めに 結社 員と なる ので ある。 


悄 人が なぶ 断な にがが をる やうな 慧 に、 CQ 姑 か 貝は か、 る 器 にがつて 所 測呈芳 術」 の 
g の知ぞ なる S でめら うか、 とい ふと 必ずしも さう ではない。 化は 懲 7 ? メ ，.ソン 結 かの 化 S 

ボて烏 鳥 堂 5 てが •る S でを つて、 ミ 攫は 望 十 化隅累 そな 去 令 《みがみ を 

C とが 膊 されて ゐ ろ；' チの あの 慕奠の 院に腳 しては 何事 も 知らないの であろ 
親累 隙； 茲 S ぶ S & Q 。' ソデ SM は 塁で が はれ;； ゐる 。度を.^ をを る ~一苯 のを 
いが S 巧 ご f と美と SS 徴 でを るが、 ミ 志 それぐ f 頂いて をぇ そのな 忆は 巧义の 
ち 力 あ* と 燃ぇて 蔓。 C れが卽 ちミ乂 橋に をる 唯一の 照明で あろ CS 1 本のは S にはを 
の もけ をた 巧い がが おつて ゐ る。 おお 巧を 部は 「束」 にぶを 占め、 食 養を 始めと して 挽までと C 
く 巧い 尙 服に みを 包んで をり、 頭 ホは 目 深 かにが を、 唯 蘭 胁の爲 の 裂目 のみを がして ゐ ろが 化 t 
•しめたる 磬援 f 受ける 職人 級 SS 5 備な S さ § をて。' ソデ 軍へ ホみ 入る。 
《等は 蕃と 暗黑の 中に、 义巧 •画を した 結 化な のをを ぞ つと 眺めろ 今度は 裴化附 巧が 式の がの 
樣に 彼等 Q 楼 2 られ ては ゐな S から ss が 腸」 に 化つ T •瞄 を了ゐ ミでは なく 
て、 化 等が 不可 墨な 巧が の 如く 眺め i 物と 人物と が 巧と 巧の たにな をて ゐ るので あろ 奮の 
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だ，： 巧 ' 


♦ s 部 フ 9 — •ィ — y yw « おせの » を 解な. 11111 八 
人 巧の 一列は ロ ッデ巧 屋のお 巧に をな して 居り、 また 巧 あの人 A はがの 列を なして ゐる結 姑 貝 速に ザ 
t 向けながら、 股を の 中央^ ある 一二 側の 巧* と 巧 塞の 間にが はつて ゐる 巧と を 阐んで 脚が になつ てゐ 
る •彼等は じの がまの 脚 的を 离 巧が 始まる 時刻に まガ この 巧が 候補者の 目に 入らないで ゐる がに をれ 
たと り 困んで ゐる 。巧と しに 音を、 にぶい 巧び 度、 をを 長と 準備 巧の 親方と 二人の 監 がとの 問に 交 ま 
れる規 お通りの 對話 等が じの 儀式の 進行の 閒中 引が いて 巧 はれる。 をを 長は、 何故に ロッ デが 巧い お 
しみに 包まれて ゐ るかを 候辄 をに 說 明して、 ロ ッ デは 巧 おされ セ 親方 ヒ ー ラム •アピ フの追 巧を 巧つ 
.てゐ ぶので あると いひ、 巧つ て 「神が なお」 の途 ホに がて ヒ ー ラムの 死 おを 巧し、 これを 發 化し、 お 
らさぅとしてゐるのであると音ふ。 P ッデの誰おなはヒ ー ラム の巧嘗の巧宋に触ずるが說を述ぺる棟 
にと いふを 託を 受ける。 かくてが が 刺 成に しかも 大化 琴の 昔が にょつ て棉 報を 添 へられながら、 議が 
なが物語る內をは、 ッ P モ ン神股の建設をホおされをヒ ーラ ム がその神股にがてか奇、むに魔られた化 
人達に 取つちめられ、 未ゼ その 時期に 速 しないの にお 方の が密 とお ホの なが 訊との 傳 投を娶 求され る 
に 至つ た經挣 である。 しかし、 ヒ ー ラム^ 巧を なて 巧 かされた にも 不 お. 斑 として 應じ なかつ をので 
> 人の】 人は じ 1 ラ A の 脚に 一# を 加へ たが、 この 巧に ヒ ー ラムは 西い セ。 すると この 巧 W にも ゥー 
人の 桃 人が 述で 巧に 一巧を をはし セので、 化は を 命ぶ をれ つて 巧れ を。 わくて ヒ ー ラムは む 巧 i しれた 


人の 谜 人が 述ご 巧に 1 巧を なは しを ので、 化は をみ おを なつて 巧れ を。 わくて ヒ ー ラム はれ 役 1」 化た 


がが と共に 雾 S — も堇 はれて しまつを のでを ろ臺 S にソ "モンが これ 含 殺人 途 

ち义ヒ ii が f れ资 見され、 义化人 送が 班田の 刑 f 受けた こと 等を 報吿し ミミ 
i る 


である- 


^ 方。 化^ ミが は、 臺曼 —if ミ< て i 最を較 暑 

される 併しながら 候補 者途名 ご 人が をく 愛が けなく も 愛 巧され て、 この ヒ ，ラ A のが S 

or 羁 K — 了 f (2 莫 in ろ 傅— 匿—^、 を 

して ゐ る— i ミー fi れ ミろ そし ミ i れた 一入 i — は 
お 補ぶ^^ けを rc 妾？ れ る。 すると 彼 ごだは 食 養が も 5 ホみ 巧つ てゐ た？ おる。 かの 
補堇は t れに 巧く 所作 穿の 目蓋に なれる 様な 接に 並ス 謀— がが 說を 讀み宗 る。 塞 

I *1* ミ 倉 拳る と 、 $f if K 一* をる。 

^ 力ら ヒ ，ラ A が f はて 死が 巧 へらを とい ふ 所 某る と、。 ッ デになる 貪 t が雜— 

♦ま 長の 馨 —セ馨 もを S — を——— 含 slif か 

y が 彼の i — 中へ 彼を 押し倒す • 祐—を—はれる 0 ‘r 
.へて 代ぶ して 一人 かヒ 1 ラ ニ 雲を 意 掌る 巧を 爹的 £ ム のでを ろ 巧を ホゥ 西ん て 

♦互 巧 フ，； .二— ツシ塞 おなめ R を 否 

3 吕 光 
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-ッ 巧 巧 巧の 度を 解な 


二 巧 〇 


の 輪は 巧び 巧 じられ る • 

みを 長赛 やが V その 孙祐式 Q 坡巧 S 面を 巧を する 吿忆 なつて ゐる陈 人 化 階热か S 1 人々々 力 
貪 堂 長を 化が にして みや 例の 「神が なる 巧」 を 巧 ひ、 巧を ホ箇ん でゐる 結社な の圆 のまは りを 一一 一な 巡 
巧ず る。 巧 贿わホ 調 でれ 段され を 親方の-化 おが 象徴的に 探求され るので あろを 高目の 巡 お 後に え 

ク て、 命 堂 長と 「堆備 巧の 親方」 あび 二人の 監 がが 巧の 周隨の 結社 貝 途は化 等の ほに ぶを 讓 るの 

であろ み 獲 的な 死龄 のがへ 步み 寄ろ 黑 ホは 巧から 巧り 除かれる。 ヒ 17 A •ァ ビフの •化が が 獲な 
された ので ある。 二人の 春と 「堆備 巧の 親を が 規則 通若哥 葉を 巧し つ、 護を 持ち 东ょク と 
巧みる ので あるが おなで ある。 遂にみ を 長が P ッ デの 銘を巧 ふぶ としての をを 長 わ 巧が に 化〇‘ •ス 死が 
を 旨 ら ホち 上げる ことを 自ら やつて みる 旨を 宣言す る。 巧が を 引きを す ことは をれ 力 巧び 生に 蛙つ 
たこと をみ ◎ずるので ホる。 併し ヒ ー ラムの 死と 共に 失 はれた 親方の な阁 訊を なて その •化 鞭は げび 醒 
さを ことは W 來 ない。 をれ 故に ソ 。モンは ヒ 1 ラ A とがに 慧れを 詰を がを 水 巧 化の ある 昔 柴 、巧 

ち おと 親方 S 合黨 S つて 藥」 た S でを る。 毛」 ミた ぉかけで 贫妄 は泛中 S 補ぶ を 

げびを ず ことに 巧 巧す る。 かくて ヒ ー ラムは 化が フリ I メ I ソン なれ 巧と いん 子 巧の 中に ホき だける 
ことにょ つてみ な 的に 巧び 蛙ら され セ ことになるの である。 卽ち化 はな子の 小に ホき てゐ るので ある’ 


巧ぴをすことに巧巧する かくてヒーラ"^けが力つ 1 ! ^ ^ 

ことにょ つてみ 徵 的に 巧び 蛙ら されを ことになるの である。 卽ち彼 はな子の 小に おきて ゐ るので ある. 

プリ I メ T ッン 結社 貝は それ故に 「ヒ ー ラ A のを 搞の 息子 速」 と名乘 つて ゐ る。 巧を 巡る 所作が なつ 
た 後に、 この おしい 親方の 合閒 語が、 識圳の 合 脚 や 親 ホの 乎の 握り ホ と共にす ベての 投 がが ザに 傅 巧 
されろ 巧 111 化 照の 巧が ぶは 新が 裕 おの 化 誠の 咨ち 親方 化 お及び ヒ I ラムが 誰^が する み徵 的が ぶ 
的 意 かを 「が 侃な の 親 ホ」 が謀述 にょつて をの 化ぶ を巧づ るので ある。 

が 

おぶ 化 階への がが 式は、 さま t な 象徴と 儀式 的 所作に 化つて お現された 取^ 邮邮 におす る ソリ— 
メ ー ソン _お 社の 態度の 表示に 他なら ぬ。 が 格 さるべき 職人は かと-が と^かとの 蹄關 をみ 徵 のに 脱换し 
巧かなくて はならない。 下 巧 彼が 巧 一隅 敍 にあつ ては、 準備 お： 卽ち おがの ある 崎い な W から 一二つ の 
なを おへ、 フリ ー メ ー ソン 結社のを き 光明へ、 卽 ちを 誠され を 新しい 生へ みな 的 にがつて 巧く のと M 
様に、 親方 化 階への がが に 巧つ ては、 111 つの 神が な 巡 賭に 巧つて 巧から 化が へと 速し なくて はなら め 
ので ある。 神の 巧の な 巧と に腳 する がが は、 フリ ー メ ー ソン 結 化の 化ぶ にがては が 巧を お； 史 してを く 
乂閒 的な ものに なつて しまつて 子 巧に 化る 不滅 巧と いふを で 永遠の 生命の 王冠を がんが 巧め に、 お诗 
すれば、 神化の 境地へ と 導かれん が 巧め に、 神の 代りにへ ブラィ、 巧說 中の ソ P モン 股 堂の な設 ぶを 
るヒ ー ラム •ア ビフが 現 はれて 來てゐ るので ある。 

#111 ボ フリ— •ィ — y ン な 巧 おを の 巧せ »巧 一一 巧 一 
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ッ yw « 巧 化の 》 堂 解 巧 


を 二 


徒弟、 陈人 及び 載ぶ とい ふこの S 化 階の 倦 起と 软義 とは、 お 太を 香の物 語から おられた もので、 二 
C 巧を、 晚ろ 親方なる 三 岳 巧の みょり 巧る 巧 化 階 P ツデ •ョハ ニス •メ ー ソン 結れ の 「珪築 傅說」 

の 中 也を なす ものは、 ソ 。モン 殿堂の 捷設 とを の 棟巧ヒ ー ラ A であり、 ソロモン 里は この ョハユ ス • 

& ッ デと 問 じ 「巧 色 口； ソデ」 の おず る 人物 群の 中 鼓 も 重 嬰な 人物で ある。 所謂 「人道」 の おを のな 巧 
が ソロモン 殿堂に 化つ てが おされる ので ある。 ソロモンは フリ ー メ I ソ-ン おせに 取 つても 亦 別を 下し， 
且 それを 執行す る まを のみ 徵で ぁつて、 彼の 捶 築が 巧の 殺戮 者に 相 當の莉 を 加へ、 而 して 彼の 胺を化 
に フリ」 メ ー ソン 姑れ のみ 徵的 殿を の：^ の 績 沒的 指導を 巧 保す るので をる。 

第五 車恭 巧と な 巧嚴巧 

がが^ 斯 & 盼 こを フリ ー メ ー ソン おれの が 巧で ぁる。 おに 十八 世紀に P ッ デが がの 中へ 人り 这んで 
來た 種々 の髙化 階が 巧から、 徒弟、 ほ 人、 巧 方と いふ 認識 段階に、 巧に 一はな 殺な 認識 段 巧を 附 加し 
たが 義 から、 夕 、くの 混みと 化 巧に がする 就爭を おて、 スコット ランド 化禮 とい ふ现 かにが て あ もが 力 
^ かむ がが が 生れて 來た •「古式 公 譲 スコットランド 巧睹お 商】 二十 一一 一 化 牌」 とい ふの が、 をあ稱 であ 


£ あるが まが 生れて ホた •「古式 公 記 スコツト ランド 儀 睹お茵 一二 十 s 化 牌」 とい ふの が、 をあ稱 であ 

る 巧の、 を 世 巧 蓋を する 単の 熏を化 時化な であ ミ、 が 走 ミ 十六 ヶ 固に その 「な 离評審 

美つ てゐ るが、 こづを 商 評 なをこ そ 巧 政と 指 f を 司 ど— 窩宫 鹿な ので あろ 一が に窩 接フリ 

，メ i ンお杜 に 巧い' て 語られる 巧 含は、 常に じの 三ツト ランド 儀 巧のを 貝の みが 意 巧され てゐ 
るので ある。 

か-る 養 階な 著は •特に 養 i 齒 にゎ ミは、 图 菜の 努を化 ふ 霞^が 磬 7? メ 1 ソ 
ン巧 神の 保持 著 あつた、 現在 も 亦 さ i ので ある こ' ジ いい 一-は、 奠利大 束 社 並に。 _ マ 「1 
巧 評議を」 S。' ソデ 組 f 巧 换< にを つて そ § みを 餘り忆 も 知悉して 居た S ある。 なに マツ ツィ 
T 菱 ガリ パル デぶ ザ 若き 蔓利 Q 翌並 にが 一戰 爭髮、 7 アツ シズ ム のま 配に— まで、 
巧れ フ？ メ 1 ご おか f そ、. 何と 5 て もは 治 的な— 的 ま權羣 あつ をら でを る。 雪大束 
化の 羅馬 「最壽 なさに 於け る羣重 技 接 所 巧を たる じとは、 巧 削に めける 大臣の か 粗 或は g 
巧 大臣と して QS ミ も S と 累忆お 合され ミミ ミ^。 暫紀 .の 管 巧、 卽ち蔓 利フリ 1 
夕 i ン奮 s 奪 代で ゎり、 旦勇獲 装— 营途 した 頃忆 は、 おか 貝は 雙ミ 繁の鬟 

々ら逸 化する がかを 商說を ホした もちを る。 スコツト ランド 儀盧の 离化畴 はがを か. して ゐる のでを 
る々 と云ム 問に おしては、 「 フリ 1 メ ，ソン 語」 (，ィ アツィ じ 一八 モ阳董 月を ちがが 義大 
S 系フ？ 二—》》 祕密 巧 巧 3 窒解 « こ g ミ 


sf 


さ s フ 


|プ ン巧 巧 おせ A 拓吿 解な 


二闷巧 


束せ の 或み なにが て 巧 はれた 或な 說 から 引用した ホの 一巧が 鼓 もょ くこれ に 明答を 巧へ るで あらう。 
「3 ハ-一 K • P ッ デは 必然的に 商 巧 化 階の 前段 おとして が おする ので あろ をれ は 义お巧 お 業を 巧 ふ 
のにが 都合で ある。 しかし 我々 の 作 おの 燕、 むは 高度 化 巧に をる。 が おにが てが々 は 進 ホ 的 作 お、 化 ホ 
か ル 皆 取 心を 作る ので ある。 をれ 故に じを スコットランド 机 城を 少しの おぎ もな く 脯持サ ょ！ この 化 
な 巧に がて 巧々 の 阻 先 速、 マッ ッィ ニ*- や ガリバルディが 巧 ご 一十 ミ 化が の おか U でを つたと いふが 巧 
は その 光 巧を る 目的を 完 をし、 おがを 顿 がさせ、 異阐 人を 驅遂 したので ある。 をれ かにが々 は スコッ 
ト ランドが 描を 必お とする。 巧々 にと つて ョハ ニス •フリ ー メ ー ソンが 社は 何を お化して ゐ るので あ 
らう か。 巧々 にを の 温かな ぶを 巧へ、 じの あに 化つて 巧々 をして 巧々 のがの なを 嫌 かしめ る ものに 进 
ダない ので ある。 かの みなは 我々 にと 0 て 何/をを 味して ゐ るで をら うか。 をれ は戰の 日に がと なり 防 
巧と なつて 我々 を 保護して くれる ための もの. であつて、 をれ なかの 何もので もない。 n ッデ のがての 
お 式は 巧々 におつ て •何を な 化して ゐ るので あらう か。 をれ はが々 が 敗北したり、 ぶは か 裘や巧 巧を 裝 
する 時に、 巧々 をが 等の 化から 隐 がして おれる ための ものであるに 過ぎない。」 

勿諭商取化牌のフリ1メーソンお社と雖も、 あらゆる時代、 义あらゆる阁々にがてかかる術巧ある 
化 化を 巧 巧し •巧に 世み 史を 作り セ 巧では ない。. 例へ ば 現 化の がぶ 利 にがては フリ ー メ I ソン お 化 


巧論焉 度で 嘴の フリ I メ 1 ソン お© とが も をら 巧 ミ 時が 又を に w ク良イ K かづ カ カク お爹 3 
化 化を 巧 巧し’ 巧に 化み あを 作りが セ 課では ない。. 例へ ば 現せの がぶ 利 にがては フリ ー メ I ソン おれ 


とその 窩蔡辟 .2 部は なす 所な くが 絕 されて しまつて ゐ るし、 洪ザ S 於ても i にがても S で 
わろ 「巧 太 利 蒼- B 含」 に 從巧サ しめられて ゐる巧 太 利の 蔚赛 階は 努 であ ミ、 溝を やる 
とか 世み 史を 作る を 云つ た 巧 Q 話では ない？ ある。 化講椎 力腳な S 移 S つてが ぶされ た 
かやぅな 一-時 凝窺现 みは、 富 辟？。 グ 三を が巧蠻 する もちない ことは 勿論、 化 f れ 

はこの 祕密 結社が 案 Q 巧 動的' ソ 。デと して S 命を 堅持して ゐる Q でを ろ而 して こ？。 グラ A 
は 雪 一十 か 隅の 儀式に がて み徵 的に 最も 强 くを 現されて ゐ るので ある。 

髙化 階への 採 州は、 雪技附 のフリ 1 メ！ ソ 結贊 をて 勿論 變て 可能な ので あろ スコット 
ブンふ 製 おぉぶ は、 通常 a ' ソデ 2 塞な み 暑なければ ならぬ し、 がかが 皆い ふ 認變的 
を 所を して ゐ なな ばなら め。 璧階 殺へ が 格せ しめられる C とに 化つ て 一一 鼠袭、 f ? メ ，ソ 
i な ミのを 賣 .：. を 打つ がなち かふ さは、 他に 强 々の 滞 利を も 獲が おので あるが、；* デ 
の S にも 遇 ば 錠る C ととな つを。 彼は 逸 ばれ 了 職 芝— 的 S # 窒 「議 か」 へを S の 
であつ て、 ミ 「か 巧を は样— I 化は み 堂 長なる 唯一つ ご' ソデの f を 巧 ひ ミミで あり、 
i 撐 階と 所 だて ゐ なければ ならぬ とい ふことは ない I 、ミニ 人の 代现 人、 誠が 係 、】 T 
をが 通； 一巧 調游作 巧が、 藉管巧 人た る 施物な、 阁 まちみ び羣 等から 巧ぶ されて ゐろ化 
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を々 


物 巧は a ッ デの 作龙 のがり には 何時も 「ながの 巧」 をな すので あるが、 おか 间腹 はす ぺ ての 中へ を 巧 
の 目的の 爲 ろ。' ソデの 會 ほやず は その 資力な きを 族、 おがの 扶助の 巧め にを 拾を 巧ろ 親 ホ 化 牌 お 
た 員に して 始めて 第三 岳 巧の 他 のれ 員 達と 共に ロッ デを 建設す ろ 巧ろ。 ッ デ閒設 のが 利を 巧して 
ねる •この 曰ッデ 新設の 爲 めには おく 巧 心ん の 親方が 必 喪で をる。 彼等は 大巧 装から 「巧 天の下で」 
窠 みを 巧ん 許矿を 獲なければ ならない。 はがは これが す お通りに 解され て ほつ たが、 か H はこの 「ぶ 
天」 とを ふ霄 葉は、 架を が旣 がの B ッデ のが 誰の 下に 巧 はれを いとい ふ 事が をみ 巧のに まは してね る 
ので ある。 この 集を にがては が ホの この 脉 場の 爲 めにあが が 巧 へられる。 例へ ば 「友 巧を」、 「吉巧 
Jh -、 「じ ー ラ A 」、 「ソロモン 王の 巧 股」、 「アルキメデス」 その他 巧 山の 巧が が ある。 义 その 口 
ツデ 作業の 特殊な が 組と か喊 おの プ P グラムと かで おおされる。 大ロ ツ デは、 試 もと 巧 謀と を 巧った 
《に、 巧許狀 や作萊 への 禀を與 へたり ぶは 巧んだり すろ P ' ソデ S 設 は、 乂 。'ソデの 側で、 大巧 
は大 棟お自 をに 巧り がしい お 場へ フリ ー メ ー ツン おれの 「化 明」 がなら され、 そして この P ッ デが 大 
—ツ デの 目を に 記入され て 了った 時に、 をく 完了す るので わる。 


辑ホ 結れ 員の お徵 は製圆 巧で あつて、 それに 設計 巧を し、 作業 中の 工手 速に 化 お圆を 巧へ るの 


規方結 化 員の み 級は 製圃 巧であって、 それに 設計 凶を 作 巧し、 作業 中の 工手 速に なお 圖を 巧へ るの 


であろ 巧 ホ 化 巧 巧へ のるみを もつ て、 髙化 瞬へ 採用され るを みのをい 通を^？ メ 1 ご 
のちが はお 了す る。 

スコツト _ 、フ^ 化^^^ ミは— アンドレ 1アス がな お 的の、— の 的と S ミミ 
で ミは アンドレ ，ア ：フ？ メ 1 ソい がかと 呼ぱれ て、 獲に 於いては 雲が 支配的で ある. 

憂 階 7 ? メ 1 ッン おな S 。 ツデ はか 義 とげ ばれ、 巧 四から 雪 壬 一逗 の 諸 お敍が 作業を し 
てゐる AJ れ 等は 大口' ソデの 巧 治、 格ち 及び 所謂 「巧 判な」 には 誓せ ずに、 あらゆる 閔 にがて そ 
れ實翌 しを 「巧を 的」—— である 「最高 評發 含を ちて ゐろ大 。ツ デの ま 配す るのは 巧 
單に!* ンおかでゎ系、 3 ご スお营が了は、 寫お79,メ1ソ ンお薑 

ぁ かいい をか默 が賢你 かいか かいが 若が 賢 い か 薪い かか い 斬、 
単なる お ホお聲 と」 5 曼占 i — をろ K n ' ソミ •卜 善# 曇； ス • 。 ' ソ 
ブ にかて は、 載ぶ 化 階 § をを 0 けて でを れ畜 巧は ホず、 親 ホ 化 巧の 衣の みを 着ねば ならず、 化 
して 窝 化が 累お髙 化 隙の— か 華 かな 殺や冀 をつ けて はならぬ ち 巧め て 幕に 霧を をは さ L 

ミろ 化 等は、 醉 が も か. $ い 秦 蒙い、 齊襄品 紫ん がが をい 气 へむ^い 心卜 
を ミ锭ミ 三 ッ が U い-; いジが 黨か齡 かを か 若 いか、 蒙が か暮 か‘ か 
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前す らも 通常の フリ ー メ ー ソン 結れ 貝には 知られて ゐ ない。 鳥が 巧 J 、 が おおか 巧 巧の 祕巧 であり、 「お 
ぶ」 のかみ にと つては 一一 蛋 のが 密 である。 髙化 辟な をは フリ I メ ー ソン お肚 のむ 動 ま おの 本 化の 巧 巧 
をで あり、 またな 高の 就 位階に おする 貼り、 巧に 巧 許しを 巧た がで あり、 知ぶ わるが 化に、 化 等 こそ 
おかの 巧の 橄 力を 摇 つて ゐ るので ある。 n ッ デゃ大 n ッ デの 指 海 部 にがては 爲化 階が 社け はが 一一 一 牌 お 
I の お 化 貝と して、 卽 ちかな 上は 同等を 達の 問に がける 问 等を としてぶ おいて ゐ るが、 その 識 巧、 能力 > 
巧な 等に 依って 化を 的な か 超を 占めて ねる。 「鼓 商詐議 を」 のかが なる 措 令に 從 つて、 これらの 認巧 
されない な 化 階な 社な 捶が ロツ デや大 P ツ デを ま： がしたり 制 巧し をり' して ゐ るかは、 他の 結社：：： 淫は 
巧ん ど 知らないので をる。 趣々 のロツ デが が當 協力して、 彼等の 序列に 化して ゐる商 化附が 社む の お 
締 のっかぬ 巧 勢に 對 してな 逆を 試みを 事は】 巧なら ずを つ セので あるが、 これは おに 化 巧で あつた。 


大ロ ッ デの 自 ホと をれ に 化る ロッ デの ま 巧と 云 ふことは、 化よ に 於て 巧 立して ゐる に過ぎないので わ. 
る。 巧ち は 「最高 評議を」 が、 大 p ッデ 及び P ッデ をを めての 結れ のを お禱 術を 巧が して ゐ るので わ 
る。 一例を 巧げ るなら、 モか百 一一 一十一 一一 年まで 成立して ゐた 「巧 逸み なま 義 大ロ ッ デ」 の 「がな を」 は 
十ムハ 人のを 貝から 戍 つて ゐ たち この 中 十一 人は 离化 巧に 巧して ゐ て、 「を窩 評議を」 の 指令に § し 
てを り、 他の-五 人は 親方 階級で あつて、 他の 十】 人の かく 商 化 おのが 授义 はま 巧に 巧て はかる 所は た 




十六 人のを 貝から 巧つ てね たが、 この 中 十】 人は 高 化 巧に 巧して ゐ て、 「を 高 評議#」 の 指令に 巧 おし 
てを り、 他の 立 人は 親方 階級であつて、 他の 十】 人の 如く 窩化 おのが 授义 は黃巧 にがては 知る 所は と 

ミを ブ襄も 巧、 例へ ば ゥィ— シ 火口' ソデに 於て おられる か〜 器シ耻 をい r 户 がを ご あ 
る こと も あり、 而も 「が 部き には 彼の 傍に、 驚 祭 かい 心い がいす 彼の お 海に 從 はなち 「を 
を 許—」、 S — ゐ il — あろ ミ デの鐘と か—— と— つては 
f ? 一^^? を 遂げ バ? :; 耽な 途が 「お藝 遠を」 S を おしてけ 動す るので、' ョご 'ス •、フ 

ミ 1 ツ i は Kn ット r 直 器 4 をを 難 P 梦复 される S であを， 

ご： フ？ メ 1 ソン お 化は、 をれ に 就て は媒 がちの ものを だて ゐな いので ある。 想を、 こ 

れ こそ、 現孽 星の 中、 巧み i され 曇され を |雙| ふべ ii であつ 
て 嵩 接に 對 する 指 愛 封す る お f おぶ と 寒 S に 寧る 達を 悪す る C とを ぞむ るので 


み 


雪 括 辟 S 社 巧卽ち f 化 質 結 曾は^ 爱 雪が ミ辕 野暮に なぃて" 似は 全く 一 3 

咱な知識!"が:"ミるに過ぎ なぃか怎援おなされぶぃ—をちておても、 そを4皆かい^. 

は 何 f も靈 ぃ。.； 撰 1」 了ち 變 7?メ， ご — ff i 、 ホし 

H る ホは 窠 なぃ？ ぁつて、 お卽 いむを には 逆がなぃ ので ゎるが、 雾化 辟の お替 はこの こ 

巧 ミ > ^ , ■ ? : I 


望 巧 7? 二—》 之 おおせ 会せ 解な 
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とに 巧て は 矢 おりなつ てゐ ない ので ある。 巧 弟と しては •多くの 巧を には » 人 としても 同が でを るが- 
巧 巧の フリ ー メ ー ソン お 社員は 何ら ス n ツト ランドな 巧の が 在す る こと さシも 知らないの である •し 
かし 彼が お ホ 結 化 員と なつてから 勤 おであり、 注を 巧い 巧と 枯 巧な 化を ぞし 、熱、 むに フリ I メ ー ソン 
W なの 义が脚 まを 讀 むなら ば、 お 巧な ことは 分らな くと も、 窩化悦 のが 在に 就て 勿論 知る やうには 在 
るので ある •じの 基 巧 的な 知識を 巧て、 彼が 批判的な 悟性を 有して ゐ たなら ば、 フリ ー メ ー ソク結 可 
にか 入して は來ホ 巧に 巧 巧に 自 みのを 巧を 刺 巧せ ざるを 巧な かつを 一つの 閒 にを へる ことが 巧來 るで 
わらう •巧ち、 フリ ー メ I ソン おがは、 その 諸 原則を 公的 生 巧に 實 巧す るに 必巧 なか 議を 一巧^^か 
何時 巧を する のでを らう か、 これが その 巧 巧で ある。 とを ふのは、 ョ 《ニス •ロ ツ デの 「作 莱」 にが 
では、 實に 何時も 笛 かの 誘 巧ち 巧い お肚 生活の 巧齒を おぇ ホ 僅かの 化を や ホ吿を 聞い をに 過き ス 
4 た 巧に か、 る 巧 黛 やな 巧 上の 行事 やお 式に 參加 したに 逊 ぎない からで ある。 じこに がて 「^」 い 
ぃん 巧 現は ミを 寅 上、 なること が款中 いれ かい 彼には かかし かむ いがい 妒 か赛 いかいが 
ミる 一。 卽 ち、 7，1 メ ，ッン ぉな Qa ^ 祭； そのが 歌 か、 ミを^ が 京 か 卽か赴 

求 等に おする おな と & るので ある •烏 化 おのが 在に 銷 する t の 基 巧 的を か 誠を なて 彼は、 斬护 心、 の^ 

巧に 巧ず るが 巧に がして は、 この ザげ h の 作業 こを は ー ホ 巧な の .i 巧附〇 巧め に 巧 化されて むろ こ 


求 等に おする み 獲と たるので ある •离化 おのが 在に がする t の 基な 的を お 誠を なて 彼は、 妒か 心、 の^ 

巧に 巧ず るが 巧に 封して は、 この 常げ 卜 •の 作業 こそは 一巧 巧が の 述姊巧 牌の なめに 巧 化されて むる に 

巧 ひた、 となへ るに 至る ので あろ そして じ のお 巧 にがては 誤つ てゐ ない ので ある • 

0 . 

巧 一 化 階を 莖 li £ るを S がは 時日 g 閒質 すぎず、 時日 さへ 經逊 すれば 异 おは 濤に自 
S 的に 度 開され ミこれ になして 雪 i からが 援 辟への 霧が、 藏款 賢い 黨 f の— 
である • 7? メ ，ソン おれ 貝は 一生を 通じて 雾か 隙の 化 置に 止まる C とも ありが るし、 巧げ 角 じ 
の 化 擅に 止まる お 寶の數 は、 巧 四の 認識 段階への 巧 許を 巧る 人々 の おょりも、 卽ち 、スコツト ラン 
ド儀巧化技？へ、 籌す れぱ一;^:&が£がか繫聲中へ規入さをおな浸數ょ6-も、 をかにネあ 
^ ので あろ 證階 なへの みみと 共に 彼等は、 その 謹が 巧 ほに 示し ミる fc、 新 解^い い^ 

• i ン 結社の 繁 となり、 旣にョ ご K こ' ソデの 親畫 ある にも拘らず、 新に ホ 初から 始め をれ 
ば ミミ 巧 四 化 巧は 化 寒 「賦繁 がか」 の 化 巧を 巧け ミで あろ • 
离化 階は 能 さ 管 5 薄と いふ 原 恐 志 築かれ wf •それ 護 白 己 霎爲慧 役に 呈 
たち これにち て 下を 一一岳 階に 巧す るを 貝が 叢 か 活動に 教 也で をり、 「長 方を 卽ち 「靑 をロツ 
.デ」 な 去 案を なすに 雲で あると 推測せ しめる に 化る 能力を 季 ならば、 「完を 口' ソデ」 は 彼で 
おして巧季るなにを合する？ある夕 「囊。ツデ」 に巧を有する夕 

第】 二 巧 フリ— •メ iyss ホな 巧の R を片 a 二 五一 


lii 


に 巴 


第 コ ーが フリ— こ— ッンな 巧 おせ A 胜を 巧な 二 あ 二 
は 一巧の が々 の 口' ソデの 巧 能！ Hj つ 適當と 謎 めら， 廷おれ 員で ぁる。 喪 化される 帯に なつて ゐ る結杜 
員に 閱 しては。 'ソデ 轰§ ける そ S 動 f をず つ 直て 來を 一人 g 烏 接の 結 質が、 輪に 報 
吿 して 擅く ので ぁろを て投 輿は 3 ハ ニス こ' ソデ S なとは 異 つて 円と 巧との 巧を 川 ひるので は 

なく、 。頭の討謀と<矣|6繫とに化る？ぁる。 投裳は戴一款‘裳でぁる。 41 ごがとがもお 
補 f 閉め 曲して しま ふので ぁろ 憩 化が；^ •か；！ なお 化に なれば、 候補に 上つ を 人は、 何も 知らない 
で まふ。 卽 ち、， 彼が 見込を つけられて ねを ことち 彼のみ がに 細して 舆 化が なされた こと も 知らを 
いでし まふ Q でぁ ミ 彼 Q 胖格 におして 髙 化 階 姑 お 貝の 玄 震が繫 か 我た 甲 「完を P ' ソデ， 
の】 み 員が この 候 巧を と 接觸を 巧つ ことを を 託される •この 候補 巧で ある 親方 化 巧の 結社な を 巧手に、 
賽 牌に 蝴 する がが 囊 的な 赁 巧の ない み 話が 巧は さた その 巧で に、 彼が 商 化 辟フ？ メ 1 ソン お 
巧の 祿巧と 仕事 忆巧 かを 巧し 了ゐ るか ど 5 かが 質問され る。 S 義 方は、 巧を いつもを のを ホに 巧 
かされて しま ふ もので、 この# 話が 何を 日 論んで ゐる のか、 义 これが 如何なるが 巧になる のかをから 
度い ので ある。 而も 巧ん どいつ も离化 階への 巧 巧に 巧す る 巧 問は 肯化 される •お 日 後には このな か 巧 
結社な はお 巧者に おして、 彼が 昇が される に適當 して ゐ ると 認められ たこと、 义 これまで 聞かし^】 
切に 閒 して な も お 巧に 化 巧を 巧らねば なら ねじとを 陆邀ナ る。 


一一 五 二 




おな 貝は 候補者に おして、 彼が 昇格され るに 適當 して ゐ ると 認められ たこと、 义 これまで 朗 巧し 店】 
切に 閒 してな も おおに 化 巧を 巧らねば ならぬ じと を傅途 する。 

「が 巧の 親を S ま 巧は 黒色で おはれて をり、 「巧」 と吟 ばれて ゐる 白い 不規則 &巧 K がその b 
に ばら かかれて ゐる •郁ち、 巧 四 薩嘉れ 殺された ヒ 17 ムの 巧を その— 巧 松と して ゐ るので をる • 

お 巧者 達は 貧 星を つけて ゐろ 馨替 S 屋っ けを を 巧を とを ミッ デ？ へ 述れで 

巧れ る > J の锅は その 爲 めに 人 ぉが このせ に 於て あちこち 引 張り 廻は される あの おおと 巧 熱との 

馨 あ^。、 了、 i 向 ミ 雪？ メ lii からな 逼 
11 って S 四 ミ 「神 ii はれろ をを 「賢 、を わら 發 せられ 

一^な ヵ ミ 候補を に 向っ て 認識 お 語を 呼び わけ、 「が 巧なる おさの ま 要なる お猜 はが 峽と歡 於 
ザで あらわ ばなら ミと を 指示し、 明 稚な象 忆がミ S が 我强調 さを ので ある。 

「|二 化 も 城 力 ある おさ 卽ち貪 養は、 月 おと ホ？ ヴ S からはる S を ホに おろ 候補 お 建は 
"'ソデ si で、— ii く 曲げながら、 難 i 重 f 燃 il —ならを 
い。 お 補を S を 部 K 封して 食 養は 農 至？ ヴ からが る 葉？ 述 りすが りに 愛の せて けき、 「予 
は 月桂 主？ ヴ とを 琴 汝意慧 す」 と J 。 それから If S 可 そを お雙 S 志 k 
ヤ にあげ、 ぎと 共に スコット ランド 機 おの 世界 遵 绪を お雪る S の お 高がな み 及びす •へての 寶 
の— 碎 謹みの あにが て、 义 その ホ宰の 下ち じ S 壽雰の 「巧 我 おな—」 がの 義 にがって、 

】ユ 7 リ— • — . ^ bv * . こ > : t _ 


ホ ミ® フ，— こ— ; ミな 巧め 巧を 解な 


二 五 ご！ 




をを をぶ 夕玄 巧ぶ‘ 


— murite^ 


<乙 巧 フ，— •ィ ，ツ yK 密巧 巧の おを 解な 一一 お 口 
チは ホ 等を 得窒 しめ 且つ ホ 等を こ S を P ' ソデ S 巧なる 親 ホお杜 同胞と して 採用す さとす ろ 
惡 式の 間に、 おを 格を 逮の 目からは 目隱 しは 巧り 除けら たが も 葬され、 が 巧 も おされる である， 
离化 階フ？ メ 1 ソン おな 貝の 含を は、 一一 一つの 下位 接。 ツデ 作業が 執 巧され るのと 同じが 居に が 
て 化され &も とょ ゎ 2^ つ セ 日 異 つを 時刻に 供され るので あるが、 それは 唯 スコツト ランドが 巧の 
會員连 にの み かられて ゐる わで ある。 

第々 ♦王者の ま a 

スコツト ランド お 蛙は f な 認識 講を皂 人類 S 稱 神叢忆 文化的 远 おを み徵 的に 週が せを ナ 
る ものである。 そ Q 擎る？ i 階— ミ 中には 糞、 廊 人、 親 ホと いふ 3 ハ ニス •フ？ メ 1 
ソン おせの かの 己つ の 化 f ホ筑 入され てゐ るので あるが I は 一二 つの 時期に 藻れ、 人な 史 ク 

のさな 文化 期、 著、 猜义 的舊霸 、基督が 期、 爱胃塞 的が 裝 巧が それらに 巧 おせしめら 
れてゐ る。 巧 凹から 輩 W 農 辜の 化 事 巧、 卽ち 所謂 「雲い' いご 巧は 「がかい' とげ ばれ 
ミる ものは かの r 靑色 r ソデ」 の ili とおに、 を 篆 難を まち ミろ とを ふのは、 ミ 
《おは# らを嘗 の 累 S にな ざして 管、 舊約籌 《搏畜 背景 にがてが ぜらた 丑つ そ 苗を 


《唐は# らを暂 の 養の 中に お ざして 盾り、 舊約籌 の 狩 太 的 背 貴に がて •演ぜら 1、 旦つそ 軍を 


度す ものは、 ご モ ii 築 i と、 そ S 馨 fl ラ； It から ご ある。 

巧 四から 輩援 —iif |<呼 ばれろ—、 靈 養 i 
は^を 堇 方」、 華 ハは 「蒙— の 馨」 、 雲は i 長」、 第 八は 「霧 i 」 、 f は 「を 
^玫 ^^—の親さ 、 第 去 「I かれ 章 五の 親方」？ 一は 「 f れ— 窩壽 
参。"^ 裝 「ri ぎ、— ミ f 裏 の親さ 、 輩 四は 「莫 なる——」 で 
たを お U け-シン ト i ミに— の 二つ 曇 i は、 これら 勝の それ ゼ 

れ t お tr か f ゐ る— のを 除けば、 爾餘 のフリ ，ミンに がては 、 朗 馬を 

「 f 親方」 とぃ ii び 「豪ぎ いごを— を ご iii の 

である 他の 認識 諸 段階は、 その 儀羅 、その 認識の— 、み—、 ぶび 手の 描り ホと おに、 巧 こ 
r 鹿 史的に」、 卽ち 俄ホがを でが がに— 風 にがおされ るので ある。 

夕， . 

E ランド 儀赌 ii は 置 — .ssf i 鎖で ある • r ソデ f 
一^^る^ 房な— f ると いふ— 芒 了、 お f —、 If かげんが 巧 
或 yii を、 ミで 3 ご ミッ， ィ， if ， iit 、 、 

を I 岳フ？ •メ _ごな 巧 お 巧山— 解 巧、 二 S ^ 


第 3 巧フ， 7,ィ| ッ i 巧 お 巧 3 皮を 巧 巧 二重、 

巧る 阐家 的忆圳 A な S を 脅て ゐる奠 。'ソデ Q 冀を 指示す る。 又 彼等は I 闲內 5 A フ 
リ I メ！ ソンが 社の 阐 おが、 卽 ちか 餅の 靑 をロツ デの 監が おがが 在して ねて、 それらは 化して 巧に や 
巧裡に 且つ 晦か 的ち をの 裡 忆協间 して して ゐな いとい ふ 事な を强 調して ゐ を、 彼黨論 がは 
巧め 5 おな も S でを ろを れ莫抵 彼等が 故 霞 か、 療瞬 とい ts を 見通し 了 居る からで あつ 
てこ S 高 化 階 望の 間の 關 おと 協同とは ヨハ ニス • 7 リ 1 メ 1 ソン 結社の 場合とは をく 別 穂の もの 
であろ み徵義 的な フ？ メ- ソ嘉 社、 卽ち 下を 一展な のフ？ メ 1 ソン おな とその 乂 。'ソデと 
ち搞の弛い超冀的な關聯1^がしてゐるに過きない。 7リ1メ1ソンお杜の大脚お、 卽ち大ロッザ 
を 緒 括して ゐ る蘆掩 m 據 S 第一は、 闽な 7 リ 1 メ 1 ソン 協を ( A 巧 。 ten I 。 旨晉 11 eaticn 
も le ) であつ て、 がして I .とげば はれて ゐ る。 

I •はを の 中央 本部 卽ち 事務 總 局を ジュネ ー ヴの リヨン 巧 六十】 ホ 地に 招いて ゐ る。 その 巧^ 
の 事巧總 ちは 璧十 一二 隙 級の な 社むな るジヨ ごモサ 1 ゾ であろ 大。 ッデ聯 なさ* が 廷苗ミ 
千 化ち 二十 •一年 十 軍を ょり 二十 迄に 至る 巧 巧みな にがて、 スィス 大 rv チ 「アルピ 1 この 
更人大 糞 ィてク •レヴ H ルヒ 3 ン の 巧 おに 化つ て捶設 されち 併し >.》 こ. はかして 奠の乂 
a ' ソデを 悉 4 管て ゐ fQ ではなく、 みろ それ K は義を 器と か i とを 寨ホ W とか® 


ロツ デを 悉< 包 掠」 w ゐ IQ ではな < 、が‘ ろ それ K は義を 奮と か i とを ま# おえ® 



S 巧と かい ム樣 を、 せみ 笑み 數を 代まして ゐる 7，1メ1 ソン お g 大 。'ソデが がけて ゐる •ョハ 
; •フ？ メ 1 ソン 養のを 一の 巧— をは 「、フ リ ，メ ，ソン 總同單 (とだ i 口。 づをミ 雪 
异ろ である。 これは そ S 翼禁動 にがて ユス ペラント 語を 用 ひて f が、 そ' の 巧 かは、 この フ 
，1 メ 合が 7? メ 1 ソン— か臺 H ラント 疊 から 生 i セ も 《だから e あ 

ろ こ i 盟 は、. 公式には ミ ペラント 語で)？- ミ f •フ ラマ ソナ •リ ゴ ， ？ f 香 
FraisouaL 曼と 呼ばれて ゐ る。 を 世 巧に 散在 せる その 地方 勘 おの 中央 本據は M じく 瑞 巧ち 怖 
もで 七； ご； ング孽 一二 番地に がを して ゐ る。 現今 0 統領 莫 S 帥 ドクトル • 7 リツ ご 
ゥ- ルマンで あつて、 f 教を基 高— 7リ1メ1 ソン お社县 《一人で あり、。 ツデ設 に腳す 
る遍夕 Q 君 作ぶ？ をり、 且 S ， •ゼル S 雲 4 ■字 尙を另 理」 S 產を A めて ゐる Q である。 略 
して A . F . L . けばを この 谢 なは tl . I. と異 つて、 大口' ソデ 美 口‘ ソデを なぶが 巧では なく、 が 
社 月と 館な とを、 い y とで おぶ 糾描 であぅ 彰緊 一い 家 7? メ 1 ッン 紀择は 誰でも 
盟 する ことが 窠ミを も ホ 巧に をが f 包 掌る 震 的な せ if はない。 い^^^ 
大口' ソデ Q 寫疑寶 達が , J S 巧 Q 蓋 的な 讓 おでを つた。 >• P 卜の委 利に をる 地力が 
は 今 甘に 誓 もな ほが ちて ゐ るが、 一？ はまた ゲィ 1 ン大 5 デは 現在に がても なほ >.) 【.一 •の 

f 二^^^ ; mt— 


£ お 7，- こ—》》 祕密 おせ 3 R を 解な 


二 舌 セ 


• Ills フリ— •イ I ソン » ホ 結を 3 巧を がな 二 五八 

組 貪で をり、 つ それ S つ ミ £ 凶 {ホ 變諸囊 的な 諸閱？ 推が して ミ？ をる。 を、 m 
太 利の 7 ? メ 1 ソン お肚馨 ちか、 A . M . I • S 閒賽會 にがて S 的な 地 化を 占めて ゐ るので あ 
ろが ザ 利み 窒義 葵： ソデ e 禁止を 解く た&忆 、最近 (十 年 閒に冀 利か 府に S し 了 完は府 的 
卞涉を 試みた S も、 矢張り ミ寞利 S 奮で あつて、 a . m . i •の 力を 借 ゎると 同時に 聲が 皆 
の 大口' ソデと 述 がを とつて 干 ホを 巧つ たので あろ 化し 化の 試みち 當 時の 大臣 ぺ卜 、レン 望び ラコ 
ヴス‘ ソキ 1 S 度 查冀政 ホテル テイ ふ 震に 依つ て 失敗に がしち 7リ1メ~ ソン お肚 は'' 二 
テフ アン 王朝 S 闺茜ザ 利) 忆 於て は蔡 .止された をに なつた ので ある。 • 
巧述 のかく、 窝化 巧が かの 齡裳的 離齡い 心い、 ま 恪は異 ミミ。 モ 八な セ 十五 年ち をが 
巧 在 せる r 數裔 S さ S 巧 •卽 ち嵩廣 7 ?メ~ ッン おれ Q 種 大巧 力が、 またもや 巧 西に 
がて 所謂。 1 ザンス 同盟を 設立し ち この 世が 的が 合の 助を したな 文の 中ち 聚巧 をる 巧は 走 化は‘ 
巧 一 ある 持 神 的おち 一切 S 累る利 ま 問？ 行動と にがけ る 具な 的を 共同 動作 等を 巧を する かの 
ミが 蹇 されて ミので ある •かくで ミ pi ; 同盟と 兴忆 か g が與 rr ' ソ 
ンお 社が 養 忆段 立され f とに をつ た？ & るち かかる 世界的 爱 に？、，。 ッデ £ 巧を がな 
に ミが 在を 主取し ミる にも 巧ら 夕常 にお 寶 S 々にが ミ 暮か家 繁蘇异 か^い 


一一 五八 


ホ ある < この 同 胜 のむ も 兩更を 


— • • i •ィ i ぇ i ミ寸夕 が お w だ 巧て'— ロ ジデの おお 者が お 

に そのが 在を 秦し ミる ミ おらず、 常 S 暮白 君が つてが 驚緊繁 蕾； J がか；， いむ か 
"7 ある i 置？ お i なる 規をこ i 々 i も i る •卽 ち、 3 ごス • 7? メ， 

巧ち 化^^"^^ 異 つて あらゆる 釣 家に が ミコ' ソト ランド 离化接 大曲脸 は 巧】 つ だけが 
ご 霞 評議 含 だけが 宴を 許されて ゐ ると いふので ある。—— |リ，メ， 
ソン おな 的 お 梢のを めち 化ま晏 聞に 巧しての み 例外が 誌 めら れてゐ る。 

.ては 号の i 嵩 評 達 含が あり、 ポストンには— 管 おの をれ が あり、 ワシントンには 南— 

それ 力 あるので ある。 じの^ 寶畏の 「あ 高評 疑 含」 は 世 塞 古の もので 

さたを 离化階 プリ 1 メ 1 ソン 投な〇 「5^ 卽 卜 r すノな 一句に 設立 

ユ I ウレ is ド 9p「rpf る ii ジョン . 

の玲 りで 「霞ぶ. 卜 g す 擎 的に メソ ディ スト 巧を の 建設と か？ 大巧の 設么 

の巧め に 「最— 謀を 薦 まを 夏 ホを 窩指矣 こと も あろ 

い。 は^^^" if ゐ— ず、？ J ラ— ff いグ ; -PA 
- いい； バ 系 世界 連銷 ' S 軸 f '。;!';— ぁ ミ 實にミ i — かか 

ぃ A む 4 1— 一. ぁるみ— 家 かいか、 裏、 を 豪 i 

^フ グー# も f れ をろ 若 雲 的— 一せ 適 寒 諸を 豐れば （ 堯舉 的な 遠 系 葛 
ソンを 化 巧ち 佛 壁、 巧 み莲、 西 巧ず、 メキ シ 5 はまた な 時に がて 技 义利や 

S 右 フ，— •ィ i ン S 密巧曲 3 巧 堂 解 巧 

二ち ブ 


な' 

№1 二 巧 フリ I •ィ ー ッ y SI 巧お肚 3 おを 36 巧 こ 力 〇 

巧の、 邑ま義 葵 命 ま 蒙 及び こ 5 襄替か 鬟襄ご S 謡會」 (覆 牌； 1 メ —ソ 

ンお肚 は、 この 同盟に がて おもがみ あるが 巧を が じて ゐ る。 

は7 リ1メ 1 ッ ンお化は世3^の徊おにを」 ょ。もせ及」てをり、 比巧するも グ は 
巧々 巧 島か闊 のみで ある。 化 ホの n ッデ 納城ゼ けで S だ 一一 一十 巧の なけを おへて ゐ る。 合ホ闊 八が 訟そ 
の ものが フリ I メ ー ソン 結社の 席 おとお も 紫密な 脚係ピ ある 「が闊 の 父」 と 呼 はれ 「摘，*- 闊 .為 ヴ 
コロンブ こを ばれる が 代 大概が ヮシントンは フリ 1メ1 ごがれ 巧で あり、 フ， 1メ1 ソン おか 
が i ハに ょ ミ擊 雲を S を寫 S 人で あを、 をな 米 ミ遣0 裘伯 例と な ミゐる •な 朱閣 

のこ 昨まで の乂 がが S 十二 人が フリ 1 メ 1 ソン お 化は でを つた 现大 おが P 1 ズヴ ユル ト はを 一 了 
二化おが巧おのであり、 一一 *1ョークの 「かが。ッザ巧八お」 のを貝でをる。 をの巧削にはお人のな 
^^:^が巧を占—めてゐる。 公の閲巧に供してをるむ巧化の械戍巧の官路まには、 此の上お蔑むの巧あに 
巧 記して をの フリ I メ ー ソン がれ U として $ 階の お ホを も 示し てれる •米 风フリ ー メ ー ソン おれの 
資虚側 系は 芭大な も、 のに 達して ねる。 をら ゆる 州は をれ 白々 の 大ロ ッ デを おして ゐ をれ 巧の 夕く 
n もっ、 列、 ゴ_1 ュ I ョ ー ク州义 は ニ ユジャ ー シ ー 州の 大度が おは、 公を の 目的で なされる ながの お 
6 VJ 大 がを なま 化に 巧て はを はない とする も、 尙ほ五 千 巧 力 至 八 千 巧 ホの 間を 上下す るぶ 本が ホと が 


わて 大 おおな ま 化に 巧て はを はない とする も、 尙ほ五 千な 力 至 八 千 巧 ホの 閒を 上下す る 基本が 巧を あ 


して ゐるお 米フ？ メ— ソン おがは、 巧 接を る 違と をく おがち 一、 佩を の、 繁 であつ て、 
これ—— は、。 ッ デはお 妾 i とが 立と S 農は なければ ならぬ とい ふが はない の 
であ ミぶ 故 5 ン ご*; ン系 g 整は、 强 力な 度 登し なくて はならぬ 化 S ;。' ソデ 
な 傑の かく 浸鬟的 S ない。 昏 "かと 寮とは 宴援ぴ 養 K が 了は をく 7，1 メ 1 ソンむ 

社の 觀神 にがてを がされる ので、 公の 歧巧 もこの おかの 叢と 一を する ために、 r ソデは 非 か 治 的で 
あり 巧る Q で おる。 7? メ 1 ッ X なな S がを 辯 蓮を が 爲を棄 笑。 ッ デの 塞窝靈 を 
指示す る S は 農 sus 或は 囊識的 誤認で あり、 冨と繁 との S へで ある。 

巧に 言つ て 垣を たい Q は、 合 ホ 篡び蓄 帝阐忆 がて 何等か (接 やお f がして ゐる ミ、 護 
又 何等かの 公 S 地 化に つい ミ るものは、 組て. 文を 姐り にお か 同胞 S 節に おし ミ f いを とで 

あろ 


フ， 1 メ I ソン 知な が 初代 大霞 ヮシントン 菱 そごな とおに 化 ホに がて か 鶴を 岡ん 5 の あ 年 
間にが て、 r — QS は 力强い 飛？ をげ て、 ミ蹇費 S 長 も fs 接 可能れ の 望 化 ホ 
にがては、 USK 特巧な テ A 水を ZJ て 货 現された。 

を— ク，- •ィ 1 ; 祕巧 おな； 巧 や-# 巧. こ J、, 


. 至一巧 7，1イ-; 曲 巧 巧れ 3 おを 解 巧 ミニー 
あ大 のロッ デ、 卽 ち-一 A 1 ョ ー ク 大ロ ッ デは、 卜 を 二十 六 年に 巧に 二 巧の み 具と 一一な 二十 セの。 

ブ デを & へたが、 一 和 かには、 おくべ を ことには、 千 五 百のを 貝と 四十 一。 ッデ のみに をつ てし まつ 
たので あろ この 蠢現 あは、 合 ホ闽の 他の 諸 州の 大 ： ソデに がても 同楼 にお 巧に 管れ、 且つ 十 年 
閒に 見つ て 持 巧した ので A るが、 ミ さを 巧 烦のお 因は 何であつた らぅた 「モル ダン おけ」 が 化 
ホフ ミメ 1 ソン 結 おの 费おの途 志が かとして をつ たからで、-^、 る 大量の 化 おは、 旣 にを 薄を 
巧む とち 進し つ、 をつ たおせに 對 して おも おしい 迫 蒂を產 むに 至つ たので あるが、 このが 件の 與 へた 
打撃が 歯め て畫 かつた ので、 この 事 かに. ヘン ペン 革が 生ぇて しまつた 舆 にを つて 結れ は 巧く 冉び 
その 今日に 見を るが かを g 化に 達し 得た ので あづち 卽 ち、 モ答 二十 畫 ちを 時 二 T ョ， ク 
州の ジヴ イァ になん ミたい^ い ^、 A みを に 細して、 化が デイヴ イッ ド •シ 1 ミラ 
1 と 共著で 7 ミメ 1 ッンお 社に 幽する 一窜を 出 眼 せんとし、 この 書は 7 ミメ 1 ソンが 化の すべて 
のがを、 巧 挺、 み徵、 * 讀 則のを 陶 など 詳述す るで あらぅ とい ふ 巧が 流布され ち霄 いがが が フリ， 
夕 1 ソン おれ 巧 達 S を とらへ、 化づ化 等は バタ ゲイ マの 新 牌 「時代の 巧 神」 にがて* ル ガンに 巧. 吿 
したち モルガンは そ でも この 著作は 公刊され るで をら ゥ 、と應 をち そじて 結が {仲 閒はパ 巧 
困の 人々 S で まるせ 動に 出る ことを 藻 化したち これは 巧に 巧ち にが 王ん-訝を ち、 又 「闻巧 フ 


したが、 モルガンは をれ でも じの 著作は 公刊され るで をら う、 と應 答した。 そじで 結社 {仲間は パ 巧 
困の 人* S で W 巧 動 S る ことを 議 化したち これは 巧に を 巧 にがてな 設 されち、 叉 「巧 巧フ 


，1 メ li 養を Kf 景られ て 書 i ろ卽 ち、 i ンを i して、 1• 

巧に 監禁を 巧 ふとい ふ？ 至。 i して そ 8( 農を 愛 止まら？ 5 としをので わら ミ蹇 
モル ヵンは 誘拐 さたを を 巧し ち 口' ソデの 此の 行爲 は、 壽 質の 巧い みに セ— ショ ナルと 
巧 《を 巧へ、 を g 筆 通。£ 奚图 S 蒙を 部が 同 品 お S はれ 了し まつを。 やが 5 

ンは 7? メ， ッン籍 貝 寡 ミが 殺されを 表、 モルガンは 「害の な 
な」 と稱 せられる？ i 畴ごッ デに がて、 九つの 嵩い ァ ，チに 化つ てま へられた 地下 股の g の 
.中へ 突を f れ 5 骨義 つたと いふ 様な 巧が 生じた が、 管 おれ 貝 违のま爱化 れミ モル ガ/ は 
卞八百 一手 一年 スミ ルナに がて、 再びを を 現は しを とのこと である。 それは とも あたこの モルガ/ 

事件に 依 ミ、 f , Ji 達 i 雲囊 If 量了プ 。グ に なつ 

ちかくて r ソデ 惡はホ もや 犯罪 脚？、 だ 推し やられた ので ある， な7? メ 1 ソン 
さ 一十 七 年に 巧 立 お巧メ 1 ソンぶ— そ S 導を は 巧の 夫 f イル— ある—— の 疲れを か 
らざ i や、。' ソデを 墓す るか—— よつ て— て— が— 巧？ は、 r ノデ 
惡に 5 ては ミ 困 ft とで あつた (である* 

9 




巧 n 奋フリ I 


y 


ン»密 巧せ 3 殿を 解 巧 


ミ ハ 3 


第 II 奋 7，1 こ—》 之 巧 結せ 3 度を 解 巧 ミ ハ 田 

r 完 巧。 ッ ごの 最も 東娶 なる 惊 巧は、 季 „孩 おの 化 ま 場で あるを 繁 裏」 ミム 誌な お* 
で— て、 じれは 『ご モこ の— 娃設 のれり ちフ f メ ，ソン お 社の 人 逆を 
ふに 第二の 段を である 巧 想 股を の 謹を その 仕事と する ので ある。 王ぶ の 巧が は、 この 化を. 養せ し 
《る 力 もな 楚い大 洪水の 水流を 超えて をえ てゐ なくて はならない。 そのを め 琴が』 は 九つっ 6 
いまな Q 志 築かれる？ をる。 7? メ 1 ソン 結社 S 讓 徵と議 塞とは、 巧主爵 なに 警 

養 S 高 思を し、 繁 r ミ 装 か 緊シ擎 援 巧— これを 暮 邮と稱 せられる* 

を 化 階が 巧く ので ある。 

じれ 妄に 7 ， 1 メ 1 ソン 結肚 8 第 走 蓋 化は お。、 これにぶ 8 的を お 巧が がくので ある • 
季五階 扱から 始まる 「估 含」 S 杳に 至る まで S 营ッ デを お逊 して ゐる 級は、 咬 ク幕階 
おれ 貝 S しを 莱 おと 能力を 管：, か。 卽 ち、 化の 豁赛 ，豪と しての みが へられる ので 
をろ 塞。' ソデ S 三 認^ 設 隅へ S 鸿 入に 巧して は攀 一を の時閒 第ぶ はなされな いのでを ゎ、 
じの 蹇ロッ デの 插 々の 認讀は 辟は、. そむ 巧莲 とおぶ にがて、 をのを 徵 化と 績葬 にがて、 ロ ッグ 
の SS 怖 Q 華やかな 彩色と か、 諸 fs 語なる ¥ か、 前 孽望 どの お fc とと か玄ム 
K で、 捶 A 寶 なち 式を 反 化して 7 ? メ 1 ソン おれの み徵化 お秀ホ 粒を 態して ゐ るので ある • 


! • こ；； 扫6 j ブ； を おイ 巧る との 違 華な ことと か 一 K ふ 
W で 種 A 5 な ホ 式を 反復して 7? メ 1 ソン お 化の み 徵化義 2 ホ 管 標 して ゐる S である • 


第 セ 章* 藥十辛 巧 

♦ 

第 十^から 輩 八 i 」 si 「f ッ デ」 でを るが 、 if f # 

卽ち十 蒙—— た 了ゐ る？ ii 曇、 s 、 禱 舅ょ i 

い^な 規 r の—— をめ ぐを のでは な〜 また ミ 中を はソ 。モンの Is 賽と 

畳 ： yHP ぁ 

。が 防 メ ソンを 化の 霎 は、 旣に塞 口' ソデ 系- it お 十 网化抗 まで) もさぅ で 
y おの^^— てち ii いか f し 5 に 一 f 

: 色 !! Orff §5、 ff な 占いち ろむ— 

巧 色。' ソチ ——た與、 3 ご スミ デ (赚 il し：？ メ 
の 能 贊—的 i 墓は、 何——— ので ぁるか を—なと い; 

至 彼は、 零ッデ 春— 慧 i 辟— に 連れて、 巧 お— i — ぶは、 力 お 

‘ ター ーが；—;, ッン if か解な 二た た. 



fs フ， 1ィ| こ s 密巧 化め 巧を 解な 云 ハ ホ 
化 階 巧び を髙化 巧の 中に 存 する、 とい ふこと を認 讚す るに 至る ので ある •か 篇今尙 ほ內な 的,^、® 
ち俩 A の お 巧 貝の フリ ー メ ー ソン 的人閒 性に 對 する 作業は 巧 はれて ゐ るが、 をれ はこの 文化 化 巧 的な 
問 お 旧に 比べる とを く ザを に引& んでゐ る。 機禮 をけ ふのは、 がが の 通り 年に 一巧と 限られて ゐる • 
フリ ー メ ー ソン なれ 員の 訓 がと しての 謀 おは 最早 巧 はれないで、 高 化 巧の 族义 とみな とに 閒 して お 一で 
の 意味に がて 樓く 巧に 巧は：^ る だけで あろを して 作業の 內 をは、 をく 齊緊 か邮や ^ か 費や；^ 
が畫に 巧す る討說 と！！ かとで をる。 巧に おな 系フリ ー メ がか にがては、 がか かが 旣に护 か 如か 
かで あ ミ 


奈 


巧 十八 化 席の 僧な これは な會 なのを 髙の ものであるから •巧々 は 他の 巧を 諸 巧れ におす る 巧 例 

としで じの 設諫 おおを 港んで 論ずる ので あるが 每月 一回し か 集を を 化さを いのでを る •その 理か 

はか 議美 巧の 寅け 及び 個々 の おれ 貝に 巧 へられた 委託 審 巧のを 巧は 通常】 ヶ月 化を 篮し 、それらの 巧 
巧が 巧に なしを げられ たものと して】 應吟 巧され る 事が 巧 ホる 个 ぅにを るには、 それだけの 時閒 がを 
巧ガ からで ある。 通常の： には 脖化 貝は フリ 叫メ I ソン おれ 貝 のぶをつ けずに •を 迪のル 出を のま 
で 集み を閒 く。 みを’ 員は ぶに 知りを つてね るので、 何等かの 誌 敦の合 凹を 巧へ る 必要は なく、 を自 


i 


ツ デでは 思 ひ 愛 C 定 f •裳から 8 冀や ごの 


r 大 あ ； tn 〇ちを巧 を tij 


そ^ お rif — I — こ 《「大 塞」 ii 貝は、 そ i 
識^ 1、 I 、 手 f If ii 於 了 — f 

メれ ，るソ 名な の靑 を。' ソデに がて 養 階の 導 塞ち 下— 講 みのおな 貝^ ri :; 

、 滑をに がても 雲+ |古| つて、 即繁か 
. て— f れ とお づ をる £ い 心、 一を^^^^^^^^^^^^^^ ' 
の— 閒ま菱 評 f 「1 囊 度」 f 占めて— である。 化 階 や窒 壬 i 

香 silf f 3 ii 

內 巧を 閒 レて 置ろ そこで 討 fL る 0 ミ’ マ马ら ろィ 襄 めを 

詩！：：：：： Ir-n て—’ 

が 巫 託聲 リ义 例: ば め P ま: e か :: ry y 典 f ま f げ 

, f 5 f 」 了ち ? ii なる 

誰 一一 i か垂 のをの—巧に為から . 

云 ハセ 


第 口 I 巧 フリ I •ィ —ッ ホな せの 巧を 解な II 六 八 

* 巧 評 ま 含が 命令を あして、 か 何なる 离化 辟ぉ营 達が 薄め 實を広 ホを 占む ベを わ、 义黨 いか 
ホざる フリ ー メ ー ソン 結な 員の 誰を、 ホ 言 すれば、 を 貝では ない がロッ デの 巧 神に 巧って 作 ま. をして 
ゐ るか 何なる が 世の 人々 を、 巧 装の ためにが S の 共の 者と して 巧 得すべ を かを お示した ので わった* 
か 太 ぉ 「人 巧 お 蔑 蹄 お」 のが 巧は を 近を では セ 十 パ ー 七ント 迄フリ I メ ー ッンお 化 貝から 巧 クてゐ た- 
巧 消された 巧 逸 「人樣 巧護斯 逆」 は マルクス まま 的なる 「獨进 象る まま 大 "ッ デ」 の 建設に かんる も 
のであった。 

更に 例へ ば 「装洲 運動」 S 促進に 閲 して 讓 され、 そ Q 島に 必要を 藝が 3 化され、 個* の 姑 社 
員は ミ 能力と 巧 力と にが ミ暂 の課菌 をを 託された が、 それのを 行は 獻 がと 教黨 ミを 关 
巧 本 法 巧に 巧は せられて' ゐ るので ある。 「ヴィ ー ン のをに ある モ ー シ アルト 僧を-は、 お來 「佛闲 お 
巧 評 建を」 に 化って 設立され たもので あるが、 此の 滑# p ッ デから を 時の かの 沉な洲 運動の 巧な が强 


出した ので. あ 0 て、 その 巧 由は、 C Q 巧 動の 創立を |1コ ラウス •ク- デン ホ 1 フエ •カレル ギ ，ゴザ 


太が 寓 位階 お杜 員で あクた からで ある。 化歐細 運動の みずが 巧脫の 中に 持って ゐる 十字 巧は、 巧が 十 
宇 巧みの みなに 巧して 作られた ものである。 

*^|5:<!!^^の巧巧にげって、 自由ま發新谢に巧餐すべを巧操篇說か議化され、 何人がその論ホの巧昇をか 


> 、义そ C 公表を 引受！： るかぶ を f れろ义 7? メ -ッン がれ s ? か、 f ? を 


の おお にげつ て、 自由 ま 逆が がに 巧 « すべを 巧 撰 第 說が篇 化され、 何人が その 論 ホの 巧 芽を お 


ぇ义そ C 公表を がを！： るか St れろ义 7? メ 1ッン がが S 設 K か、 る も？ をりながら 

業が それ S ては みし 4 知ら 妾 化 襄的馨 含 SSS 附 をが 蔓^れ、 まは をち 人的 
處を迪 して。' ソデ s ? Kt ながら も 結 寶笑多 &はを たからを い 護 管 巧しても 寄 
お金が 5 られ たりす るので あろ 伊太利 にがては、 例へ ばべ ライト シャフト か、 巧ての 「社 含か靑 
學な 含」、 まち 7? メ 1 ッン結 化に 棋神 的に 近親た る锅太 人ポッ パ， •，ユ ご イス S をを 夏 
せんとした 「一飯を ま 萬 奮を」 などは、 がれ も。' ソデ. の 建設に か 主 もので 合ち 獲數年 はな 
々巧を ひそめて しまつを がな 前は ゲイ 1 ン大 をの お 謀 我 達を が お说を かつて 自窒を 的 並に マル 
クス 裹 的が 神畜へ 巧く 爲 を、 か 留こ流 (を季 政治ぶ を謀師 として お聘 した ゲイ， ン S 口 
「ホ 化种學 協が」 は、 ゲイ 1 ン ご' ソデ 「ホ ホ」 •の 捶設 にを る もので あつち 「ヴ インが ホ 巧を 《 
貪」 も ホ— 養れば 曹 1 メ 1ッ ii 忆 か、— である。 が 太 利 ii ゎ 
やぅな 格 會珪 設 Q 諸 飼は 、 T 度 蓄巧十 宇 fs 作業 S 8 項 S 諸窝が 手を り ホ 巧に 巧み 出されと 
鑛に すぎな かつた と同搂 に、 をく その 一巧に す ざない ので あろと にを、 あらゆる 閒讀 なにが 
ける フ？ メ 1 ッン 結社 S 業 S 愛を 蚕 據—ら ゆる 困に 5 5 季る 己とは、 かりにが 班に 
ナダる こと"〜 & るで あらう。 ， 


$1 部 
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ン g 巧 おなめ e を 解！！ 


二 六 九 
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♦一二 部 7? •ィ —ッ yws せめ R を 解 巧 三 セ 〇 
'ミ 五な 睹 なる 「.巧の 時き の 儀 巧が 巧ち 十 宇— 加 者の— を 「な信 まを」 に § して 自由の 
ためにな される 度と いふが g 暑から み窗 化して ゐ ろ？ ぶ 位 悦の稱 がた る 「ユル サ ごの 季」 
は、 その 名 f も s %、 ce 髮？ 儀 f 中— して— 字— する テ， マを 暗示 
して ゐる •この ことは？ 蓋 階を る 「蓄綺 さの f も同揀 であつ て、 それは 十ず おに 化る 裏 
と 東洋と S 接と いふ 冒を 象 徵的忆 おがつ て ゐるも sg で をる。 

お 後た て ぶつを 高の がか 歡 たる 第 十-八 化 階の 「お 薇 十字 瞬 さは、 芝 巧牽宇 又は 雲 去 
何等 is 史薦 f 有して ゐ ない。 戍 程、 7? メ ，ソン おな 喜の 靈 十字 幽 との閒 の 
直 巧の お 合を ま おしを、 十 备紀忆 警雲 丈を が、 N ? メ 1 ソン 化な S し S い馨を 巧 
へた ことを 臺サん と 巧 《了 ゐる裏 十字 围秀雲 もない わさは ない。 もしお 接 S なを 著る 
とすれば、 三 ット ラ？ 儀 店が そ尝重 屍 殺から 巧る 夕穂 夕様蹇 S 中へ、 卽 ちその 化 辟が & 

C 中へ、 芝寶 i — 十八 i 。 ツデ馨 巧 これを f おし ミた 《i が— をが 

又れ て 用 ひを ことが それで あろ スコツト ランドな 措は その 組 餘の挫 鼓の 進け 中に、 を教 十字 おを. 
胜 'のな 度に 閒 しても 同じ 遣り方を 巧つ をので あるち 勿論 スコツト ランド 儀 巧の 常が 丈子谢 とのの 警 
^ 十 響 S には、 何— 語な はな かつをので をる。； ツト ラン i が iii 


三 セ 〇 


芝を く 巧自の 香せ にがてが 进 しみこと ち 7，， メ ，ソ 


• 一 —— % > 


重 >>*ミをづ与0 の 吾4 


w ィ弓 日との 階には、 巧 等 お 史的 械な はな かつをの である- 
# を をく 巧自 e 香 性 K がて 創 进」* C と 巧 N，， メ 1 ゾンお 吐 0 擊 

ミく を も*., ィ (も。；* ノン 奮の 巧拜の 中で、 を も 狸 f つ 巧 ひ 
を も 美しい も： 一つで ある 雲 十を 僧を への 香 細から もこれ が 明瞭と な ミ 

0 

た^!! + If の 新は 一一つ の。' ソデに がて 執行され ろ えづ お 墓は をを にち 色の 陰氣 に！ さし 

る 「蓄雪」 f 、 f な」 ち 「 I ^ が^^。' ミ— る。 お 補 f 
> _ 渾 化な》 親 さ忆薄 力れ て 黒 ご' ソデ へんる。 こっを を こ > 
まるが 說 a 衰表 2 ミ 17 二を & S 写ヒ i ; sf 茜え はを’^ 
の 事— 一を 晤 f 。 產 としての 「お 明なる おさと f お— と 

ホし、？ 於 かも otnt 、 r、 r、 の护惡 夕達 堯づ宿 仰の 巧の 上に ある 陰 f を. 
まつた ミム S ら 。を おを に 希望の 巧の 去 ホを 季 。卽ち 、信仰 も f ホ 望 も 括が してし 
のみ，、 典 i に-. る 雲 十字の 墅 達は 今やを く風黑 になつ てし まつを— を 去り、 塞骑差 
:れ戾 ある 巧^^^ 
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第 = 表 7 ， I X i ホ おせ £ を 解な 


ミニ. 


は R 女達の 本 ホの 盾を へと 巧 かれて 巧く。 

、^拜 は 「及 明なる 親 さ S ナ S 質 間、 卽 ぅ お 補を 達 e か Q そ はれ S 霎を 巧し、 そして；：^ 心 

を 巧 見し ちか、 ミム 轟を な 5 養 i ま赛 K 「11」 が— 蒙き 探求 

sf f 、 養 t 馨含 iln 、 囊 i & s — に g 

一語を？ をた c とを み—。 それ 化 彼等は、 この 語を 記錄 して、 黄金の 嘗に牧 ろ この 語が 巧に 
フリ 1 メ 1 ッン おれ S はれた 詰で あるか どぅを 吟味しても らふ 爲 めに、 含 長の 許に それを す 
ホので あると 話が 巧け をろ 「巧 明を— さは この 蟹を 開き、 そして 極を なて。 ッ デの— を 一 
_巧 の リズ A で セ 回 叩き I •タタ I .妾 字を 掠つ て 冒ろ 彼は 僧寞 とんての 資が にがて、 ミ 語 
が 正しぶ と 至# する が、 化し それは 赛 おで 說 くかく J 。" ミ 穿—。 ミ》。 こ ef"i (辑太 
の 王 ナザレの ィ H K ではなくて、 ぎ e Natura Riv — In 葛 a 卽ち 「乂 にがつて 円が は 寡され 

耗がさと淸資^¥3-」 と5含^^ミ3^皇#寫 ミ養鲁《黃牽達累墓十 

字 围の護 的な 钻襄尝 .思想 因へ S 蹄を 明らかち で 了 ゐろ 失 はれを S を寬 しを ことのが 
でして 昇格され 倉と にみ つち i が、 お^ 字 治を S をを を 護す t とを 許されろ だ、 
亡つ の 義的 がかが なぜら れ る。 「ホ 備投 S 飄 さが 雲 S がへ、 進み 的ろ 彼は 手に 一つの ホ レ 


蓄 薇を 待つ てゐミ 5 明を る 皮を f 


\ ~ : - i ミ*: < '、ミ 3 一 n Jc すク •巧れ 

^ い 一つの 義的 がかが 雪を ろ 「举備 お g 載 さ がな 祭が へ、 進を ろ 彼は 手に ー ミホ レ _ 

ミを 待つ て ゐる。 S 明— ホ」 は 一 i さい i 誓、 それを 「證き の S 走 g 
そて 完ホ なる 塞 十字の 時 ± ょ、 若し 予が 迷へ る乂閒 として ホに ま 梢 又は】 個の 十字架を を 
ホは 為にす—」 と 問ろ S 備 役の おさは ま 座に かの 化を 波して、 「チのを はこの 
てを る」— へる •お弯 達は 君を 巧 ひ、 晨 しは 眼ょり 堇らた 彼等は 燃 ゆる やぅな ホい 
色の 怯 ゆく 照ら おされた 口' ソデを 見ろ 結な 員は を ホい 幅 S い f つけて ゐ るが、 その 中は 巧 
林に 固まれた 一個 S 色 の雲と 黒 i が？ 案が おり 附 けられて ゐる •こ 8 の 端には 
「資 をが 垂れて ゐ る。 卽 ち、 巧く 閒 かれた： パスの 閒 墨の •へ 9 力 if れ るが、 このな 
は その 接の 血る てがるを る 巧を ま はんが 爲 ち？ 自分の 脚を 引裂いて ゐ るので あろ これは な 
巧^な 健 s 義忆 かなら をい。 「R 巧なる おさ 《前 忆はセ ま 腕の ある 锁 巧の 暴が あろ 攒 
^ と 希望 是挂は 今や そ S 走？？ てゐ るが、 それからは 墓が 寡つ てゐ る。. 「巧 姿る 親 

して^ isf — 審薄妾 曇」 i 了ゐ ミ— 謹— を 

して ま おく 巧を 帶 びて ゐ る。 g がいち T プルが r ソデの 中 さ 運ばれて かろ それは 白ブ 
^ ネル i れ て、 その 志は 萄—乂 i 脚を、 パン— 寞 皿、 いぶつて ri ぶか 
れてゐ る蓄巧 十字 e 路 S は超寞 S いれ、 卽ち 「實 なる 慕のを を 巧 へられる •彼等 はれ 

皇< フリ ••ィ iyaj 密お 化の R を 解 g 三 セち 



ミ i フジ— •イ — yy 


ins お wsesMIE 


, j 1 一一*^ 巧 

に ，、lf f 、 蕃謬ご 奮 屋| ミ 

と 垣 i く ili 、.— ご を馨 を i す籌 ょつ 5— のであ る。 
こ S 式は 僧—— 建— を 單ぁミ 基を おの 影ち の、 7 いい 尸い ジ 歡祭款 でら 

る じ S まに がて、 基 おお 的 宗か的 低を の 諸 儀 巧は をの 巧が に 達しを ので あろ 糞 

途^' 養なる 羊 飼のを 身を 巧し 言、？ で敎 へられを C とを f で 器す るを め^ 
^ を 玉^ら^^ 去つ て 巧く がに、 「巧 明なる おさは お 霸お途 におして、 靈姜 S 基は お ホの 
i — たらを f も i ゎ、 § i 富と 望 iii となる ことを な 
化 麻の 巧^^い ^ 'ハ^; •フ？ メ 1 ソン お 肚は护 から y 、； 述絡 V るが、 輩 八 

喜 ひ、 i」、 f II に 二人 づ つを 


■ 

第 八 章** まなと ま 也の 自由 




か^^」 と 巧 ばれる 力 C れ は；* 忆 S た 古が ss 


-ml ミ 


， I メ I ソン 結が むの 化 霉媒は 「« 

yM f ゐを、 tf は、 人^ 
囊學る わけで ある • れ院义 パ。; おと ソ^^^^一^^^ ij — 巧の 
7，， メ ，ッン I 塞 f ili が、— ^ 化^ J く 度— て、 

れ —ある if は—— のを」 とされ 妄|?な さ 

蜜フリ 1メ1 ソン おおの 离 等を 院 の— かち。 ツ f 
目指して & ミを 襄 S 示 去 ゐミ卽 ちそ、 • ^ ホ^^;^ 後^— とい ム おでが た 
ので ある。 而 して；；； 衣が か^ 「. L 、 ‘ 巧の 「偏見」 にきす る剧 すを— として ゐる 

吿白で あり、 f を " I ミ— は 、 -f If する信 仰 

! l : t 腳 rz に 

お 社は をら SI を— して、 ミで g の ものを 垣く のでを る；^ 化^^^、 リ、 ，、メ 、，、ご 
文化的む 治 的 歡擊豁 、新を,； 款术も 如、 六ん 畫 ‘ ^ 農 なきだ 巧み ま* 

第 ミが フ1ィ ii—s ま i 神— て 、ミ| 動的を 巧 

ミ 五 


第一 一! 巧 フリ— •ィ —ッ 巧 おせ 3 おを 解な ニモ 六 . 

巧が おされて ねる 文化的 政治的 超 曲 お 主義、 反围お まを と 因 巧 的に お 合せる やか ホを のた めの^;^^ 
サかま義、 巧ホのま班におする、 卽ち 「自ホ、 や等、 巧巧」 なるお語ををする！^^^^?<仇かかか於の 
ま 班に おする 信仰 吿白 などが それで ある。 而し てこの 「自 か、 や 等、 巧を」 の 巧 親は、 お 初は が朗 西. 
&ッデ 幽の巧 語で あつを. が、 後には 网巧 的髙な 階フリ ー メ ー ソン おおの お 巧 的 モット ー となつ をので 
わる。 

巧 十九 化 階は r 大 主敎」 と 坪 ばれ、 最初の 息 等 法 おで あるが、 この 化 狀が旣 に 他の 諸 化 階と 共に わ 
る 極の みな 的 巧を とフリ ー メ ー ソン お 化の 巧 神に 於て 齡釋^ か 口 於を 用 ひて、 一切の 民族的 乃至 
をが 的なる 諸價 化、 諸 法則、 諸秩 が， 諸椎ぶ 等に おする 戲 ひを 說 ぃて ゐる 。それは；^ い^; 0, が 於^ が 
けるぉ智、 迷倍、 巧巧論、 な一&に對する岡爭をぉぃてゐる。 「、一 かが^歡か齡、口^^^,がかがが」 と巧 
ばれる 萃 一十れ 階は、 お內 的には、 高 化 階フリ ー メ I ソン おれ 回の お离 のを^ かを ホめ ての 巧 力を を 
巧し おか 的には をれ は、 じの 認識 段階が 巧に ョ <11 ス •フリ ー メ ー ソン 結 かを 歷に 巧して 獨お 的なる 
宙 力を 有する じと を 示して ゐる •巧 二十 一 化 巧は 「ノアの 後 巧 又は プ 々シヤ の 騎±」 と 云ん 化 断を 與 
へろ その かを は、 フリ ー メ ー ソン おれ 貝の 巧を に 巧って 指なさい わかか^ を がをおへ、. をを なが K 


なになる 乂 ホのを 化を 度 じて ゐる •ホ n 巧 114.1 度 啓 0 巧昏 をた る 「を^^ 以 かい-ミ. ミ を 


たがる 大ホ s 化を 巧 じて ミ •ホのを 壬 岳 階の 所ち 蹇る をを、 のちのが か」 は、. 巧 仿ぞ階 
なの 運な S めに 巧ん べきを 巧、 卽ち大 ホ ミッ デ 曲の 指講 下に 連れて ホる ま おを をはされ てゐろ 

5屋 含芙の神度一 のち」 及び 最崖の1^|卜」 と巧ばれるを壬一是びを手四化階は、 巧ホの灌 

巧を 認め 且つ それを か 巧に 巧つ て 巧 誰す る やぅに 巧め なくて はならない。 これにが く髙 化の 高等 法院 
奚二 十五 化 階 一に 場す る おお 具は 吝巧 巧の 騎 さとげ ばれる が、 彼は 人類れ をに がけ るれ か 的不 
正を ホ 治 するとい ふ藏 巧を 引受けて ゐ るので ぁる。 これに 巧いて 「皆が がで が」 (第二 十六 化 巧】 が 
巧る が、 じれは、 一切のを おにを まれて ゐ る巧理 をな 括 レて】 化の 超宗 おを がる 

ことに 化つ て、 側* 

のを 技の すべてを 巧 化しなければ ならない ので わる。 巧一 一十 セ 化 辟と 萃一 十八 化 階とは 夫々 「斬^ か 

ま 巧 害」 菱 「畜 £ さを ばれ、 巧に 宗が的 震の 時期を 乗りが ぇて、、 一款 「襄卽 

牛】 切の-偏な」 を 超越 甘る 倫理と 化 ホ 巧の 段 巧に 立 クてゐ る。 をを なる 得 巧を 谊 がに 巧へ たお 後の 
高等 法 おを る 巧 二十 九 化 巧の 巧 持を は、 「巧 アンドレスの 大ス n ツ トラい^^」 と 呼ばれ、 人知の？ 
寧の 爲 めに 文化的 社を 的 意 巧に がて 一切の フリ ー メ ー ソン お 巧の 原則と 義 なと を 寅 現す る ことを 巧ん 
ので わる。 
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» ホ 曲め ■堂 c 削 


五 七 ル 


い^ il — 羹 諸 fi の i と—、 おみ—？ if な， 

で蠢 りを つけられて ゐ てち フ？ メ1 ソン おな のが 蘇が がを 壓 させずに は 超かない ので 

いミ丄 If Kn ット ランド？ 霉 にがて、 f をい ri 白の 巧 拜《 
い! ミ •蚕 i 隙は 思 「が S 」 、 卽を i と霸と 

へを るので ぁる。 そこ 太— さ 倉— 一十 i のみ 
サ iif f ミ、 i 鍵 f ii 


» 


ブリ I メ I ソ 


i は、 政 i か 言 おか 穿 iiK ?、 卽ち 家累 かか 穀 K 

かて、 必ずしも— 白 gi 則と 諸 g とを 糞し 旦つ それを 實现 し愛譯 ではない し、 - 
ようと 望んだ ので もなかつ を。 李ろ フー 


I メ 


义さ ぅし 

ソン結化は、 巧様な遣り方で今口から明口へとぃムか 
*短な議をもっ54裳^^かかを 巧ひ、 义策^ がらぅとするじ.,を、 變賢、」寶緊ぃ 
i 避 さへ もした i る。 呈 I 」 の居 区が 曲尺と ミス— て その— に 或い をと 
ミの 大規 f 計 ミホ 大 な— とは、 李ろ？ 並ぶ 之な— S 大な聲 と 繫歡 の^を か 


ミし、 をく 特巧 なは 巧に 巧つ て人留 とフ？ メ 1 


ソ \话 をつ 爱 た— 


写ろ 理 A ぶ 言 s なを 程 s 大な 駄？ 深お讓 を か 


U 巧 巧^，， メ， を i 」 《る if の 
であるが i — ミは、 11— 嚳 if と？ 《一つ。、 葬 

参 おつて tf 證 S 變 、一 图の 立を 部 や 統治が に警大 多— 獲 巧し、 CS さおつ て 

お 去が 望ん 身 f ミ あろを i は If 依る i 

縁 Q 首 f ミ i 等 f 善 ば、 歷 is 、 歴 i が 了 —して 

い i を 獲得す f とを 巧 念す？ とも あぶる 《ミミ 卽ち 、を。 謹 念を 觀が黨 に變て 

大 ホを S 込畫 、契—— si て、 を累篆 i い 累^ 

拿 文化 受島 などが、 自 f が 的に 蓋ざる を 得ない 株な 時代 巧 神を 驚し、 且前 なて 創ぶ 
^ 寒 力 可能であるなら ち證 はじの ホ 法 が かか 震、、、、、 

ぶ^ 巧 f 、 f II ミ 

、 r : ^あ^ゅ^領巧•^が^ 班樓を 薑膊をに巧らし得るかき黨新い一沛卽^ミ ム 
いけ ット ランド 養 賢 かかで あつち ミ 巧 一一の 方法に 依つ て フ！- ソンな 
世お^:^ sf るが f がて 薑 W 巧を とし ミ 

ミ— •1 ミ 日|、 、 を蔓累 S を ご 乾— 一し U 

さ一 一》 プリ— •イ- ッン！* 密 おな s を# 巧 一一 




t 民ら b llsiiks^; だみ -^, -. 
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. 马 4Tr- こ 




__s J3in 


SI 》 ；•• ィ|》； 密巧巧 QR 堂 解 巧 IIS * 

ミ •フリ 1メ， ッン 揉は、 それにな おして fs にがて is きの 思 おが 植 力— てゐる 
K も拘ら ず、 今 H 忆 がて 4 亦 世 器 i を ま 度して S 。 い：.；^ い^いかい ！ おつて 大 がみは い 
太 的な 巧 神が 一 多少 共 曇な 薑を爱 5 を S 命 K 讓 望は—！ |堅馨 を 及 C して ゐる 
ィンす， ホの 巧 臓に ホで て、 意堇は 思想に 勤して 規巧 的な 力を おつ 巧を、 ち 語、 1、 公ぶ 的 
文 巧よ ミ？ も 今 も娼？ 拽答ゐ ミが 皆み く にがては 争いい；, い；/ ンか かがが かと 
ミミろ 7? メ支ン おれの ま 配の 危險 は、 だ.： 於 かわか；^ かが。' ソデを 貝で あると い 
ふ 抵^ ある？ はを く、 窜ろツ ，^1 メ i ン が；! が ィデ 言 ギ 1 とを ふを で、 新 席 81 や 文 巧に 化り 
义が巧ゃ大ホか化に巧って 、 a ‘八^^卽廠い繁ぃ；^;ご'ァい i い齡謀い舶磬い p しミをとぃ ムさ 
にあ ミで あろ 巧 神 的が お作莱 とを が襄秦 とは 屢 諸が 隙のを 戴的襄 であぇ スコット， 
ンド おちの 巧 高等を 院化 巧の 意識的なる 「か 菜」 なので ある • . 

•巧に 5 養 洲大當 S 時、 7? メ 1 ソン おお 月に 巧つ て讓 歌の 巧な が S されを 千 九な 卜 
セ 年 六月 二十 八月を 一二 十日に 直つ. て、 量に がて、 聯 を諸销 及び ま 諸 巧の 大 。'ソデの お 遣 星の 
會 巧が 開催され ホち その 養 困 i 盟 2 諸理 まがな 底 的に が 討され セので あろ 報 寡は 黨 西た 
.衆肚 の 結れ ホ 貝を の 言に して 望ま 一 接の アンド ご ルバ 1 (> 艮ミ Lebe こで あつち フリ 


-ツン 括； y 員で ホた わ 0 JJK ホ， 7 > II 


.束 巧の おせ-貢 食 3 み 貝ぶ て 華 手 i おの アンド ご ルバ 1 (> 另ミ r す こで ミと。 フリ 


，夕 1 ツ ン おな 負では を かつみが がし 7，， メ ，ソン 紀 なに 近 ま ホツド •ご。， f 一 づ。—】 

1 實 でぁつ 蔓ィル Kii 忆も f れわ留 壁は、— 九 百 十— — 現は 

れホ震 璧— ィデ オ f を 等しく して ゐ るし、 巧み 的には 用 話まで も 共通して ゐ ろ田鬟 
f ! lii 象篆 驚か かいか も 知れない が、 併し それは、— が 的に； デ 
?^^^?:"バ生み璧れた制巧でぁろ ミは义蠢な尾6契いい*^いジがか£和4い軟い；^ 
を 道具では ミを 知れた 夕を疆 K が Ti を」 ミミ 著窒 7，1 メ 1 ご おれ 具で、 

おの 装なる— 器 ミう 讓靈 は、 护 ホ 公衆の 眼が にがてを 
白 由 まを 的 巧 まま 劈— 上 巧し i ? ぁを ミ 人 1、 如何 i の 人 —がそ 
のな 神 的 巧 管 か 失」 ミミた を お 為 接 囊」、 5 。 ， メ 1 ソ， iu 雙て 生み 化さ 
^ ま 育され た 人— 義 が、 ミ擊 がいい； 4 暮磬 か：^ い摩 心、 緊皆雲 素を かか か 

る t とを 巧 能なら しむる かきもので わる 己と を 最も 明 ほ K 證示 して 《ろ (軍 瓶 含發を 想を せょ！) 
ミフ， 1 メ 1 ッン 組識忆 とつて ミ 塞— の S 的 i が おがに 閒 おになる としても、 その 1 

襄證 は、— 鎖綺歡 is を 《に、 そ (人道 キ養を i 的 i せの おおに おしてが のおち 
をもおち爱いで&らミ とす乏巧 7?メ1ソ，/お巧2丰質と香乏囊養巧 か^^かか 

一一 I フ 7 • I — f / *^ ■■ ***** こ > > ‘ - • I- , 


-ッ yH 密ち 曲の 皮 《 解 巧 


II 八 


第 I 二が 7 リ-； I ッン蔓 結 SB を s 二八 二 

、る 曇^^で t 、 豪 祭 蒙 か-を 蒙 震 蒙 S — 富 振な 寡ぃ ゎらで あろ 

ミ、、^^^ れわ をを かか si が薑畫 巧し 進— て、 重— ぶ お 墨 

最近 諸 語を 通^てな されぶ 冒す ベ— 吿 は、 佛 W 西 下 おにが て 正規の 一 7? メ 1 ッン •口' ソデ 
ザ 《重 設立を たが、 その 一一ぶ 二十ぶ のを 員は 專らな 治 菜、 代を ち 及び 上院 绿貞 であるち 量 
諸 報道は ミ 事情を 豐 して、 i が累 影か^ が r い京卽 寡^ 趴か篆 いかがい V 

パ が' ミ あらゅるが 賢 蒙 良' て、 襄か賢 賢 豪を い繁ぃ か 

ければ をら ミ C と K し ミ—。 i は ミ？ をを 家が S 豪 fi 
した。 じ S しき。' ソデは 妥盛忙 とつて は、 盛 西 7? メ 1ッ ン 結社の 强 力な 防— 遇に 他なら を 
いので あつて、 スタ キス キ 1§ 案、 壽 すな、 累 なる 公 ホが— 政治と 不 ぶむ f フ？ メ 
，ソン おな と SQ 薑 をる 共謀 品して 感づ さ 田して 襄 、基 西 7，， メ ，ソン おせは 更 なを 

撃の 的と なつて ゐ るからで をる。 鼓 近が 年閒 SS 西 広な つを 無數 S 巧 走囊件 《寞 なる もの • 
卽ち スタ 年 スキ， を 持る 轟は、 大 ホ をして 始を馨 力の、 おに 大束肚 の が巧 力の— なるな 動に 

W して 腿 i せ、 垂篡 ilf 蠢わ サ奪至 •芒 ミ isi 、 


ミ 三 


W 复 C が VJ 


して 股を 閒 かち 蓋 筑的巧 動の— に 巧しても 眼を 閒か 甘を ので ある。 而 して じのは 巧 的を 動は、 

. 1 ^ 1 

墓に がても 露西亿 をる 程には •刺が 

畜？ 單 sf は量忆 がて 「7 デ S 力 《ほ报 して ゐ i はない？ をる。 モ 

己里に がて 「1メ1 ソン 結 肚れ巧 赖盟」 が 建設の 運びに 立 至つ とく、 を。 
M は PKyu 卞ち ち？ ； ’ ‘ みほろ フ— そ: 

• ノ デ— 翼 u’lpdu> y 

居な . j めず、 ぶ哥 さょ’ b ち M ま 句ん すに がける ヵタ も 利な ものとは 
A あるの C , メ ，ッ i — 好— ff 、、 受 に—も敏 く！ 

ま 章な 警 位® 

ヴ牛 .1 ン巧？ 丸宜军 己年 巧の 「世 ホフ？ メ 1 

る妾を巧巧 して ゐ るが、 じ i 馨 さは if , ミ ン結を な 

力ご^.お文は裏な音おで、スコツトランドな —- 

規漢 則に おする 雲な 洞 f 巧へ る ものが ある •これに 管 丈 3 ご スフ 訓 
さ S ;，； •ッ ；s せ。 星 S れに 巧れ L ごス •フリ ，メ 1 ツン おぶ の 


:ご 達，.^ 


を 二が フリ ，こ •ソンな 巧 おせめ 殿を 解 巧 、 • 二八 巧 

.お 社 音、 ホ S 如き 結社 归复？ ソト ランド 震 S 作萊に 巧して、 S ら適警 華 C ととなる ので 
ある。 卽 ち’ 孔规 の 辕職 がか •円と して、 鬟 のフ？ メ 1 ご 結社の 作 おを を 巧のを めち 公衆の 

閒と闽 髮短章 雙騷叟 が sf す S 能を 掌る 結 質 速が それな 《でみ る。 7。— メ 1 
ソンが が Q 靈念 と薦 則と を 巧 巧」、 AJ お K 傲を 岡ら わ ばなら ぬ 李れば、 まさ 忆羹義 的 口 
'ソデから 講 とい 乏 とが-蚕 省ら れ る？ をる。 この 必；爱 中へ 飛込を S も 能を をる 劈を 

强く安 全に 系統的に 一一' ソデので が 招す る ことが 7 リ I メ 1 ッンお 拙 S な H 檢を 巧现 する 巧に 側いて 
ゐるス n ' ソト ランド 儀 越の 巧な となる ので あろ スコツト ランド 儀 超の 組な はを の 誘な 計 愛 追 ホ 
と 迷ぶ とに 牲 めて 打つ てつける もので あろ スコツト ランド •フ？ メ 1 ソン 結社の 化が 述锁 がが 货 
上が 在して ゐる とい ふことは、 歷 々敎旗 的、 か 治 的、 文化的 諸晋 から 五に 攻が しを つて ゐる乂 ロン 
ず 巧とは？ K 一が が 脚 2 宽 g 夕い 巧動忆 とつて が 萬な 利な なので ある。 一二 芙 (かな S かど 
草る スコット ランド 化趙 ろか 農觀 i たい ミ黨い 義い攻 京 V ぉ ミミに 一の 
較一 ある フリ 1メ1 ソン 戰管お 巧して ゐ るので あろが 業に 苗び を S 人々 S 透辉 と聯蝴 して、 史 . 
を 能力を る 達人 等 SS とが f 忆從 つて 少 かでは をる が、 化し 能勒 的な おれ 貝 S つ畫 なな 检力 
がを する のでを る。 巧ない た訓ち お探されを 作業のを 巧 化な 的を 擅 等の 原則は、 墓 糸 おな 


々ゴ r ' 夕 一; > てまぶ 巧 盾いた 孰巧岛 操され た 作業のを 巧 •組 獻的處 垣 等の 原則は、 管理と かお tt 


畏 8 お 式 ま項 など 義 I 時 閒憲？ おな S 眼ぶ 制胆と 結びつけられて ゐ る。 な ほそ 

た壓 •ン： r すでに！—」！ 

^ 下^ 諸 i 露 i —、 ミ—— H 則が ホ^^ ヒ^^、 

、 I 靈 i を if If f 。 t 寺 ^ が ^ 

f If f 血 f I 、 

する じと でぁゎ、 特に 尚が 敎巧寒 質 器に 携 はつて ゐ ミ * ts I ‘ま 

對;: rf を——! をむ 彦シ 蜘 r 
にが C し 、 tf i ぁ 臺利靈 

ミ ミス；-- す やうに 墓が 5 ff とも ホ、 化 S つてが も髮 わる 乎堂訟 め. られ 
をぶ々 〇戶を、 ト ラント— は 口々 むみに 關 古々 の夕 述べて ゐろ卽 ろ 『そのれ する 挤 一され 
.、を-置 ひブ曇 W 、 そ S が 的 協力と それから 生れて 來る进 力 及び 夕 がに パつ 孫が に 化 

着— i 着、 ts ——— し f 、 連 就し なと 


S 器 7 リ， こ— ツンミ おせの が吿 解な 


三 ル C 


，与 3 a い."?- 身 A J - v - -.バ；‘ sg -づ ； j 名- ■ J , - - ミ ニ- 1 J 

I , • 1 

さ 一 吞ブリ ••ィ •ダン 巧 巧 巧 巧の R を 解 巧 ご 八う 

が 

望 十 位階は、 ホを メ 1 ソン 奮の 儀 巧 走 お苑歷 系の 案の 頂 助で ある •この 化 辟と 共に フ？ 

夕 ，ご 奮 貝は r 完 をな 免許」 を與 へらた 呈を S 巧」 の复 「知ぶ」 となぇ 「お 髙の閒 语に- 
途 したを 員」 となる のでを ろを 二十 化 階に 速す るち 「コ ドご骑 さの 謹が おけらを が、 じ‘ 

を また吕 黒斑 煤 S を さと も稱 せられる。 ソ i ン殿 をの 建設ぶ である ヒ 17 ム •アピ 1 フの巧 
をは、 m ご K 9? メ 1 ツンお 社 為て は靈去 謹と し 了 寞な嘗 を おじて ゐ たが、 「ア 

レオ ゾ ゴス 法院 J 敍フリ 1 メ 1 ソン 結社、 卽 ろ’ 巧 十九ょ ゎを 手 化 階に 至る 迄の. ロツ デに が' ては、 

じの ヒ 1;-7ビ 17 Q で 宴 後 Q 爱壽美 城 おご プ •ド： ふ 現 はれて 堇 。彼は 楼 

西の 美男なる 7 ィ？ ソプ 王き 法王 こ メンス 置 器な 令亿 ょつ て、 壬 音 苗 望な 二日に 乂 刑に 
巧せ をを のでを つた。 聖堂 綺± 乃ち 棠慕壬 国の 千 軍な り 千 善 十の 年に 至る おみは、 てた 
紀 にがては、 フ？ メ J ソン 結社 S 狸の お 蒙 統に强 いが 逐 蓋-はし をが、 7 ミメ 1 ご 達と 
爱玉綺 ±圖 との 閒 には 何等 直接の 脚 係が 證 明され てゐる わけでは ない。 化し スコツト ランド 髙化 牌が 
巧が 巧に 僧 富 r ソデに がて 囊十 宇韵 制度を をの 制 器 中へ— 勿— く 新ら とが f 加へ て だ 
は ある が I 採りを 客と i ち ミ 髙化脾 儀睹は そ？ ぃオ ゴス 級； デ にがては— 路± 


巧が. < れてゐ るので ある モレ ふ 巧 ザは 雪 一十 化 隙 のが 禮卽ろ 免許 舅籍 にが r 養 
的な： 冉 現を お出して ゐろコ ド ご綺宗 瞬の 義の篡 は、— 墅團 制度が 構 的 及び 農の が 
力に ょつ て藝し & f こ— fi ち— 滞— f 度ょ ミ I えら 
れる こと も敎 へる。 ヵド シユ路 ±1— 變—迎 し、 をを 人 f 攀る あら ゆ i 
を 通過して 擎 t 、 まを—。 ッ - i あ畫 i;f if t と f だので 
わるから、 彼は isi 山を 獲 f 嬰—， 皇 つて— である。 

階 i — 農、 星 — f S 5? メ ，ソ iii — 

にも 季 る。 卽 ちそれ はモ ri 封し i — さ努— を i 的 宴 i 山の 勝利 
に— る f 、 ？ まを？ メ 1 ソ i — 章— i が— す i 
巧を であり 養！： すれば 憤 侶的累 せ 俗 的 努卽ち お 貪と 玉座と 忆 おする 冀と 報を ご ある。 マ 
，，ミ iii 念は、 ゃ £ i いか i — が £ い— を i 盏 

替と 報を、-? メ lii 學—雲 i 囊、 iiii 治 
窠 ii 巧 t れらが ミく if ミン •卜續 ii 置つ 馨 ある。 

じ m 式は、 馨 i — 上 if で ゐろ大 I ち 7 レオ パ ゴス 
ぞ 二が フ， ダ £ 密巧 化の おを 解な 


. 、• V ユ - 


を 二が 


ytt 密 なせめ R を 解 巧 


二八 八 


の 謀 巧者が 举歌脚 化に モレ I の 冗 刑の 巧な 丈を 朗讀 すると、 をな を 巧者は、 卽ち 大巧々 である# 堂 夏 
の 巧に ある & ッデ Q な 巧の 走 遇 かれを さ ニ ミ 物を 劍 でみ 徵的忆 突を 刺さない^ いかいか^ 而 し. 
て その S つとは、 法王が 及び 一が のをが 的 推力の 象徵 としての 法王な と 世俗的が 力の みなとしての 王 
、冠と が 衆 及が を 忘との が 制 的み 微 としての 巿が祇 とで ある。 尙 もぅ】 つの 强列篡 み 徵的巧 巧を、 が S 十 
化 巧へ が 進 させら るべき 巧 化 階フリ ー メ ー ソン 結社 貝は 巧は わ ばなら ない。 卽ち 彼は 第一 化 階ょり 巧 
二十 九 化 牌に 至る をでの 閒 、この 結社の 化 掠と 理 をの 依 本 まを として 神聖で あつを 頃の メ ー ソン 結な 
の S 本の 巧を 自ら 手で 倒さなくて はならない ので あか。 儀 禮の言 集は この 行なを 說 明し、 ホの 如く ぞ 
つて ゐろ卽 ろ 辜 0' ソデ g 謹の が-がの 俾 巧を 受けを ヵド シユ騎 止は をを なす 偏 不媒の 巧 2 は 
巧が 的を お 神の 自 山に 到 速し ミミ ミち 化は フリ ，メ 1 ソン お 社の' こ 心が' のが 梦が がが' の^ 
ベて を拉 えて、 巡 ホのを めに 脚 爭に巧 ひ、 あらゆる 獨断 的な 滞が にな お レ、 これおい メ ー ソン 結社り 
まなで あつを 巧と 强 さ、 菜の 諸が 理を もな えて 進む のであって、 カド シュ綺 丈は あらゆるが 化の 巧ぶ 
となつ を ことによ つて それらの 巧 巧を 超 化する 巧 巧に 到達して ゐる とい ふので ある。 


巧 苗 大ロ ツ デは 千 七 百 十七 年に 段 立な 來 、あらゆる 化 治 的 ザな で P ツ デが 理を的 又は、 倘 人的に お 


なほを 巧 じな かつ セ も Q はない。 世委 忆浮ミ ま 件は 皆 7? メ 1 ッンお 社缓の 巧景をお 煤て 
る ことに 化つ ての み 始めて 充 々に现 が おる の でぁぇ をす る蒂 にょつ ての ちを の證は 明ら 

をさ拉ミでぁる。 ^14か證黨^14を、 か’ぃぃ；&;1バぉ遊と.|とが|的な適川を化 
たので わろ 巧に 違' めて 簡 がに 郎闽滚 にがけ る靈 なが 件 蓋り 上げて、 7 リ I メ 1 ソン 1 ^ 
つを 皆： 夕 じち も 山、 円 山 ホ. が、 マルク スキ： 巧、 お聖苑 、巧 阀ぶ裹 .だ カ トツ クホ 於臀を 
な 謎して たかう と 化 ふ。 


ソ聯 にが；.」 じフリ .1 メ i ンな 社を 架が 卜號 止しち を ニ ィンク 1 Q 巧 j 叫げ 说 は。' ソデが 堂 
r プル ジョ アジ-のが 神 論 的 おを として 渝 化のに 排 がしを ち P シヤ のフ？ メ 1 ソン 诉ホ i 、 

ッヴィ f でに 化る 闕 i 玄違 のけ 化には、 昂へ 逃れて 佈關雙 化 化の 化 遮 ドに ろを。、 迭 

他 C 闽々 (も をので あつを。 ろく ソ ダィ H ッ が 7 リ-メ 1 ソン お 社に とつを 腊 化と W だ こ：* し 
ては. 化 子が 勒忆對 して 段 人 S を 振。 上げて & る、 とい ム比输 か 用 ひられた ので ある。 併しを い邵山 
は、 ボル、 ン H ヴ ィズムとは 踩な R ッ デの 說 くな 山 ホ 遊の 「人 お； のぶ 巧 おがの 粒 神の ホ 物た あり、 フ 
リ 1 メ 1 ごが 巧り 產 力ら マルクス 襄を 絵て ボル シュヴィ： に 到る 火を なが ぉ的懿 とい ふ も 

巧 T 巧 フ リ1 • ィ >ッ ン巧巧巧なのがか解巧 二八 ィ L 


♦ Ill 巧フリ I メ —ご お ホ 巧を の投を 角な 一ー ホ 0 

こ 

•のは 明瞭で あるか 宴 ある。 事な！！ シミ フリ 1 メ ，ソン おかは、 を だ ぷ か らソヴ 王' ソト にを る 
を是 至る まで、 大 来の 革命 化に 對する 常時 的 準備 尝勒 めて ゐ たので あつて、。 シァに がける 巧 装 
惠動も その 手で 巧は れッァ ー のま 配に おず る 最初の 革命、 卽 ちが 謂 十二 巧热 なの 巧亂 ちそ 八 巧 巧 下 
にあつ た Q である •そ S それは B シヤ議 意が て 白 由 ま義的 革命的 为デツ テン 黛を お 巧して ゐち 
そして その 指導を たる お 社員 ミル コフ は、 「シオン 議塞 ごの 僞作 である ことの 試 入と して •へ ルンを 
巧へをを現は』を。 モ^^百十年にッァ1のま配が倒趨してからの種々 の ロ シァ化巧は、 をのメムバ1 
は 大部分 フリ J メ I ソン お 社 具から 巧って をり、 特に. 姑 お H ケレン スキ I の 政府は がりで あつた。 


近代の トル つ大柬 巧は ケマル •ァタ チュルクの 猫 我に 紫が な ホ 調を 合は せて ゐ た。 猪つ て n ツデ則 
巧は 彼 S 同 愤を大 い忆 得て をり、 營身霉 的 7 リ1 メ 1 ソ； S 結社 負姥忆 越； 巧談を 持ちを てゐ 
ち大東 社が ィス タン ブ 1 ル S 前 S 「7 B L ニ ュ 巧」 に、 卞九百 H 十二 年に そ S 本部 のお挫 物を 蜡 
立して からは、 アタ チュルクの 命 にがつて 「ュ リツ ィア 巧」 (鮮 悟め ホむ*) と改稱 廿られ た。 トルコ 
の 同じ フリ ー メ ー ソン お 社は、 今日では 權戚菌 お 的ち 巧の 化府に 依つて 容認され てゐ るが、 而も この 
ブミメ 1 ソン お肚 は、 め 十 年が には 革命的 其雲義 的で あつたので あつて、 そのな 治 去 誘で あ 


シお田 扫が寸 年が には 巧な 的 其 かま 義的 でを つたので あつて、 その 政治 上の 巧 細で b 


.る 巧 年 トル n 巧の 力を 借りて 赤を トルコ 王アプ ドゥル •ハ ミトを 王化から あけた ので あつた。 

巧 

ギリシャの 自由‘ 巧 巧 詩人に して フリ ー メ I ソン おか 員を る リガス からを 近 抑が された ヴ ユュゼ B ス 
一挺に 至る までの 共 かま 義 的ず 命は、 すべて ギリシャの" ッ デが をの 授 助を であつた。 高 化 おな 員ヴ 
.エニ ゼ ロスは ギリシャ 王 n ン スタン チン 义びゲ オル クを 玉座ょり おしを 張本人で あつた。 

巧 

第ー ホ 世巧大 載の 誘因と なつを サラ H ヴ オ暗較 事件の 背を であつた セル ピ .ャ大 お 社は、 ル I マ It ァ、 
プル ガリア、‘ ボ I ランドに がける フリ I メ ー ソン お 巧と 同樣 に、 それぞれの 酉 おのま 權赌 立の セめ の 
を 命 的岡爭 のま 持を であつ た。 七 ルビ ャ大 東な の 後裔で ある ゴ ー スラ ゲィ ャ大 P ッ デは、 离な牌 
が 巧を 持つて ゐ て、 世 ホの フリ ー メ ー ソン お 社の ま 巧な メ A パ I となつ てゐ る。 

* 

內巧 大芭デ •テ ー ルみ 産まを 的を 怖は 治の 後に なつて モ 九ち 十九 年に 「《ン ガリ ー み徵 ホ義大 P ッ 
.デ」 は ザが された が、 じの ロ ッデ巧 止 令は 現在 も尙 この 苗では 巧 力を 持つて ねる。 ハン ダリ I •フリ 
1 メ ー ソン おおは、 モ八百 六十た 年の 墳洪巧 おがわな 後 巧】 ホ 世み 大巧 後 迄は、 特に 過が な 自由主義 
51* フ ，'こ-》 ysl 密巧 巧の 技を 解な 一一 九 一 


第 II 赛 7，1 •イ I ; 祕密 巧せ 3 投 巧が 剖. 一 一九二 
を 奉じを 許りでなく、 岡爭的 マルクス ま おを 信奉ず る こと さへ して ゐ た。 法が、 お 婚刷巧 及び 敎會と 
K ぶ‘ との々 飽 は、 ヴ H ケルレを がの 化が であつ をが、 彼は ブク ペストの ロ ッデ 「ケ ニヴ H ス •カルマ 
ン」 のみ：： 3-^ あつた。 ハン ガリ ー 巧 化の 巧 巧 コス I 卜は 、化と 共に 戰 つを 巧 架む 人々 と M じく、。 ッ 
デを M であり、 巧 化 階フリ ー メ I ソン 結 化 U であり、 イタリアげ ホな 家 マッチ ニの お 子であつた。 

， 巧 

フリ ー メ ー ソン 結社 打と カル ポナ り-結社 巧の、 《 ッ デが イク リャ 大巧 社の おがの 大棟坡 である ガリ 
パ. ル デイと マッチ ニとの 指導の 下に、、‘ 「をき イク リヤ」 の 統一と 巧 立と を戰 ひとつた ので あつた" こ 
の 「巧 正」 げ代 にがては、 イタ リャ の大 P ッ デの お 社 貝 速が 闊 ぶの 橄 利を 獨 占す るに 至り、 岡ぶ 中に 
西 家を 設ぶ ずるに 玉つ をが、 これは ムッソ リ ー ニの フ アッ シズ ムに ちつて 流血を 作つた 凶 靴た 間 かに 
ょつ て 始めて がが されを。 小 タリ ー にがけ るフリ I メ ー ソン 獨 我の 叫には、 巧 化は がなる 泼山 千に ぶ 
り 下つ てし まひ、 カトリック がに おする 傲が 的 义化岡 爭が巧 はれ、 法王は その お 破を が はれで、 ヴア 
チ カンな 心贿 巧の かも 同が となつた 。失地 巧 復問谢 巧に して 巧 一一 一十一 一一 化 巧 お 社な である バル ッイ ライ 
と パテ イス テイ、 ロ ー マ巿 ちで マッチ ニと お义 女との W にお 生兒 である H ルネ スト •ナ クン、 妒义利 
大ロ ッ デの 拼乂人 大煉染 ド ミチオ •トリ ギア ニ等が、 巧】 ホ 世界 大巧の 初 巧に 當 つて か义 利を フリ— 


大ロ ッ デの お 太人大 棟を ド ミチオ •トリ ギア ニ等が、 巧】 ホ 化お大 載の 初 巧に 當 つて か乂 利を フ 》 I 

タ ーブ ン 的な 蹄合閣 巧へ 巧す にぶ 巧 巧 動の 中咕 となつ たので ある* 

ぶ* 

スペイン 火 おれの 晓史 は、 おを は 巧が とま 配のを 巧で あり、 敎 なと 王幽 とに 封す る地晚 にがけ る 巧 
な作樂 と 巧が 主義 的 巧ぶ 敎的捣 神の 勝利との 巧 代で ある。 プリ モ •デ •リヴ H ラの 獨栽 にめ ては、 现 
在の フリ ー メ ー ソン 系の 火に や 巧 W は 中 换にゐ た。 フランコが がけ 前の スペインは 始んど フリ. _メ| 
ソンが か闲 とがせら るべき であつた j 於 近に がて ボルト ガルの 阀藻的 運な：： i 別な 乂 向を かつて、 化 お 
お 的み み！： ぶに おがされ むく 如くに 化ぇ ぶが、 教 が 前 迄は、 巧裴 苑的自 山 ま 宛 的 ボルト ガル 火。 ッ 
デの 化 治 的 及が 义化 のな 別が 殆ど 獨卜 ：； のな が 力を 坊シ てゐ を。 ポ聲ト ガルの 共が ホ说 及びり 山お茹 の 
ながで 巧 一二- Ml! 化附 のな 化附が 社：：； をる 文部 火は マガ ル ハエ ス义び 一； 巧を もぶ 扣 とな 0 た ベルナル デ 

イノ •マホ ドは、 それぞれ 问 時に ボルト ガル 大 おおの 火が 紫の 地 かに あつを ので ある。 

\ 

み • 

巧闊大 P ッ デは、 化綻 上から 化て フリ ー メ I ソン 結社の 元締で あるが、 佛 が 仍乂 おおは、 をの 描 神、 
をの ま 藤 あびを の敎 化から なじ、 フリ I メー ソンな 社の 元締で ある。 こ、 に 制が に 記述して 化み。 ッ 
デが 紛 の あらゆるが 動の 巧 神 的 地 避は、々 もが も、 フランス 大 がかの イデ オ 。ギし であり、 父を フリ 
窒！ がフリ I メ "•ソン 祕巧 巧灶 の® せが 幻 二 九 一二 


L 良 




第 I 二 巧 


ン祕密 おせ Q 巧を 解な 


II 九 巧 


1メーソ ンぉ巧にとって模拓的岡爭的でをるをの髙位陆のィデォ 11ギ1でぁる。 ブラ ン ス大巧なは他 
の 諸 困の フリ ー メ ー ソン 結社の 多くの 单命蓮 動の 糕神的 おみと なつて、 をれ をが 舞し をのであった。 


第 十 韋フリ —/— VA 結社の 諸侯 


かくて 巧々 は 今や スコツト ランド お 睹のお 級 制度の 断 おみ 端’ 卽ち 第一 二十 一、 躬 一二 十二、 巧 一一 一十ー ニ 
か階の職域に到達したのでぁるがをの商化の人々卽ち 「を髙の閒悟に巧した#貝」は、 「フリーメ1ソ 
ン結 化の 諸侯」 とい ふだ フリ ー メ ー ソン 的な を 現を もって 呼ば： ゐ る。 巧 S 十一 及び S 十二が 断の 
な蝴は 「おおを」 と稱 廿られ 、巧 一一 一十 S 化 隙の 職墻は 「最 なか 謀」 とげ ばれて ゐ るが、 こ 昨ら 「岭卽 


評議 か」 と 混同して はならない。 これら 「最高のを 許」 を 巧け を 巧の 「知を」 をる フリ ー メ ー ソン 結 


ななは、 下から おに 「大監 がを 判 所長を」 j 王 おのが 巧が お」 獨热數 高 お監と 呼ばれる。 スコツト ラ 
ンド儀巧の高化ぉが斌の化禮上のぉ窩岛ぉ1は、 かの化巧化階卽ち 「カドシ；^龄±」 のがぶ‘とをの 
みな 的 お 裳と である。 第三 一十一 化 階より 敢 後の 化 階で ある 巧 一二 十一 一一 か 階 迄にが ては、 化 巧 上の 化ぶ は 
最小 程 巧に 制 股され てゐ る。 巧ち、 大部み の 関 にがては、 採用 手数は、 おおの 最髙義 おにが 應 しを 巧 
大な宜 巧を 巧す こと ガ けに 抵られ てゐる •巧 己 十ー ニ 化 階の 所 あおは、 この 化 巧の 巧 稳に附 いて ゐ るを 


をの お A を 巧へ を ミミら S 階れ 制 量 S 吏 諸 農は ドぶ ど 雲を 持 ミゎない 


参 


大な宣 巧を 巧す こと ガ けに おられて ゐる •巧 s 十ー ニ 化 階の 所有を は、 この 化 巧の 巧 爲に附 いて ゐ るを 

をの お：® を 巧 へられる •ミら S 狂 制 去 諸 化 階は 巧- $ど 巧 唐を 持つ てゐ ない Q で、 之 等 
はまた 巧 巧 化 巧と を ばれろ 望ま 技 辟 W み 員卽ち 「最 髙會發 J の 結社 員のぅ ちを お 巧の 理巧 
忙 ょつて おおのを な卽ち 「を 髙許議 貪」 わ 遇 ばれる が、 これが 一國 のな 社の 指導 及び 巧な の 中、 レ機蝴 
をな すので ある •それ かに 一宇 II 提 階の フリ 1 メ 1 ソン 結社 ほのを 部が 結社の 養 お 巧議こ けと 
&るのでは>!^^'くて、 最な評議をの含円に理ばれた冗样貝のみがさぅなるのであろ お詔潍かは望一 

十 攫 階と 雲 意べ f Q ではない を 知れない が 、 おしこれはな社のな寶つ装お紋であ 
义 かち をら ゆる 暮階 結聲も をれ 忆服從 する 薄務を 負は されて わる S をる。 梦聲謀 かは が々 
一手 一二 人のを 員 おを 持つ じと お許されな いので あろ 

I - 

浆- 

世 ホフ？ メ ，ソン お 社の 巧奠 n' ソデで ある 英國大 。'ソデに f 有する 「童 旗務」 はを 祕密姑 
れの极 本 法と なつち 巧 ミび を 一の ぉ なをな して ゐる 「郝 とが 賢 紙い 及び 「か 終 か 心 心 
巧い こは、 ミ囊が 極め •て 隙が である にも拘らず、 お會 と閣裝 とに 對 する。' ソデの 靈を 明瞭に 
示して ゐろ がして かやぅ にを 現が 巧が なのは， フリ 1 メ 1 ソン 的が 神の 態度の 巧が ま 楚を證 明す る 
か 適の も Q である •宗が 広關 して 論じて ゐるま 霞が ては、 「メ 1 ソン お肚员 は、 をの 使な に 從つこ 
第 =1 がフリ I メ i'i 巧 巧た め R を 解な 


第 III が フリ— •ィ— ソン 祕密 おれ© お货 解剖、 二乂六 
おが 律に 服が しなくて はなら ないし、 また 彼は、 その 王 おの ホを ホ々 现 がするならば、 頌 のない お 神 
おとなる ことは ないし、 無 糸 おの 化 i 頓八徙 となる こと もないで をら う」 と蒂 かれて ゐ る。 今まで 卽 
種の 本が 寄 かれて、 巧して この 「古き ぶが 一は、 フリ ー メ I ソン 結社：：： のぶが におす る巧秘 的な 站を 
モの內 がと する もので あるか、 を かご 論ぜられ をので あつた。 化し このが 化の 粒 神から する が 本浊の 
が 梓は、 卽ち 。ッ デみ はは 化して 城の 無い 無神論ぶ やお ホ敎 2 無が の 化と なるべき ではない が、 い W し 
抓 私^ かむ ii 咖斯 かがが 邮 妒か肿 か か. ぶは 斬 ぶぉっ k 被の 人 il 、 V 进 ホ^と 祕 ぃ' 午な 
恥戍的 まお卽 ちお宗 敎の现 せま 雄の がぶ となる ことは 少しもを 支へは ない といん^ で わる。 をれ なに 
マルクス おお 的 無神論ぶ、 自も化 想 お 巧 お •あらゆる 敎 かお 仰 及びぶ が一 おのぶ ぶぶ も、 が' 2 怖がな 
しに ロ ッ デに 加入す る ことが 出來 るので ある。 フランス 大巧 社の 巧 おに 做つ て、 幾多の 火 P ッ ずは、 
「あらゆる 化が のを 能なる 巧設 お」 としての 信仰と 神の シム ボルと を その おをから 巧 巧した ので ある • 
千 八 百 セ 十 セ 年の お議 にがて 俾； 附凹大 が 社は 神の だ 仰を をの 想 化から 除き、 「フリ ー メ ー ソンが 社は 
お 封 かな、 むと 人 削の 述ホ货 化と をを のまを とする ものである」、 とい ふ义 句を なでの きおへ たので わ 
つ ホ •スコットランド 儀 おの お窝評 疑み の 「《1 ザンヌ 同盟」 は窩化 巧を がに おして お I 的に 「あら 
ゆる 世 ホの 捶巧一 含た るの シム ボルを 用 ひる やうに 規を しを。 併し 神の 巧を がか やうに ぶ みられ セの 

は、 この 篇ホ閒 逆を み义 的に 巧みず るた めに 他なら なわつ たので をる。 を 片をこ 〇フリ ー メ ー ソン 巧 


ゆる 世 ホの 違 巧ぎ たるの シム ボルを 用 ひる やうに 規を しを。 併し 神の 巧を がか やうに ぶめ られ セの 

は、 このを ホ 巧 巧を み乂 めに 解み する ために 他なら なかつ たので ある。 それせ じの フリ ー メ ー ソン お 
なのが の ほを に關 して、 じの 神の 髙化階 P ッデ制 巧に がける 巧なる をを 貪员 にも 巧し いもので あると 
轟つても、 それは 21 巧では ない ので ある • . 

夕 

「古き. 遊 巧」 は 同樣暖 がでは あるが、 まを 同樣 な巧隐 さを なつて、 フリ ー メ ...ソン おかの 闲ぷに 封 
する 腳 なに 就いて 語つて ゐ る。 巧該ホ 節には ホの かく 蕃 かれて ゐ る。 「メ I ソン 姑 社な は 化 化 的 池 力 
の 平 か 的な 臣下で あつて、 國 W の ザが 义 はを がに おする を 動义は 謀叛に 參 加して はならない …… 巧 一 
にもを 貝に して 闊 ぶに 對 する 叛逆 おとなる やうな 場合には、 化を 不幸なる 巧と して 问 化する ことは し 
てち その 叛逆に 援助を 與へ ては ならない。 而 して 彼に 他の 犯罪の ある ことが 化 化^れない 巧ない、 
お 社は 化を P ッ デから 追な すべきで はなく、 彼の*! ッ デに なする 脚な は 前 地り であるべ をで ある」 
この 巧 巧が 明瞭に 示して ゐる 酷は、 國 おに 封す る 巧 逆は、 ロッ デの 眼ょり 巧れば、 か： 3： を 結社から 
がかす るに をる だけの 大きな 罪惡 ではない とい ふこと である。 ロ ッ デに かつての 閒碰 は、 阅 索に 巧す 
る 巧 逆では ホくて、 結社を の ものに おする 巧 逆で ある。 おか こを はおが 阅 装に むしても 結が 化 i 持ク 
てゐる もので あり、 「因み 中の 闽 ぶ」 として、 巧 立の 立法と 巧自の 巧が 樣 とを みして ゐ るので ある。 
を 一一 巧フ ，’こ— ッン # 巧 巧 かめ 皮を W 巧 一一 九た 


# 一二 巧 フリ I •ィ ly ン K 巧 おせの 曲を 解 対 二乂 八.. 

化* の 巧 まな フリ ー メ ー ソン お 社 貝の 化 治 的 力 至を 命 的 活動が 問な にを そやうな 時には、 ロッ デは、 
危巧を おする ために かんで 口 巧を 用 ひ、 當 の結肚 貝は その 政治的 活動を 個人と してな したので あるか 
ら それに 對 して C ッ デは 黄 巧を 負ふぺ きでは なく、 P ッデゆ をれ とは 何 绛の规 なを も 巧す る ものでは 
をい と 主張す るの が 常で ある。 巧 多の 巧な にさう した 尊 情の 場合 もを るか も 知れない が、 化し ロッデ 
はこの 口ち を 特にがん で 用 ひ、 個々 の おお 員の 义北的 力 至な 治 的 活動の 巧を にな 接に P ッ デの 利 蕾 又 
ip ッ デの 化 薄が 巧 在して ゐる やうな 場合に がて さへ も、 その 口 貸を 川 ひるので ある。 この 說辯 によ 
ク でフリ ー メ ー ソン 系に お史 記述は々 日に まるまで、 里 要な 化 お 的 事 化に 對 する 曰ッ デの 直接の 關與 
を かく 迄 もを をし ようと 試みて ゐ る。 卽 ち、 伽々 のフリ ー メ ー ソン お肚 員が 重要な 夕か 者で ある じと 
はを 認す るち 彼の 璧化 的を 動と 彼 S ミメ 1 ソン 結な 貝で ある こととの 間に 何等の 囚 典的關 係を 
もを 認 しようと しないの である。 巧る にフリ ー メ ー ソン‘ おれは、 おに 重大な 世み 史上のを 件には、 上 
述の 遣り ホで 觀 巧に 結び ク いて ゐ るので、 化な としての ロ ッデ制 あ 又は 指 巧的捣 神と して フリ ー メ 
1 ソン 巧 神 又は フリ ー メ ー ソン 的 世み 巧 巧が か、 る 度を 的 事件の 8 にある ので ある。. 

* がか かにが て片 、ロッ デのを あ 又は 巧 神が 特に ま 苗した 時代と いふ やうな ものを 採し 化す ことは 化 
して ホる ではない •何と 化れば 巧团 たなる ものは、 ロンドン 大口/ソデの 設立の 年な 降は、 殆ん どち 困 


してを るでは ない •巧と を ば 巧 苗史な ミのは、 p ン ドン 大 V ソデの 設立の 年な 降は、 巧ん ど 巧 田 


1；.； い.； い 安が 皆が かを わらた 八からで ゎろ ま 巧 曲 S たまが、 巧 巧 由 S 大 さは 巧 团ロッ 
ザの 化 事で あると W すして ゐ るが、 じれは お 丈の 巧 巧に 近い ものである。 フリ ー メ ー ソン おなが、 
そのな ぶの 始めから 廣 化に 巧 動して ねる のは、 •アングロサクソン 系の 諸 阐索卽 ち 巧 巧が、 その あら 
ゆるが 巧 巧と 自治領、 あび 亞ホ巧 加を 衆 巧に をく ものは ない •を 世 ホには 現在では 四百 •五十 巧の フ 
—1 タ ー ソン お 社 負が をる が、 その 一二々 の 二は アングロサクソン 系で をる。 ち巧乂 。ッ デ、 スコッ 
ト ランド 大ロ ジデ、 アィルランド 大ロ ッ デの 一一 一大 P ッ デは、 十八 世紀の 中葉は ホ 巧 ホ 凶の あらゆるが 
か 巧 ± の 最もを 邸な 巧々 にまで もフリ ー メ ー ソン 的 工作を 巧して ホて ねる ので、 こい 三 一な 巧阐に 於て 
は、 於 早捉熙 する じとの 的來め 重大 意義を 持 〇セ樓 力を 素と なつて ゐ る。 が 巧、 商 お、 工業、 救 巧、 
巧扣 、化 治、、 陸軍、 海軍、 政府の 巧 どす ベての 代を 的 人物は ロッ デを 貝で. ある。 伽々 の あを 張げ るの 
はを 計な ことで をる。 巧阐せ 族が 始めて 大 なおに なつた 千 セ 百 云 十 セ 年な 來 、巧ち ゥユ ルス 公 フレデ 
リック •ルイスが 大巧 おにな つては ホ、 ち阐の P ツデ制 巧は 巧 王室の 保護を 巧け てゐ る。 ュドワ I ド 
セ 世は 當 時のを も 巧 力な フリ ー メ ー ソン お 化 貝の】 人で あつたし、 ジョ ー ジ 五世は がれち ではな かク 
を やうで あるが、 化し コン 户 1 卜公 及び 王ぶ のを 王子は おな のを 巧の 巧 人で ある •巧 曲 かを の 大巧 正 
かか* i が 政齡い 大部々 は英 a 大 。ッ デのを なをの 董 員で わる •巧 田な をの 本山に がて フ •メ I ソ y 
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-1 ッ 密巧 をの 


一ー ホ ホ 



窒 一巧 7 ， 1 xiys 巧 結な 3 殿 索 ww 50 
お 化の 神事 若け はれる こと も 化して 巧 おでは ない。 フリ ー メ ー ソン 結肚 がかくち 巧に がて 巧く 巧 炭す 
る ことの W 來 をのは、 、がれの 時化に もが おを を 持たな かつち からで ある。 その デモ クラシ ー め、 が 守 
的自 かま 跪 的な が 本ぶ 場は、 ま 巧 國の义 化生 巧に 巧綻 しを。 巧 做 族の お 海 的 化 お‘ 次连は P ン ドンの お 
をの ロッ デ、 卽ら 「ニユ 1 ゥ H ル ヵム •ロッ デ 五 千ち 一二 十 か號」 のをな である。 これは 巧 仿欺八 下 
院遂 なょり なる 謀な n ッデ である。 をの 設 ぶは 千 九 百 二十 九 年であつて、 巧 例が ななを は 本 來は巧 做 
運 勘の お譜 おが フリ ー メ ー ソン 結社に 加入す る ことを 禁止して ゐ たので、 この々 ッ デの 設立は セン セ 
ィシ ョンを をを おしを ので あつを。 まを ち 巧 及び 亞米利 加に 於ての みなられ るお教 としては、 所 巧 
「クラス •ロ ッ デ」 と稱 せられる 職 萊曰ッ デで あつて、 おを の憐莱 せのを のみし かその み 巧とは なれ 
をい ので ある。 かくて、 巧蒂 家の みから なる。 ッ デ、 常 おお 帥の みのもの、 飛 巧 壬の みのもの、 义は 
。 ンドンの巿吏なのみのものがぁり、 ぶはまをぉ太人のみの 一ーッデ、 を剛於か^が斬か，^か 、口'い4,も 
ある。 巧 闽フリ I メ ー ソン 結な は 大いに おを 的 巧 動を 巧つて、 おお、 ま老 お、 巧兒 な、 巧が 巧の 巧な 
や 維持の ために 金を 寄附す るが、 この おでは 亞米利 加の 諸大 。ッ デの 大仕 巧け の あ 苦む 巧に 巧しての 
み】* を おず るの みで ある。 フリ I メ ー ソン お壯 のおエ 式に 巧つ ては、 殆ん どを 王を が 出 ホす るの が 
常で あるが、 を 貝 達は あらゆる フリ ー メ ー ソン 的 華美な 化裝 をして 巧 巿の巧 巧に 現 はれる ので わる • 


巧 s フリ I メ I ソン おな 內 には 巧 太人閒 巧は 巧 在せ ず、 巧 太 人 も 同等の 樓 利を 巧す る a ッ デみ 肖で わ 
り、 をのな も夕 く、 な 力な 地 化を A めて ゐ る‘。 ロンドン のが お 太 人ロ ッ デは、 ロス チヤ. イ ルド 巧が 口 
ツ デ、 モンテ フイ オリ •ロツ デ、 シナイ山 ロ ツデ蒙 名を 持つ てゐ る。 在 ロンドンの 唯一の 巧 逸 ロ ツ 
ザである 「お巡" ツデ」 は、 お太人お聞王サ！ • アーサー • モ ンドををのを笠長としてゐるが、 この 
モンドは 巧て ゲイ I ン乂 P ツデ におを として 巧 在し、 か 太 利の フリ ー メ ー ソン 結 化に 巧して 巧閣 -kb 
ッ デの 巧 巧みが 約した ので あつた。 

巧 朗フリ ー メ ー ソン お 社の 持 つれを 的巧景 、がち 自ホ 主義で あり 保守 ま 義的义 プル ジョア 的な 特質 
が、 あらゆる オ ー スト リア 聯邦の 大 P ツデ にも なられる が、 これらの フリ ー メ I ソン お 社の 化 駆と な 
0 たのは、 英 一二を 巧 齒の髙 紋ロツ デ 役人 達で あつた。 才 I スト リア 聯邦の 六侧网 は、 タス マニア も 問 
巧で あるが、 それぞれ 自身の. 大ロ ッ デを 持つて ゐ る。 化處 のフリ ー メ I ソンが 社の 晚 あは 千 八 巧 一二 年 
に巧つてをり、 この大陸にがける「軍事ロツデ」として設立されセのがをのをおである。 オーストリ 
卞 のフリ ー メ I ソン おかは 元來 、イングランド、 アイルランド、 スコツト ランド 系の 地 ホ 大口. ツ ずで 
わつて、 巧 神 的には 獨 ぶしな かつ セが、 糾城 的には 巧 立した のであつた。 ォ I スト リャ のロッ デは 約 
第！ 一お 7 リ- こ- ツ y な 巧 おかめ 巧を 解 巧 ゴ 5 一 


第 111* フリ I • xly yg 巧 巧せ の 度を 解 巧 soil 
二 萬の 含 員を お 〇てゐ るが、 夕 くの 場合に 巧を 义は大 居が 大 P ッ デの 大巧を 又は 高な 役人で わつて、 
大 をを 巧 宅に をの 峨堪を 持 〇てゐ る。 本 田の フリ J メ ー ソン おな とのが 神 的な 連結は 巧 巧で ある •公 
巧 巧設は 大いに 巧 速して をり、 フリ ー メ ー ソン 的 お 聞 業が 廣 化に 巧 はれて ゐ るが、 評論と か 時 巧が な 
とかは 大 しを 高な な 水準に 達して ゐ るとは 言 ひない ものが ある。 ォ ー スト リアの 諸大 P ッ デの 共同 0 
會 II がな 年 開催され る ことにな つて ゐ る。 ' 

* 

亞細亞 にはた r 1 つの 獨 立した 大 n ッ デが ある だけで あるが、 これは フィ リッ ピンの ものである* 
t れを 除いては、 を大陛 は、 な 洲諸巧 おの 植民地で ある 巧 狀に巧 おしく、 フリ ー メ ー ソン 結社から お 
て も 巧 一 なぜ 巧 地を なして ゐ る。 をして をの ホ 巧に なつものは、 言 ふ 迄 もな く、 芙 图フリ ー メ I ソン 
» 社であつて、 旣に千 セ 百 一一 一十 年に 印度の ベルガ ル 州に 地 ホを 占めたの である。 

ぉ 

を 巧を は、 フリ ー メ ー ソン お 社の ホ 面から 見る 時には、 幾つかの 地方 乂 P ッ デが あるた めに、 お 《 
大 a ッ デのを お マに ある。 印度の 諸 小齒の 王は、 おんどを 部巧國 大ロ ッ デの ななが 人で ある。 巧扭の 
巧 度は おのを 巧 達が 統 巧して ゐる P ッ デに ホんで、 巧が な ±人" ッデも あるが、 じれら にがては ゾ, 


ブス ク敎 徒が お 的に を 力で ある- 

同様に ま那 もまを フリ ー メ I ソン おおから 見る と、 巧 巧の ちを 抗治 がで あつて、 約 だの。 ッデ がわ 
る。 ロ ッデ合 貝は 大部分は な洲 人で あつて、 巧ん どま 那人 はおない 。ゲィ ー ン 大曰ッ デは h おに. りら 
のロッ デを 持つ てゐ るが、 をの 名は 「巧 方の 化」 と 呼ばれ、 大部み お乂巧 人を か U として ゐ る。 おな 
の网 おが 府 のか 治 家 達は おが 力の ま 那フリ I メ I ソン お 社 U である。 をのぅ ち總 巧が か 於 か. rji とぶ 
の 「ハ ゴタ •ロツ デ」 (これは ホ 苗の マサ ナユ セッ ッ州大 。ッ デの 义 せ〕 のみ 巧で ある。 义お あな 政治 ぷで 

わつ セ 遜 逸 仙は が も か 越した 支 邢フ？ メ 1 ソンが 社员 であり、 純妍太 結社 ブナ ィ •ブリストー おぶ 部 
の窩か 階 結社 巧で あつたと いふが、 彼は 支那 器 運動の お 等を であり、 髮お社 「天 篆」 のな で 
わり、 藻 口の 軍部 ザ 命 後 千乂百 十】 年には 支那 初代の 大統領と なつを。 

が 

日本の フリ ー メ ー ソン 結社は、 巧 巧、’ 東京、 巧戶 にある ァングロサクソン ホロ ッデ のみで ある。 な 
巧と n ッデ との 閒の紳 丈 協を にょつ て、 日本人は、 か 巧に がて ロ ッデ會 ほと なつを 場合を 除いては、 
: ソデに 人を させられて はならない、 と規 をされ てゐ る。 斯齡国 あび 亂 がに 於ても を おは 间巧 である • 
日ま蛋 巧な 7，1 メ 1 ッン 結寶 はが 策 化で をつ たが 化は 髪 か 大臣を 勒 め、 巧曼？ を、 巧 

第 己が フ， 1ィ| ッ之密 巧た の 度を 角な =10 一一 一 


■ 

第一 一一が フ ，り— こ— ソン 祕 がな 杜め巧 を 保 巧 互 〇 巧 
】 ホ世巧戰巧2^前2日英问盟"締おに乂いに巧巧したか治家であつた。 彼は。 ンドンゎ 「ユ ムパィず， 
ロ ッザ巧 二 千 十八 號」 のみ U であつた。 

亞細おにじず幽なかの供||諸陶5が2^地があるので、 をれに應じて巧が乂ロッデ义は佛城阴大ホれ 
ホの P ッデ もがを して ゐる 。ィラク、 シリア、 大 リバ ノンには 英 齒フリ L メ ー ソンが 社が まがの 化た 
を 卜：； めて を 〇、 巧な にがても 问巧 である。 

夕 

巧 及の フリ ー メ ー ソンが 社の 事情は 非常に 鉛 おして ゐ るが、 をれ は異 つたな ホ 的 立場に 立つ 二つの 
大 P ッデ がぶ にが 爭 して ゐ るからで ある。 卽 ち、 その ー ホは ワク ド黨 系で あり、 化 ホは ぶな 系で ある • 
前 おは 巧 及の 政治 藻に して フリ ー メ ー ソン お 社な たる ザ クルル •パシヤの なを® して 巧 動し、 而 して 
ザグ ルル •パシヤは 愛闊 な ワク ドの 設立を であつて、 埃 及を 巧閣 のま 配ょり をを に獨 なさせん とする 
巧 ± である。 他の 大ロ ッ デは、 じれに 反して 親 巧 的で ある。 

巧 

，パレスチナには 巧 巧 ホ、 巧 义 系、 か 蘭 西 ホ、 巧を 系の ロッ がを り、 へ ブラィ 語を 用 ひる P ッチ も 


をた 巧 在して ねる • 

「巧 あみ 巧ま義 大ロ ツ デ」 とその 髙化 階は、 千乂百 三壬韋 にを のの がの 居所を 引 巧はなくて はを 
ら なかつ たので、 ごスチ ナヘ 移轉 する じと になつ をが、 旣 にな 前に テル •アヴ イフと ハイ フア とに 
巧 逸 系说乂 人の ロツ デを 設立して ゐ たのが 巧ぶ を 供 > しをから であつ た。 

巧 細の 諸 口' ソデとの 連絡を 勒め るのは シオニズム 楚設 運動で あつて、 この 地の フリ ，メ 1 ソン 結 ホ- 
は 可 巧り 統一的に このを 設 運動に 從舉 して ゐ る。 

策 

亞細亞唯一 2蜜大&ツ^^である7イ？ソピ ミ11ツデのかな速は、 挤をミ群旁獨化のと 
めの 岡 ± で をつた。 この 巧の 諸 a ツ デは 千 八 百 九 4 -ス 年に 「カ テ イプ ナン」 と稱 する が 巧 結社を かつ 
たが、 その 目が は、 この 群な を 政治的 及びを お 的が 迫から が 故す る ことで あつた。 この ド 漆は 巧 化さ 
れ て、 夕 おの フリ ー メ ー ソン 結社 貝は 死刑に おせられ たが、 その 中には ドクトル •ホゼ •リザ ルが あ 
り、 フイ リツ ピンの 國 K 的 お 推と なり、 今日では をの 命日は 凰な 日と なつて ねる。 

短命に あつを フイ リツ ピン 巧か闊 —— 米西戰 をを の —— 大巧 巧で あつを アグ ナル ドは フリ ー メ I ソ 
ンお 社な であつ を巧堇 遙フリ 1 メ 1 ソン おな と ホんで、 化 亞ホ巧 加の 乂 。ツデ も 巧 ホを みめる に 
S 1》 7，1 •イ— ッン！* 巧 巧せ の 度を 解な 一二 S 


， 第 n ; 巧 79 — •ィ lyyK 密巧 たの RA 解 « so 力 

至〇ち 因巧大ロッデはき之お巧とめ一巧人の會員を有し、 「ヵブレト，」 とおずるな波なお曲と 
•持 0 てゐる •フィ リッ ピン •フリ ー メ ー ソン おせの 巧 立を は 西 巧 ザ 人と 巧萄 人と であつた •大 P ッデ 
の 所在 巧は マ It ラで ある。 

な 

波 巧では、 テヘラン、 シラス、 及び 波 巧 巧に 面する 鼠 境 諸都巿 には a ッ デが をつて， スコット ラン 
ド大 p ッ デのを お 下に ある • i 巧フリ I メ I ソン お肚 の攒大 は、 現在 迄は、 正統 巧 义が徒 あびぶ せ 
» を おがの 反 おにょ つて 不戍 功に 終 クてゐ ぶ。 この 國に フリ ー メ I ソン おかを おがした のは 夕 くは 波 
巧の 王子 達 又は 巧、 か、 主のを 巧への 巧 節であつて、 これらの 場所で がが お 化に 入を させられ たので 
わ 0 たが、 移な 後の フリ I メ ー ソン おれを がを させる だけの 力は 持ち 合は せを いのでを る。‘ 

巧 十 I 章最巧 評議 g 

が 巧の かく、 「最高 評 慈を」 は、 それぞれの 國 にがて、 卽ち世 ホの 一二 十六 巧围 にがけ る スコット ラ 
ン ドが 巧のを 高れ 階を 巧 巧す るを 巧 巧 尚で わ > 、巧つて 間接には をョハ _ ース •ロッ デの 最高が 巧 ta 
である， t れらを おを する 上がが を卽ち 世み 巧 巧は、 世み 巧 的 まを のをす にお 0 てが】 た 巧 たれで 


たり、 巧】 の わるな 巧と 巧】 の わる 象镇 法と 巧 一の ある フリ I メ ー ソン 的 世み 巧綠 とを おがして ゐる 
が、 これが 卽ち卞 八 百 七十 五 年に 當 時が 在した を 「を お 評 薄を」 に 巧つて 設立され た 「《1 ザ ンヌ同 
が」 である •この 年な をに 新たに 設 化されを あらゆる 「最高 許な を」 は 他の スコットランド 從 巧の 大 
ロッ デに よつて 「公正 且つを 全」 であり、 おつて 义 「正規」 の ものと 認められる ためには、 この 「。 

1 ザンヌ 同盟」 に 加入し、 をの おめ と 窓 法と を 採用し なくて はならない ので ある。 「ロ ー ザ ンヌ间 巧」 
の規 巧に おはず、 從 つて 他の 姉 巧 削 係のを 高 評議を とむ 動を おにせず 义 友が 蝴 なを 持して ゐ ないやぅ 
な ものは、 スコットランド 儀 庭に 巧す るを 高評 读 をには 一 0 も おいので をる。 かくて 化 巧の あらゆる 
な 髙許議 をの 代 おを の 出 おの 下に、 少なくとも 五 年 目 每に巧 はれを スコットランド 化 階の 世界み なは、 
を 世 巧の 高 化 階フリ ー メ ー ソン 結社 員 力 至は その 指導 的髙な 役人を おの 巧 巧岛つ 常時の 聯合で あり、 
親睦で ある。 最後のを 寡は 千乂百 111 十五 年 六 巧 十ぶ 日から 十九 日に ち 0 て プル ッセ ルで 閒峭 された。 

を 髙許議 をは、 ョ ハ ニス •フリ ー メ ー ソン 結な の^お iSl である 大ロ ッ デと 同 横に 巧に、 一巧の 代 
表を 餅 巧であつて、 大 n ッ デの ホは 「犬が 巧」 によつて おぶされ るので ある。 なな 許 送を の 方は 「巧 
をお离 が監」 によつて おぶされ るので ある。 最高 許議 みの 長は 「を 能 巧を 大词 令」 とげ ばれる。 化の 
巧 佐 巧と しては 、 m <_ ース •ロ ッ デの 巧 合と 同樸に その 代理を が あり、 また か部關 なの お 件を 扱 ふ 
第ー ユ 巧 フリ ー •ィ |ブ 密 巧 巧の お 巧 解な 一二 04> 


第！ s. 7，- 二— ッン なせ おせめ おを 解 幻 111 〇、 • 

「《ま 記 お」、 內部 削な の荐 をが ふ 「大 宰相」、 大 護ぶ. 大尙 寄、 更 監お、 大 ち計雙 ザが ある， 

.ホ髙 許 f 忆が 5? メ 1 ソン お肚 S— 速は ミ 最も 觀粹 旦つ完 をな をを おつて を ゎ、 f ま 

をは— に援議 にょつ て おつて 代を、 外的な 作棠が 塞に 爵作 f かつて 接て ゐろ なな 
評 わ 謹 こを は、 巧が r ソデ 制度 本來 S もの 雙化動 命、 むで ある。 

スコット ランド 化賴が おも 遲く 入つた 闽 をは 獨 逸で あつち 獨 逸の フ？ メ 1 ソン 結社の 賭た は、 

モ妾 111 主 輩」 は、 習 S 高 評議 貪 巧 動に ょつ てお懲 される 點は 少しもな かつち 瑣乂 利の な 
かお お 社 f 他 si 苦' ソデから 沿 放されを 連是 依つ 了 巧く 千 九— 十 年に 至つ 了 設立され た 
s 逸義 ま藻大 。ッ デ」 のみ 貝と が 相談を して、 ジユ t ヴに がけ 辜— 二王が の 「7 リ— メ 
1 ソン 總 同盟」 S 氏 因つ て： ホ 1 リヴ T ジ跋 瓶に がて 知款蕾 載 か」 を設 ちを ので あ ミ 
ザ' これは？ 為後 忆は巧 動を 關始 し、 なち に譜 •西瑞 、西 護の 791 メ 1 ソン 大 r ソデに 化 

つて 公認され ちな ほお ヶ月 をには、 をれ は 「r ザンヌ 同盟」 に 加盟し 從 つてを スコット ランドが 

巧の フリ 1 メ 1 ソン おかと 望な ホの 側 係に ろち 化し これは、 「1 み窒 美。 ッ ごと 接 
に、 が 請 お 塞し 得ず、 千 九 宣手羣 S 碧 命と 若 兩組货 共 忆 白ら 解消して 、大部 芝れ 

らをお巧して ゐをお太人と共に、 がもあらぅ に い i へ と證して巧つ ミ で あ ミ。 


らをお巧して ゐた巧太人とがに、 がもぁらぅ に s い 亡 と遣はして巧つ た の ミ ミ- 



.- 1; . nfl mf. 1■ i 1 

.巧 i 囊 7，- メ-ソ N お i する ifs 身」 了 i が、— 巧— 
は、 巧途 Sr ソデ 慧が聞 望 蔑 的 雲す S ぃお 化に 巧して をて が一し か 態 ff ず、 まと 
B ソデ ネ巧 中の それぞれの をは それぞれ 異 つを 運な に 遭遇し をからで あつを。 巧を は千义 昼よ を 

が 宰!^ な ミ I 、 十？ も？ ッ I 」 て ゐ たが、 それらが 豪家 

的に 異 つを 帥を に 分裂して ゐ たので あつを。 かやぅ にこの 同胞 的 連 錫の 中に すかが 生じて ホた のょ、 

ま數 の大； チヵ 變 社貪產 S を 巧香大 する S れ了 非常 矣 巧 的な 轰を おる S つたが 

化の フリ ，メ 1 ソン 阁粧 がを に贊问 をし なかつ たからで をつ ち 
例へ ば ミ ダけ でも 獨 逸。' ソデ 器. ー ツ宗か 誤で あ ミ S 逸— ホ旋大 。ッ ごちを くぶ 
巧尝ホ f か？ ゐ た。 をは 糾織的 言 人 乾 支； 义產£ 淳 結びつぃ てを ゎ、 磬的 
に幫 {—講蘿的 で 1、 そ S 甚廷蔓 器 お 太 人を 含んで ゐち S な If は 違 

聖 sf ii な 香を す 言は 堯 養老 ま ミ i 2。 をして 

山 前ょ。 そ—— た ユル サ X 、 ハィファ 、テル、 ァヴ； の 「—ッ デ」 と？、 をの 

巧ぶ か U と 巧に パレ K チ ナヘ 移 化し、 共 店に 約 一卒装 「磬雾 かか 黨か r いごと してが ち 
てゐ る。 をと みに. 幕 昭 結社 なょり 巧る 「巧 逸提壽 巧を」 もま 案-もの 雙レ ステ ナヘと なつた 

第 I 二が 7 リ- •メ —ッン な. が 巧 巧め 巧を 解剖 一二 〇 化 


コ ー巧 フ 


—ッ yH 密巧 なの お々 解な 


so 


のであった。 


獨 逸。 ッデ みの 第二の がをは 六つの 「人道主義 的 大ロ ッ デ」 からな り、 フランクフルト、 ハ A プル 
ク 、ダル A シユ クツト 、バィ a ィト、 ラィプツィヒ、 ドレ ー ス デンの 大ロ ツ デが をの 巧 U である。 これ 

らが 「人道 ま 遊 的」. とげ ばれる のは、 これら もまた 巧网ぶ 的且超 宗派 的 人道 まを を その 地盤と する か 
ら である。 これら もまを お 太 人を をの B ツ デのを なと して 入を させを が、 これらと 「み徴 ホぶ 大日 ツ 
デ」 とのが 違は、 かが 的に 闊おま おを 强 調して ゐる 助であつて、 自己の 超 巧ぶ ま 茜と 网家 ホ苑 とを 巧 
合して、 フィ ヒテが 「フリ ー メ I ソン 結社の 世 巧 ま 范は思 あに 過ぎず、 をの 巧な はが 网あ である」 と 

すつ た S を 驚」 W ゐる夕 后 急。 をら はか S 大 a ' ソデ 是閒蓋 I 養な 蹇雙を 結ぶ こ 

とを せず、 佛朗西 乂 巧れ、 と 巧 逸の 大ロ ツデ 巧との 巧 かを 巧を しよぅと しを 「フリ I メ ー ソンの。 ヵル 
ノ を 謹」 におして は 可 巧り に 巧を 的な 態 あを かつて ゐ を。 巧滚社 含まを がな 椎を旌 化する におる と、 
これらは その 闺 だま 薬に ぶいて、 內面 的に も ル 面のに も 新 方面に 使乘 しよぅと 試みた。 卽ち これらは- 
自己を 巧 化して 「巧 逸 基 SWSJ . とな ミこと を 化 薄し、 それによ つて あらく お 巧を をて JJ ので あつ 
た。 しかし 政 巧を 局を は > このな 装と いふなに 人道 まを 大ロ ッ デの 改化 のま 目的の ある ことを 看 おし 
ホが、- 之は 尤もな ホ 巧であつて 、巧つて なおは おが 負 達の 巧 ホには おじな かク たので ある。； で ハ 





■K t 力 tB 巧當后 請け との 巧 おと レ ふ 思に 人道 ま義 大ロ ッ デの 改 化の ま 目的のを る ことを 看破し 
たが、’ をは 尤もな ホ 巧であつて、 おつてな 巧は おが 員 達のを ホには 旗 じなかつた ので ある。；！， で ハ 

10 tf ' ータ — i 

A プル ク大 r ソデと 7 ランク 7 ルト •至 •マ ィン C 巧 巧 まを 大 a ' ソデとは 巧？ して、 進を お 巧 
を 巧が しち 巧 かの 人道 まを 大 r ソデは 間も無く 巧權 にょつ て禁 比されち 現在では かの 六つのぅ ち. 
たで r 讓こ プル ク大 ロッ ごだけ ちじの 方向 S 管ッ デの 舊會 貝を 寒て、 智利 、ブラジル‘ 

及び アルゼンチン にが 在して ゐ る。 

「臺 ごィ 七ン大 P ッご I をの おは 一一 一つで、 所在地は 裳で あつた ！ は、 獨逸 7 リ 1 メ 1 
ッン おな S 華 声 おが 祭が^い、 ミ おもわ おを なして ゐ ちご ィ 七 ン is 誰の 下にぶ 
でた のス之 等は 困 巧 叟び屢 的な 俾 がを 持つ てが 動して ゐ ちその 俄 巧は 所謂 「スュ 1 デン ま 
ミ」 でを つて、 フリ If ソン 結 雷の 奪 勝 お 的な 亞種 であり、 媛な かには セぶ— 闽に 
ホての み 行 はれ W ゐ fQ であろ 之 等は 墓 十年閒 寡を 超 S 的な 撰を 義 してを り、 がに 
ブ？ f ッ’ N 奮 S おで ある 蓄 "'ソデと 勇な 二 TT 美； デと》 けぶ 諸な を おを 
《ちがな S 7? メ 1 ソン 霞との 閒の 別の 相違は、 囊的 理由に ょつ て おすを なしを いと 
いふ こ丢 あるが、 調杳 しを 璧 はを が餐 でない ことが 摊 巧な 訟巧教 にがつて 明白と なつち 
化つ てこれ 等？ ッデ答 f 1 メ 1 ソ i から お i は、 を 了 「Ali がな く、 

* ホ をく 「窒 旦つ完 を」 とは ミを い？ ある。 

誰 一二が 7，1 ，ィ—ッ》 蔓巧 たの 度 や-解な 


# I ご 巧フ 


-ッ yH 巧 おせむ おや： 解 巧 


_ ニニ！ 


t れらの 「古式 プロイセン 大ロ ッ デ」 はお 巧 ホ 化 話 書と 「巧 逸ぶ が お 巧」 に改 化して 「フリ I ドリ 
ヒ 大王」、 「巧 逸本 山」 「友 巧」 等と 巧す る ホと に 巧つ て、 网ぶ のが 訟を をけ る もの-.^ おじた ので 
あつた •この 極の フリ ー メ ー ソン 阐陋 がかくが がして ゐる セめ に、 か閣 にめ ては、 獨 をには なほ。 ッ 
デが が 在して ゐ るかの かくに】 板に なせられ てゐ るが、 併し 事な は それと だ 巧で あつて、 他の 巧が の 
大ロ ッ デの 自己が 消 やお 比は、 か、 る 曲 的 H な 誤が を 打ち消す に沾 りる であらぅ。 事 巧 お 近 お ヶ月の 
閒 に、 「古式 プ n イセ ン 大ロ ッ デ」 ホが の 単 おもす 利な な ホへ 鞋 つて ゐ るので ある。 

巧く む 近の 報道では 「古式 プ B イセ ン乂 。ッ デ」 の】 つで ある 「 S つの 化 巧」 の 大础染 が P ッデ美 
貪の 成 上から 保誰檢 がされを とい ふこと である。 まを お 近の ことで あるが、 みな 數 がみない からとの 
巧 かで が おの 認 ザを 求めて プ n イセ ン巧巧 巧に か 渡して 來てゐ る p ッ デのを 巧 も 公 おされを。 楓逸フ 
JI メ I ソン 結 かの 故を の 巧り である 「ホぶ プ n イ セン」 系に も ホ 巧に をのな 米が 近づいて ゐる こと 
は 痛 巧で ある。 フリ ー メ ー ソン 化热 は、 か 何なる 色 おと 如何なる 稱 類の もので あらぅ と、 化 治 的に 
も、 文化的に も、 世み 觀的 にも、 現在の 巧 逆にめ ては その 巧 盤を 巧 ホして しま ひ、 モホ百 互 十ぶ 年中 
に 「巧ぶ プ &イ* ン」 ホは かを その他 あらゆる フリ ー メ ー ソ y ホの な 巧は 時 段 させられ セ。 



、パ^ ii ぴ豪 i f メ ，ッン f は i \ K ' ュ お、 ； 一 い 

いノ マ。^ r ' ソデは、 フ？ メ— ソン おおの 蟲莫装 茜の ものである •北 臟フ リ—メ 
を 部^^^^?^^ tf 、 寶變 神の 信仰で あつて、# を な闻 の 養 李る もので あり、 そ 

yiif I なく 、 lif デ f 

ヒみノ デの みで ある スユ 1 デンの グスク I フ 王は サ 。モンの 名代で あ"^、 里ん 子ょ 人 J ごみる。 

ゴ な。 ッデ iii 意— 祕 ぃ 

巧 

れ^ riif ミろ そ 
、 N まご f フ？ メ—ご 糾捣 占を ら馨を 累てゐ 

と— ホ———、 この i 、 巧 H に U 
義— である r ょつ て— し、— 時 yy 
苗 — f : ミこと 隻 i —」 言 b 了— 塞— としては 巧 
も、 か變 ロツ ザに？ は 時;!^^:^ の 5。 かくてを 叢の W 猫に なする 態度に がて 

雲 7? •重 i & の pr 玄—— ない の—。 ミ 這 


吉】 互 


き 一な 7—1 


.ッ ，一祕 巧 W せめ 巧 お 解 M 


ni 1 凸 


巧の 十 年間 K め H も 加 お 力なを におす る震忆 がて 示された も Q でを つて、 力 J ツク巧 合に 巧して 
• A がに も おが" な 巧 意の 示される こと も屢 々あつたので わる • 

夕 

ペル ザ ー 大束 社は が 蘭 西大束 社の 及の 子供で ある •そ* のがが 巧は な 前 も 今 も、 過 巧 的な ベル ギ ー 自 
由 まま 及ぴ マルクス ホ 義の急 ホ 鋒で あろ かの 「大 自由 ま義 を」 ヴェル T ゲン 莫囊 でわク たが， 
皮 おと 文化 巧爭 とは C ツ デの 日巧プ a グラ A である ことを 明白に 宜 すした ので あつを •自由 ま 藥义び 

マルクス 襄 的 客ま堯 S 墓 愛は 苗お聲 農け る 楚勇お 社の 霎な賣 塞は 思を 干の 

俩ミげ るを らば、 ヴ アンデ ル こ ル デ、 ユィスマンス、 《ィマン ス 等は、； デの み 貝で ある 許り 
か •が一 二十 S 化 商 及びべ ルギ ー 巧髙 評！！ をの 冗を 貝で ある- 

ぶ 

フリ I メ I ソン 結社に 反 封す る 最近の 巧資 を 的 义ぴ反 デモ クラシ I 的 勢力の 巧 ホは、 ホな すれば お 
興のみみ的戰な《田をは巧西に於てせも進^^してゐろ 巧西||||^にがては大ロッデ 「アルピこ は、 
式 舅 U 巧 衆 Q 中に 擴がク て 巧く 攻撃に 面 おして ゐ る。 巧 西の 巧 7 ， I メ， ッン最 お 巧 拍の最 ホ 
力& ホ！！ 著は 數斋前 K 巧ぶ した 巧 西»參 巧！！ を H ルミ •ゾン デ レツ ダルで ミち 化の ながの 同ち 

，.，•か..；—.. •. .， 
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ホ！！ 活 は^ 谓前 K 巧^した 巧 西»參 ホ！！ ち エル ミ •ゾン デ レツ ダルで ミち 化のは かの 巧で 





である フ オン ヤラス 大佐は、 現在は 巧西フ アツ シスト 同 巧の 持 串を で わるが、 その 戟 おを ホな て、 巧 
西に めける 7，1 メ -ツン おせを 許を する かぶを 人民 誓 岸 向ん ベ？ とを を 巧して ゐる 。まを 巧 
西 田 一^れを ま棠黨 の 指洁 をた る レオ ご ルト 少佐は、 a ' ソデが 热に 巧して 謹して ゐろ 「フ オン ヤ 

ブス 議 ぎは、 おを に规？ れ をょり 堂 S 名を 巧た ので、 S 惑な に 引が いての 雜 巧の ホめ にお 
巧され てゐ るので ある。 
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第一々 世寞 雲に プラ 1 グ に， U か；； 闯寞； デを 設 なした S 、 TfK ラ ゲィ 7 ご' ソ 
デの 派遣 闻 であ 0 た。 CS チ； n 闭寞 r ソデに 莫霞 マサ，' ソク S 子、 か莫芭 ベネ シユ、 
大臣： フタ 等の 高な 鬟杜 貝の かに 他の 有力な 人* がみな とを クてゐ るち この。' ソデと ホんで 巧 
& フリ 1メ1ッ ン おれの た&に 「い' ソ シング ご二 つ Q 指を と稱 する ホ"' ソデが 存ち てゐ ろご 
ツ n - の V ソデが おの 妾は、 スス ままと 7? メ i ン巧 神と が 望に i しあつて ゐろ 戶ユご 
大口' ソデ S 貪は 全が チ 5 n おか S をで あるが、 巧 逸 含' ソデの 貪は 孚パ 1 セン 
自由 ま堯 系で ある。 
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第 互 巧 


フリ— 


—ッン W 巧 巧れ se をが 巧 


互】 五 


§ 雜フ， I こ— ッン ま g 化め な 一一 一一々 
巧* は 世 ホの あらゆる 巧々 にがけ るフリ I メ ー ソン おれの 現狀 をみ 巧を にがてな 巧し、 か 巧 S る 
巧を には それに « 史的な 回 巧を も かへ て わいた ので あるが、 なは 巧々 はは 上に 論じ 巧され てゐ た、 ラ、 チ 
ごアメ 9 力 ご‘ ソデれ 巧に 巧ても 妃 してた をくて は をら ミ • 7 ル ゼン チンから々 ル グアノ •に 至 
るを の •あらゆる 巧 ホ 巧 巧の 雨 立 巧 巧の 代 ま 巧は、 を おフリ I メ ー ソン お 社 貝で あつたが、 巧 等は また 
. 々卜？ ソク がに 對 する 熱な 的た 文化 田 爭の畫 をで わつ ち ラ チン •アメリカの フ ，しメ 1 ソンれ 巧 
の邊ま 及び 現在に がける が 巧の 巧 巧 的な がと をる のは、 メキシコで わ' つて、 その 大巧 巧には を 近まで 
+ 1 乂 のなか お フ， ，メ 1 ソン お 社 貝が 數 へられる のでを ろ じれら の,^ ち カレス、 ポル テス、 ギル、 
ォルチス、 ルミ、 ヵルデナス等は巧時の大巧？ゎミ、 於篆邮^£が'，^:^^^かかか^,いい，；^い 
ッン的 お 神み 攀が ホし< 巧 はれて ゐて 、今日 も 事 巧 忆變 りは ない ので わる。 一巧 的忆 5 をら ば、 
t ら ゆる 時代と わら ゆる 苗 A の 南 お 巧フリ ー メ- •ソン 紀 おは、 世 ホロ ツデか 巧のを も不 巧な 巧 十 < がを 
ので わる • 
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フ？ メ 1 ッン おせは、 その t ホの 原ち® ちな 宗巧 主義。 その K 房 ままの 麻理 、巧ち 巧 賣義义 
ミの ミ 的 力 至 ミ 上 的度值 i か 衣 かか i か ミ、 をく の相對 ま* にな ウミ ミかん る 相 巧 ま 


OH * ザ タ3 を 巧よ 的 巧 巧に 巧 卞义立 巧た 巧ク て、 をく の 相 巧 ま 巧に 巧 0 てゐる •か i る 相 巧 ま 

If • - — -r - r.^:^- - ■ - 一'^ % -y で 

を V . ■，島 ザ 


義 のお對 的を 信 は、 をて 本質的な 在を菱 田す こ i 冀 ず、 を r 巧 f 筋く に进 ざない ので ぁ 
る • —2 から 見 何慧惡 を 有しを いか 之 世界 管、' 責お活 管が W も 覆 G をい 仕 おを 
苦 かす》 けで 友る。 f 芒' ソデは をら S 護は 少しも 我を 持たない g で&る •援 かなら 
ば、 口' ソデに 巧つ ては、 そ S 力は 巧 走 目 杨の沮 ホのを 巧處姜 もが 髮か ホろ 
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よ* わ こる める は、 

； 皮れ ろ函 だ巧黯 
巧ら 巧 巧 WH じ 
♦» は atg なでで 
たに* '局ら あ g 
つ對ふ 直の ざる 巧 
です 。而 推る^ 力 
こる 今 ナ# はち 巧 
も 巧は るに な g 夕 
冉 《 巧 i 集ぃ -« 
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賦^！!? ホが か 1 託 It 結縣狱 

け泄ネ の巧巧 巧を i ホ# と ご大轉 £ 
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重 全 r ぶ mil 房 書經攻 r 讀禱系 


ホ吉八 五: セ吉 一巧 ホを 也 


この ♦はみ のい 0 ろの お ♦であり* ナ •日本人 
の 一人 ^ して 日' 本 巧 t 巧り を ひつ、， 今日 t で 生 
g しめられ たみは， 日本 ポ 世界で 巧 巧 巧’ お 《 度 
の义 化を tt に 遠 < 神化に 持つて & たこと に 氣ザい 
て 驚が， 歡を «< 能は ず、 》< も 「明せ 天篇 御藥」 
を 戴 さ、 大»« のま ■め 巧し を 力に 巧 かる、 マん 
に 摩を 巧 0 たの ポ この 書で あり S す。 

- この ♦ はち 學 でもり、 人生 親で る 9 、 世 ホ觀で 
わゥ て， 藝 術では わり S ♦ん なに こ C 巧を を ひつ 
めれ ぱ かずい & ちの « 扉に つ ♦ 當 す。 ♦首す 
かば 神 ■ 9 逍ぃ巧 巧 的 お* でもり i ナ 。(着 者自 
序 中 3 一が】 


本に 還れ 


巧 夕を雄 



口 績寫巧 八 頁を 債を 西 
本文 B 6 B 矣頁 送料 十五 巧 
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猶太ち 族 田 千年の SA は、 な 等の 巧な して 息む 

i 

C とな 》 乂截キ 巧へ めな 逆 •サホ ま 面の 妄 みの S 

•* 

たでを る •本 ♦は* 太 民族 3 本質た 解 巧し、 その 
« 脈を 巧 堯 し， はて！！ なか 新か餐 巧と して ♦にか 
た 博# る 『ホ ホめ g 密」 を ぱ巧な ♦補した もめ 
である。 

♦の 含 わ ifc るは、 #舊 基* み A 1 
P •シ ♦ yQfl 巧 太 入の 吿白 •巧！： 4 解！！ 
. f の 解 g A ヴ« ホ' 同一 ■に ■卞る W 堯 ♦目 そ め 
隹 «と な！！ 公 ホ HI ♦ム I め々 も f 








